
���������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〈付・年報〉

第２９号（２０１５年）

松代文化施設等管理事務所

ISSN１３４２―８８３７

目

次

松
代
藩
士
山
寺
常
山
の
人
物
像
形
成
と
伝
記
資
料
…
…
…
…
…
…
小
関
悠
一
郎

１

真
田
昌
幸
肖
像
画
を
め
ぐ
っ
て

―
な
ぜ
真
田
宝
物
館
に
伝
わ
ら
な
い
の
か
―
…
…
…
…
…
…
原
田

和
彦

１７

象
山
書
簡
か
ら
み
る

佐
久
間
象
山
と
伊
勢
町
八
田
家
…
…
…
…
宮
澤

崇
士

２４

海
野
家
文
書
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
山
中
さ
ゆ
り

２９

翻
刻
『
菊
の
分
根
』（
６
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
真
田
連
句
を
読
む
会

５２

史
料
紹
介

監
察
日
記

安
永
八
年
〜
安
永
十
年
…
…
…
真
田
古
文
書
ク
ラ
ブ

６８

年
報
（
２
０
１
５
年
１
月
〜
２
０
１
５
年
１
２
月
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

�



������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

松
代
藩
士
山
寺
常
山
の
人
物
像
形
成
と
伝
記
資
料

小

関

悠

一

郎

は
じ
め
に

本
稿
は
、
近
世
後
期
の
松
代
藩
士
・
山
寺
常
山
（
や
ま
で
ら
じ
ょ
う
ざ
ん
、
文
化
五

年
〈
一
八
〇
七
〉
〜
明
治
一
一
年
〈
一
八
七
八
〉）
に
つ
い
て
、
現
在
に
至
る
そ
の
人

物
像
形
成
の
過
程
を
検
討
し
、
そ
れ
を
通
し
て
今
後
の
山
寺
常
山
研
究
の
視
点
と
課
題

に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
山
寺
常
山
に
つ
い
て
は
、
早
く
か
ら
そ

の
学
識
が
高
く
評
価
さ
れ
、
多
く
の
文
献
で
鎌
原
桐
山
・
佐
久
間
象
山
と
並
ぶ
「
松
代

三
山
」
の
一
人
と
し
て
言
及
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
近
年
で
は
そ
の
生
家
跡
が
山
寺
常

山
邸
と
し
て
整
備
さ
れ
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
松
代
藩
関
係
の
歴
史
人
物
と

し
て
は
大
変
知
名
度
の
高
い
人
物
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

で
は
現
在
、
私
た
ち
が
接
す
る
山
寺
常
山
の
人
物
像
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う

か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
例
え
ば
人
名
事
典
類
の
記
述
を
参
照
す
る
と
、
概
ね
次
の
よ

う
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
（
本
稿
末
尾
の
参
考
資
料
１
参
照
）。
�
佐
久
間
象
山
、
鎌
原

桐
山
と
と
も
に
松
代
三
山
の
一
人
で
あ
る
。
�
代
々
百
四
十
石
で
真
田
家
に
仕
え
、
父

久
敬
が
早
世
し
、
祖
父
久
好
に
育
て
ら
れ
た
。
�
真
田
幸
貫
に
仕
え
、
監
察
、
普
請
奉

行
、
世
子
傅
な
ど
の
職
を
務
め
た
。
�
江
戸
に
出
て
、
兵
学
を
平
山
兵
原
に
、
経
書
を

古
賀
侗
庵
に
学
び
、
松
崎
慊
堂
、
佐
藤
一
斎
、
中
村
敬
宇
ら
と
も
交
わ
り
、
天
保
四
年

に
は
儒
者
長
野
豊
山
を
松
代
に
招
い
た
。
�
天
保
十
二
年
幸
貫
が
幕
府
老
中
と
な
り
海

防
を
担
当
し
た
こ
と
を
う
け
て
藩
士
に
兵
学
を
講
じ
た
。
�
天
保
十
四
年
に
郡
奉
行
と

な
り
、
幕
府
よ
り
功
を
賞
さ
れ
、
弘
化
四
年
の
善
光
寺
地
震
の
対
応
に
も
功
が
あ
っ

た
。
�
安
政
元
年
の
黒
船
来
航
時
、
佐
久
間
象
山
ら
と
開
港
問
題
に
奔
走
し
（
長
岡
監

物
・
藤
田
東
湖
ら
と
画
策
）、
文
久
三
年
の
英
国
軍
鑑
来
航
時
は
藩
の
参
謀
と
し
て
江

戸
に
赴
い
た
。
�
明
治
三
年
の
午
札
騒
動
で
は
、
藩
知
事
真
田
幸
民
の
下
で
登
用
さ
れ

功
が
あ
っ
た
。
	
著
書
に
『
常
山
文
集
』『
如
坐
漏
船
居
紀
聞
』『
松
代
封
内
実
測
図
』

が
あ
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
山
寺
常
山
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
あ
る
定
度
詳
細
に

明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
と
こ
ろ
が
一
方
で
、
右
に
示

し
た
常
山
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、『
更
級
埴
科
人
名
辞
書
』（
信
濃
教
育
会
更
級
教
育
部

会
、
一
九
三
九
年
）、
さ
ら
に
は
大
平
喜
間
多
『
松
代
町
史
』（
松
代
町
役
場
、
一
九
二

九
年
）
に
も
ほ
ぼ
同
内
容
の
記
載
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
遡
る
と
、
明
治
一
七
年
（
一
八

八
四
）
の
「
常
山
山
寺
先
生
碑
」（
中
村
正
直
編
、
末
尾
参
考
資
料
２
参
照
）
が
こ
れ

ら
の
常
山
伝
の
原
型
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
山
寺
常

山
の
事
跡
・
人
物
像
に
つ
い
て
は
、
そ
の
知
名
度
に
比
し
て
、
明
治
一
七
年
の
「
常
山

山
寺
先
生
碑
」
の
内
容
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。こ

の
こ
と
は
、
例
え
ば
同
じ
「
三
山
」
の
一
人
佐
久
間
象
山
を
め
ぐ
る
研
究
状
況
と

著
し
い
対
照
を
な
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
近
年
、
佐
久
間
象

山
像
の
描
か
れ
方
や
人
物
伝
の
成
立
事
情
、
歴
史
叙
述
を
担
っ
た
人
々
に
光
が
当
て
ら
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れ
、
明
治
期
以
降
に
お
け
る
歴
史
人
物
像
描
出
の
動
き
が
克
明
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き

て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
１
）

。
こ
れ
ら
は
、
明
治
期
以
降
、
松
代
内
外
で
形
成
さ
れ
た
人
物

像
・
歴
史
意
識
の
解
明
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
貴
重
な
成
果
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

本
稿
で
は
こ
う
し
た
研
究
に
刺
激
を
受
け
て
、
山
寺
常
山
に
関
す
る
研
究
の
基
礎
と

な
る
史
資
料
の
紹
介
に
意
を
用
い
な
が
ら
、
山
寺
常
山
像
の
形
成
に
つ
い
て
考
察
し
て

み
た
い
。
以
下
で
は
ま
ず
、
常
山
に
つ
い
て
最
も
ま
と
ま
っ
た
記
述
を
持
ち
、
本
稿
執

筆
の
契
機
の
一
つ
と
も
な
っ
た
、
飯
島
忠
夫
『
山
寺
常
山
伝
』（
一
九
四
〇
年
、
山
寺

家
文
書
山
寺
家
文
書
Ⅰ
―
七
―
一
・
二
）
を
取
り
上
げ
、
山
寺
家
文
書
等
を
用
い
た
常

山
研
究
の
水
準
と
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
続
い
て
、「
常
山
山
寺
先
生
碑
」
に
立

ち
戻
っ
て
明
治
期
に
お
け
る
常
山
像
形
成
の
過
程
に
つ
い
て
述
べ
る
と
と
も
に
、
常
山

像
形
成
を
規
定
し
た
要
因
と
し
て
、
幕
末
期
に
か
け
て
常
山
が
取
り
結
ん
だ
人
的
関
係

と
そ
の
中
で
受
け
た
評
価
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
稿
で
の
考
察
は
、
時
間
の
制
約
か

ら
ご
く
粗
い
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
近
世
後
期
松
代
藩
で
の
学
問
と
政

治
を
め
ぐ
る
動
向
（
２
）
が
、
幕
末
期
以
降
の
政
治
論
や
政
策
構
想
、
さ
ら
に
は
人
々
の
歴
史

意
識
や
地
域
意
識
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
の
か
（
３
）
、
と
い
う
点
の
解
明
に
向

け
た
一
作
業
と
位
置
づ
け
、
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

１
�
山
寺
家
文
書
と
飯
島
忠
夫
『
山
寺
常
山
伝
』

こ
れ
ま
で
、
山
寺
常
山
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
の
だ
ろ

う
か
。
こ
の
点
、
冒
頭
で
述
べ
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
常
山
に
特
化
し
た
研

究
は
極
め
て
少
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
山
寺
常
山
関
連
史
料
の
紹
介
や
研
究
の
機
運

を
ひ
と
き
わ
高
め
た
の
が
、
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
お
け
る
常
山
顕
彰
の
動
向

で
あ
る
。
関
連
事
業
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
ま
ず
同
年
一
一
月
、「
常
山
山
寺
先
生
碑
」

の
原
本
を
元
に
新
碑
が
建
立
さ
れ
（
場
所
は
現
在
の
山
寺
常
山
邸
）、
同
月
こ
れ
を
記

念
し
て
『
山
寺
常
山
先
生
年
譜
』（
北
澤
正
誠
の
「
常
山
先
生
年
譜
」
に
常
山
碑
文
等

を
合
わ
せ
た
も
の
）
刊
行
、
同
書
発
行
日
と
同
日
の
二
十
三
日
に
は
松
代
小
学
校
講
堂

に
お
い
て
飯
島
忠
夫
の
講
演
「
山
寺
常
山
先
生
に
就
い
て
」
が
行
わ
れ
た
（
４
）

。
さ
ら
に
一

二
月
に
は
、
早
川
春
信
『
山
寺
常
山
小
伝
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

『
山
寺
常
山
小
伝
』
が
「
先
般
常
山
の
孫
に
あ
た
ら
る
ゝ
塩
野
法
相
の
大
命
を
拝
し

て
帝
国
の
経
綸
に
参
画
せ
ら
る
ゝ
に
際
し
、
私
か
に
そ
れ
を
機
会
と
し
…
此
の
編
纂
を

企
図
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
（
早
川
春
信
「
緒
言
」）、
こ
の
一
連
の
事
業
の
背

後
に
は
、
常
山
の
孫
（
山
寺
信
炳
の
三
男
）
で
塩
野
宜
健
の
養
子
と
な
っ
た
塩
野
季
彦

（
一
八
八
〇
〜
一
九
四
九
）
の
存
在
が
あ
っ
た
。
塩
野
季
彦
は
、
京
帝
国
大
学
法
科
大

学
独
法
科
を
卒
業
後
、
検
事
と
し
て
各
地
に
勤
務
、
司
法
省
行
刑
局
長
・
名
古
屋
控
訴

院
検
事
長
・
大
審
院
次
長
検
事
な
ど
を
経
て
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
林
内
閣
の

司
法
大
臣
と
し
て
入
閣
し
、
第
一
次
近
衛
内
閣
を
経
て
十
四
年
八
月
平
沼
内
閣
の
退
陣

に
よ
り
辞
任
す
る
ま
で
法
相
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
（
５
）

。
飯
島
忠
夫
の
「
新
建
山
寺
先
生

碑
記
」（
副
碑
）
に
よ
れ
ば
、
長
野
城
山
の
石
碑
が
傷
ん
で
一
部
の
文
字
が
判
読
不
能

に
な
っ
た
こ
と
を
塩
野
が
憂
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
塩
野
の
法
相
退
任
後
、
全
国
の
司

法
関
係
の
諸
員
が
図
っ
て
新
碑
建
立
に
動
き
、
長
野
県
下
有
志
の
賛
助
を
得
て
こ
れ
を

実
現
し
た
と
い
う
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
加
え
て
、
塩
野
季
彦
が
『
山
寺
常

山
伝
』
の
刊
行
を
企
図
し
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
飯
島
忠
夫
は
こ
れ
に
つ
い

て
、「
塩
野
季
彦
君
が
祖
父
の
事
蹟
を
明
か
に
し
よ
う
と
す
る
志
を
起
し
、
自
分
に
そ

の
資
料
を
提
供
し
て
、
伝
記
の
撰
述
を
委
託
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
委
託
の
経
緯
に

つ
い
て
塩
野
は
、
飯
島
が
郷
里
の
出
身
者
で
既
に
『
佐
久
間
象
山
伝
』・『
長
谷
川
昭
道

伝
』
を
著
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
し
、
快
諾
し
た
飯
島
は
半
年
も
か
か
ら
ず
に
『
山

寺
常
山
伝
』
を
書
き
上
げ
た
と
い
う
（
６
）
。
と
こ
ろ
が
、
罫
紙
約
一
九
〇
枚
の
全
面
に
細
か

な
字
で
書
き
込
ま
れ
た
『
山
寺
常
山
伝
』
は
、
遂
に
未
刊
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
昭
和
一
五
年
一
〇
月
に
は
原
稿
が
完
成
（
序
文
執
筆
）
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る

『
山
寺
常
山
伝
』
の
刊
行
が
、『
年
譜
』
や
『
小
伝
』
に
比
べ
て
遅
れ
た
理
由
は
定
か
で

な
い
が
、
塩
野
季
彦
「
後
記
」（
昭
和
二
三
年
九
月
九
日
）
に
「
出
版
に
つ
い
て
は
和
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本
に
す
る
考
へ
で
…
印
刷
所
を
物
色
中
、
米
機
の
襲
来
漸
く
繁
く
…
原
本
は
松
代
に
疎

開
…
」
と
あ
る
か
ら
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
頃
に
ず
れ
込
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
よ
う
や
く
印
刷
に
着
手
す
る
段
と
な
っ
た
同
年
「
五
月
二
十
五
日
夜
の
大
挙

襲
来
に
東
京
の
大
半
は
焼
か
れ
、
予
か
住
居
も
罹
災
し
、
用
紙
は
灰
燼
に
帰
し
印
刷
も

中
止
と
な
っ
た
」
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
『
山
寺
常
山
伝
』
は
未
刊
に
終
わ
り
、
そ
の

原
稿
お
よ
び
写
し
の
み
が
山
寺
家
文
書
・
塩
野
家
文
書
（
現
在
真
田
宝
物
館
収
蔵
）
に

残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

然
る
に
、
こ
の
『
山
寺
常
山
伝
』
撰
述
を
依
頼
す
る
際
、
塩
野
季
彦
が
飯
島
忠
夫
に

提
供
し
た
「
資
料
」
こ
そ
は
、
現
存
す
る
山
寺
家
文
書
に
加
え
て
北
澤
正
誠
が
閲
覧
し

た
（
後
述
）
と
み
ら
れ
る
常
山
の
遺
稿
類
を
あ
わ
せ
た
山
寺
家
文
書
（
山
寺
常
山
関
係

の
史
料
）
の
総
体
（
７
）

だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、『
山
寺
常
山

伝
』
に
は
常
山
の
漢
詩
文
や
書
簡
・
意
見
書
を
は
じ
め
、
常
山
が
受
け
取
っ
た
詩
文
や

書
簡
が
数
多
く
引
用
・
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、『
山
寺
常
山
伝
』
に
全
文
も
し
く
は
一
部
分
を
引
用
・
掲
載
さ
れ
た
史
料

を
一
覧
に
し
た
の
が
表
１
で
あ
る
。
表
１
に
よ
る
と
、
同
書
所
載
の
史
料
の
点
数
は
一

一
三
点
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
史
料
原
文
の
記
載
点
数
で
あ
り
そ
の
相
当
数
は
全
文
掲
載

で
あ
る
か
ら
、『
山
寺
常
山
伝
』
が
常
山
と
そ
の
関
連
史
料
に
つ
い
て
の
豊
か
な
情
報

を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
次
に
、
引
用
・
掲
載
史
料
の
内
容
面
に
関
し

て
は
、
漢
詩
文
が
全
体
の
約
半
数
に
あ
た
る
五
七
点
と
最
も
多
く
、
常
山
以
外
の
人
物

の
漢
詩
文
も
二
〇
点
あ
り
、
常
山
の
遺
稿
（
漢
詩
文
）
が
記
載
史
料
の
中
心
を
占
め
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
、
常
山
作
成
の
書
簡
一
一
点
と
常
山
宛
書
簡
一
五
点
、

さ
ら
に
常
山
や
他
の
人
物
の
意
見
書
等
一
〇
点
近
く
が
記
載
さ
れ
、
そ
の
多
く
が
全
文

の
掲
載
で
あ
る
こ
と
は
、『
山
寺
常
山
伝
』
の
資
料
的
価
値
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な

事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
飯
島
忠
夫
が
常
山
の
漢
詩
文
以
外
に
も
多
く
の
史
料
を

手
に
と
り
、
そ
の
中
か
ら
重
要
と
見
な
し
た
も
の
を
引
用
・
掲
載
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
引
用
・
掲
載
史
料
以
外
に
も
数
多
く
の
詩
文
や
書

簡
、
そ
の
他
の
史
料
を
飯
島
が
手
に
取
っ
た
こ
と
は
、
後
述
の
「
常
山
先
生
年
譜
」
に

記
載
さ
れ
た
詩
文
の
数
や
現
存
す
る
山
寺
家
文
書
に
相
当
数
の
書
簡
類
そ
の
他
の
史
料

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
飯
島
忠
夫
『
山
寺
常
山
伝
』
の
成
立
と
そ
こ
で
用
い
ら

れ
た
多
数
の
常
山
関
係
史
料
の
存
在
は
、「
常
山
山
寺
先
生
碑
」
を
こ
え
て
よ
り
豊
か

な
（
多
角
的
な
）
常
山
像
を
描
き
出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
史
資
料
だ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
し
か
し
、
未
刊
に
終
わ
っ
た
と
は
言
え
『
山
寺
常
山
伝
』
の
原
稿
・
副
本
が
残
さ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
、
常
山
を
め
ぐ
る
研
究
は
ほ
ぼ
進
展
し
な
か
っ
た
。

そ
の
最
大
の
理
由
の
一
つ
は
、『
山
寺
常
山
伝
』
所
収
史
料
の
ほ
と
ん
ど
が
、
現
在
の

山
寺
家
文
書
に
含
ま
れ
て
お
ら
ず
（
表
１
参
照
）、
他
の
文
書
群
に
も
見
出
さ
れ
て
い

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
特
に
、『
山
寺
常
山
伝
』
や
「
常
山
先
生
年
譜
」
が

中
心
的
史
料
と
し
た
常
山
の
遺
稿
類
は
、
理
由
は
定
か
で
な
い
が
ほ
ぼ
見
当
た
ら
な
い

の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
山
寺
常
山
に
関
す
る
研
究
に
は
、
か
か
る
制
約
に
十
分
に
留

意
す
る
と
同
時
に
、
明
治
期
以
来
の
伝
記
的
資
料
の
成
立
（
常
山
像
の
形
成
）
過
程
に

つ
い
て
基
礎
的
な
考
察
を
行
っ
て
お
く
こ
と
が
不
可
欠
の
課
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

２
�
山
寺
常
山
像
の
形
成
と
常
山
研
究
の
基
礎
史
料

（
１
）
常
山
像
の
形
成

以
上
を
う
け
て
本
章
で
は
ま
ず
、
山
寺
常
山
の
人
物
像
に
長
き
に
わ
た
り
影
響
を
及

ぼ
し
て
き
た
「
常
山
山
寺
先
生
碑
」（
碑
文
の
内
容
）
が
い
か
に
し
て
成
立
し
た
の

か
、
簡
単
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

山
寺
常
山
の
碑
が
は
じ
め
て
長
野
城
山
に
建
て
ら
れ
た
の
は
、
常
山
の
没
後
六
年
、

明
治
一
七
年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
碑
文
は
、『
西
国
立
志
編
』（
一
八
七
一
）・『
自
由

之
理
』（
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
、
一
八
七
二
）
を
訳
出
・
刊
行
し
た
啓
蒙
思
想
家
・
教
育
者

（
建
碑
当
時
、
東
京
学
士
院
会
員
、
東
京
大
学
教
授
）
と
し
て
知
ら
れ
る
中
村
正
直

（
号
敬
宇
、
一
八
三
二
〜
九
一
）、
書
は
当
時
書
家
と
し
て
名
高
か
っ
た
長
炗
（
ひ
か
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表１：飯島忠夫『山寺常山伝』所収史料一覧

備考
『北信郷土叢書』
七巻に全文所収。

北澤正忠

「鼎餗異味」と題し、
「象山全集」に収録。

藤森弘庵『蒭言』

抄録

現存史料

山寺家文書N１

山寺家文書H

丁数

７－８

９－１１

１２

１４
１５
１５
１６
１６－１７
１７－１８
１８－１９

１９－２０

２０
２１
２２－２４
２４
２５－２７
２７
２９
２９
２９
２９－３０
３０－３１
３１

３１－３２

３２

３４
３４－３６
３６－３７
３７－３８
３９
３９
４１－４７
４８
４８－４９
５０－５１
５１－５２
５５－５７
５８

５９

６１
６５
６６－６８
６８
６９－７０
７０
７２－７６
７６－７９
７９－８１
８１－８５
８６－８８
９０

９２－９３

９３－９４
９４－９６
９８－１０６
１０７
１０７－１０８
１０９－１１０
１１１

受取

（祖母・母）

（佐久間象山）

山寺源大夫

（長谷川昭道）

正忠君

保岡元吉（嶺南）

（山寺源大夫）
（山寺源大夫）
（山寺源大夫）
林鶴梁
（藤田東湖）

不息賢兄（常山）
（佐久間象山）

常山雅契
佐藤老先生（一齋）
山寺源大夫様

（横田甚五右衛門）
（真田幸貫）

（渋谷修軒）

山寺源大夫様
山寺源大夫様
山寺君
山寺源大夫様

源大夫様
無名頓首

（小山田壱岐）

作成

藤田東湖

（常山）

（常山）

平山鋭二郎
平山鋭二郎
井上貫流
常山源久道題

久道

林鶴梁（鑯蔵）

長野豊山
（林鶴梁）
紫溟古賀熀（侗庵）
林長孺（鶴梁）
佐久間象山
藤田東湖

彪（藤田東湖）
源久道

平啓

（鎌原桐山）

坦（佐藤一齋）
山寺源大夫
佐藤捨蔵（一齋）

（佐久間象山）

松代郡宰源朝臣信龍
（常山）
常山老人
山寺信龍
源龍

河原舎人ほか３名
（藤田東湖）

（佐久間象山）

日下部伊三治
日下部伊三治
長岡拝（監物）
大久保要
（佐久間象山）

松影道人
謹一郎（古賀茶渓）
雪堂老台（渋谷修軒）

（北澤正誠）

年代

文政９．１

文政９冬

５．１１
天保２冬

天保９．３
天保２夏
（天保１１ヵ）１０．２４
天保４

天保４春

（天保８．２４）

天保４冬
天保８
天保５．１０

天保１０

（天保１３．）４．６
（天保７）

（嘉永２．）１２．４
年不詳１０．２２
（安政２．）５．９

（文久２）
（安政末年）
天保９．６
天保１１．４．２２
天保１４．５
（天保１５）
（明治３）
文久３．３
嘉永２．１

嘉永２．１

（嘉永５．）８．１２
（嘉永７）
（嘉永７）
嘉永７．３．２７
（嘉永６．７）
（嘉永６．７ヵ）
（安政４．）２．７
（安政４．）６．１９
（安政３．）７．１
（安政４．）５
（安政４．１２．）３
（安政５春）

（文久３．５．２８）

（文久３）
（文久３．）１１．１９
（元治１．）６．２６

（元治１）
（慶応１．５）

史料名

詩稿（「病中書懐呈松代侯」）

（書簡）
詩稿（「与佐徴明兄聊呈扇」／「佐徴明近
得九子墨。一日携来示予。賦而贈。」）
書簡
免許状
仏狼機図説
仏狼機図説跋（漢文）
名和刀記（漢文）
（書簡）
拝岳翁蘭壡北澤君墓下（漢文）
天保四年春。奉命将聘豊山先生。赴于江
戸…（漢詩）
豊山長野先生墓表
送豊山長野先生還江門序（漢文）
書簡
輿松代侯書
不忘軒記
不忘軒記
（書状）
（書簡）
寄藤田東湖（漢詩）
送水戸藤田子虎扈従君公就藩（漢詩）
（書簡）
寄象山兄（漢詩）

答常山兄之寄、用元韻二首
覧山寺常山・佐久間象山二賢契唱和詩有
感、卒次其韻欲寄
（書簡）
（書簡）
（書簡）
慊堂日暦（常山記事抜粋）
（『蒭言』の跋、部分）
（書簡）
謹而言上
左伝日作（漢詩）
使無堂記（漢文）
（書簡）
謙虚楼記（漢文）
庸左衛門佐久間君碑銘（漢文）
跋兵学盟書（漢文）
己酉春仲、龍有故将兵学弟子、属鎌原君
…（漢詩）
（学校建築についての訓示）
遺悶（漢詩）
浦賀紀行（漢文）
跋浦賀紀行巻
問対書稿
題問対書稿後
（書状）
（書状）
（書状）
（書状）
（書状）
（漢詩）
癸亥初夏念八日、与塩谷先生約、訪村上
氏深川居、…（漢詩）
（漢詩）
（書簡）
（書簡）
（佐久間象山勅諭草案の批評）
（書簡）
書回天詩史後（漢文）
奉命仗剣録（抜粋）

no.

１

２

３

４
５
６
７
８
９
１０

１１

１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３

２４

２５

２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６
３７
３８

３９

４０
４１
４２
４３
４４
４５
４６
４７
４８
４９
５０
５１

５２

５３
５４
５５
５６
５７
５８
５９
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『長谷川昭道全集』
に収録。

詩題のみ

※真田宝物館所蔵山寺家文書所蔵の原稿による。
※斜字体は常山以外の人物の著作を示す。

「山寺常山中村
敬宇往復書簡扣
自筆」（長野県立
歴史館飯島文
庫）

山寺家文書M
４３－４

１１１
１１２－１１５
１１５
１１６－１１９
１１９
１２１－１２２

１２３－１２４

１２４－１２５
１２６
１２６－１２７
１２７
１２７
１２７
１２７
１２７
１２７
１２７－１２８
１２８
１２９
１２９

１２９

１２９－１３０
１３０
１３０
１３０
１３２
１３２
１３２－１３４
１３４－１３７
１３８－１３９

１３９－１４２

１４２

１４３－１４４

１４４－１４６

１４６
１４６
１４６－１４７
１４７
１４７－１４８
１４８

１５２－１５３

１５３
１５４
１５５

１５６

１５７
１５７
１５８
１５９－１６０
１６０－１６１
１６２
１６３－１６５
１６５－１６６
１６６－１６７

岩崎権大参事殿

（篠塚弾正台大巡察）

中村敬宇先生帳下

（鎌原桐山）

（小山田采女）

松田豊前
（小野湖山）

山寺常山

（久保成）

釈師練
山寺常山
山寺常山源信龍
山寺常山源信龍

山寺常山拝啓

松代遺老山寺信龍
子彰氏

常山居士山寺信龍
子彰甫

（長野豊山）

（佐久間象山）

（佐久間象山）

（陳龍川）
源大夫
山寺久道

中村正直
長岡護美
飯島忠夫

（慶応３．）２．１３
（明治１）１２．７

明治２．２．２
（明治２．２）
（明治３）

（明治３．）１２．２８

（明治３．１２．２９）
明治３．８．２８
（明治３．８）
（明治３．８）
（明治３．８）
（明治３．８）
（明治３．８）
（明治３．８）
（明治３．８）
（明治３．８）
明治３．１１
（明治４）
（明治４）

（明治６）

明治６．２．１７
（明治６）
（明治７）
（明治７ヵ）
明治８．１０．２７
（明治８．１０．２７ヵ）
明治９．６
明治９．１１
弘化２．３

（明治９．）６．２２

（明治８）

明治１０．１０

明治１０．１１．２０

（明治１０．１２）
（明治１１．１）
明治 ．６．１６
明治７．１．３１
年不詳３．７
（明治１０）

（安政２ヵ）

天保５．９
（天保５．７）

（天保１０）

年不詳１．１４
天保９．２

明治１７．２
明治１７
昭和１５．１０

送長谷川独柳帰帝京（漢詩）
乍恐謹而奉言上候
湖山楼詩屏風（抜粋）
上行政官諸公書
（漢詩）
与林鶴梁（漢文）

辞職書

（意見書）
高井郡道中（漢詩）
（漢詩）
浴渋温泉（漢詩）
遊温泉寺（漢詩）
題愛閑室、贈室主宗公（漢詩）
金碧楼上作、楼在安代（漢詩）
沓野山中観瀑…（漢詩）
遊萬松山玩秋、賦以贈山主某（漢詩）
与諸子同遊湯田中争光楼、酔中漫吟（漢詩）
致仕後作（漢詩）
（漢詩）
失題（漢詩）

癸酉二月十七日暁、夢奉謁旧主感応公…
（漢詩）

謝答北澤議官恵書并濱川海苔（漢詩）
癸酉除夕（漢詩）
甲戌新年（漢詩）
自題写真（漢詩）
乙亥十月念七日訪前龍洞練師隠棲…（漢詩）
原韻（漢詩）
（『旧松代藩慣例概略』跋文）
書春雨草紙後（漢文）
菊園先生画像記（漢文）

（書簡草稿）

泥格頼問答跋（漢文）

故二條左府公染翰潜龍城三大字記（漢文）

松代慕古図記（漢文）

丁丑除日（漢詩）
戊寅新年（漢詩）
（書簡抜粋）
（書簡抜粋）
（書簡抜粋）
（岩村通俊説諭の感想）

松代封内測量図記（漢文）

（『龍川先生酌古論』序文抜粋）
龍川先生酌古論題辞
（祭文抜粋）
亡友今井子洌、病間嘗手写陶淵明集…
（漢詩）
読酌古論（漢詩）
跋異本朱子年譜（漢文）
（酌古論自序）
初心集の儀に付申上
刻指南録序（漢文）
（書簡）
常山先生碑
碑陰記
新建山寺先生碑記

６０
６１
６２
６３
６４
６５

６６

６７
６８
６９
７０
７１
７２
７３
７４
７５
７６
７７
７８
７９

８０

８１
８２
８３
８４
８５
８６
８７
８８
８９

９０

９１

９２

９３

９４
９５
９６
９７
９８
９９

１００

１０１
１０２
１０３

１０４

１０５
１０６
１０７
１０８
１０９
１１０
１１１
１１２
１１３
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る
）（
三
洲
）
で
あ
る
。
肥
後
（
熊
本
）
藩
主
細
川
斉
護
の
第
六
子
で
当
時
元
老
院
議

官
だ
っ
た
長
岡
護
美
（
一
八
四
二
〜
一
九
〇
六
）
が
「
碑
陰
記
」
を
撰
し
、
篆
額
は
も

と
宇
和
島
藩
主
で
当
時
修
史
館
副
総
裁
を
務
め
た
伊
達
宗
城
（
一
八
一
八
〜
九
二
）
で

あ
る
（
８
）

。
建
碑
の
経
緯
に
つ
い
て
中
村
正
直
の
碑
文
は
、「
先
生
の
故
旧
門
人
、
碑
を
長
野
城

山
に
樹
て
、
予
に
属
し
て
銘
を
為
ら
し
む
」（
参
考
資
料
２
）
と
し
、
長
岡
護
美
「
碑

陰
記
」
は
、「
旧
藩
士
民
、
碑
を
建
て
、
以
て
其
徳
を
表
は
し
不
朽
に
伝
へ
む
と
欲

し
、
先
生
の
内
姪
北
澤
子
進
を
介
し
て
、
余
に
碑
陰
に
記
せ
む
こ
と
を
請
ふ
」
と
記

す
。
常
山
の
「
故
旧
門
人
」
を
中
心
と
す
る
「
旧
藩
士
民
」
が
、
常
山
の
徳
を
称
え
る

こ
と
を
目
的
に
建
碑
を
企
図
し
た
と
ひ
と
ま
ず
理
解
で
き
よ
う
。

で
は
、
こ
の
建
碑
は
、
具
体
的
に
誰
が
中
心
と
な
り
、
ど
の
よ
う
な
意
図
で
、
い
つ

計
画
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
立
ち
入
っ
た
考
察
を
す
る

準
備
が
な
い
が
、
現
時
点
で
碑
文
以
外
か
ら
分
か
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
限
ら
れ

た
資
料
か
ら
で
は
あ
る
が
、
い
く
つ
か
触
れ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
真
田
宝
物
館
蔵
山
寺
家
文
書
に
は
、
中
村
正
直
碑
文
と
同
内
容
の
文
章
を
収

め
た
書
付
が
残
さ
れ
て
い
る
（
９
）

。
そ
の
末
尾
は
「
明
治
十
六
年
十
一
月

従
五
位
中
村
正

直
撰
」、
題
は
「
常
山
先
生
山
寺
君
之
碑
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
村

正
直
の
碑
文
は
、
明
治
一
六
年
一
一
月
に
は
ほ
ぼ
確
定
し
た
後
、
碑
文
題
を
「
常
山
山

寺
先
生
」
に
変
更
し
、
冒
頭
に
撰
・
書
・
篆
額
者
、
末
尾
に
建
碑
年
月
（「
明
治
十
七

年
二
月
建
」）
が
加
え
ら
れ
て
建
碑
に
至
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
中
村
正
直
の
撰
文
に

関
し
て
は
、
早
川
春
信
『
山
寺
常
山
小
伝
』（
早
川
春
信
発
行
、
一
九
四
〇
年
）
が

「
中
村
敬
宇
先
生
が
常
山
の
碑
文
を
作
る
際
、
初
め
紀
功
碑
と
題
し
て
事
蹟
を
記
し
て

あ
る
か
ら
之
を
収
録
し
て
置
く
」
と
し
て
、「
常
山
山
寺
先
生
紀
功
碑
」
の
全
文
を
紹

介
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
明
治
一
六
年
一
一
月
以
前
に
、
中
村
正
直
が
碑
文
の

原
案
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

で
は
、
明
治
一
六
年
一
一
月
以
前
か
ら
建
碑
に
関
に
関
す
る
実
務
を
担
っ
た
の
は
ど

の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
長
岡
護

美
「
碑
陰
記
」
に
「
先
生
の
内
姪
北
澤
子
進
を
介
し
て
、
余
に
碑
陰
に
記
せ
む
こ
と
を

請
ふ
」
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
北
澤
子
進
と
は
、
松
代
藩
士
北
澤
正
忠

（
三
百
石
）
長
子
で
、
幕
末
明
治
期
の
官
吏
・
経
世
家
、
歴
史
・
地
理
学
者
と
し
て
知

ら
れ
る
北
澤
正
誠
（
一
八
四
〇
〜
一
九
〇
一
）
で
あ
る
。
佐
久
間
象
山
の
門
人
で
、
明

治
期
に
は
松
代
藩
権
少
参
事
か
ら
政
府
左
院
中
議
正
と
な
り
、
の
ち
外
務
省
勤
務
や
東

京
地
学
協
会
で
活
動
し
た
北
澤
の
経
歴
・
事
跡
に
つ
い
て
は
、
原
田
和
彦
氏
ら
の
研
究

に
詳
し
い
か
ら
そ
ち
ら
に
譲
り
（
１０
）
、
以
下
で
は
本
稿
に
と
っ
て
重
要
な
点
を
い
く
つ
か
指

摘
し
て
お
き
た
い
。

北
澤
正
誠
に
関
し
て
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
北
澤
家
と
山
寺
家
と
の
関
係
で
あ

る
（
１１
）

。
す
な
わ
ち
、
正
誠
の
祖
父
・
北
澤
源
次
兵
衛
正
暾
（
蘭
壑
）
は
常
山
祖
母
の
弟
に

あ
た
り
、
そ
の
蘭
壑
の
二
女
・
鎮
子
が
山
寺
家
に
嫁
し
て
常
山
夫
人
と
な
っ
た
の
で
あ

ぎ

て
つ

る
（
天
保
三
年
五
月
）。
正
誠
は
常
山
の
義
姪
（
義
理
の
甥
）
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
関
係
を
背
景
に
、
常
山
が
蘭
壑
・
正
忠
・
正
誠
と
密
接
な
関
係
を

取
り
結
ん
で
い
っ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
例
え
ば
天
保
四
年
三
月
、
藩
主
幸
貫
の
意

を
う
け
て
儒
学
者
長
野
豊
山
招
聘
を
目
的
と
し
て
江
戸
に
出
た
際
、
常
山
は
、
同
二
年

九
月
に
没
し
た
北
澤
蘭
壑
を
哭
す
詩
（「
拝
岳
翁
蘭
壡
北
澤
君
墓
下
」）
を
作
っ
て
い

る
。
常
山
は
そ
こ
に
「
議
レ

創
二

国
学
一、
或
謀
レ

建
二

社
倉
一

…
」
と
記
し
て
い
る
が
、
松

代
藩
の
学
問
振
興
・
藩
校
（「
国
学
」）
創
設
が
両
者
の
共
通
の
意
向
だ
っ
た
こ
と
が
理

解
さ
れ
よ
う
。
天
保
一
一
年
頃
の
北
澤
正
忠
宛
久
道
（
常
山
）
書
簡
で
は
、
刀
剣
に
つ

い
て
「
矢
澤
大
夫
の
惑
を
も
解
き
…
」
な
ど
と
率
直
な
や
り
と
り
も
な
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
正
誠
は
先
生
よ
り
少
き
こ
と
三
十
二
歳
、
幼
よ
り
し
て
先
生
に
親
炙
す
（
１２
）
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
正
誠
自
身
、
幼
時
か
ら
常
山
に
親
し
く
薫
陶
を
受
け
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
明
治
一
四
年
一
〇
月
に
正
誠
が
「
常
山
先
生
年
譜
」
を
撰

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
原
本
の
所
在
は
不
明
だ
が
、
こ
の
年
譜
は
昭
和
一
五
年
（
一
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九
四
〇
）
一
一
月
に
、
天
籟
社
編
纂
『
山
寺
常
山
先
生
年
譜
』
と
し
て
飯
島
忠
夫
の

「
題
言
」
を
付
し
信
州
書
屋
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
年
譜
に
つ
い
て
は
原
田
和
彦
氏

も
着
目
し
、
象
山
像
確
立
と
の
関
連
性
に
注
意
を
促
し
て
い
る
が
、
興
味
深
い
の
は
、

「
象
山
先
生
年
譜
」（
明
治
二
年
）
が
象
山
の
残
し
た
様
々
な
文
書
の
整
理
に
基
づ
い
て

作
成
さ
れ
た
と
い
う
指
摘
で
あ
る
（
１３
）
。
と
い
う
の
も
、
北
澤
は
「
象
山
先
生
年
譜
」
作
成

時
と
同
様
に
、
常
山
の
遺
稿
や
書
簡
等
を
精
査
し
て
「
常
山
先
生
年
譜
」
を
撰
述
し
た

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
常
山
の
事
跡
を
漢
文
で
簡
潔
に
記
し
た
「
常
山
先
生
年

譜
」
に
は
常
山
が
作
っ
た
漢
詩
文
の
題
が
年
次
ご
と
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
）。

北
澤
正
誠
が
「
常
山
先
生
年
譜
」
を
撰
し
た
意
図
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
明
記
し
た
記

録
は
今
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
が
、
約
二
年
後
の
「
常
山
山
寺
先
生
碑
」
の
建
碑
に

向
け
た
動
き
の
前
提
と
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
長
岡
護
美
へ
の

「
碑
陰
記
」
執
筆
依
頼
を
は
じ
め
と
し
て
、
東
京
に
い
た
北
澤
が
碑
文
の
文
章
等
を
集

め
る
こ
と
に
奔
走
し
た
と
さ
れ
る
こ
と
（
１４
）

に
も
示
さ
れ
て
い
よ
う
。
さ
ら
に
見
落
と
せ
な

い
の
は
、
碑
文
の
撰
・
書
・
篆
額
者
の
人
選
が
主
と
し
て
北
澤
の
人
脈
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
ま
ず
、
中
村
正
直
は
、
文
久
三
年
、
北
澤
が
藩

主
幸
教
に
随
従
し
て
江
戸
に
出
府
し
た
際
、
安
井
息
軒
や
塩
谷
宕
陰
ら
と
と
も
に
親
し

く
交
わ
り
（
１５
）

、
以
来
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
１６
）

。
ま
た
、
明
治
一
二
年
二

月
、
東
京
地
学
協
会
設
立
に
あ
た
っ
て
北
澤
は
、
伊
達
宗
城
ら
と
と
も
に
上
野
精
養
軒

に
参
集
し
、
長
岡
護
美
と
と
も
に
規
則
立
案
委
員
と
な
り
、
同
年
九
月
に
は
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
地
理
学
者
ノ
ル
デ
ン
シ
ョ
ル
ド
ら
が
来
航
し
た
際
の
歓
迎
式
典
に
長
岡
護
美
・

伊
達
宗
城
と
と
も
に
出
席
し
、
最
後
に
挨
拶
を
述
べ
て
い
る
（
１７
）
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
れ

ば
、
碑
文
撰
・
書
・
篆
額
者
の
人
選
は
、
北
澤
の
人
脈
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
見

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
し
て
、
山
寺
常
山
像
（「
常
山
山
寺
先
生
碑
」
が
描
き
出

し
た
常
山
の
人
物
像
）
は
、
明
治
期
に
あ
っ
て
は
（
佐
久
間
象
山
像
の
成
立
過
程
と
同

様
に
）
北
澤
正
誠
が
そ
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
（
１８
）
。

（
２
）「
常
山
先
生
年
譜
」
の
根
拠
史
料

で
は
、
こ
う
し
て
成
立
し
た
山
寺
常
山
像
が
、
現
在
に
ま
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

続
け
て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
先
述
の
よ
う
な
史
料
的
制
約
の
一

方
で
、「
常
山
山
寺
先
生
碑
」
以
来
の
常
山
像
が
、
北
澤
正
誠
に
よ
る
山
寺
家
文
書
の

精
査
と
そ
れ
に
基
づ
く
「
常
山
先
生
年
譜
」
を
そ
の
基
礎
と
し
て
い
る
こ
と
―
一
定
の

史
料
的
基
礎
を
持
っ
て
い
る
こ
と
―
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
北

澤
の
「
常
山
先
生
年
譜
」
は
、
そ
の
記
述
の
根
拠
を
明
記
し
て
常
山
の
事
跡
を
述
べ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
飯
島
忠
夫
は
、「
常
山
先
生
年
譜
」
の
記
述
が
「
正

確
」
で
あ
る
と
す
る
一
方
で
、
記
述
の
正
確
さ
の
根
拠
を
、（
史
料
的
根
拠
よ
り
は
）

北
澤
が
幼
時
か
ら
常
山
に
感
化
を
受
け
て
い
た
点
に
求
め
て
い
る
（「
幼
よ
り
し
て
先

生
に
親
炙
す
。
其
の
録
す
る
所
、
概
ね
正
確
を
失
は
ざ
る
を
知
る
べ
し
」、
前
掲
「
題

言
」）。

そ
れ
で
は
実
際
、「
常
山
先
生
年
譜
」
は
ど
の
よ
う
な
史
料
に
基
づ
い
て
著
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
以
下
で
は
「
常
山
先
生
年
譜
」
本
文
の
記
述
内
容
に

つ
い
て
簡
単
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、「
常
山
先
生
年
譜
」
天
保
元

年
の
項
の
全
文
で
あ
る
。

天
保
元
年
庚
寅
、
先
生
二
十
三
歳
。
○
元
旦
志
を
述
べ
、
詩
あ
り
て
曰
く
、

鳳
暦
庚
寅
歳
。
添
レ

齢
正
廿
三
。
吾
固
未
レ

能
レ

信
。
任
重
力
難
レ

堪
。
遠
鑑
二

治

乱
蹟
一。
遙
懐
二

菅
与
一
レ

楠
。
思
レ

成
二

一
己
徳
一。
恐
遺
二

千
年
慙
一、
遍
察
二

宇
中

物
一。
微
虫
尚
有
レ

蚕
。
我
作
二

霊
動
長
一。
何
為
事
二

空
談
一。
苦
節
元
無
レ

厭
。
安

眠
豈
敢
甘
。
龍
門
跳
レ

浪
上
。
虎
穴
拚
レ

身
探
。
所
レ

志
忠
兼
レ

孝
。
詩
書
日
夜

耽
。
人
而
由
二

斯
道
一。
誰
謂
レ

非
二

眞
男
一。

○
二
月
、
古
賀
侗
庵
の
門
に
入
る
。
○
是
の
歳
、
先
生
江
戸
よ
り
帰
り
、
四
月
、

与
二

同
盟
一

書
を
作
り
て
志
を
述
ぶ
。
○
秋
七
月
既
望
、
佐
久
間
象
山
、
寺
内
松

濤
と
同
じ
く
月
を
恩
田
大
夫
の
樓
に
賞
す
。
先
生
古
風
二
篇
あ
り
て
、
象
山
次
韻

す
。
○
九
月
、
桐
山
鎌
原
先
生
に
陪
し
て
、
日
央
上
人
を
城
北
の
自
然
窩
に
訪
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ふ
。
先
生
短
歌
一
篇
あ
り
。
○
九
月
、
学
校
普
請
掛
助
と
な
る
。
○
十
月
の
望

に
、
後
赤
壁
の
遊
を
な
す
。
先
生
詩
あ
り
。
○
十
二
月
、
呈
二

鎌
原
先
生
一

書
、

復
二

蘭
壡
先
生
一

書
、
与
二

佐
久
間
子
明
一

書
、
慰
二

菅
沼
巽
夫
一

書
、
並
に
形
名
学

序
を
作
る
。

一
見
し
て
明
ら
か
な
こ
と
は
、
十
二
月
の
漢
詩
文
題
の
列
挙
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

天
保
元
年
の
記
事
の
ほ
と
ん
ど
が
常
山
の
残
し
た
漢
詩
文
に
依
拠
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
佐
久
間
象
山
・
寺
内
松
濤
・
恩
田
氏
と
の
観
月
会
の
開
催
（
七
月
）
と
い

う
子
細
に
及
ぶ
叙
述
の
根
拠
は
、
常
山
の
詩
文
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
元
旦
に
志

を
述
べ
た
詩
の
よ
う
に
、
全
文
を
掲
げ
て
あ
る
も
の
も
あ
る
。
た
だ
し
、
右
に
は
、
二

月
の
古
賀
侗
庵
入
門
記
事
、
九
月
の
学
校
普
請
掛
助
拝
命
記
事
の
よ
う
に
、
常
山
の
漢

詩
文
以
外
の
情
報
に
基
づ
い
て
記
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
記
事
も
あ
る
。

そ
こ
で
、「
常
山
先
生
年
譜
」
か
ら
読
み
取
り
う
る
限
り
で
、
北
澤
正
誠
が
参
照
し

た
と
考
え
ら
れ
る
常
山
関
係
史
料
を
列
挙
し
た
の
が
表
２
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と

「
常
山
先
生
年
譜
」
は
、
全
体
と
し
て
二
三
〇
点
以
上
の
史
料
を
踏
ま
え
て
著
さ
れ
て

い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
北
澤
が
常
山
の
残
し
た
多
数
の
史
料
に
よ
っ
て
「
常
山

先
生
年
譜
」
を
著
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
い
え
よ
う
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
史
料

表
題
等
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
表
２
に
見
え
る
史
料
の
ほ
と
ん
ど
が
常
山
の
遺
稿＝

漢

詩
や
序
跋
な
ど
の
漢
文
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
掲
の
天
保
元
年

の
項
の
記
述
と
も
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
表
２
の
中
に
は
、「
予
備
の

法
」
の
「
経
画
書
」（
文
政
一
〇
年
）
や
「
短
歌
」（
天
保
元
年
）、
高
田
利
友
と
の

「
文
書
」
の
往
復
（
安
政
三
年
）
な
ど
、
献
策
書
や
和
歌
、
書
簡
等
を
指
す
と
み
ら
れ

る
記
載
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
見
落
と
せ
な
い
点
で
あ
る
。
北
澤
正
誠
は
、
例
え
ば

「
常
山
文
集
（
１９
）

」
の
よ
う
な
漢
詩
文
集
の
み
に
依
拠
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
山
寺
家
に
所

在
し
た
漢
詩
文
以
外
の
諸
史
料
も
踏
ま
え
て
年
譜
を
撰
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
言
え
ば
、
北
澤
は
、
書
簡
等
の
常
山
関
係
史
料
も
参
照
し
つ
つ
、

自
身
の
価
値
判
断
で
常
山
の
遺
稿
（
漢
詩
文
）
を
そ
の
中
心
的
な
根
拠
史
料
に
定
め
、

年
譜
を
撰
し
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
、
飯
島
忠
夫
が
「
此
の
年
譜
た
る

や
、
専
ら
文
芸
を
主
と
し
、
先
生
の
全
貌
を
窺
ふ
に
、
偏
す
る
所
あ
る
を
免
れ
ず
」
と

述
べ
て
い
る
の
は
、
一
面
で
的
確
な
評
価
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
以
上
、「
常
山
先

生
年
譜
」
の
記
事
は
、
常
山
の
漢
詩
文
を
中
心
に
、
北
澤
正
誠
が
閲
覧
し
得
た
常
山
関

係
史
料
を
基
本
と
し
て
成
立
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

以
上
、
常
山
像
が
関
係
史
料
に
依
拠
し
て
明
治
期
に
形
づ
く
ら
れ
る
過
程
で
、
北
澤

正
誠
が
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
常
山
の
顕
彰
に
動
い
た
北
澤
ら
の
意
図
に
踏
み
込
ん
だ
考
察
が
必
要
と
な
る
が
、

十
分
な
準
備
が
な
い
た
め
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

た
だ
、
本
稿
で
一
つ
留
意
し
た
い
の
は
、
常
山
関
係
史
料
を
利
用
し
た
北
澤
に
よ
っ
て

初
め
て
明
確
な
常
山
像
が
創
出
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
い
、
と
考
え
ら

れ
る
点
で
あ
る
。
特
に
、
幕
末
期
に
か
け
て
常
山
が
関
係
を
取
り
結
ん
だ
人
物
か
ら
受

け
た
評
価
は
、
常
山
像
の
形
成
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と

想
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

３
�
幕
末
期
に
か
け
て
の
山
寺
常
山
像
の
形
成

（
１
）
山
寺
常
山
の
学
問
と
民
政

「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
よ
う
に
、
現
在
ま
で
に
描
か
れ
て
き
た
常
山
像
に
お
い
て

は
、「
松
代
三
山
」
の
呼
称
や
江
戸
で
の
学
問
的
交
友
関
係
の
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
常
山
と
学
問
の
関
係
が
強
調
さ
れ
て
い
た
（
�
�
）。
そ
れ
は
ま
た
、
こ
う
し
た

学
問
的
造
詣
の
深
さ
が
名
奉
行
と
も
い
う
べ
き
常
山
の
事
跡
（
�
�
）
に
つ
な
が
っ
た

こ
と
を
暗
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
常
山
像
は
、「
常
山
山
寺
先
生
碑
」（
あ
る
い
は
「
常
山
先
生
年

譜
」）
に
お
い
て
初
め
て
形
づ
く
ら
れ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
興

味
深
い
記
述
を
行
っ
て
い
る
の
が
、
明
治
元
年
一
二
月
に
更
級
郡
若
宮
八
幡
の
神
職
松

田
式
部
の
父
豊
前
が
朝
廷
要
路
の
人
物
に
提
出
し
そ
の
登
用
を
説
い
た
と
さ
れ
る
言
上
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表２：「常山先生年譜」記載史料一覧

題

（書、先生憂念して書を作りて桐山先生に呈し、予備の法を経画す。）

（詩、元旦に志を述べて）〈全文〉【『詩稿』】／「与同盟書」／（古風二篇、佐久間象山・寺内松濤と同じく月を恩田大夫の樓に賞す）／（短歌一
篇、桐山鎌原先生に陪して、日央上人を城北の自然窩に訪ふ。）／（詩、後赤壁の遊をなす）／「呈鎌原先生書」／「復蘭壡先生書」／「与佐久間
子明書」／「慰菅沼巽夫書」／「形名学序」

「祭先考文」／「祭高祖考文」／「論剥碑事」／「奉桐山先生書」／「呈平山先生書」／「与鎌原曰唯書」／「与菅原巽夫書」／「与小林至静書」／「賀恩
田執政大孺人八十初度并序」／「論厄年」／「論淫祠」／「名和刀記」／「読酒侯愛梅説」／「与岩下翁書」／「与佐久間象山書」／「読春秋占筮書補
正序」

（五言古風、先生疾ありて、田澤温泉に遊び、別所に抵り、拙庵禅師を訪ひ、席上分韻して）／「題読史臆断鈔」

（述懐七首、江戸祇役の途次）【『詩稿』】／「帯琴堂記」／（詩、「携将詩伴対嵯峨。一帯清川夜奈何。指點雲間月出沒。蟾光孰与月光多」）〔長野
豊山〕〈全文ヵ〉／（書、豊山、孟子浩然の堂に講じて、吾我の辨あり。佐久間象山竊に之を聞き、其の説を非難し）〔佐久間象山〕／「送豊
山先生序」／（書、檉宇林祭酒の不忘軒三大字の書承諾の謝）【『詩稿』】／「与澁谷酒侯書」／「与林長孺書」／「奉松崎慊堂書」／「祭矢澤千十郎
文」／「雑説」／「教子説」／「春秋占筮書補正」〔佐久間象山〕／（長句、佐久間象山を送る）【『詩稿』】

「与鎌原高岡書」／「祭伯父梁門君文」／「復日央上人書」／「田中丘隅紀事」／「奉侗庵先生書」／「嘉東二話序」／（文、宮尾南嘯卒す。之を祭
る。）／（書、侗庵先生、書を先生に与へて、時弊を論じ、先生を待つこと甚だ厚し。先生感激して之に答ふ。）／（書、林長孺、書を与へて
時事を論じ、先生を待つに英雄豪傑を以てし、先生に期するに正学を振起するを以てす。先生之に答ふ。）

「言志古風十首」（「天下豪傑士…」）【『詩稿』】／「復竹村族孝書」／「先君遺墨跋」／「寶珠塔銘并序」／「遠藤正彀墓誌銘」／「復金兒雪庵書」／
（書、佐久間象山に与へて学を論ず）／「復林鶴梁書」／「読韓魏公伝」／「宮尾温卿遺愛碑銘」／「岡島平治墓表」

「呈平山先生書」／（心画叢引）／（鼎餗異味、柳泉恩田大夫の館に合し、十韻を賦し、冊を為す。）／（紀事詩十首、長国寺土木の役につき）
【『詩稿』】／「千蔭書卷跋」／（詩、城東の清瀧山に登り）【『詩稿』】／「重陽登高記」〔佐久間象山〕／「不忘軒記」〔林鶴梁〕【『伝』】

「侍世子燕居応制作」【『詩稿』】／「運籌堂歳暮」／（備前芳列公の書の跋）〔古賀侗庵〕
（奉送八韻詩、世子に陪して唐津の鏡山公を宴す、公国に就く）【『詩稿』】／（文信国公の指南録の序）【『伝』】／（書後、佐久間象山の北越の紀
行のもの）／「神駿行（伊澤作州政義に贈る）【『詩稿』】

「梅雪歌」【『詩稿』】／（東遊紀行十九首）〔佐久間象山〕／「古鏃歌」【『詩稿』】／「与佐久間象山書」／「異本朱子年譜跋」【『伝』】／「貞観政要跋」／
（詩、藤田東湖・戸田蓬軒等、公を輔けて先づ経界を正さんとす。物論囂然たり。先生之を不可として）

（詩、藤田東湖、扈従して藩に就く。先生之を送る。）〈全文〉【『詩稿』】／（故宅紀事十首、家を信州に移す）【『詩稿』】／「与越後関根生書」／
（大林寺所蔵の崔鉱架鷹詩跋）／「雑言三十余則」

「送成澤某序」／（詩、幕府特に命じ、公を挙げて閣老と為し、兼ねて海防掛を董せしむ。先生遙に之を聞き、欣然として詩を作りて）〈部
分〉【『詩稿』】

（詩、小野湖山、先生を訪ひて、当世の務を談ず。立田静山、弥天上人等来会す。）／「与同盟書」

（長古賦、佐久間象山、親の疾を帰省し、先生に贈る。）〔佐久間象山〕／（次韻、上の佐久間象山に対して）／（詩、公会計総裁となり天下の
財政を統べ尋ぎて疾を以て職を辞す。先生感慨す）〈全文〉

「親書唐太宗詩句記」／「胡蝶夜遊巻書後」／「菊園先生画像記」／「松蔭恩田君行状」／「倉石寧静字説」／「争座位帖跋」

「歳暮郡庁紀事」【『詩稿』】／「王母墓陰記」

（詩、川中島も地大に震ふに会す。～封内艾安にして、生理復旧するは蓋し先生の力、多きに居る。）〔小野湖山〕

（詩、暴風迅雨ありて、庭前の樹を折る。蓋し百年外の物なり。先生詩ありて之を記して）〈全文〉【『詩稿』】／「題松木君詠草巻軸後」

（句、門人鎌原貫唯の始めて開講するや、先生は桐山翁及び長谷川昭道、高野武貞とその席に赴けり。）〈部分〉【『詩稿』】／（詩、震災後の状
況を覧る。～先生時に郡宰を以て従ひて顧問に備はる）〈全文〉【『詩稿』】／（送序、佐久間啓、江都に往く。）／「跋兵学盟書」【『伝』】

「高田嘉兵衛手書跋」／「八幡宮帷幕背記」／「龍潭硯匣題」／「毛利元政墓表」／「義婢冬墓誌」

（長歌、封内水内郡地京原の女児狼を殺すの事を聞き）／「題松木櫻山詠草」

（詩、佐久間象山江邸に在りて軍務を経紀し、詩を賦して）〔佐久間象山〕〈全文〉／（詩、上の佐久間象山の詩に和して）〈全文〉【『詩稿』】／
（八韻の詩、月に対して懐を詠じ、佐久間象山に寄す）／（詩、上の常山の次韻）〔佐久間象山〕／（詩、月に対して再び前韻を用いて子明に寄
す）／（五百言の詩、桐山先生一周忌に逢ひ）

（記、松代花丸成る。堀田正徳董す。之が記を作る。）／「消夏漫筆序」／（国歌一首、肥後の宗室長岡監物、水戸の藤田東湖と往来して、竊
に画策する所あり、烈公為に国歌一首を書す）〔烈公〕／（詩、常山先生の従兄弟綿貫東陽、東湖に因りて策を烈公に献ぜしが、此に至り
て、東湖一詩を裁し）〔藤田東湖〕〈全文〉／（詩、三村晴山、将に郷に帰らんとし、別宴を濱園に開く）【『詩稿』】

「題花月友巻末」／「松代封内測量図の序」／（詩、公、参府し、竹村可医之に扈従す。先生、詩ありて行を送る）【『詩稿』】／（十四韻の詩、若
州の僧伝苗を長国寺に見て）【『詩稿』】／「岡島荘蔵碑陰記」／（詩、先公が栽えし所の象山の櫻樹、霜葉紅に染めて宛も春花の如きを望み、
因りて小杜霜葉の句を以て韻を分かちて）【『詩稿』】／（長句、江戸の地大に震ふ。先生、磯田音門と遽に江戸に赴き、公及び大夫人に謁し
て起居を問ふ）【『詩稿』】／（書、再び時事を論じ、俄英来冦長崎警衛の事に及び）〔長岡是容〕／（一書、見聞私記一書を贈り）〔長岡是容〕／
（和歌、「別れては逢見し事も武蔵野の、草の仮寐の夢かとぞ思ふ。」）〔長岡是容〕〈全文〉／「題見聞私記後」／「轡纕考証巻書後二篇」
（文書、肥後の高田利友と屢々文書を往復す。）
「新年」【『詩稿』】／「題川中島古戦場地理記」／「指掌図後文」／（詩、佐久間象山幽屏に在り、懐を写して先生に寄せて曰く）〔佐久間象山〕
〈全文〉／（書、先生に贈りて、国事を論ず）〔薩藩日下部伊三治〕／（文、武�公二百年忌の祭に逢ひ、岩下�農等射を神前に試みて、匾額
を献じ、先生に請ひて之が文を作る。）／「好白公書牘書後」／「言志吟十首書後」／「大岡夫人墓陰記」

（一詩、時に亜使跋扈し廟堂因循す、先生憤慨して）〈全文〉【『詩稿』】／（詩、僧伝苗、将に兵庫の般若林に董席たらんとし来りて別を告ぐ）
【『詩稿』】／「金児雪庵墓表」

（詩、一斎佐藤先生の八十八壽に逢ひ）【『詩稿』】／（文、川中島甲越戦争三百年の忌辰に逢ひ、先生文を作りて、典厩信繁公を祭る。）

（詩、退朝して長国禅寺に抵り、感應公の廟を拝し）〈全文〉【『詩稿』】／（詩、久保土龍を訪ふ）【『詩稿』】

「助役歎」（和宮関東降嫁、信州の諸藩、兵を出して警衛す、先生感嘆して）／（長歌、嵩春斎忌諱に觸れ、獄に下りて死す。先生之を哭して
長歌あり。）

「新年作」【『詩稿』】／（長歌、同僚磯田音門に五鬣松を恵まれ）【『詩稿』】／（跋文、天朝の小吏小田又蔵と幕府の川路左衛門尉と問答を記せる
冊子のもの）／（碑陰の記、恩田貫実歿す。男貫慎に代わりて碑陰の記を草す。）／（藤森天山蒭言の跋）【『伝』】／「人日謝答諸子見和」【『詩
稿』】／「題致仕大夫愛水恩田翁燕居肖像」【『詩稿』】／「水亭観蛍」【『詩稿』】

（佐久間國達碑文）

（詩、古賀茶渓の書を得。中に近製三首あり。先生和韻して之に答ふ。「世上猜疑眞畏塗。屏居以後一詩無。」の句あり。）／「三河語跋」／「回
天詩史書後」〈全文〉／「茶渓翁詩書後」／「片井翁画像記」／（雑詩）

年

文政１０

天保１

天保２

天保３

天保４

天保５

天保６

天保７

天保８

天保９

天保１０

天保１１

天保１２

天保１３

天保１４

弘化１

弘化２

弘化４

嘉永１

嘉永２

嘉永３

嘉永５

嘉永６

安政１

安政２

安政３

安政４

安政５

安政６

万延１

文久１

文久２

文久３

慶応１
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書
で
あ
る
（
表
１
―
６１
）。

乍
恐
謹
而
奉
言
上
候

先
達
愚
息
式
部
上
京
之
節
、
為
レ

奉
二

言
上
一

候
ニ
付
、
蒙
二

御
沙
汰
一

候
、
松
代
藩

臣
山
寺
正
左
衛
門
原
名
源
大
夫
、
近
年
老
寡
君
之

名
ヲ
避
ケ
如
本
文
相
改
メ
候

時
務
策
文
章
奉
レ

供
二

高
覧
一

候
様
、
所
望
仕

候
処
、
…
…
一
体
同
人
儀
ハ
亡
佐
久
間
修
理
ト
同
学
竹
馬
ノ
朋
友
ニ
候
ヒ
シ
ガ
、

其
性
質
ヲ
、
孔
門
ノ
四
科
ニ
比
喩
イ
タ
シ
候
ハ
ヾ
、
修
理
ハ
文
学
ノ
科
ニ
当
リ
、

正
左
衛
門
ハ
政
事
ノ
科
ニ
当
リ
可
レ

申
人
物
ニ
テ
、
其
趣
向
大
ニ
相
違
イ
タ
シ

候
。
右
故
、
文
章
之
達
意
ヲ
専
ト
イ
タ
シ
、
彼
ノ
修
理
ガ
櫻
賦
ノ
如
キ
、
花
ヤ
カ

ナ
ル
伎
倆
ハ
無
之
候
。
同
人
実
効
ノ
一
端
ヲ
可
レ

見
モ
ノ
ハ
、
自
撰
ノ
使
無
堂
記

及
旧
幕
ノ
儒
員
亡
古
賀
小
太
郎
ノ
撰
ス
ル
不
忘
軒
記
ニ
テ
、
大
凡
思
過
レ

半
可
レ

申
ニ
付
、
右
二
篇
ヲ
写
シ
、
乍
恐
奉
レ

供
二

高
覧
一

候
。
…
…
民
政
ノ
事
モ
、
学
力

（
ユ
ヘ
ヵ
）

モ
有
之
、
多
年
其
事
ニ
錬
磨
イ
タ
シ
候
老
成
ノ
者
ヘ
、
御
下
問
有
レ

之
候
ハ
ヾ
、

民
間
ノ
利
病
モ
、
一
々
分
明
ニ
被
レ

為
二

聞
召
分
一

候
様
、
可
レ

奉
二

言
上
一

候
。
正

左
衛
門
儀
ハ
先
前
有
名
之
信
濃
守
時
代
ヨ
リ
卅
餘
年
歴
勤
イ
タ
シ
、
政
蹟
モ
有
之

候
処
、
近
年
権
要
ノ
為
ニ
被
レ

忌
、
空
敷
沈
淪
罷
在
候
。
…
…
信
州
辺
ニ
テ
ハ
、

是
迄
モ
名
ノ
聞
エ
候
人
物
ニ
付
、
被
レ

為
レ

召
候
ハ
ヾ
、
随
分

御
為
ニ
可
二

相
成
一

ト
窃
ニ
奉
レ

存
、
文
章
二
篇
相
添
、
乍
レ

恐
此
段
謹
而
奉
二

言
上
一

候
…

右
の
史
料
か
ら
は
次
の
点
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
ず
、
象
山
は
「
文

学
」、
常
山
は
「
政
事
」
に
す
ぐ
れ
て
い
た
と
い
う
よ
う
に
、
常
山
は
佐
久
間
象
山
と

同
列
に
比
較
さ
れ
る
対
象
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
（
破
線
部
）。「
松
代
三

山
」
と
い
っ
た
認
識
に
つ
な
が
る
常
山
・
象
山
の
併
称
が
こ
の
時
期
に
は
確
立
し
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
２０
）
。
次
に
、
常
山
の
「
学
力
」
が
「
民
政
」
の
力
量
の
重
要
な
背
景

を
な
し
て
い
る
と
の
認
識
が
注
目
さ
れ
る
が
（
波
線
部
）、
関
連
し
て
常
山
に
関
す
る

「
文
章
二
篇
」（「
使
無
堂
記
」・「
不
忘
軒
記
」）
へ
の
言
及
は
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
。
常

山
の
学
問
的
取
り
組
み
・
学
識
を
反
映
し
て
成
立
し
た
文
章
が
、「
学
力
」
に
基
づ
い

た
「
政
事
」
の
力
量
（「
実
効
」）
（
２１
）
を
証
す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（新年作二首）／「温泉雑詠四十余首」（高井郡山田温泉に赴く）【『詩稿』】／（天佑行、高井鴻山来訪せんとして、黄昏に棧道を過ぎ、誤りて深
谷の殆ど二百尺なるに陥りしが、大樹之を支へて、纔に死を免れたり）

（詩、千厳禅師、松代の大林寺より武州世田谷の豪徳寺に転住す）【『詩稿』】／（詩、城西の龍洞院に遊び、水月一観楼に登りて月を賞す）
【『詩稿』】／（詩、高井郡厳松寺の福島正則の墓を過りて感慨に堪へず、詩を賦して之を弔し）【『詩稿』】

（詩、長谷川昭道、京師より帰りて先生を訪ふ。）〈全文〉【『詩稿』】／「陰雨行一篇」（小林至静、江戸より還る）【『詩稿』】／「師友手簡跋」

（哭詩五章、小林徳方卒す）【『詩稿』】／（詩、大林の梅仙禅師、上野前橋の海龍院に董席す）【『詩稿』】／（詩、権弁事小野湖山、先生を朝に薦
む。朝議之を徴す。命下るの日、藩吏之を阻みて、壅閉して通せず。既にして道路紛々たり。事先生の耳に入る。先生慨然として）〈全
文〉【『詩稿』】／（詩、上の詩に更に一詩賦して曰く）〈全文〉【『詩稿』】

「俊鷹説書後」／「塩野入生命名説」／「白井子康摹本書後」／（詩、下野の足利藩士木村清明、先生を訪ふ、詩を賦して其の大参事川上才佐に
寄せて）【『詩稿』】／「中島宇吉碑陰記」／「謙虚楼記」／「争光楼額字書後」／「可亭額字書後」／「晴嵐隠楼額字書後」／「対金楼額字書後」／「正
法眼蔵印記」／「水野子謙字説」／（詩、感遇の諸作）【『詩稿』】

（詩、上田藩権大参事山口毅、詩を先生に寄す。）〔山口毅〕／（詩、上の和韻）【『詩稿』】／「東湖手柬書後」／「与古賀茶渓、林鶴梁、安井息
軒、田口江村、中村敬宇書」／「書画帖序」／（長歌一篇、笠島村に達して狂瀾を観て）【『詩稿』】／（書、静岡より書を先生に寄せて南遊を促
す）〔古賀茶渓〕／（復書、偶々、廃藩置県の際に逢ひ、延期を告ぐ）／（小律五首、先生上田に遊ぶ、公弟康斎、毅堂の諸公子、及び前大参
事山口毅以下の諸子侍坐し懇待）【『詩稿』】

「長野雑詩十二首」（長野に卜居し徒を聚めて道を講ず）【『詩稿』】／（詩、先生金陵と相別れて十年、懐旧の情に堪へず、其の韻を用ひて、賦
して莠圃に示して、兼ねて金陵に寄す。）／（詩、鯖江の人山口竨卿、其の兄某に従ひて長野に来り）【『詩稿』】
（一詩、新年に学制改正の令を聞きて、心に感ずることあり、）〈全文〉／（詩、長野県権参事汾陽某職を辞して鹿児島に帰る）【『詩稿』】／
（二詩、夢に感應公に謁し、覚めて感ずることあり）【『詩稿』】

「新年」【『詩稿』】／「製絲指南敍」／（詩、松代長国禅寺の住職畔上梅仙、将に相模小田原の最乗禅寺に転住せんとし）〈部分〉【『詩稿』】

「送宮本猶興遊学東京序」／「東遊紀行」／（詩、梅仙禅師を訪ひて）

「泥古頼問答書後」／「松代藩慣例概略跋」／「鈴木重亮自謄�林扈言書後」／「西稗雑纂引」／「春雨草紙書後」【『伝』】／「伊藤粦止墓銘」
「復吾妻兵治書」／「柳泉恩田大夫像賛」／「松代慕古図記」／「旧君十一公親筆記」

（詩、元旦に詩を賦して曰く）〈全文〉【『詩稿』】／「飫肥侯祭感應公文跋」

『懼堂雑纂』十巻／『如坐漏般居紀聞』十二巻／『詩文集』十三巻（詩八文五）／『松代封内実測図』

※史料全文もしくは一部が掲載されているものは〈全文〉〈部分〉、常山以外が著した史料については〔著者名〕、『山寺常山伝』掲載のものは
【『伝』】、『常山先生詩稿』掲載のものは【『詩稿』】のように、それぞれの表題の後に記した。

慶應２

慶應３

明治１

明治２

明治３

明治４

明治５

明治６

明治７

明治８

明治９

明治１０

明治１１

著作
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こ
の
「
文
章
二
篇
」
の
う
ち
、「
使
無
堂
記
」（
天
保
一
三
年
）
は
、
常
山
が
郡
奉
行

に
任
じ
ら
れ
た
際
、
訴
訟
を
裁
く
自
邸
を
「
使
無
堂
」
と
称
し
て
自
ら
撰
し
た
も
の
で

あ
る
（
表
１
―
３４
）。「
使
無
堂
記
」
で
常
山
は
、
訴
訟
が
起
き
る
こ
と
の
無
い
状
態

（「
使
レ

無
レ

訟
」）
に
民
を
導
く
こ
と
を
理
想
と
し
（
２２
）

、
そ
の
た
め
の
基
本
と
し
て
「
伍

法
」「
民
産
」「
教
化
」「
風
俗
」「
志
書
」
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
風
俗
」

や
「
教
化
」
と
い
う
政
治
理
念
は
、
一
八
世
紀
末
に
政
治
論
・
経
世
論
の
焦
点
と
さ

れ
、
昌
平
黌
の
学
者
ら
に
よ
っ
て
も
強
調
さ
れ
て
、
幕
府
寛
政
改
革
で
は
そ
の
基
本
理

念
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
（
２３
）
。
一
方
、「
不
忘
軒
記
」
は
、
祖
父
母
・
父
母
の

念
願
だ
っ
た
「
�
館
」
の
再
建
を
常
山
が
果
た
し
た
際
、「
祖
父
母
・
父
母
の
恩
」
を

子
孫
に
ま
で
伝
え
よ
う
と
そ
の
堂
を
「
不
忘
」
と
呼
び
、
そ
の
由
来
の
記
を
昌
平
黌
の

儒
官
だ
っ
た
古
賀
侗
庵
に
請
う
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
（
２４
）

。
先
祖
へ
の
「
孝
」
を
重
視
す

る
そ
の
内
容
は
、
寛
政
異
学
の
禁
に
お
け
る
「
孝
」
を
第
一
と
す
る
教
化
政
策
の
展

開
、
鎌
原
桐
山
が
「
孝
」
を
強
調
し
て
歴
史
編
纂
事
業
や
士
民
の
教
化
（「
風
俗
教

化
」）
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
（
２５
）
と
軌
を
一
に
し
た
も
の
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、

常
山
が
松
代
藩
内
で
の
学
問
的
交
友
関
係
を
基
盤
と
し
て
、
寛
政
異
学
の
禁
以
来
の
昌

平
黌
を
中
心
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
、
主
要
な
学
者
ら
の
学
問
や
政
治
論
・
経

世
論
を
摂
取
し
つ
つ
、
彼
ら
に
学
問
的
力
量
を
認
め
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

よ
う
（
２６
）

。
常
山
が
幕
末
期
に
、
い
ず
れ
も
幕
府
儒
官
の
安
井
息
軒
・
塩
谷
宕
陰
・
芳
野
金

陵
・
古
賀
茶
渓
・
田
口
江
村
・
中
村
敬
宇
（
碑
文
撰
者
）
ら
と
深
く
交
わ
っ
た
の
は
（
２７
）
、

天
保
初
年
以
来
の
こ
う
し
た
関
係
が
背
景
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
こ
と
は
、
鎌
原
桐
山
が
常
山
か
ら
『
白
川
流
話

谷
の
鶯
』

（
松
平
定
信
の
事
跡
を
描
い
た
明
君
録
）
の
写
本
（
常
山
父
久
敬
の
筆
写
本
）
を
貸
与

さ
れ
た
際
、
藩
主
真
田
幸
貫
の
実
父
松
平
定
信
の
政
治
（
幕
府
寛
政
改
革
）
を
「
寛
政

維
新
」
と
呼
ん
で
高
く
称
揚
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
（
２８
）

。「
寛
政
維
新
」
の
核
心
を
「
節

倹
ノ
典
、
賑
貸
ノ
恵
、
□
設
ノ
宜
、
風
化
ノ
速
」（
倹
約
や
振
恤
、
風
俗
教
化
）
と
見

な
し
た
桐
山
ら
は
、
自
身
推
進
し
た
「
風
俗
教
化
」
政
策
を
一
面
で
「
寛
政
維
新
」
を

継
承
す
る
も
の
と
考
え
て
い
た
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
常
山
（
・
桐
山
）
は
、

寛
政
異
学
の
禁
に
連
な
る
昌
平
黌
の
学
者
と
密
接
な
関
係
を
取
り
結
ん
だ
と
い
う
ば
か

り
で
な
く
、
倹
約
や
振
恤
、
風
俗
教
化
を
内
容
と
す
る
政
治
・
政
策
面
で
も
、
幕
府
寛

政
改
革
の
影
響
下
に
学
問
・
政
治
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
関
係
を
象
徴
す
る
と
も
い
う
べ
き
「
文
章
二
篇
」
が
明
治
初
年
ま
で
高
く

評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
当
該
期
に
お
け
る
常
山
へ
の
評
価
（
常
山
像
）
が
「
寛
政

維
新
」
以
来
の
民
政
の
基
本
方
向
（
特
に
「
風
俗
教
化
」）
に
沿
う
も
の
と
し
て
形
づ

く
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
２
）「
賢
君
」
幸
貫
と
山
寺
常
山

こ
う
見
て
く
る
と
浮
か
び
上
が
る
の
が
、
松
平
定
信
を
実
父
と
す
る
真
田
幸
貫
の
存

在
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
幸
貫
は
定
信
を
模
範
と
し
て
武
芸
奨
励
や
武
備
の
充
実
策

を
打
ち
出
し
、
こ
れ
を
う
け
た
鎌
原
桐
山
ら
も
士
風
の
振
起
や
軍
事
の
方
針
獲
得
と

い
っ
た
問
題
意
識
か
ら
真
田
家
の
系
譜
・
事
蹟
編
纂
等
に
取
り
組
ん
で
い
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
こ
で
次
に
、
幸
貫
を
紹
介
す
る
に
あ
た
っ
て
よ
く
引
か
れ
る
藤
田
東
湖
の
「
病

中
書
懐
呈
松
代
侯
執
事

有
序
」（
弘
化
二
年
）
を
掲
げ
て
お
き
た
い
（
２９
）

。

数
年
前
、
彪
嘗
過
平
山
鋭
二
、
談
偶
及
当
世
諸
侯
、
鋭
二
曰
、
承
平
日
久
、
士
気

卑
弱
、
況
若
富
貴
之
人
、
所
謂
生
於
深
宮
之
中
、
長
於
婦
人
之
手
者
、
往
々
皆

是
、
以
僕
所
聞
。
独
松
代
侯
好
文
尚
武
、
愛
賢
下
士
、
一
世
之
賢
君
也
。
後
二
三

年
、
訪
川
路
弥
吉
、
川
路
謂
彪
曰
、
聞
子
之
、
君
励
精
図
治
、
国
事
一
新
、
不
知

所
交
如
何
人
。
彪
未
対
、
川
路
曰
、
蓋
与
松
代
城
主
交
、
以
某
所
視
、
三
百
諸

侯
、
未
有
松
代
之
賢
過
者
、
以
子
之
君
之
明
、
交
於
松
代
之
賢
、
其
切
磋
之
益
、

想
不
亦
多
乎
。
彪
於
是
始
鋭
二
之
説
為
不
妄
、
…
。

右
呈
松
代
侯
詩
、
天
保
（
七
年
）

丙
申
之
冬
所
作
、
余
力
疾
把
筆
呈
之
於
侯
、
侯
使
其
侍

医
渋
谷
秀
軒
来
問
疾
…
因
憶
当
時
風
俗
衰
敝
、
識
者
慨
之
、
松
代
侯
之
抵
礫
川

邸
也
、
我
老
公
特
命
彪
及
川
瀬
教
徳
侍
宴
、
…
侯
出
当
宰
輔
之
任
、
有
志
之
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士
、
亦
往
々
抜
擢
、
姑
以
彪
所
交
数
之
、
岡
本
江
州
・
矢
部
駿
河
・
川
路
左
衛

門
・
羽
倉
外
記
・
江
川
太
郎
左
・
林
鉄
蔵
・
平
山
鋭
二
之
倫
、
或
以
材
能
任
要

路
、
或
以
武
技
蒙
寵
栄
、
佞
臣
屏
跡
、
俗
吏
破
瞻
、
翕
然
有
中
興
之
勢
。
老
公

方
在
藩
、
聞
之
大
喜
、
益
竭
心
於
国
政
、
其
於
天
下
大
事
。
…

天
保
初
年
頃
、
幕
臣
・
兵
学
者
で
常
山
が
入
門
し
た
平
山
兵
原
の
子
・
平
山
鋭
次
郎

は
東
湖
に
対
し
て
、
当
時
の
諸
大
名
の
な
か
で
真
田
幸
貫
の
み
は
文
武
を
好
尚
し
、
賢

士
を
愛
す
る
「
一
世
之
賢
君
」
だ
と
の
評
判
を
語
り
、
そ
の
後
、
川
路
弥
吉
（
聖
謨
）

も
、
三
百
諸
侯
で
幸
貫
が
最
も
賢
明
だ
と
し
、
東
湖
が
仕
え
た
徳
川
斉
昭
の
「
明
」
と

幸
貫
の
「
賢
」
が
交
わ
っ
て
切
磋
す
れ
ば
、
そ
の
益
は
大
き
い
だ
ろ
う
と
述
べ
た
と
い

う
（
３０
）
。
ま
た
、
幸
貫
が
幕
府
老
中
に
就
任
し
た
際
、
彼
ら
を
登
用
し
て
「
中
興
之
勢
」
を

出
現
さ
せ
た
と
も
い
う
（
破
線
部
）。
以
上
に
関
し
て
山
寺
家
文
書
に
は
、「
当
鍋
島
侯

の
御
詩
作
…
羨
敷
事
ニ
御
座
候
。
…
（
松
代
藩
重
臣
鎌
原
氏
）

桐
山
先
生
へ
為
御
見
可
申
上
奉
存
候
」
と
書
き
込

ま
れ
た
「
佐
賀
侯
・
水
戸
相
公
席
上
作
」
の
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
佐
久
間
象

山
は
弘
化
二
年
六
月
六
日
付
の
家
老
恩
田
頼
母
宛
の
書
簡
で
、「
何
卒
西
国
に
て
は
鍋

島
侯
、
東
国
に
て
は
松
代
様
と
申
様
に
天
下
の
士
の
心
を
帰
し
候
程
に
、
御
家
政
を
も

美
し
く
仕
度
候
…
」
と
述
べ
て
い
る
（
３１
）

。
常
山
ら
も
平
山
鋭
次
郎
・
藤
田
東
湖
ら
と
相
重

な
る
意
識
の
下
に
行
動
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
幸
貫
を
取
り
巻
く
天
保
期
の
「
明
君
」「
賢

君
」
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
表
明
さ
れ
た
期
待
が
、「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
常
山
像

（
特
に
�
�
�
）
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
常
山
が
兵
学
者

や
水
戸
藩
の
学
者
ら
と
取
り
結
ん
だ
人
的
関
係
と
そ
こ
で
共
有
さ
れ
た
問
題
意
識
こ
そ

は
、
兵
学
を
平
山
兵
原
に
学
び
（
�
）、
幸
貫
の
海
防
担
当
を
う
け
て
兵
学
を
講
義

（
�
）、
黒
船
来
航
時
に
は
長
岡
監
物
・
藤
田
東
湖
ら
と
画
策
す
る
（
�
）
と
い
っ
た
常

山
像
描
出
の
原
型
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
幸
貫
の
明
君
評

判
に
関
し
て
常
山
は
、
水
戸
学
・
兵
学
者
ら
に
と
ど
ま
ら
な
い
人
物
と
や
り
と
り
を

行
っ
て
い
る
。
詩
文
家
あ
る
い
は
幕
府
代
官
と
し
て
も
知
ら
れ
る
林
鶴
梁
の
「
与
二

松

代
侯
一

書
」（「
長
孺
嘗
側
聞
。
閣
下
以
不
世
出
之
才
、
博
究
天
下
之
書
、
不
挟
諸
侯
之

尊
。
以
接
天
下
之
才
。
蓋
一
代
賢
諸
侯
也
。
然
未
得
聞
其
詳
。
其
後
長
孺
与
閣
下
之
臣

渋
谷
碧
・
山
寺
（＝

常
山
）

久
道
等
相
識
。
因
得
悉
之
」
表
１
―
１５
）
は
そ
の
一
例
を
示
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
人
物
も
含
め
て
当
時
関
心
を
集
め
た
定
信
・
幸
貫
ら
を
は
じ
め
と
す
る

「
明
君
」「
賢
君
」
を
め
ぐ
る
交
友
関
係
が
、
後
の
常
山
像
形
成
の
背
景
と
な
っ
た
の
だ

と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

山
寺
常
山
に
関
す
る
伝
記
的
記
述
が
、
明
治
一
七
年
の
碑
文
以
来
大
き
く
変
わ
っ
て

い
な
い
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
常
山
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
そ
の
知
名

度
に
比
し
て
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
戦
後
、
研
究
の
素

材
と
な
り
う
る
常
山
関
係
史
料
が
ほ
と
ん
ど
見
出
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る

が
、
真
田
宝
物
館
に
山
寺
家
文
書
が
収
蔵
さ
れ
、
飯
島
忠
夫
の
『
山
寺
常
山
伝
』
の
存

在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
い
ま
、
常
山
研
究
の
環
境
は
整
い
つ
つ
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ

を
う
け
て
、
今
後
の
研
究
の
進
展
を
期
し
、
明
治
期
以
来
の
常
山
伝
記
・
研
究
を
紹
介

す
る
意
図
も
込
め
て
、
常
山
像
の
形
成
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
以

下
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
第
一
に
、
現
在
は
、
常
山
関
係
史
料
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
研
究
の
基
本
と
し
て
不
可
欠
な
段
階
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
も
そ
う
し
た
作

業
の
足
が
か
り
の
一
つ
と
す
べ
く
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
山
寺
家
文
書
等
の
現
存

史
料
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
常
山
関
係
史
料
の
研
究
に
関
し
て

は
、
所
在
不
明
の
遺
稿
類
の
掘
り
起
こ
し
が
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
そ
の
他
に
も
課
題
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
真
田
宝
物
館
に
収
蔵

さ
れ
た
七
〇
〇
点
以
上
に
及
ぶ
山
寺
家
文
書
の
存
在
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
江
戸
期
以
来

の
常
山
お
よ
び
同
人
宛
書
簡
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
相
当
数
の
漢
詩
文
（
信
炳
の
も

の
も
多
い
）、
拓
本
類
や
図
画
等
が
残
さ
れ
て
い
る
。
山
寺
家
文
書
の
内
容
分
析
は
常
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山
研
究
の
主
要
な
柱
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
第
二
に
、
こ
れ
ま
で
十
分
活
用
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
「
常
山
先
生
年
譜
」
や
『
山
寺
常
山
伝
』
の
内
容
を
改
め
て
精
査
す
る
こ
と

で
あ
る
。
特
に
、
翻
字
し
た
史
料
を
多
数
掲
載
し
た
後
者
は
、
原
史
料
を
確
認
で
き
な

い
（
も
の
が
多
い
）
こ
と
に
十
分
な
注
意
を
要
す
る
も
の
の
、
常
山
研
究
に
と
っ
て
不

可
欠
の
文
献
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
第
三
に
、
真
田
宝
物
館
塩
野
家
文
書
に
、
若
干
の

常
山
関
係
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
塩
野
季
彦
が
筆
写
し
た
『
常

山
先
生
詩
稿
』
一
〜
六
は
、
文
政
〜
明
治
期
の
常
山
の
主
要
な
漢
詩
を
網
羅
し
て
お

り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
常
山
先
生
年
譜
」・『
山
寺
常
山
伝
』
記
載
の
漢
詩
と
照
合
し

常
山
遺
稿
の
う
ち
漢
詩
の
全
容
を
窺
う
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
収
蔵
の
『
如
坐
漏
船
居
紀
聞
』
を
は
じ
め
、
各
地
の
収
蔵
機
関
に
残
さ
れ
た
常

山
関
係
史
料
の
追
跡
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
丹
念
な
考

察
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

次
に
、
一
で
言
及
し
た
明
治
期
以
降
の
常
山
顕
彰
の
動
向
の
検
討
も
重
要
な
課
題
で

あ
る
。
特
に
、
本
稿
で
十
分
踏
み
込
め
な
か
っ
た
こ
と
と
し
て
、
明
治
一
七
年
お
よ
び

昭
和
一
五
年
の
建
碑
と
そ
れ
に
関
わ
る
書
物
出
版
な
ど
の
一
連
の
事
業
が
持
つ
歴
史
的

な
意
味
を
い
か
に
読
み
解
い
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、

佐
久
間
象
山
顕
彰
事
業
や
町
史
等
の
編
纂
、
信
濃
教
育
会
の
活
動
等
と
の
関
連
性
を
十

分
視
野
に
入
れ
、
時
代
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

最
後
に
、
本
稿
で
は
、
幕
末
〜
明
治
期
に
か
け
て
の
常
山
へ
の
評
価
（
常
山
像
）

が
、「
寛
政
維
新
」
の
継
承
意
識
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
人
的
関
係
や
諸
政
策
の
実
行

と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の
と
想
定
し
う
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
や
や
飛
躍
す
る
け

れ
ど
も
、
こ
の
こ
と
は
、
一
八
世
紀
後
半
の
幕
藩
政
治
改
革
（
３２
）
と
そ
れ
に
対
す
る
評
価
・

イ
メ
ー
ジ
が
、
常
山
像
も
そ
の
一
角
を
構
成
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
松
代
内
外
の
地

域
意
識
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

厖
大
な
検
証
作
業
が
必
要
な
粗
い
見
通
し
で
は
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
、
人
々
の
意
識
・

思
想
を
軸
に
、
政
治
と
地
域
社
会
の
関
係
を
近
世
・
近
代
双
方
に
目
を
向
け
て
見
通
そ

う
と
す
る
際
、
山
寺
常
山
と
い
う
人
物
は
興
味
深
い
検
討
対
象
と
な
り
う
る
も
の
と
考

え
る
。
常
山
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
が
一
層
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
擱
筆
し
た

い
。

〔
付
記
〕
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
真
田
宝
物
館
山
中
さ
ゆ
り
氏
に
、
多
く
の
便
宜
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

〈
参
考
資
料
１
〉『
三
百
藩
家
臣
人
名
事
典
』
三
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
八
年
）

山
寺
常
山
（
や
ま
で
ら
じ
ょ
う
ざ
ん
）
文
化
五
年
〜
明
治
十
一
年
（
一
八
〇
七
〜
一
八
七
八
）

松
代
藩
の
学
者
・
重
役
。
佐
久
間
象
山
、
鎌
原
桐
山
と
と
も
に
、
松
代
藩
の
三
山
の
一
人
。
通
称
は

源
大
夫
。
名
は
久
道
、
信
竜
、
字
は
子
彰
。
懼
堂
、
静
修
斎
、
常
山
と
号
し
た
。
山
寺
氏
の
祖
は
、

て
ん
き
ゆ
う

竹
田
典
厩
信
繁
（
信
玄
の
弟
）
の
臣
山
寺
佐
五
右
衛
門
で
あ
る
。
そ
の
子
庄
左
衛
門
久
繁
が
真
田

昌
幸
に
仕
え
、
以
来
代
々
百
四
十
石
で
真
田
家
に
仕
え
た
。
常
山
の
祖
父
は
久
好
、
父
は
久
敬
で
あ

る
。
幼
時
に
母
を
失
い
、
祖
父
に
育
て
ら
れ
た
と
い
う
。
真
田
幸
貫
に
仕
え
、
監
察
、
普
請
奉
行
、

世
子
傅
な
ど
の
職
を
務
め
た
。
こ
の
間
江
戸
に
出
て
、
兵
学
を
平
山
兵
原
に
学
び
、
経
書
を
古
賀
侗

庵
に
学
ん
だ
。
ま
た
、
松
崎
慊
堂
、
佐
藤
一
斎
、
中
村
敬
宇
ら
と
交
わ
る
。
天
保
四
年
儒
者
長
野
豊

山
を
松
代
に
招
き
、
城
中
で
孟
子
を
講
義
さ
せ
た
。
天
保
十
二
年
真
田
幸
貫
が
幕
府
の
老
中
と
な
っ

て
海
防
を
担
当
す
る
と
、
常
山
は
藩
士
に
兵
学
を
講
じ
た
。
天
保
十
四
年
に
は
郡
奉
行
と
な
り
、
幕

府
よ
り
功
を
賞
さ
れ
て
白
銀
を
与
え
ら
れ
た
。
弘
化
四
年
の
善
光
寺
大
地
震
の
対
応
に
も
功
が
あ

り
、
俸
禄
を
加
増
さ
れ
た
。
嘉
永
五
年
真
田
幸
教
が
藩
主
と
な
る
と
、
側
役
頭
取
と
な
る
。
安
政
元

年
黒
船
が
二
度
目
の
来
航
を
す
る
と
、
常
山
は
佐
久
間
象
山
と
と
も
に
開
港
問
題
に
奔
走
し
た
。
文

久
三
年
の
英
国
軍
鑑
の
来
航
に
は
、
藩
の
参
謀
と
し
て
江
戸
に
赴
き
、
幕
府
諸
藩
の
間
で
活
躍
し

た
。
明
治
三
年
藩
内
に
藩
札
を
め
ぐ
っ
て
騒
動
が
勃
発
す
る
と
、
藩
知
事
真
田
幸
民
の
も
と
で
政
務

に
当
た
り
、
そ
の
処
置
に
功
が
あ
っ
た
。
明
治
十
一
年
七
月
三
日
没
し
た
。
著
書
に
『
常
山
文
集
』

『
如
坐
漏
船
居
紀
聞
』『
松
代
封
内
実
測
図
』
が
あ
る
。
明
治
十
七
年
長
野
市
城
山
公
園
に
、「
常
山

山
寺
先
生
之
碑
」
が
建
て
ら
れ
た
。
夫
人
鎮
子
は
藩
の
学
者
北
澤
蘭
壑
の
二
女
で
、
書
画
に
秀
で
て

い
た
。
長
男
信
炳
と
三
男
宣
健
は
司
法
官
と
な
っ
た
。
宣
健
の
子
塩
野
季
彦
は
司
法
大
臣
を
務
め

た
。
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〈
参
考
資
料
２
〉『
山
寺
常
山
先
生
年
譜
』
よ
り
「
常
山
山
寺
先
生
碑
」

常
山
山
寺
先
生
碑

東
京
大
学
教
授
従
五
位
中
村
正
直
譔

従
五
位
長
炗
書

修
史
館
副
総
裁
従
二
位
勲
二
等
伊
達
宗
城
篆
額

先
生
、
諱
は
久
道
。
後
、
信
龍
と
改
む
。
字
は
子
彰
。
源
姓
。
山
寺
氏
。
源
大
夫
と
称
し
、
常
山
と

号
す
。
世
々
松
代
侯
に
仕
ふ
。
王
父
、
諱
久
好
。
先
生
幼
に
し
て
孤
と
な
り
、
王
父
に
養
は
る
。
長

ず
る
に
及
び
て
器
宇
峻
整
。
好
ん
で
書
を
読
み
て
大
要
を
綜
べ
、
慨
然
と
し
て
古
の
俊
傑
を
以
て
自

ら
命
ず
。
甫
め
て
冠
を
踰
え
、
擢
で
ら
れ
て
監
察
と
為
り
、
普
請
奉
行
、
世
子
傅
等
の
官
に
累
遷

す
。
其
の
間
、
或
は
江
戸
に
于
役
し
て
、
兵
を
平
山
兵
原
に
学
び
、
経
を
古
賀
侗
庵
に
問
ひ
、
或
は

封
内
の
山
川
を
巡
り
、
招
提
を
過
ぎ
れ
ば
禅
衲
を
訪
ひ
、
每
に
良
辰
美
景
に
遇
へ
ば
、
留
連
し
て
詩

酒
す
。
蓋
し
経
済
と
風
流
と
両
な
が
ら
之
を
兼
ね
た
り
。
是
の
時
、
感
應
公
賢
を
好
み
才
を
愛
し
、

長
野
豊
山
、
林
鶴
梁
の
如
き
は
賓
礼
を
以
て
遇
せ
ら
る
。
而
し
て
其
の
臣
に
文
学
の
士
多
く
、
鎌
原

桐
山
、
佐
久
間
象
山
、
之
が
巨
擘
た
り
。
先
生
既
に
已
に
資
り
て
以
て
切
磋
し
、
而
し
て
又
、
松
原

慊
堂
、
佐
藤
一
斎
等
と
交
を
締
ぶ
。
意
は
智
識
を
開
擴
し
て
以
て
君
に
致
し
民
に
澤
す
る
に
在
る
な

り
。天

保
十
二
年
、
公
、
閣
老
と
為
り
海
防
の
事
を
管
る
。
先
生
益
々
兵
学
を
講
じ
て
藩
士
を
率
励

す
。
十
四
年
、
郡
奉
行
と
為
り
、
預
所
郡
奉
行
を
兼
ね
、
力
を
盡
し
て
賭
博
を
禁
じ
、
闔
境
肅
清
せ

し
か
ば
、
幕
府
賞
し
て
白
銀
を
賜
へ
り
。
弘
化
四
年
、
信
濃
の
地
大
に
震
ひ
、
死
す
る
者
数
万
、
先

生
賑
恤
し
て
方
あ
り
し
か
ば
、
俸
禄
を
増
さ
れ
た
り
。
文
聰
公
、
封
を
襲
ぐ
に
及
び
、
先
生
は
側
役

頭
取
を
兼
ね
、
啓
沃
す
る
所
多
か
り
き
。
安
政
元
年
、
米
舶
入
港
し
て
物
議
騒
然
た
り
し
と
き
、
先

生
、
長
岡
監
物
、
藤
田
東
湖
等
と
画
策
す
る
所
あ
り
し
も
、
未
だ
施
さ
ず
し
て
通
好
の
議
決
せ
り
。

文
久
三
年
攘
夷
の
命
下
り
し
と
き
、
先
生
は
参
謀
と
為
り
て
江
戸
に
赴
き
、
幕
府
諸
藩
の
間
に
奔
走

し
、
慷
慨
し
て
事
を
論
ぜ
り
。
予
の
先
生
識
れ
る
も
亦
此
の
時
に
在
り
。
何
く
も
無
く
し
て
左
遷
せ

ら
れ
屏
居
す
る
こ
と
三
載
な
り
き
。
明
治
二
年
、
朝
議
先
生
を
徴
し
し
に
、
故
あ
り
て
出
で
ざ
り

き
。
三
年
、
松
代
管
下
騒
擾
せ
し
と
き
、
知
藩
事
眞
田
幸
民
、
先
生
を
挙
げ
て
仮
に
政
務
に
参
せ
し

め
し
か
ば
、
民
心
始
め
て
安
か
り
き
。
先
生
、
宦
に
仕
ふ
る
こ
と
殆
ど
五
十
年
、
政
績
卓
然
と
し
て

伝
ふ
べ
し
。
晩
年
豪
気
猶
屈
せ
ず
、
其
の
文
辞
に
発
す
る
も
の
蔚
然
と
し
て
観
る
べ
し
。
十
一
年
七

月
三
日
病
歿
す
。
生
、
文
化
五
年
を
距
て
て
年
を
享
く
る
こ
と
七
十
有
一
。
著
は
す
所
、
常
山
文

集
、
如
坐
漏
居
紀
聞
、
松
代
封
内
実
測
図
あ
り
。
配
は
北
澤
氏
。
子
は
六
人
あ
り
。
信
炳
、
時
秀
、

宜
健
、
義
風
と
い
ひ
、
他
は
夭
す
。
信
炳
家
を
嗣
ぐ
。
今
茲
、
先
生
の
故
旧
門
人
、
碑
を
長
野
城
山

に
樹
て
、
予
に
属
し
て
銘
を
為
ら
し
む
。
誼
、
辞
す
べ
か
ら
ず
。
之
が
詞
を
為
り
て
曰
く
。

予
、
君
を
識
る
。
軀
幹
偉
な
り
。
眼
光
烱
と
し
て
、
風
采
秀
で
た
り
。
意
恢
廓
に
し
て
、
度
量
あ

り
。
循
吏
と
為
り
て
、
名
望
崇
し
。
時
艱
を
憂
へ
て
、
常
に
蒿
目
す
。
交
際
を
広
く
し
て
、
啓
沃

を
尽
す
。
斯
の
人
の
如
き
は
、
大
丈
夫
。
千
秋
に
諗
げ
て
、
辞
に
諛
ふ
こ
と
な
し
。

明
治
十
七
年
二
月
建
つ
。

註（
１
）
原
田
和
彦
「
佐
久
間
象
山
像
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」（『
信
濃
』
六
〇
―
八
、
二
〇
〇
八
年
）、

降
幡
浩
樹
「
佐
久
間
象
山
の
顕
彰
活
動
に
つ
い
て
」（『
松
代
』
二
六
、
二
〇
一
一
年
）。
ま

た
、
山
中
さ
ゆ
り
「
大
平
喜
間
多
の
著
作
と
そ
の
活
動
」（『
松
代
』
一
九
、
二
〇
〇
五
年
）

等
。
人
物
顕
彰
を
め
ぐ
っ
て
は
、
高
田
祐
介
「
国
家
と
地
域
の
歴
史
意
識
形
成
過
程
」（『
歴

史
学
研
究
』
八
六
五
、
二
〇
一
〇
年
）、
宮
間
純
一
「
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
幕
末
維
新
期

人
物
像
の
形
成
」（『
佐
倉
市
史
研
究
』
二
二
、
二
〇
〇
九
年
）、
伴
野
文
亮
「
金
原
明
善
の

『
偉
人
』
化
と
近
代
日
本
社
会
」（『
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
』
一
六
、
二
〇
一
四
年
）、
阿

部
安
成
「
直
弼
／
象
山
／
忠
震
（
一
〜
三
）」（『
彦
根
論
叢
』
三
七
〇
・
三
七
三
・
三
七
五
、

二
〇
〇
八
年
）
は
じ
め
、
近
年
多
く
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
松
代
藩
地
域
を
対
象
と
し
た
共
同
研
究
に
よ
っ
て
同
藩
に
お
け
る
学
問
受
容
と
藩
政
展
開
の

関
係
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
渡
辺
尚
志
他
編
『
信
濃
国
松
代
藩
地
域
の
研
究
』
�

〜
�
（
二
〇
〇
五
〜
一
四
年
）。

（
３
）
歴
史
人
物
の
顕
彰
に
つ
い
て
は
近
世
近
代
の
地
域
意
識
と
も
関
連
し
て
い
よ
う
。
若
尾
政

希
・
菊
池
勇
夫
編
『
覚
醒
す
る
地
域
意
識
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）、「
特
集
近
世
日

本
の
地
域
意
識
を
問
う
」（『
歴
史
評
論
』
七
九
〇
、
二
〇
一
六
年
）。

（
４
）
飯
島
忠
夫
「
山
寺
常
山
先
生
に
就
い
て
」（『
信
濃
教
育
』
六
五
一
、
信
濃
教
育
会
、
一
九
四

一
年
）。

（
５
）『
塩
野
季
彦
回
顧
録
』（
塩
野
季
彦
回
顧
録
刊
行
会
、
一
九
五
八
年
）。

（
６
）
以
上
は
、
飯
島
忠
夫
「
緒
言
」、
お
よ
び
塩
野
季
彦
「
後
記
」
に
よ
る
。
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（
７
）
た
だ
し
、
飯
島
忠
夫
が
閲
覧
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
常
山
関
係
史
料
と
し
て
、
常
山
の

著
作
の
一
部
や
蔵
書
が
あ
る
。
塩
野
季
彦
「
後
記
」
に
よ
れ
ば
、『
如
坐
漏
船
居
紀
聞
』『
懼

堂
雑
纂
』『
兵
要
録
』
は
、
季
彦
の
父
宜
健
の
時
か
ら
塩
野
家
で
保
管
し
て
い
た
と
さ
れ
、
後

二
者
は
関
東
大
震
災
に
よ
り
烏
有
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
（
前
者
は
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
に
現
存
）。
ま
た
、「
土
手
三
番
町
の
山
寺
の
家
、
屋
敷
は
其
蔵
書
の
一
部
を
学
習
院
に

売
っ
た
代
金
で
買
入
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
も
い
う
か
ら
、『
山
寺
常
山
伝
』
執
筆
時

に
は
、
万
巻
に
及
ぶ
と
言
わ
れ
た
常
山
蔵
書
の
全
て
が
揃
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が

分
か
る
。

（
８
）
な
お
、
こ
の
時
建
て
ら
れ
た
石
碑
は
長
野
市
城
山
に
現
存
し
て
お
り
、
現
在
山
寺
常
山
邸
に

立
つ
「
常
山
山
寺
先
生
碑
」
は
、
常
山
の
孫
に
あ
た
り
司
法
大
臣
を
務
め
た
塩
野
季
彦
と
司

法
関
係
者
の
発
起
に
よ
り
、
昭
和
一
五
年
に
新
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
９
）
真
田
宝
物
館
山
寺
家
文
書
Ｎ
―
六
四
。

（
１０
）
北
澤
の
事
跡
に
関
し
て
は
、
岩
生
成
一
「
忘
れ
ら
れ
た
歴
史
・
地
理
学
者
北
澤
正
誠
」（『
日

本
学
士
院
紀
要
』
四
二
巻
一
号
、
一
九
八
七
年
）、
原
田
和
彦
「
佐
久
間
象
山
関
連
資
料
に
つ

い
て
」（『
松
代
』
一
九
、
二
〇
〇
五
年
）、
原
田
前
掲
「
佐
久
間
象
山
像
の
成
立
を
め
ぐ
っ

て
」
等
参
照
。

（
１１
）
以
下
、
飯
島
忠
夫
『
山
寺
常
山
伝
』
に
よ
る
。

（
１２
）
飯
島
忠
夫
「
題
言
」（
天
籟
社
編
纂
『
山
寺
常
山
先
生
年
譜
』
信
州
書
屋
、
一
九
四
〇
年
）。

（
１３
）
原
田
前
掲
「
佐
久
間
象
山
関
連
資
料
に
つ
い
て
」。

（
１４
）
飯
島
忠
夫
『
山
寺
常
山
伝
』
一
六
三
丁
。

（
１５
）
岩
生
前
掲
「
忘
れ
ら
れ
た
歴
史
・
地
理
学
者
北
澤
正
誠
」。

（
１６
）
山
寺
家
文
書
に
残
さ
れ
た
中
村
正
直
書
簡
に
は
、「
北
澤
正
誠
君
曽
而
御
持
参
御
頼
ミ
」
に
よ

り
「
佐
久
間
君
碑
、
高
文
を
塗
抹
削
去
し
」
た
こ
と
（
年
月
日
不
詳
山
寺
信
炳
宛
、
Ｍ
―
一

四
―
三
―
三
―
一
）
や
関
係
者
（
常
山
子
息
ヵ
）
を
「
北
澤
氏
江
御
托
し
ニ
相
成
」
っ
た
こ

と
に
言
及
し
た
も
の
（
年
不
詳
六
月
一
四
日
付
山
寺
常
山
宛
、
Ｍ
―
一
四
―
三
―
二
）
が
見

ら
れ
る
。

（
１７
）
岩
生
前
掲
「
忘
れ
ら
れ
た
歴
史
・
地
理
学
者
北
澤
正
誠
」。

（
１８
）
な
お
、
建
碑
の
担
い
手
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
昭
和
一
五
年
に
山
寺
常
山
邸
に
碑
を
新
建

す
る
こ
と
と
な
っ
た
際
、
更
級
郡
八
幡
村
の
武
水
別
神
社
の
神
職
松
田
氏
に
保
存
さ
れ
て
い

た
長
三
洲
書
の
碑
文
原
本
を
用
い
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
飯
島
忠
夫
『
山

寺
常
山
伝
』
一
九
四
〇
年
）。
関
連
し
て
、
更
級
郡
若
宮
八
幡
の
神
職
松
田
豊
前
は
、
明
治
元

年
一
二
月
七
日
、
朝
廷
要
路
に
対
し
常
山
の
登
用
を
薦
め
た
言
上
書
を
送
っ
て
い
る
（
後

述
）。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
神
職
松
田
氏
の
存
在
は
、
建
碑
や
常
山
像
の
形
成
、
さ
ら
に
は
幕

末
維
新
期
の
常
山
の
思
想
・
行
動
の
考
察
に
と
っ
て
相
当
の
重
要
性
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

（
１９
）
参
考
資
料
１
・
２
参
照
。「
常
山
山
寺
先
生
碑
」
以
来
、
常
山
の
著
作
と
し
て
言
及
さ
れ
る

が
、
所
在
不
明
で
成
立
事
情
等
も
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
年
譜
作
成
の
過
程
で
北
澤
正
誠
が

編
集
し
た
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
。

（
２０
）
な
お
、「
松
代
三
山
」
と
い
う
言
い
方
を
め
ぐ
っ
て
は
、
例
え
ば
關
口
龍
夫
『
小
布
施
村
―
村

の
壮
年
團
史
』（
報
道
出
版
社
、
一
九
四
三
年
）
が
「
幕
末
の
信
濃
三
山
と
し
て
山
寺
常
山
、

佐
久
間
象
山
、
高
井
鴻
山
が
あ
る
」
と
い
い
、『
山
寺
常
山
小
伝
』（
一
九
四
〇
年
）
も
同
様

の
認
識
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
戦
中
期
ま
で
「
信
濃
三
山
」
と
い
う
認
識
が
見
ら
れ
た
こ

と
に
留
意
し
て
用
い
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
飯
島
忠
夫
は
、「
松
代
三
山
」「
信
濃
三

山
」
よ
り
も
、
常
山
・
象
山
に
長
谷
川
昭
道
を
加
え
て
「
松
代
三
傑
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
提
唱

し
て
い
る
（
飯
島
前
掲
「
山
寺
常
山
先
生
に
就
い
て
」）。
い
ず
れ
に
に
せ
よ
、
幕
末
期
以

来
、
常
山
・
象
山
が
併
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
見
落
と
せ
な
い
点
で
あ
る
。

（
２１
）
民
政
に
関
し
て
常
山
は
、「
聴
訟
之
職
を
汚
す
、
前
後
十
有
八
年
、
大
小
五
千
件
之
公
事
に
於

て
、
い
ま
だ
一
謬
誤
有
レ

之
と
申
噂
は
不
二

承
及
一

候
」（
表
１
―
５５
）
と
の
自
負
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
常
山
の
民
政
面
の
実
績
が
、
松
代
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と

（
史
料
二
重
線
部
や
「
乍
不
肖
、
感
応
公
御
余
光
ヲ
以
、
二
十
余
年
ノ
久
敷
、
民
事
ノ
職
ヲ
奉

ジ
候
故
、
庶
民
ハ
勿
論
、
四
隣
迄
も
虚
名
相
伝
ヘ
…
」
表
１
―
６６
、『
山
寺
常
山
小
伝
』
四
三

頁
に
も
所
収
）
は
本
稿
の
考
察
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
割
愛
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
別
稿
を
期
し
た
い
。

（
２２
）「
使
無
」
は
『
論
語
』
顔
淵
第
十
二
の
「
必
也
使
無
訟
乎
」
の
語
を
典
拠
と
す
る
。

（
２３
）
小
関
悠
一
郎
「
明
君
像
の
形
成
と
「
仁
政
」
的
秩
序
意
識
の
変
容
」（『
歴
史
学
研
究
』
九
三

七
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。
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（
２４
）
原
本
は
、
真
田
宝
物
館
山
寺
家
文
書
Ｎ
―
一
。

（
２５
）
小
関
悠
一
郎
「
真
田
家
の
系
譜
・
事
蹟
編
纂
と
鎌
原
桐
山
の
思
想
」（
前
掲
『
信
濃
国
松
代
藩

地
域
の
研
究
』
�
）。

（
２６
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
の
発
表
を
予
定
し
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２７
）
軍
議
役
と
し
て
江
戸
に
出
た
文
久
三
年
に
は
彼
ら
と
文
芸
・
時
事
を
論
じ
た
と
言
わ
れ
、
ま

た
「
与
二

古
賀
茶
渓
・
林
鶴
梁
・
安
井
息
軒
・
田
口
江
村
・
中
村
敬
宇
一

書
」（
表
２
、
明
治

四
年
）
等
の
詩
文
も
残
さ
れ
て
い
る
。

（
２８
）
小
関
前
掲
「
真
田
家
の
系
譜
・
事
蹟
編
纂
と
鎌
原
桐
山
の
思
想
」。

（
２９
）
ひ
と
ま
ず
『
北
信
郷
土
叢
書
』
七
巻
に
よ
る
。

（
３０
）
事
実
、
徳
川
斉
昭
は
、
幸
貫
や
松
浦
静
山
（
平
戸
藩
主
）・
大
関
増
業
（
黒
羽
藩
主
）
ら
と
交

わ
り
、
幸
貫
ら
を
天
下
の
三
畏
友
と
し
て
厚
遇
し
（
真
田
宝
物
館
所
蔵
の
「
感
応
公
併
黒
羽

平
戸
二
侯
肖
像
徳
川
斉
昭
賛
」〈
天
保
一
一
年
〉
は
、
斉
昭
が
幸
貫
・
静
山
・
増
業
を
自
邸
に

招
い
た
際
の
様
子
を
描
か
せ
、
幸
貫
宛
斉
昭
書
状
・
幕
府
儒
官
佐
藤
一
斎
賛
を
付
し
て
い

る
）、
声
望
高
か
っ
た
幸
貫
と
は
、
鍋
島
斉
正
（
佐
賀
藩
主
）・
島
津
斉
彬
（
薩
摩
藩
主
）
ら

諸
大
名
が
交
わ
っ
た
と
言
わ
れ
る
（
大
平
喜
間
多
『
海
防
の
先
覚
者
眞
田
幸
貫
伝
』
昭
和
刊

行
会
、
一
九
四
四
年
）。

（
３１
）
信
濃
教
育
会
編
『
増
訂
象
山
全
集
』
第
三
巻
（
信
濃
毎
日
新
聞
社
、
一
九
三
五
年
）
二
九
〇

頁
。

（
３２
）
な
お
、
当
該
期
の
藩
政
改
革
に
関
し
て
は
、
上
杉
治
憲
（
鷹
山
）
に
よ
る
米
沢
藩
政
改
革
が

重
要
で
あ
る
。
真
田
宝
物
館
収
蔵
の
真
田
家
伝
来
の
典
籍
の
一
つ
と
し
て
『
翹
楚
篇
』（
上
杉

鷹
山
明
君
録
）
が
あ
る
が
、
そ
の
上
段
余
白
に
は
「
桐
山
先
生
曰
…
」
と
い
っ
た
書
き
込
み

が
見
ら
れ
、
桐
山
ら
が
共
同
で
同
書
を
読
ん
で
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
常
山
が
交

わ
っ
た
藤
田
東
湖
や
長
岡
監
物
、
村
上
量
弘
、
林
鶴
梁
ら
は
い
ず
れ
も
上
杉
鷹
山
を
評
価
す

る
言
辞
を
残
し
て
い
る
。
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真
田
昌
幸
肖
像
画
を
め
ぐ
っ
て

―
な
ぜ
真
田
宝
物
館
に
伝
わ
ら
な
い
の
か
―

原

田

和

彦

は
じ
め
に

最
近
の
「
真
田
」
関
連
の
出
版
物
で
多
く
見
受
け
る
こ
と
の
あ
る
肖
像
画
。
こ
の
肖

像
画
を
め
ぐ
っ
て
は
、
肖
像
画
の
変
遷
を
お
っ
た
研
究
や
、
そ
も
そ
も
そ
の
主
は
誰
な

の
か
と
い
っ
た
研
究
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
１
）
。
た
だ
、
肖
像
画
は
な
ぜ
そ
こ

に
伝
わ
る
の
か
と
い
っ
た
基
本
的
な
研
究
に
つ
い
て
は
皆
無
に
等
し
い
。

そ
も
そ
も
肖
像
画
は
ど
の
大
名
家
に
お
い
て
も
、
あ
る
い
は
大
名
家
の
菩
提
寺
に
お

い
て
も
、
歴
代
の
藩
主
全
て
の
も
の
が
揃
っ
て
残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
偏
り
が
著

し
い
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
大
名
家
に
と
っ
て
な
ぜ
肖
像
画
が
必
要
な
の
か
、
そ
し
て
そ

れ
は
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
ま
り
わ
か
っ
て
い
な

い
。
た
と
え
ば
、
歴
代
藩
主
の
命
日
の
供
養
は
ほ
と
ん
ど
が
菩
提
寺
や
関
連
す
る
寺
院

で
行
わ
れ
て
い
る
（
２
）
の
で
、
菩
提
寺
に
残
る
理
由
は
説
明
で
き
る
。
で
は
大
名
家
に
大
名

道
具
の
一
部
と
し
て
な
ぜ
肖
像
画
が
伝
来
す
る
か
、
こ
の
点
は
説
明
す
る
こ
と
が
難
し

い
。本

稿
で
は
、
真
田
家
に
伝
来
す
る
肖
像
画
の
う
ち
、
国
元
の
花
の
丸
御
殿
・
御
宝
蔵

に
納
め
ら
れ
て
い
た
も
の
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
を
第
一
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、

御
宝
蔵
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
真
田
昌
幸
の
肖
像
画
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た

い
。

１
�
本
稿
で
検
討
す
る
史
料

本
稿
で
検
討
す
る
史
料
は
、『
御
宝
蔵
御
品
々
御
引
訳
申
上
（
３
）
』
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
、『
御
宝
蔵
御
品
之
覚
』
と
い
う
も
の
が
付
属
し
て
い
る
。
松
代
城
花
の
丸
御
殿
の

庭
園
内
に
あ
っ
た
御
宝
蔵
に
納
め
ら
れ
て
い
る
品
々
の
書
き
出
し
で
、
目
録
と
言
っ
て

も
よ
い
。
こ
の
目
録
の
筆
頭
は
木
像
と
あ
る
の
で
徳
川
家
康
の
木
像
か
と
思
わ
れ
る
。

木
像
内
に
は
、
古
文
書
な
ど
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。
第
二
、
第
三
に
は
天
神
像
（
４
）

が
付
属

品
と
と
も
に
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
後
、
崇
徳
院
様
勧
請
の
箱
宮
、
八
天
宮
勧
請
御
箱
宮
、

大
黒
天
像
な
ど
五
筆
が
続
く
。
そ
し
て
徳
川
家
康
の
神
祖
の
御
影
な
ど
の
七
筆
が
あ

る
。
最
後
に
十
を
数
え
る
も
の
が
続
い
て
い
る
。

さ
て
、『
御
宝
蔵
御
品
御
引
訳
申
上
』
で
あ
る
が
、『
御
宝
蔵
御
品
之
覚
』
に
あ
る
御

宝
蔵
に
残
さ
れ
て
い
た
品
々
を
、
廃
藩
置
県
後
に
真
田
家
ゆ
か
り
の
寺
社
に
寄
進
し
た

目
録
で
あ
る
。
移
管
先
と
し
て
は
、
藩
主
家
に
残
さ
れ
た
「
御
手
許
江
御
納
置
之
分
」

の
ほ
か
に
、「
長
国
寺
江
御
納
之
分
」「
長
国
寺
御
霊
屋
江
御
納
之
分
」「
大
鋒
寺
御
霊

屋
江
御
納
之
分
」「
開
善
寺
江
御
納
之
分
」、「
内
願
之
分
」
と
し
て
寺
院
か
ら
の
依
頼

の
分
、
そ
し
て
最
後
に
、「
焼
失
捨
物
之
分
」
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
書
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、『
御
宝
蔵
御
品
御
引
訳
申
上
』
の
う
ち
で
、
本
稿
に
関
連
す
る
部
分
で

あ
る
「
御
手
許
江
御
納
置
之
分
」
に
つ
い
て
抜
き
書
き
す
る
。

御
手
許
江
御
納
置
之
分
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一
神
祖
之
御
影

晴
山
筆

壱
箱

御
箱
書
付

感
応
院
様
御
筆

一
日
光
之
御
影

壱
箱

赤
地
錦
御
服
紗
包
白
木
御
箱
入
、
上
箱
黒
塗
紫
縮
緬
御
服
紗
包
上
箱
杉
白

木
、
日
光
山
惣
乗
院
添
書
御
座
候

感
応
院
様
御
筆

一
紅
葉
山
日
所
作
之
法

壱
軸

壱
箱

御
宛
所
長
国
寺
魏
慶
和
尚
与
有
之

天
真
院
様
御
筆

一
昌
幸
公
御
影

壱
箱

一
大
暁
院
様
御
影

壱
箱

一
感
応
院
様
御
自
画
讃
御
影

壱
箱

御
木
像
御
厨
子
之
内
ニ
御
座
候

一
感
応
院
様
御
封
御
発
願
之
記

感
応
院
様
御
筆

一
御
神
号

壱
箱

東
照
宮
与
御
座
候

一
古
文
書
壱
通

天
正
年
中
徳
川
家
�
広
瀬
弥
左
衛
門
江
之
御
朱
印

白
峯
山

一
崇
徳
院
様
御
勧
請
之
御
箱
宮

弐
ツ

御
衣
之
切
之
由

一
感
応
院
様
御
子
孫
繁
昌
之
御
守

一
天
真
院
様
御
七
ツ
目
寅
之
御
懸
物

壱
幅

火
防

一
八
天
宮
御
勧
請
御
箱
宮

壱
ツ

感
応
院
様
御
筆
之
由
、
御
額
添

一
日
光
之
御
札
并
御
神
酒
頂
戴
之
御
土
器

一
高
野
山
蓮
華
定
院
差
出
候
日
牌
之
御
請
証

花
の
丸
御
殿
の
宝
蔵
に
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
肖
像
画
な
ど
が
お
手
元
に
置
か
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
神
祖
御
画
像
に
つ
い
て
は
そ
の
箱
書
は
真
田
幸
貫
の
も
の

で
あ
る
が
、
箱
の
裏
書
に
は
「
榊
原
越
中
守
所
蔵
画
工
未
詳

天
保
八
年
四
月
下
旬

命
家
臣
晴
山
謹
写
之

滋
野
幸
貫
誌
」
と
あ
る
。
徳
川
家
康
の
肖
像
画
を
榊
原
氏
か
ら

借
り
受
け
、
藩
主
・
真
田
幸
貫
が
絵
師
の
三
村
晴
山
に
命
じ
て
描
か
せ
た
こ
と
が
わ
か

る
。こ

の
ほ
か
の
肖
像
画
の
う
ち
、
真
田
宝
物
館
に
残
る
も
の
を
表
１
と
し
て
ま
と
め
て
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お
い
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
肖
像
画
の
う
ち
で
現
存
し
な
い
も
の
は
、「
昌
幸
公
」
の

肖
像
画
の
み
と
い
う
こ
と
と
な
る
。「
昌
幸
公
」
の
肖
像
画
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る

こ
と
と
す
る
。

な
お
、
余
談
で
は
あ
る
が
、
天
正
年
間
に
徳
川
家
康
が
広
瀬
弥
左
衛
門
に
あ
て
た
古

文
書
一
通
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
古
文
書
に
つ
い
て
は
そ
の
所
在
は
明
ら
か
で

は
な
い
。
同
じ
よ
う
に
、
真
田
幸
貫
筆
の
「
東
照
宮
」
な
ど
も
そ
の
所
在
が
明
ら
か
で

は
な
い
。
概
し
て
、
肖
像
画
は
比
較
的
よ
く
残
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
つ
い

て
み
る
と
、
残
り
に
く
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。

２
�
花
の
丸
御
殿
御
宝
蔵
と
は
な
に
か

肖
像
画
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
そ
も
そ
も
御
宝
蔵
と
は
ど
こ
に
あ
っ
た
も
の
で
あ

る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
解
決
し
て
お
き
た
い
。
花
の
丸
御
殿
と
そ
れ
に
付
属
す
る

建
物
に
つ
い
て
描
か
れ
た
絵
図
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
い
く
つ
か
を
精

査
す
る
と
、
花
の
丸
御
殿
・
表
庭
園
内
に
あ
っ
た
建
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
機
能
を
有
し
て
い
た
の
か
。
御
宝
蔵
と
い
う
名
前
か
ら
し

て
、
真
田
家
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
が
納
め
ら
れ
て
い
た
場
所
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
、
お
そ
ら
く
は
何
か
重
要
な
儀
式
に
用
い
る
品
を
納
め
て
い
た
場
所
を
指
す
の
で
あ

ろ
う
。
御
殿
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
開
善
寺
の
僧
侶
が
御
殿
で
祈
祷
を
行
う
記
録
も

見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
も
し
か
し
た
ら
、
こ
う
し
た
儀
式
に
用
い
る
品
を
入
れ
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
（
５
）
。

３
�
真
田
家
や
長
国
寺
に
残
さ
れ
た
肖
像
画

真
田
家
藩
主
の
肖
像
画
に
つ
い
て
は
、
真
田
家
の
ほ
か
に
菩
提
寺
で
あ
る
長
国
寺
な

ど
に
も
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、（
１
）
真
田

宝
物
館
所
蔵
の
肖
像
画
に
つ
い
て
、（
２
）
長
国
寺
所
蔵
の
肖
像
画
（
６
）
に
つ
い
て
、
そ
し

て
最
後
に
（
３
）
飯
島
文
庫
所
蔵
の
『
先
公
御
像
之
書
（
７
）
』
に
所
載
の
肖
像
画
に
つ
い
て

分
析
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
１
）
真
田
宝
物
館
所
蔵
の
肖
像
画

真
田
宝
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
の
中
に
は
、「
肖
像
」
と
分
類
さ
れ
て
い
る

資
料
群
が
あ
る
。
す
べ
て
で
二
十
一
点
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
御
宝
蔵
に
納
め
ら
れ
て
い

た
も
の
は
三
点
の
み
で
あ
る
。
十
八
点
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
外
の
場
所
に
収
納
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
、
そ
の
経
緯
が
わ
か
る
も
の
と
し
て
、
真
田
幸
綱

（
一
徳
斎
）
画
像
を
あ
げ
る
。
こ
こ
に
は
、「
戊
申
嘉
平
月
念
四

容
斎
写
神
」
と
あ

る
。
菊
池
容
斎
の
筆
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
成
立
も
、
嘉
永
元
年

表１ 画像の現存状況

収蔵番号

書画１８－２

書画１８－１

書画８－１０

なし

肖像４

肖像１０カ

肖像１０ 付属

肖像１８

肖像画の主

徳川家康

徳川家康

真田昌幸

真田幸専

真田幸貫

幸弘

『御宝蔵御品御引訳申上』の資料名

神祖之御影

日光之御影

感応院様御筆
一紅葉山日所作之法 壱軸

天真院様御筆
一昌幸公御影

一大暁院様御影

一感応院様御自画讃御影

一感応院様御封御発願之記

感応院様御筆
一御神号

一古文書壱通
天正年中徳川家�広瀬弥左衛門江之御朱印

白峯山
一崇徳院様御勧請之御箱宮 弐ツ

一感応院様御子孫繁昌之御守

一天真院様御七ツ目寅之御懸物

一八天宮御勧請御箱宮

一日光之御札并御神酒頂戴之御土器

一高野山蓮華定院差出候日牌之御請証
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（
一
八
四
八
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
菊
池
容
斎
は
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の

日
本
画
家
で
あ
る
。
菊
池
の
業
績
と
し
て
は
、「
わ
が
国
古
来
の
忠
臣
・
義
士
・
烈
婦

な
ど
五
百
余
人
の
像
を
描
き
、
こ
れ
を
木
版
に
よ
っ
て
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
全
十

巻
か
ら
な
る
『
前
賢
故
実
』
と
し
て
上
梓
」
と
あ
る
（
８
）

。『
前
賢
故
実
』
に
は
真
田
家
に

関
わ
る
肖
像
画
を
掲
載
し
て
い
な
い
が
、
菊
池
容
斎
の
行
っ
て
き
た
書
画
の
技
術
に
頼

ん
で
、
真
田
家
が
幸
綱
の
画
像
を
描
か
せ
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
画
像
を
描
か
せ
た
嘉
永
元
年
に
つ
い
て
は
、「
松
代
藩
士
飯
島
勝
休
、
江
戸

に
出
て
勤
務
の
か
た
わ
ら
故
実
家
伊
勢
貞
友
に
つ
き
武
家
故
実
を
学
ぶ
。
こ
の
あ
と
、

藩
士
の
冠
婚
葬
祭
や
養
子
縁
組
な
ど
に
は
儀
式
掛
と
し
て
そ
の
博
識
を
役
立
て
る
。
伊

勢
流
・
小
笠
原
流
の
有
職
故
実
の
伝
書
を
多
数
筆
写
し
、
家
伝
的
記
録
『
飯
島
家
記
』

を
残
す
（
９
）

。」
と
あ
る
。
飯
島
勝
休
と
真
田
幸
綱

の
画
像
と
は
直
接
的
な
関
係
は
な
い
も
の
の
、

こ
の
当
時
の
傾
向
と
し
て
有
職
故
実
な
ど
へ
の

関
心
が
高
い
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
真
田
幸
綱
の
肖
像
画
の
成
立

の
背
景
を
想
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
長
国
寺
所
蔵
の
肖
像
画

表
２

長
国
寺
の
肖
像
画
に
つ
い
て
は
真
田
幸
綱
の

も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
当
寺
開

基
一
徳
斎
殿
」
と
あ
る
の
で
、
開
基
の
肖
像
画

と
し
て
伝
来
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

ほ
か
の
肖
像
画
に
つ
い
て
は
別
表
に
示
し
た
。

た
だ
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
昌
幸
の
肖

像
画
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
昌
幸
は
「
長
国
寺
殿
」
と
称
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
残
さ
れ
て
い
な
い
。

（
３
）
飯
島
文
庫
『
先
公
御
像
之
書
』

表
３

飯
島
勝
休
が
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
か
ら
採
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
ど
こ
か
ら
採
録
し
た

の
か
を
含
め
て
表
３
と
し
て
ま
と
め
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
真
田
家
伝
来
の
肖
像
画
の

ほ
か
、
長
国
寺
の
も
の
を
採
録
し
て
い
る
。
真
田
信
繁
（
幸
村
）
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
同
じ
よ
う
な
図
柄
の
も
の
が
複
数
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

原
家
伝
来
の
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。

そ
の
ほ
か
の
肖
像
画
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
か
ら
採
録
し
た
の
か
が
わ
か
ら
な
い
。
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
本
の
成
立
し
た
明
治
時
代
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
肖
像
画

が
現
存
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
表
に
示
し
た
よ
う
に
現
在
確
認
さ
れ
る
も
の
は

わ
ず
か
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
明
治
時
代
以
降
に
真
田
家
に
関
わ
る
肖
像
画
類
は
散
逸
し
た

で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

表２ 長国寺の肖像画

没年の翌年

衣冠束帯姿はこれだけ

箱書

当寺開基一徳斎殿像

文化十三丙子年七月

五十四歳寿像

明治四年

真田幸綱（一徳斎）

真田幸弘

真田幸専

真田幸貫

真田幸良

真田幸教

表３ 飯島資料の採録先
長野県立歴史館 飯島文庫 『先公御像之書』

なし

長国寺

蓮華定院？

真田宝物館

原家所蔵

不明

不明

不明

不明

不明

長国寺

感応公併黒羽平戸二候画
像（書画１７６－１）

不明

長国寺

長国寺

一徳斎幸隆公

一徳斎幸隆公

長国寺殿昌幸公

大鋒院殿信之公

大光院殿幸村公

円陽院殿信政公

真常院殿幸道公

天真院殿幸弘公

天真院殿幸弘公

天真院殿幸弘公真影

大暁院殿幸専公

感応院殿幸貫公

感応院殿幸貫公

大雲院殿幸良公

文聡院殿幸教
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４
�
真
田
昌
幸
肖
像
画
に
つ
い
て

（
１
）「
昌
幸
公
」
の
肖
像
画
に
つ
い
て

御
手
許
に
残
さ
れ
た
画
像
と
し
て
、「
昌
幸
公
」
の
肖
像
画
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
作

者
を
「
天
真
院
様
御
筆
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
六
代
藩
主
・
真
田
幸
弘
が
描
い
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
、
二
つ
の
疑
問
が
浮
か
び
上
が
る
。
ま
ず
、
幸
弘
は
な
ぜ
真
田
昌
幸

の
画
像
を
描
こ
う
と
し
た
の
か
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は
、
な
ぜ
「
長
国
寺

殿
」
と
表
記
せ
ず
に
「
昌
幸
公
」
と
し
た
の
か
で
あ
る
。

六
代
藩
主
・
真
田
幸
弘
の
時
代
と
い
え
ば
、
恩
田
杢
に
よ
る
松
代
藩
の
藩
政
改
革
が

有
名
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
真
田
家
や
松
代
藩
に
と
っ
て
は
転
換
期
で
あ
っ
た
（
１０
）
。
ま

た
、
幸
弘
自
身
に
つ
い
て
み
て
も
、
特
に
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
は
多
額
の
費

用
を
投
じ
て
四
品
へ
昇
叙
し
て
お
り
、
こ
れ
は
と
て
も
大
き
な
出
来
事
で
あ
っ
た
（
１１
）
。

く
わ
え
て
、
伝
来
の
古
文
書
を
抜
本
的
に
整
理
し
た
の
が
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六

三
）
で
あ
る
（
１２
）
。
古
文
書
を
入
れ
る
新
た
な
容
器
を
作
成
し
、
目
録
も
完
成
さ
せ
て
い

る
。
そ
し
て
こ
の
文
書
群
は
、
藩
主
の
参
勤
交
代
に
伴
っ
て
江
戸
と
在
所
を
行
き
来
す

る
「
真
田
家
」
を
象
徴
す
る
文
書
群
と
な
る
。
こ
こ
で
整
理
さ
れ
た
文
書
の
姿
が
幕
末

ま
で
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
る
。

以
上
の
点
を
鑑
み
る
と
、
真
田
幸
弘
の
時
代
は
、
藩
政
の
み
な
ら
ず
、
過
去
か
ら
の

松
代
藩
の
歴
史
の
再
構
築
の
時
期
と
言
い
か
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
う
し
た
風
潮

が
あ
っ
て
か
ら
か
、
藩
主
自
ら
が
筆
を
と
っ
て
「
昌
幸
公
」
の
肖
像
画
を
描
い
た
と
言

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

次
に
問
題
と
な
る
の
が
、
肖
像
画
の
名
称
で
あ
る
。「
昌
幸
公
」
と
記
し
、「
長
国
寺

殿
」
と
は
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。
憶
測
で
し
か

な
い
が
、
幸
弘
に
と
っ
て
は
昌
幸
を
松
代
藩
・
真
田
家
の
系
統
に
は
組
み
込
ま
な
い
姿

勢
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
真
田
家
に
お
け
る
歴
史
意
識
の
高
揚
の
な
か
で
、「
昌
幸
公
」

の
肖
像
画
が
誕
生
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
２
）
大
正
年
間
に
お
け
る
「
昌
幸
公
肖
像
画
」

既
に
述
べ
た
と
お
り
、
御
手
許
に
残
さ
れ
た
肖
像
画
の
う
ち
、
残
ら
な
い
の
は
「
昌

幸
公
」
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
画
像
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
は
、
真
田
伯
爵
家
伝
来
の
真
田
昌
幸
画
像
が
模
写
本
と
写

真
台
帳
の
二
種
類
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
１３
）
が
、
両
者
は
細
部
を
観
察
す
る
と
別
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
ど
ち
ら
が
真
田
幸
弘
が
描
い
て
御
宝
蔵
に
収
納
さ
れ
て
い
た
も
の
な
の
か

は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
少
な
く
と
も
真
田
家
に
は
真
田
昌
幸
の
肖
像
画
は
近
代
に

な
っ
て
も
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
史
料
を
次
に
紹
介

し
て
お
き
た
い
。
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
の
真
田
家
別
邸
（
松
代
真
田
邸
）
の
日

記
で
あ
る
。

一
月
二
十
四
日

一
上
州
利
根
郡
桃
野
村
古
跡
保
存
会
内
海
文
之
助
よ
り
昌
幸
公
御
影
写
・
御
真
筆

等
相
頼
度
依
願
状
到
達
二
付
、
承
知
之
旨
返
書
二
及
共
、

大
正
十
三
年
一
月
に
群
馬
県
の
桃
野
村
古
跡
保
存
会
か
ら
昌
幸
公
の
御
影
写
な
ど
の

借
り
出
し
の
願
い
が
届
い
た
。
真
田
家
で
は
こ
れ
に
対
し
て
承
知
す
る
旨
の
返
書
を

送
っ
た
の
で
あ
る
。

三
月
六
日

一
本
日
先
般
�
御
先
曾
昌
幸
公
肖
像
並
書
類
撮
影
願
出
候
内
海
文
之
助
参
邸
二

仕
、
御
相
談
将
諸
氏
と
御
協
議
之
上
、
左
之
通
西
村
写
真
師
参
邸
撮
影
ス

一
昌
幸
公
御
肖
像
画

壱
葉

一
昌
幸
公
御
着
用
階
御
鎧

壱
葉
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一
太
閤
�
昌
幸
公
江
な
く
る
み
城
書
簡

壱
葉
（
１４
）

三
月
六
日
に
な
る
と
、
貸
し
出
す
予
定
の
昌
幸
公
肖
像
な
ど
の
写
真
撮
影
を
行
っ
て

い
る
。
こ
こ
に
は
確
か
に
「
昌
幸
公
御
肖
像
画

壱
葉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

大
正
十
三
年
段
階
ま
で
は
、
真
田
昌
幸
画
像
が
真
田
家
に
現
存
し
、
写
真
撮
影
も
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
な
ん
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
真
田
昌
幸
肖
像
が
な
く
な
っ
た
と
想
像
さ
れ

る
。４

�
徳
川
家
康
肖
像
画
と
江
戸
藩
邸

真
田
家
に
お
い
て
、
肖
像
画
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
。
こ
こ
で
は
徳
川
家
康

の
肖
像
画
を
参
考
に
し
て
お
き
た
い
。

天
保
九
年
の
日
記
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

鉄
色
縬
御
熨
斗
目
御
半
上
下

一

今
朝
五
時
之
御
供
揃
ニ
而
公
方
様

右
大
将
様
大
御
所
様

紅
葉
山

御
宮
江
御

参
詣
候
付
六
時
前
之
御
供
觸
ニ
而
大
手
御
番
所
江
被
遊

御
詰
候

一

御
出
殿
六
時

一

御
帰
殿
四
ッ
半
時

湯
本
三
左
衛
門

一

大
手
御
番
所
江

石
倉
藤
右
衛
門

御
先
番

清
水
猪
之
助

右
御
同
服

一

御
出
殿
前
於

御
神
前
勢
州
御
祓
御
頂
戴
、
表
御
居
間

東
照
宮
御
画
像
懸
之

御
拝
禮
有
之
但
昨
暮
時
�
御
清
ニ
而
（
１５
）

松
代
藩
で
は
江
戸
の
上
屋
敷
の
表
御
居
間
に
徳
川
家
康
の
画
像
を
懸
け
、
拝
礼
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
真
田
宝
物
館
に
は
、
松
代
花
の
丸
御
殿
の
御
宝
蔵
に
納
め
ら
れ

て
い
た
も
の
の
ほ
か
に
も
徳
川
家
康
の
肖
像
画
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に

使
わ
れ
た
肖
像
画
で
あ
る
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
（
１６
）

。

徳
川
家
康
肖
像
画
と
い
う
特
殊
性
は
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
肖
像
画
全
体
の
性
格
を
示

す
も
の
で
は
な
い
が
肖
像
画
が
御
殿
で
も
懸
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は

な
く
、
真
田
家
の
肖
像
画
の
性
格
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
菩
提
寺
や
御
宝
蔵

に
納
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
肖
像
画
は
、
な
ん
ら
か
の
行
事
に
際
し
て
懸
け
ら
れ
、
拝

礼
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め

本
稿
で
は
、
真
田
宝
物
館
に
伝
来
す
る
肖
像
画
や
真
田
家
に
近
代
ま
で
伝
来
し
た
も

の
の
、
そ
の
後
失
わ
れ
た
真
田
昌
幸
の
肖
像
画
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
こ
で
得
ら
れ
た

結
論
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

真
田
宝
物
館
が
所
蔵
す
る
肖
像
画
の
な
か
に
は
、
松
代
城
花
の
丸
御
殿
に
あ
っ
た
御

宝
蔵
に
納
め
ら
れ
て
い
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
六
代
藩
主
・
真
田

幸
弘
が
描
い
た
真
田
昌
幸
の
肖
像
画
が
あ
っ
た
。
こ
の
肖
像
画
で
あ
る
が
、
大
正
期
ま

で
は
真
田
家
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
の
、
現
在
、
真
田
宝
物
館
に
は
残
ら
な
い
。

真
田
宝
物
館
に
残
る
御
宝
蔵
以
外
の
肖
像
画
に
つ
い
て
は
、
菩
提
寺
な
ど
で
の
利
用

の
さ
れ
方
と
同
じ
よ
う
に
、
御
殿
内
に
懸
け
ら
れ
て
ま
つ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
想

定
さ
れ
る
。

註（
１
）
寺
島
隆
史
氏
は
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
真
田
昌
幸
の
画
像
は
真
田
信
之
の
最
晩
年
の
画
像
で

あ
る
と
し
、
真
田
幸
村
（
信
繁
）
の
画
像
は
真
田
信
綱
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

（
笹
本
正
治
監
修
『
資
料
で
読
み
解
く
真
田
一
族
』
郷
土
出
版
社

二
〇
一
六
年
）
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（
２
）
岩
淵
令
治
「

（
３
）
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵

真
田
家
寄
託
文
書
６２１

（
４
）
こ
の
う
ち
の
一
点
は
長
国
寺
に
現
存
し
て
お
り
、
真
田
幸
貫
の
夫
人
の
も
と
に
あ
っ
た
。
真

田
幸
貫
を
「
天
神
」
と
し
て
祀
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。（
松
代
文
化
施
設
等
管
理
事
務
所
『
真

田
家
の
菩
提
寺

長
国
寺
調
査
報
告
書
』
二
〇
〇
八
年
）

（
５
）
原
田
和
彦
「
真
田
家
の
祈
願
寺
に
つ
い
て
」

（
６
）
松
代
文
化
施
設
等
管
理
事
務
所
『
真
田
家
の
菩
提
寺

長
国
寺
調
査
報
告
書
』
二
〇
〇
八
年

（
７
）
長
野
県
立
歴
史
館
所
蔵

飯
島
文
庫
所
蔵

（
８
）『
国
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館

菊
池
容
斎
の
項
（
富
山
秀
男
執
筆
）

（
９
）
長
野
市
『
長
野
市
誌
』
第
十
六
巻

歴
史
編

年
表

二
〇
〇
五
年

（
１０
）
松
代
文
化
施
設
等
管
理
事
務
所
『
文
人
大
名

真
田
幸
弘
と
そ
の
時
代
』
二
〇
一
二
年

（
１１
）
註
１０
に
同
じ

（
１２
）
原
田
和
彦
「
松
代
藩
に
お
け
る
文
書
の
管
理
と
伝
来
」
国
文
学
研
究
資
料
館
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

研
究
系
編
『
藩
政
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
研
究
』
岩
田
書
院

二
〇
〇
八
年

（
１３
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
は
、
真
田
昌
幸
の
肖
像
画
と
し
て
、
�
模
写
本
（
請
求
番
号

波

―
５５
）
と
�
台
紙
付
写
真
（
請
求
番
号

台
紙
付
写
真
２３
―
２３８
）
が
あ
る

な
お
模
写
本
は
、
長
野
市
立
博
物
館
『
川
中
島
の
戦
い
と
真
田
』
二
〇
一
六
年

に
掲
載
し

た
。

（
１４
）
国
文
学
研
究
資
料
館

真
田
家
寄
託
文
書
『
大
正
十
三
年

日
記

真
田
家
別
邸
』（
番
号

２５７
）

（
１５
）
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵

真
田
家
文
書
『
御
側
御
納
戸
日
記
』
天
保
九
年
四
月
二
十
七
日
条

（
１６
）
山
中
さ
ゆ
り
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
松
代
城
の
御
殿
に
お
い
て
も
徳
川
家
康
の
肖
像
画
が

飾
ら
れ
た
と
い
う
。
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象
山
書
簡
か
ら
み
る

佐
久
間
象
山
と
伊
勢
町
八
田
家

宮

澤

崇

士

は
じ
め
に

本
稿
は
長
野
市
松
代
伊
勢
町
の
八
田
家
に
伝
来
し
た
佐
久
間
象
山
書
簡
の
概
要
を
紹

介
す
る
も
の
で
あ
る
。

既
に
信
濃
教
育
会
編
・
昭
和
九
年
刊
行
の
『
象
山
全
集
』
に
八
田
家
伝
来
の
象
山
書

簡
は
翻
刻
の
う
え
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
程
長
野
市
立
博
物
館
で
八
田
家
所
蔵
・

象
山
書
簡
の
目
録
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
全
体
の
四
割
近
く
の
書
簡
が
『
全
集
』
に

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
『
全
集
』
未
収
録
の
書
簡

を
中
心
に
紹
介
し
な
が
ら
、
八
田
家
と
象
山
と
の
関
係
や
、
書
簡
が
作
成
さ
れ
た
時
期

に
お
い
て
八
田
家
が
果
た
し
た
役
割
の
一
端
な
ど
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。

伊
勢
町
八
田
家
に
つ
い
て

伊
勢
町
八
田
家
は
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
木
町
の
八
田
家
か
ら
分
家
し
た
孫
左

衛
門
を
初
代
と
し
、
呉
服
店
や
酒
造
業
な
ど
を
営
ん
だ
。
ま
た
、
多
額
の
才
覚
金
の
上

納
に
よ
り
松
代
藩
財
政
を
支
え
、
二
代
目
嘉
助
は
藩
か
ら
三
十
人
扶
持
を
給
さ
れ
、
三

代
目
孫
左
衛
門
以
降
は
代
々
「
御
勝
手
御
用
役
」
に
任
じ
ら
れ
士
分
格
に
列
し
た
（
１
）

。

ま
た
、
領
内
で
生
産
さ
れ
た
生
糸
を
城
下
町
に
集
中
さ
せ
る
た
め
に
、
松
代
藩
に

よ
っ
て
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
開
設
さ
れ
た
糸
会
所
に
お
い
て
、
八
田
家
一
族
は

取
締
役
や
惣
元
方
と
い
っ
た
重
役
を
担
っ
た
（
２
）

。
後
に
、
糸
会
所
を
拡
充
す
る
形
で
天
保

三
年
（
一
八
三
二
）
に
産
物
会
所
が
設
立
さ
れ
る
と
、
同
様
に
重
役
に
就
任
し
た
。

な
お
、
八
田
家
に
お
い
て
近
世
以
降
作
成
・
保
管
さ
れ
て
き
た
数
万
点
に
の
ぼ
る
文

書
類
は
、
そ
の
大
半
は
文
部
省
史
料
館
（
現
国
文
学
研
究
資
料
館
）
へ
譲
渡
さ
れ
、
今

日
整
理
・
公
開
さ
れ
て
い
る
。

八
田
家
伝
来

佐
久
間
象
山
書
簡
に
つ
い
て

現
在
、
八
田
家
に
伝
来
し
て
い
る
佐
久
間
象
山
作
成
の
書
簡
は
お
よ
そ
三
六
〇
点
に

お
よ
び
、
全
三
二
巻
の
巻
子
の
形
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
八
代
当
主
の
彦
次
郎

が
整
理
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。『
全
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
書
簡
と
未
掲
載
の
書
簡
が
入

り
混
ぜ
に
な
っ
て
い
る
た
め
、『
全
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
以

降
に
巻
子
に
仕
立
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
各
巻
に
は
八
代
彦
次
郎
が
付
し
た
と
み

ら
れ
る
付
箋
が
あ
る
が
、
例
え
ば
第
一
巻
に
は
「
嘉
助
様

啓
之
助
、
嘉
助
様

修

理
」
と
あ
り
、
第
三
巻
に
は
「
嘉
右
衛
門
様

啓
之
助
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
整
理
者
に
よ
っ
て
宛
名
ご
と
に
書
簡
を
ま
と
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
書
簡
の
宛
先

に
つ
い
て
は
、
四
代
嘉
右
衛
門
（
３
）
、
五
代
嘉
助
（
４
）
、
六
代
慎
蔵
（
５
）
の
三
名
で
ほ
ぼ
全
て
を
占
め

て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
中
で
も
澹
庵
、
子
静
、
義
井
な
ど
の
号
も
含
め
た
慎
蔵
宛
て
の

書
簡
は
全
体
の
お
よ
そ
半
数
を
数
え
る
。
書
簡
は
、
多
少
の
前
後
は
あ
る
が
『
全
集
』

で
比
定
さ
れ
た
年
代
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
序
盤
は
天
保
年
間
作
成
の
書
簡
が
ま
と

め
ら
れ
、
そ
の
後
徐
々
に
時
代
が
下
り
、
最
終
の
三
二
巻
巻
末
に
は
象
山
没
年
の
元
治
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元
年
（
一
八
六
四
年
）
の
書
簡
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
お
よ
そ
三
十
年
分

の
象
山
書
簡
が
伝
来
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
、
書
簡
の
内
容
に
つ
い
て
概
観
し
た

い
。

大
坂
交
易
に
関
す
る
書
簡

書
簡
の
中
に
は
弘
化
年
間
か
ら
嘉
永
年
間
に
か
け
て
、
甘
草
の
買
い
集
め
や
売
り
捌

き
に
関
わ
る
も
の
が
複
数
み
ら
れ
る
。
従
来
、
嘉
永
年
間
に
八
田
家
一
族
が
重
役
を
占

め
た
藩
の
産
物
会
所
に
よ
る
専
売
制
度
の
一
環
と
し
て
、
象
山
の
発
案
に
よ
っ
て
杏
仁

や
甘
草
を
産
物
会
所
で
集
荷
し
、
大
坂
で
売
り
捌
か
れ
た
、
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し

近
年
、
荒
武
賢
一
郎
氏
の
論
文
で
は
、
当
該
期
の
松
代
藩
に
お
け
る
大
坂
で
の
交
易
は

民
間
レ
ベ
ル
の
取
引
関
係
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
お
り
、
藩
側
の
対
応
な
消
極
的
な

も
の
で
あ
っ
た
と
、
従
来
の
説
は
否
定
さ
れ
て
い
る
（
６
）
。
荒
武
氏
の
見
解
に
も
と
づ
き
書

簡
を
み
て
い
く
と
、
八
田
家
に
よ
る
甘
草
な
ど
の
交
易
を
象
山
が
手
助
け
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
記
述
が
み
ら
れ
、
当
時
の
八
田
家
と
象
山
の
関
係
性
を
う
か

が
わ
せ
る
。
例
え
ば
、『
全
集
』
に
お
い
て
弘
化
四
年
九
月
八
日
と
推
定
さ
れ
て
い
る

書
簡
で
は
、
関
川
宿
に
又
右
衛
門
と
い
う
硫
黄
を
「
能
弁
別
致
し
候
も
の
」
が
い
る
と

い
う
情
報
を
得
た
象
山
か
ら
、
栄
八
を
今
日
中
に
関
川
へ
出
立
さ
せ
る
よ
う
に
願
い
出

さ
れ
て
い
る
（
７
）

。
栄
八
は
八
田
嘉
右
衛
門
の
役
代
と
し
て
大
坂
で
の
取
引
を
し
た
菊
屋
伝

兵
衛
の
手
代
で
、
大
坂
で
の
実
質
的
な
交
渉
を
お
こ
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
書
簡
で
は

続
け
て
、
十
日
を
過
ぎ
る
と
又
右
衛
門
は
他
所
へ
行
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
か
ら
栄
八
が

到
着
し
た
の
で
は
話
し
合
い
に
都
合
が
つ
か
な
い
と
し
て
お
り
、
八
田
家
の
た
め
に
象

山
が
積
極
的
に
情
報
を
提
供
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

他
に
、
嘉
永
元
年
十
月
二
十
六
日
作
成
と
推
定
さ
れ
て
い
る
書
簡
で
は
、
象
山
は
附

人
の
馬
喰
町
定
右
衛
門
を
し
て
甘
草
を
買
い
集
め
さ
せ
、
栄
八
と
も
申
し
談
じ
の
上
大

分
買
い
集
め
た
所
、
資
金
が
底
を
つ
い
た
よ
う
で
八
田
嘉
助
に
援
助
を
求
め
て
い
る
（
８
）
。

ま
た
、
買
い
集
め
た
甘
草
を
大
坂
で
売
り
払
う
段
に
な
っ
て
は
、
売
り
払
い
の
時
期
や

方
法
を
象
山
と
栄
八
が
相
談
し
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
（
９
）
。

加
え
て
、
次
に
あ
げ
る
『
全
集
』
未
収
録
の
書
簡
か
ら
も
、
大
坂
で
の
交
易
に
お
け

る
象
山
と
八
田
家
の
関
係
が
う
か
が
え
る
。

（
第
一
二
巻
七
号
）

昨
夜
者
大
阪
よ
り
の
書
状

共
御
示
及
難
有
奉
多
謝
候

栄
八
も
今
日
ハ
帰
着
候
由
と
の

事
■
表
之
次
第
も
漸
委
細
ニ

可
相
分
と
奉
存
候
已
上
於
返
璧

余
在
面
賦

十
二
月
朔
当
至

嘉
助
様

修
理

象
山
が
八
田
嘉
助
か
ら
、
大
坂
よ
り
の
書
簡
を
受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

す
な
わ
ち
、
大
坂
↓
八
田
家
↓
象
山
の
順
で
情
報
が
伝
達
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
大
坂

交
易
に
お
い
て
は
八
田
家
が
主
で
あ
り
、
象
山
は
補
助
的
な
役
割
で
あ
っ
た
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

物
品
・
書
籍
の
や
り
取
り
に
関
す
る
書
簡

書
簡
の
内
容
に
つ
い
て
は
多
岐
に
わ
た
る
も
の
の
、
約
三
十
年
の
間
共
通
し
て
、
八

田
家
か
ら
の
金
銭
・
物
資
の
援
助
に
対
す
る
礼
状
が
各
巻
に
見
受
け
ら
れ
る
。
巻
子
の

第
一
巻
七
号
書
簡
は
年
記
や
宛
名
を
欠
く
も
の
の
、
前
後
の
書
簡
や
文
字
の
書
き
振
り

か
ら
天
保
年
間
に
五
代
嘉
助
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
文
面
は
次
の
よ

う
に
あ
る
。
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奉
酬

修
理

昨
日
も
罷
出
御
馳
走
罷

成
難
有
奉
多
謝
候
然
者

歳
杪
御
取
込
之
御
中

被
掛
御
心
頭
為
御
祝
義

御
肴
代
三
十
匹
佳
菓

一
函
御
投
下
被
成
下
辱
く

難
有
多
風
不
堪
候
■
て

拝
眉
之
処
御
■
可
申

■
先
御
即
答
而
已
以
上

廿
六
日

「
歳
杪
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
十
二
月
二
十
六
日
に
記
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

昨
二
十
五
日
に
八
田
家
を
訪
れ
た
際
に
歓
待
を
受
け
た
こ
と
へ
の
お
礼
と
、
そ
の
際
に

御
祝
儀
と
し
て
肴
代
三
十
匹
と
佳
菓
一
函
を
も
ら
っ
た
こ
と
へ
の
謝
意
が
つ
づ
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
類
す
る
書
簡
は
散
見
さ
れ
、
天
保
年
間
か
ら
二
十
年
ほ
ど
が
過
ぎ
た
安

政
年
間
こ
ろ
の
も
の
と
み
ら
れ
る
書
簡
に
も
同
様
の
文
言
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

（
第
二
八
巻
一
二
号
）

昨
日
者
気
候
御
存
問
と
し
て
何
よ
り
の

両
種
御
投
恵
被
下
感
戴
無
眼
奉
多
謝
候

折
節
用
談
の
客
有
之
不
及
御
即
答
愧

入
申
候
則
御
器
并
に
御
服
紗
完
璧

御
収
納
可
被
下
候
此
品
乍
粗
末
御
移
の
し
る
し
迄

掛
御
目
候
御
一
咲
被
下
度
候
余
期
面
賦
候

以
上

十
二
月
十
六
日

澹
庵
賢
友

大
星
拝

「
澹
庵
」
と
は
六
代
慎
蔵
の
号
で
、
象
山
が
名
付
け
た
も
の
で
あ
る
（
１０
）
。
こ
こ
で
は
二

通
を
例
と
し
て
あ
げ
た
が
、
書
簡
全
体
か
ら
は
長
年
に
わ
た
っ
て
八
田
家
か
ら
折
に
ふ

れ
て
援
助
を
受
け
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

さ
り
な
が
ら
、
八
田
家
か
ら
象
山
に
一
方
的
に
援
助
が
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
い
。

前
述
の
澹
庵
宛
て
書
簡
に
も
み
ら
れ
る
が
、
象
山
か
ら
八
田
家
へ
様
々
な
も
の
が
贈
ら

れ
た
り
、
貸
し
出
さ
れ
た
り
し
て
い
た
こ
と
が
多
く
の
書
簡
か
ら
う
か
が
え
る
。

特
に
、
書
籍
の
貸
し
借
り
に
関
す
る
書
簡
は
各
巻
に
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
分

類
さ
れ
る
書
簡
に
は
、
当
時
代
の
八
田
家
の
あ
り
方
を
知
る
上
で
重
要
な
視
点
が
含
ま

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
あ
げ
る
第
一
四
巻
一
二
号
書
簡
は
、
慎
蔵
に
宛

て
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
象
山
が
、
中
国
清
代
の
字
書
『
康
�
字
典
』
を
八
田

家
か
ら
借
り
た
い
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

慎
蔵
様

修
理

一
寸
訪
索
致
し
度
事
有
之

間
康
�
字
典
全
部
暫
時
御
恵

借
被
下
度
候
萬
祷

『
康
煕
字
典
』
は
四
万
二
千
余
字
を
部
首
別
、
筆
画
順
に
配
列
し
た
一
二
集
四
二
巻

の
字
書
（
１１
）

で
あ
る
。
他
に
八
田
家
の
蔵
書
と
し
て
は
、『
集
古
帖
（
１２
）

』、『
徒
然
草
』、『
大
慧

語
録
（
１３
）

』、『
装
剣
奇
賞
（
１４
）

』、『
角
力
起
原
（
１５
）

』、『
金
光
明
経
』、『
碧
巌
録
』、『
無
門
関
（
１６
）

』、『
法
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苑
珠
林
（
１７
）
』、『
茶
経
（
１８
）
』、『
東
都
名
勝
図
会
』、『
皇
都
名
勝
図
会
（
１９
）
』
な
ど
の
名
前
が
書
簡
に

み
ら
れ
、
象
山
へ
貸
し
出
さ
れ
た
り
、
貸
し
出
し
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
字
典
や
図

録
、
仏
教
関
連
の
書
籍
、
茶
書
な
ど
幅
広
い
分
野
の
蔵
書
が
八
田
家
に
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。

ま
た
、
象
山
は
八
田
家
を
介
し
て
他
所
か
ら
書
籍
を
借
り
受
け
て
い
た
こ
と
も
わ
か

る
。

（
第
一
六
巻
六
号
）

瑶
函
拝
接
就
て
御
動
作
御
好
安
を

詳
に
慰
傾
想
候
然
者
此
間
御
無
心
申
候

維
摩
御
転
借
被
下
乍
毎
度
感
偑
多
々

奉
謝
候
尚
拝
顔
御
礼
可
申
■
候
也

八
日

澹
庵
賢
友
几
下

大
星
拝

こ
の
書
簡
に
は
維
摩
経
の
転
借
が
願
い
出
さ
れ
て
い
る
が
、
他
に
も
同
様
に
『
楞
伽

経
』
を
大
英
寺
か
ら
（
２０
）

、『
奉
使
日
本
紀
行
』
を
山
寺
（
源
太
夫
、
常
山
か
）
か
ら
（
２１
）

、『
淮

南
子
』
を
「
寺
町
御
同
氏
」
か
ら
（
２２
）
転
借
し
て
欲
し
い
と
八
田
家
へ
頼
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

ま
た
一
方
で
、
象
山
か
ら
八
田
家
へ
書
籍
の
貸
し
出
し
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
書
簡
を
次
に
あ
げ
た
い
。

（
第
一
一
巻
一
三
号
）

鉄
御
邸
様

修
理

過
日
詩
之
御
供
御
座
候
ひ
し
間
其

後
一
向
不
承
候
少
し
ハ
御
作
り

出
し
被
成
候
や
拝
見
申
度
候
朱
子

絶
句
集
座
右
ニ
有
之
候
ま
ヽ
掛
御
目
候

過
日
之
唐
伯
虎
集
一
寸
入
用
候
間

此
も
の
ニ
御
擲
返
可
被
下
候

廿
二
日

宛
先
は
六
代
慎
蔵
の
弟
鉄
治
郎
と
考
え
ら
れ
る
が
、
父
か
兄
の
お
供
と
し
て
象
山
か

ら
詩
作
を
習
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
作
っ
た
も
の
を
拝
見
し
た
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
後

半
部
で
は
象
山
か
ら
八
田
家
へ
『
絶
句
集
』
が
貸
し
出
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
『
唐
伯
虎

集
』
が
既
に
象
山
か
ら
貸
し
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
と
め
に
か
え
て

こ
こ
ま
で
、『
全
集
』
未
収
録
の
象
山
書
簡
の
う
ち
若
干
の
翻
刻
文
を
紹
介
し
つ

つ
、
書
簡
か
ら
う
か
が
え
る
八
田
家
と
象
山
の
関
係
、
当
時
の
八
田
家
の
あ
り
方
に
つ

い
て
幾
許
か
ふ
れ
て
き
た
。
従
来
、
八
田
家
に
関
し
て
は
、
そ
の
商
業
活
動
が
注
目
さ

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
象
山
か
ら
八
田
家
へ
宛
て
ら
れ
た
書
簡
か
ら
は
、
八
田
家

主
導
の
大
坂
で
の
交
易
に
お
い
て
、
情
報
の
収
集
な
ど
で
象
山
が
補
助
的
な
役
割
を
務

め
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

ま
た
、
八
田
家
か
ら
象
山
へ
は
、
物
質
面
や
金
銭
面
の
援
助
の
み
な
ら
ず
、
蔵
書
を

貸
し
出
し
た
り
、
他
所
か
ら
書
籍
を
取
り
寄
せ
て
象
山
の
も
と
へ
送
る
な
ど
、
知
識
面

で
も
多
大
な
援
助
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
書
簡
か
ら
は
相
当
量
の
蔵
書

を
有
し
て
い
た
こ
と
も
想
像
で
き
、
当
時
の
知
識
水
準
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

本
稿
冒
頭
で
ふ
れ
た
と
お
り
、
八
田
家
は
藩
へ
の
財
政
援
助
の
功
に
よ
っ
て
御
勝
手

御
用
役
と
い
う
職
に
任
じ
ら
れ
士
分
格
を
与
え
ら
れ
た
。
御
勝
手
御
用
役
は
享
和
二
年
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（
一
八
〇
二
）
八
田
孫
左
衛
門
が
最
初
に
任
じ
ら
れ
た
役
職
で
、
そ
の
後
複
数
名
が
同

職
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
八
田
家
以
外
に
も
象
山
へ
援
助
を
お
こ
な
っ
て

い
た
者
が
い
た
こ
と
が
諸
資
料
か
ら
う
か
が
え
る
。

『
全
集
』
に
は
小
市
（
現
長
野
市
安
茂
里
）
の
塚
田
源
吾
へ
宛
て
ら
れ
た
弘
化
元
年

（
一
八
四
四
）
と
比
定
さ
れ
る
書
簡
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
内
密
に
金
子

の
借
用
を
頼
み
た
き
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
（
２３
）
。
塚
田
源
吾
は
弘
化
四
年
に
御
勝
手
御
用
役

添
役
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
千
曲
市
指
定
の
有
形
文
化
財
の
う
ち
、
桑
原
地
区
の
関
家
に
伝
来
し
た
象
山

の
墨
跡
及
び
書
簡
計
二
六
点
が
あ
る
。
関
家
は
象
山
と
交
流
が
あ
り
、
金
子
の
用
立
て

も
し
て
い
た
と
さ
れ
る
（
２４
）
。
こ
の
家
の
人
物
の
関
新
右
衛
門
も
ま
た
、
松
代
藩
財
政
を
支

え
た
人
物
の
一
人
で
御
勝
手
御
用
役
に
任
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
象
山
の

諸
活
動
を
支
援
し
て
い
た
の
は
松
代
藩
内
の
各
地
に
い
た
在
郷
の
有
力
者
た
ち
で
あ

り
、
近
世
後
期
に
は
士
分
に
取
り
上
げ
ら
れ
藩
財
政
を
も
支
え
た
人
物
た
ち
で
あ
っ
た

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
、
い
さ
さ
か
雑
駁
で
は
あ
る
が
象
山
の
書
簡
か
ら
当
時
の
八
田
家
の
あ
り
方
を

中
心
に
検
討
し
て
み
た
。
幾
ら
か
で
も
今
後
の
象
山
研
究
お
よ
び
松
代
藩
の
地
域
史
研

究
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

註（
１
）
国
文
学
研
究
資
料
館
『
史
料
目
録
第
九
九
集

信
濃
国
埴
科
郡
松
代
伊
勢
町
八
田
家
文
書
目

録
（
そ
の
七
）』
解
題
、
二
〇
一
四
年

（
２
）
長
野
市
誌
編
さ
ん
委
員
会
『
長
野
市
誌
第
四
巻

歴
史
編
近
世
二
』、
二
〇
〇
四
年

（
３
）
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
〜
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）

（
４
）
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
〜
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）

（
５
）
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
〜
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）

（
６
）
荒
武
賢
一
郎
「
松
代
真
田
家
の
大
坂
交
易
と
御
用
場
」（
渡
辺
尚
志
・
小
関
悠
一
郎
編
『
藩
地

域
の
政
策
主
体
と
藩
政

信
濃
国
松
代
藩
地
域
の
研
究
�
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）

（
７
）
巻
子
第
十
巻
十
号
。『
全
集
』
第
三
巻
四
〇
六
頁

（
８
）
巻
子
第
二
巻
七
号
。『
全
集
』
第
三
巻
四
六
六
頁

（
９
）
巻
子
第
九
巻
九
号
。『
全
集
』
第
三
巻
四
八
一
頁

（
１０
）
巻
子
第
一
九
巻
一
号
。『
全
集
』
第
四
巻
五
三
五
頁

（
１１
）『
国
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年

（
１２
）
巻
子
第
一
六
巻
一
二
号
。『
全
集
』
第
五
巻
六
〇
六
頁

（
１３
）
巻
子
第
一
四
巻
六
号
。『
全
集
』
第
三
巻
四
六
九
頁

（
１４
）
巻
子
第
一
七
巻
一
〇
号
。『
全
集
』
第
四
巻
四
八
三
頁

（
１５
）
巻
子
第
二
一
巻
七
号
。『
全
集
』
第
五
巻
二
九
三
頁

（
１６
）
巻
子
第
二
四
巻
三
号
。『
全
集
』
第
五
巻
一
二
〇
頁

（
１７
）
巻
子
第
二
四
巻
四
号
。『
全
集
』
第
五
巻
三
五
三
頁

（
１８
）
巻
子
第
二
六
巻
一
〇
号
。『
全
集
』
第
五
巻
六
〇
二
頁

（
１９
）
巻
子
第
二
九
巻
六
号
。『
全
集
』
第
五
巻
一
八
八
頁

（
２０
）
巻
子
第
一
七
巻
三
号
。『
全
集
』
第
四
巻
五
四
〇
頁

（
２１
）
巻
子
第
二
二
巻
七
号
。『
全
集
』
第
四
巻
三
五
八
頁

（
２２
）
巻
子
第
一
八
巻
一
〇
号
。『
全
集
』
第
四
巻
五
四
一
頁

（
２３
）『
全
集
』
第
三
巻
二
六
〇
頁

（
２４
）
週
刊
長
野
記
事
ア
ー
カ
イ
ブhttp

://w
eekly-nagano.m

ain.jp/2013/10/65-1.htm
l
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海
野
家
文
書
に
つ
い
て

山

中

さ

ゆ

り

は
じ
め
に

真
田
氏
は
、
信
濃
国
小
県
郡
を
本
拠
と
す
る
、
滋
野
一
族
か
ら
分
か
れ
た
海
野
氏
の

庶
流
と
さ
れ
て
い
る
。
海
野
氏
の
嫡
流
は
、
真
田
昌
幸
の
上
野
国
攻
略
時
に
滅
亡
し
た
（
１
）

が
、
真
田
氏
の
家
臣
に
は
海
野
氏
が
お
り
、
幕
末
ま
で
家
臣
と
し
て
続
い
て
い
る
。

こ
の
度
、
松
代
町
内
に
お
住
ま
い
の
ご
子
孫
で
あ
る
海
野
訓
氏
に
よ
り
、
ご
所
蔵
の

海
野
家
文
書
に
つ
い
て
、
調
査
・
閲
覧
の
機
会
を
得
た
。
文
書
箱
に
し
て
三
箱
以
上
と

な
る
膨
大
な
文
書
群
す
べ
て
を
通
覧
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
真
田
信
之
の
判

物
、
朱
印
状
の
ほ
か
、
江
戸
時
代
の
登
城
召
や
武
術
の
伝
書
な
ど
様
々
な
種
類
の
文
書

が
含
ま
れ
て
い
る
。

海
野
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
五
年
に
改
訂
新
編
松
代
町
史
編
纂
を
目
的
と

し
た
、
松
代
町
史
資
料
調
査
委
員
会
が
発
足
し
、
同
委
員
会
に
よ
っ
て
所
在
調
査
が
な

さ
れ
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
十
一
年
に
当
時
の
松
代
町
が
、
長
野
市
に
吸
収
合
併
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
所
在
調
査
を
も
と
に
し
た
ガ
リ
版
刷
り
の
資
料
目
録
を
作
成
し
た
だ

け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
２
）
。
一
方
、
同
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
信
濃
史
料
』
に
は
海
野
家

文
書
が
多
数
掲
載
さ
れ
、
内
容
に
つ
い
て
は
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
昭
和
五
十
五
年
に
海
野
家
文
書
の
う
ち
、
近
世
初
頭
の
も
の
三
十
点
が
長
野
市
指

定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
（
３
）
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
海
野
家
文
書
と
し
て
、
写
真
も
含
め

て
詳
し
く
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
長
野
市
指
定
文
化
財

と
な
っ
て
い
る
海
野
家
文
書
三
十
点
に
つ
い
て
紹
介
し
、
僅
か
で
は
あ
る
が
考
察
を
加

え
た
い
。

一

海
野
氏
に
つ
い
て

海
野
氏
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
本
流
は
天
正
年
間
に
滅
亡
し
て
い
る
。
真
田
氏
の

家
臣
と
な
っ
て
続
い
た
海
野
氏
は
、『
真
武
内
伝
追
加
』
に
よ
れ
ば
（
４
）

、
も
と
は
丸
子
氏

で
、
後
に
海
野
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

一
丸
子
三
右
（
左
）
衛
門
は
、
信
州
小
県
郡
丸
子
城
主
に
て
、
騎
馬
三
十
騎
を
持

た
り
、
甲
州
馬
場
美
濃
守
聟
に
て
、
真
田
隠
岐
守
殿
と
は
相
聟
也
、
此
好
身
を
以

て
色
々
に
す
か
し
被
申
、
房
州
公
旗
下
と
す
、
子
孫
重
臣
也
。
甲
州
以
来
並
越
州

柴
田
陣
に
、
豆
州
公
軍
使
と
し
て
越
後
へ
被
参
、
顕
武
名
、
其
節
海
野
を
被
下
、

其
子
喜
兵
衛
、
房
州
公
若
名
を
被
下
と
云
、
次
男
を
宮
内
と
云
、
喜
兵
衛
室
は
故

中
書
殿
孫
に
て
、
大
蓮
院
様
の
姪
也
、
其
女
小
幡
内
膳
に
嫁
す
。
喜
兵
衛
男
子
無

之
、
故
、
弟
宮
内
並
聟
の
内
膳
に
も
、
喜
兵
衛
知
行
分
ち
被
下
し
な
り
。

小
県
郡
丸
子
城
主
で
あ
っ
た
丸
子
三
右
衛
門
は
、
武
田
家
家
臣
・
馬
場
美
濃
守
信
春

の
聟
で
、
同
じ
く
馬
場
信
春
の
娘
を
妻
に
迎
え
て
い
た
真
田
昌
幸
の
弟
・
真
田
隠
岐
守

信
尹
と
は
相
聟
だ
っ
た
、
と
い
う
。
こ
の
縁
か
ら
い
ろ
い
ろ
に
真
田
家
か
ら
誘
い
を
か

け
ら
れ
て
真
田
昌
幸
の
旗
本
と
な
り
、
子
孫
は
重
臣
と
な
っ
た
。
上
杉
景
勝
の
新
発
田

で
の
戦
い
に
は
昌
幸
の
名
代
と
し
て
派
遣
さ
れ
、「
顕
武
名
」
と
あ
る
の
で
戦
功
を
あ
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げ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
「
海
野
」
を
下
さ
れ
た
と
あ
る
。
三
右
衛
門
に
は
真

田
昌
幸
の
「
若
名
」
で
あ
る
「
喜
兵
衛
」
を
下
さ
れ
た
嫡
男
・
喜
兵
衛
と
次
男
・
宮
内

（
初
め
内
匠
）
が
お
り
、
喜
兵
衛
は
、
本
多
忠
勝
の
孫
で
、
真
田
信
之
の
正
室
・
小
松

殿
（
大
蓮
院
殿
・
本
多
忠
勝
娘
）
の
姪
に
あ
た
る
女
性
を
妻
に
し
た
と
あ
る
。
喜
兵
衛

に
は
男
子
が
な
か
っ
た
た
め
、
喜
兵
衛
の
死
後
、
家
督
は
弟
・
宮
内
が
継
ぎ
、
喜
兵
衛

の
知
行
は
宮
内
と
聟
の
小
幡
内
膳
に
分
地
さ
れ
た
と
い
う
。

『
本
藩
名
士
小
伝
（
５
）
』
に
も
丸
子
三
右
衛
門
の
記
述
が
あ
り
、
代
々
小
県
郡
依
田
荘
の

領
主
で
武
田
信
玄
に
仕
え
、
武
田
勝
頼
滅
亡
後
は
真
田
昌
幸
に
従
っ
た
こ
と
、
天
正
十

三
年
（
一
五
八
五
）
の
第
一
次
上
田
合
戦
（
神
川
合
戦
）
の
際
に
は
父
・
丸
子
平
内
と

と
も
に
鞠
子
城
（
丸
子
城
）
に
立
て
籠
も
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
若
年

の
真
田
信
繁
（
幸
村
）
が
上
杉
景
勝
の
も
と
に
人
質
と
し
て
送
ら
れ
た
時
も
、
そ
の
陣

代
と
し
て
付
き
従
っ
た
矢
沢
三
十
郎
頼
幸
の
相
備
え
を
務
め
た
と
あ
る
。

『
海
野
系
図
（
６
）

』
に
は
、
丸
子
三
右
衛
門
の
父
は
依
田
肥
前
守
と
あ
り
、
依
田
か
ら
丸

子
、
そ
し
て
海
野
と
改
姓
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
丸
子

三
右
衛
門
が
海
野
を
名
乗
る
よ
う
に
な
り
、
江
戸
時
代
を
経
て
現
在
に
繋
が
っ
て
い
る

事
は
確
か
と
い
え
よ
う
。

『
大
鋒
院
殿
御
事
蹟
稿
』
巻
之
十
三
に
は
、
海
野
家
記
の
記
述
と
し
て
次
の
よ
う
に

書
か
れ
て
い
る
。

海
野
家
記
ニ
曰
、
丸
子
三
右
衛
門
後
房
州
公
ヨ
リ
御
苗
字
被
下
、
海
野
ト
改
ム
、
嫡
子
海

野
藤
八
後
喜
兵
衛
ト
改
ム
、
房
州
公
武
藤
家
御
相
続
ノ
時
ノ
御
名
被
下
、
被
召
出
勤
仕
、

知
行
高
不
詳
、
後
ニ
家
督
相
続
、
九
百
石
領
之
、
無
子
シ
テ
断
絶
ス
、
次
男
海
野

内
匠
後
宮
内
ト
改
ム
、
被
召
出
勤
仕
ス
、
御
加
恩
度
々
被
下
、
八
百
五
十
石
領

之
、
末
期
願
ニ
テ
、
嫡
子
源
左
衛
門
へ
六
百
五
十
石
今
の
蔵
主
知
郡
祖
、
但
当
時
六
百

石
、
次
男
源
五
右
衛
門
へ
二
百
石
分
知
ス
、
源
五
右
衛
門
子
酒
之
丞
、
其
子
小
源
太
夭
死
、

家
断
絶

海
野
宮
内
の
代
で
は
八
百
五
十
石
を
領
し
、
嫡
子
・
源
左
衛
門
と
次
男
・
源
五
右
衛

門
に
分
知
し
た
が
、
源
五
右
衛
門
の
家
系
は
後
に
断
絶
し
た
と
あ
る
。

で
は
、
以
下
海
野
家
文
書
に
つ
い
て
一
点
ず
つ
見
て
い
こ
う
。『
信
濃
史
料
』
の
年

代
比
定
に
従
っ
て
年
代
順
に
記
載
し
た
が
、
適
宜
考
察
を
加
え
改
め
た
も
の
も
あ
る
。

『
信
濃
史
料
』
掲
載
史
料
に
つ
い
て
は
史
料
名
の
下
に
『
信
』
巻
数
‐
頁
で
表
記
し

た
。

二

海
野
家
文
書
の
検
討

１

真
田
家
老
臣
連
署
状

竪
紙31.8

×45.8

『
信
』19-84

上
丸
子

高
四
百
三
貫
三
百
五
拾
文

此
内

九
拾
三
貫
四
百
九
拾
文

御
料
所

三
百
貫
文

海
野
三
右
衛
門
尉

四
貫
文

番
匠

四
貫
六
百
廿
文

銀
仁
右
衛
門

壱
貫
廿
文

永
河
成

仁
百
仁
拾
文

永
不
作

合
四
百
三
貫
三
百
五
拾
文

（
慶
長
六
年
）

辛

丑

祢
津
助
右
衛
門
尉

八
月
四
日

原
半
兵
衛

出
浦
上
総
守

黒
印

海
野
三
右
衛
門
尉
殿

小
県
郡
上
丸
子
の
領
地
内
訳
を
、
真
田
家
の
老
臣
か
ら
海
野
三
右
衛
門
尉
に
伝
え
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
上
丸
子
四
〇
三
貫
三
五
〇
文
の
う
ち
、
三
〇
〇
貫
文
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分
が
海
野
三
右
衛
門
尉
の
領
地
で
、
ほ
か
は
真
田
家
の
直
轄
領
で
あ
る
御
料
所
や
、
洪

水
の
た
め
に
流
失
し
て
永
ら
く
河
原
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
永
河
成
」
や
永
ら
く

不
作
の
土
地
「
永
不
作
」
な
ど
が
み
え
る
。

慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
八
月
初
頭
に
は
、
真
田
信
之
が
多
量
に
朱
印
状
や
判
物
を

発
給
し
て
い
る
。
関
ヶ
原
の
戦
い
後
に
上
田
・
沼
田
双
方
を
継
承
し
た
信
之
が
、
改
め

て
宛
行
っ
た
も
の
で
、
本
状
も
そ
れ
に
関
わ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

２

真
田
信
之
判
物

折
紙33.8
×48.8

『
信
』19-450

以
上

別
而
令
奉
公
候
間
、
於
于
丸
子
料
所
之
内
、
五
拾
貫
文
之
所
出
置
候
、
猶
依
奉
公
可
令

加
恩
者
也

寅
（
慶
長
七
年
）

極
月
五
日

信
之
（
花
押
）

海
野
藤
八
殿

丸
子
の
御
料
所
の
う
ち
、
五
〇
貫
文
を
新
た
に
宛
行
う
と
い
う
も
の
で
、
海
野
藤
八

に
宛
て
ら
れ
て
い
る
。
海
野
家
の
系
図
に
よ
れ
ば
、
海
野
藤
八
は
喜
兵
衛
の
こ
と
で
あ

る
。３

真
田
信
之
朱
印
状

折
紙32.5

×45.0

『
信
』21-260

以
上

年
来
別
而
令
奉
公
之
間
、
為
加
増
五
拾
貫
文
出
置
候
、
場
所
之
儀
者
但
馬
・
藤
右
衛
門

尉
よ
り
可
請
取
候
、
仍
如
件

慶
長
十
八
年
丑癸

六
月
廿
一
日
（
朱
（
天
地
逆
）

印
）

海
野
藤
八
殿

海
野
藤
八
（
喜
兵
衛
）
に
対
し
て
、
五
〇
貫
文
を
加
増
す
る
朱
印
状
で
あ
る
。
場
所

に
つ
い
て
は
但
馬
と
藤
右
衛
門
尉
か
ら
請
け
取
る
よ
う
に
、
と
あ
る
。
但
馬
は
矢
沢
但

馬
守
頼
幸
、
藤
右
衛
門
尉
は
宮
下
藤
右
衛
門
尉
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
真
田
信
之
の
重
臣

で
、
矢
沢
頼
幸
は
内
政
担
当
の
中
心
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宮
下
藤
右
衛
門
尉

は
、
料
所
の
取
り
扱
い
や
勘
定
方
に
携
わ
り
、
知
行
宛
行
い
も
担
当
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
（
７
）
。

本
状
は
、
信
之
の
朱
印
「
精
福
萬
」
が
捺
さ
れ
て
い
る
が
、
天
地
が
逆
で
あ
る
。
天

地
が
逆
に
捺
さ
れ
て
い
る
朱
印
状
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
複
数
確
認
さ
れ
て
お
り
、
単
な

る
間
違
い
な
の
か
、
何
か
意
味
が
あ
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
花
押
の
場
合
は
、
花
押

の
み
を
先
に
書
い
た
判
紙
と
呼
ば
れ
る
料
紙
が
あ
り
、
後
か
ら
右
筆
が
本
文
を
書
き
入

れ
る
も
の
が
あ
る
（
８
）

。
印
章
に
つ
い
て
も
そ
う
し
た
も
の
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
不
明
で
あ
る
。

４

真
田
信
之
書
状

折
紙35.9

×50.3

『
信
』21-324

以
上

越
後
へ
御
普
請
之
者
堅
申
付
候
段
尤
候
、
弥
下
々
法
度
以
下
堅
申
付
、
可
指
立
事
肝
要

候
、
越
後
ニ
て
普
請
之
様
子
聞
届
、
切
々
可
申
越
候
、
但
吾
等
も
廿
日
頃
其
地
へ
可
令

参
着
候
条
、
其
意
得
尤
候
、
又
越
後
之
御
普
請
此
度
一
廉
は
か
行
候
や
う
に
、
下
奉
行

之
者
共
ニ
も
入
念
申
付
可
指
越
候
、
委
細
者
正
兵
衛
所
よ
り
可
申
越
候
、
謹
言

（
慶
長
十
九
年
）

二
月
十
五
日

信
之
（
花
押
）

矢
沢
但
馬
守
殿

宮
下
藤
右
衛
門
殿

海
野
藤
八
殿

石
井
喜
左
衛
門
殿

慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
正
月
、
徳
川
家
康
六
男
・
松
平
忠
輝
が
越
後
高
田
に
居
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城
を
移
す
こ
と
に
な
り
、
城
の
普
請
を
北
陸
・
東
北
の
大
名
に
命
じ
た
。
真
田
家
も
前

田
家
、
上
杉
家
、
伊
達
家
な
ど
と
と
も
に
普
請
を
命
じ
ら
れ
、
奉
行
と
し
て
矢
沢
但
馬

守
頼
幸
を
遣
わ
し
て
い
る
（
９
）
。
本
状
は
こ
の
高
田
城
普
請
に
関
わ
る
も
の
で
、
矢
沢
と
と

も
に
宮
下
、
海
野
、
石
井
が
派
遣
さ
れ
、
下
々
の
人
足
ま
で
法
度
を
守
ら
せ
る
よ
う
申

し
付
け
、
自
ら
も
在
所
に
行
く
予
定
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

５

真
田
信
之
書
状

折
紙35.6

×49.7

『
信
』21-325

以
上

重
而
申
遣
候
、
仍
其
元
越
後
へ
之
人
足
無
油
断
申
付
、
指
立
候
由
尤
候
、
其
元
程
近
之

儀
候
条
、
普
請
之
様
子
聞
届
可
申
越
候
、
就
中
人
数
、
於
越
後
法
度
以
下
喧
嘩
口
論
、

惣
而
他
之
衆
と
出
合
候
ハ
ぬ
や
う
に
、
堅
可
申
付
候
、
萬
事
気
遣
肝
要
候
、
委
細
者
鈴

木
小
左
衛
門
申
遣
候
、
謹
言

（
慶
長
十
九
年
）

二
月
十
五
日

信
之
（
花
押
）

矢
沢
但
馬
守
殿

宮
下
藤
右
衛
門
殿

海
野
藤
八
殿

石
井
喜
左
衛
門
殿

４
と
同
日
付
で
、
高
田
城
普
請
に
つ
い
て
命
じ
た
も
の
。
普
請
の
現
場
に
赴
い
て
様

子
を
し
ら
せ
る
こ
と
、
人
足
に
は
法
度
を
守
ら
せ
、
ほ
か
の
大
名
た
ち
の
人
足
と
喧
嘩

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
お
き
な
い
よ
う
、
堅
く
申
し
付
け
る
と
し
て
い
る
。

６

真
田
信
之
判
物

折
紙36.0

×50.9

『
信
』24-480

以
上

別
而
奉
公
候
間
、
為
加
増
百
石
之
所
出
置
候
、
猶
依
奉
公
可
有
加
恩
者
也
、
仍
如
件
、

（
元
和
元
年
か
）

卯
六
月
廿
日

信
之
（
花
押
）

海
野
内
匠
殿

『
信
濃
史
料
』
で
は
、
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
に
比
定
さ
れ
て
い
る
が
、
信
之
の

花
押
の
形
か
ら
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
と
推
定
さ
れ
る
（
１０
）

。
海
野
内
匠
は
、
三
右
衛

門
の
子
で
喜
兵
衛
（
藤
八
）
の
弟
（
後
の
宮
内
）
か
と
思
わ
れ
る
が
、『
御
家
中
系

図
』
に
よ
れ
ば
三
右
衛
門
も
内
匠
と
名
乗
っ
た
と
あ
り
、
ど
ち
ら
か
断
定
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
し
か
し
内
匠
（
宮
内
）
の
兄
・
藤
八
（
喜
兵
衛
）
が
５
で
高
田
城
普
請
に
従

事
す
る
な
ど
、
父
、
三
右
衛
門
か
ら
代
替
り
し
て
い
る
と
も
と
れ
る
。
弟
内
匠
も
ま
た

兄
同
様
に
働
い
て
い
た
と
考
え
れ
ば
、
こ
の
一
〇
〇
石
を
加
増
す
る
、
と
い
う
信
之
の

判
物
は
、
後
に
宮
内
と
改
名
す
る
三
右
衛
門
の
次
男
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。

７

真
田
信
之
朱
印
状

折
紙35.2

×48.9

『
信
』22-349

覚
石
井
二
郎
兵
衛

此
子
壱
人

七
郎
左
衛
門

右
両
三
人
堅
今
晩
成
敗
可
申
付
者
也
、
仍
如
件

（
元
和
二
年
）

辰

七
月
九
日

朱
印

海
野
内
匠
殿

石
井
二
郎
兵
衛
な
ど
３
人
を
、
海
野
内
匠
（
後
の
宮
内
か
）
に
成
敗
す
る
よ
う
に
命

じ
た
も
の
。『
大
鋒
院
殿
御
事
蹟
稿
』
巻
之
十
一
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
書
で
あ
る

が
、
こ
ち
ら
は
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
に
比
定
し
て
い
る
。
石
井
二
郎
兵
衛
ら
が
ど

の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
か
は
不
明
だ
が
、
石
井
舎
人
と
い
う
人
物
が
大
坂
の
陣
で
討
ち

死
に
し
て
お
り
、
同
族
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
石
井
を
名
乗
る
者
と
し
て
４
、
５
に
は

石
井
喜
左
衛
門
が
み
え
て
い
る
。
喜
左
衛
門
は
、
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
ご
ろ
か

― 32―



ら
信
之
の
家
老
と
し
て
活
動
し
て
い
る
（
１１
）
が
、
沼
田
分
限
帳
に
は
鉄
砲
頭
で
一
五
〇
石
、

同
心
三
十
人
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
（
１２
）
。
本
文
書
で
成
敗
さ
れ
た
石
井
二
郎
兵
衛
ら

が
、
喜
左
衛
門
あ
る
い
は
彼
に
連
な
る
人
物
か
も
し
れ
な
い
が
、
不
明
で
あ
る
。
ど
の

よ
う
な
事
情
で
成
敗
と
な
っ
た
の
か
、
海
野
内
匠
が
な
ぜ
成
敗
を
命
じ
ら
れ
た
の
か
も

わ
か
ら
な
い
。

８

真
田
信
之
朱
印
状

折
紙

36.1

×51.9

『
信
』24-338

尚
々
慥
成
奉
行
両
人
な
と
被
申
付
、
一
剋
も
早
々
請
取
、
當
月
中
ニ
爰
元
へ
参
着

候
や
う
ニ
可
被
指
遣
候
、
不
可
有
油
断
候
、
以
上

一
筆
申
遣
候
、
仍
其
許
一
騎
合
幷
沼
田
衆
借
金
之
儀
、
早
々
催
促
候
て
、
正
月
中
に
請

取
、
此
方
へ
可
被
指
越
候
、
不
可
有
油
断
候
、
為
其
申
遣
候
、
巨
細
之
儀
は
池
田
忠
二

郎
所
よ
り
可
申
遣
候
間
、
其
分
可
被
相
意
得
候
、
謹
言

正
月
十
一
日

朱
印

矢
沢
但
馬
守
殿

海
野
内
匠
殿

沼
田
衆
の
借
金
に
つ
い
て
催
促
し
、
請
け
取
っ
て
信
之
の
も
と
に
送
る
よ
う
に
伝
え

て
い
る
。
矢
沢
頼
幸
が
但
馬
守
を
名
乗
っ
た
慶
長
十
一
年
以
降
、
信
之
か
ら
信
吉
へ
沼

田
が
渡
さ
れ
る
元
和
二
年
ま
で
に
発
給
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
内
匠
も
、
三

右
衛
門
か
次
男
の
宮
内
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
６
、
７
な
ど
と
あ
わ
せ
て
、
次
男
の

宮
内
と
み
た
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

９

真
田
信
之
朱
印
状

竪
切
紙

16.9

×34.0

『
信
』22-375

（
小
県
郡
）

武
石
當
代
官
無
之
候
間
、
當
納
計
貴
所
相
頼
候
条
、
厳
重
ニ
取
納
候
様
ニ
可
被
申
付

候
、
仍
如
件
、

（
元
和
二
年
）

辰

九
月
十
二
日

朱
印

海
野
喜
兵
衛
殿

小
県
郡
武
石
の
代
官
が
い
な
い
た
め
、
武
石
の
年
貢
は
当
納
、
つ
ま
り
今
回
の
分
は

あ
な
た
の
所
に
頼
む
の
で
、
厳
重
に
収
納
す
る
よ
う
に
、
と
の
内
容
で
あ
る
。
海
野
喜

兵
衛
が
領
地
と
し
て
い
た
丸
子
は
武
石
と
近
く
、
年
貢
収
納
を
任
せ
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。１０

出
浦
昌
相
書
状

折
紙

32.7

×47.3

『
信
』22-375

以
上

就
于
御
意
申
入
候
、
仍
不
図
御
祝
言
被
成
候
間
、
桑
那
へ
御
出
候
、
然
者
、
武
石
相
當

御
代
官
可
被
仰
と
思
召
候
へ
と
も
、
桑
那
へ
御
越
、
無
其
儀
候
、
御
帰
被
成
、
相
當
人

可
被
仰
付
候
、
當
納
蔵
入
計
貴
様
え
肝
煎
御
頼
候
間
、
無
御
油
断
御
申
付
可
有
之
由

候
、
入
下
悉
本
納
被
仰
付
之
間
、
何
方
も
百
姓
入
作
人
執
納
ニ
肝
煎
迷
惑
申
候
条
、
慥

自
分
作
取
納
候
時
分
、
困
窮
百
姓
等
う
せ
可
申
候
間
、
作
仕
秣
始
慥
成
人
を
武
石
ニ
付

置
、
當
蔵
有
之
様
御
頼
由
御
意
被
成
、
御
朱
印
被
遣
候
、
則
此
文
、
貴
様
た
め
越
申

候
、
御
請
執
、
厳
重
手
置
可
被
仰
付
候
、
恐
々
謹
言
、

出
浦
対
馬

昌
相
（
花
押
）

（
元
和
二
年
）

九
月
十
八
日

海
野
喜
兵
衛
様

人
々
御
中

前
号
文
書
で
武
石
の
代
官
を
任
せ
る
と
信
之
か
ら
申
し
伝
え
た
こ
と
の
補
足
と
な
る

書
状
で
あ
る
。
信
之
が
は
か
ら
ず
も
祝
言
の
た
め
に
桑
名
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
の

で
、
武
石
の
代
官
を
任
命
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
桑
名
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に

任
命
さ
れ
な
か
っ
た
。
信
之
が
帰
っ
て
き
た
ら
し
か
る
べ
き
人
物
を
任
命
す
る
の
で
、

今
回
の
蔵
入
地
の
年
貢
収
納
だ
け
は
あ
な
た
が
行
う
よ
う
油
断
な
く
申
し
付
け
る
、
と

あ
る
。
こ
れ
以
下
の
解
釈
は
判
然
と
し
な
い
が
、
黒
田
基
樹
氏
に
よ
れ
ば
（
１３
）
、「
入
り
下
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げ
」（
減
免
分
）
に
つ
い
て
も
問
題
な
く
本
来
の
納
入
高
で
命
じ
て
い
る
、
ど
こ
で
も

百
姓
の
入
り
作
人
の
収
納
に
肝
煎
が
困
り
、
自
分
の
作
を
取
り
納
め
る
時
に
、
困
窮
百

姓
が
欠
け
落
ち
し
て
し
ま
う
の
で
、
確
か
な
人
物
を
武
石
に
置
い
て
年
貢
収
納
す
る
よ

う
と
の
（
信
之
の
）
ご
意
思
が
あ
る
、
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
信
之
の
妻
で
あ
る
大
蓮

院
の
実
家
・
本
多
家
は
こ
の
こ
ろ
桑
名
藩
主
で
あ
り
、
信
之
が
桑
名
に
赴
い
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

文
書
の
発
給
者
は
出
浦
昌
相
で
あ
る
。
昌
相
は
、
上
田
領
の
支
配
に
つ
い
て
「
手

判
」
を
発
給
し
、
信
之
の
発
給
す
る
朱
印
状
を
補
完
す
る
役
目
を
負
っ
て
い
た
と
さ
れ

る
（
１４
）
。
手
判
は
手
印
の
こ
と
で
、
手
の
形
を
捺
し
た
も
の
を
指
し
、
転
じ
て
自
身
の
署

名
・
捺
印
を
意
味
す
る
。
本
文
書
も
こ
の
「
手
判
」
と
考
え
ら
れ
る
。
前
号
の
信
之
朱

印
状
の
内
容
を
受
け
た
も
の
で
、
信
之
の
意
は
、
今
回
に
限
り
武
石
の
代
官
を
海
野
喜

兵
衛
に
任
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
出
浦
昌
相
が
改
め
て
そ
の
対
応
を
指
示

し
た
も
の
、
と
い
え
よ
う
。

１１

真
田
信
之
判
物

折
紙34.8

×50.9

『
信
』23-27

三
右
衛
門
跡
式
本
領
幷
同
心
拾
共
ニ
如
前
々
無
相
違
出
置
候
、
弥
可
令
奉
公
者
也
、
仍

如
件

元
和
四
暦

午

九
月
十
四
日

信
之
（
花
押
）

海
野
喜
兵
衛
殿

丸
子
（
海
野
）
三
右
衛
門
の
相
続
に
つ
い
て
は
、
本
領
と
同
心
給
の
両
方
を
そ
の
ま

ま
、
海
野
喜
兵
衛
に
出
し
置
く
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
三
右
衛
門
は
、
海
野
家
所
蔵
の

系
図
に
よ
れ
ば
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
六
月
二
十
四
日
に
死
去
し
て
い
る
。

１２

真
田
信
之
朱
印
状

折
紙35.1

×50.2

『
信
』24-165

以
上

為
加
恩
七
拾
三
石
五
斗
八
升
弐
合
（
水
内
郡
）

窪
寺
村
之
内
、
拾
五
石
七
斗
仁
升
七
合
（
水
内
郡
）

山
中
泉
平
之

内
、
拾
石
六
斗
九
升
壱
合
（
更
級
郡
）

大
岡
之
内
、
合
百
石
之
所
出
置
候
、
猶
依
奉
公
可
令
加
増
者

也
、

（
寛
永
元
年
）

子
之

九
月
十
六
日

朱
印

海
野
宮
内
殿

海
野
宮
内
あ
て
の
知
行
宛
行
い
で
あ
る
。『
信
濃
史
料
』
で
は
、
寛
永
元
年
に
比
定

し
て
い
る
。
海
野
家
所
蔵
の
系
図
で
は
、
寛
永
十
三
年
九
月
十
六
日
に
一
〇
〇
石
が
下

さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
断
定
は
難
し
い
。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
１４
と

関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
寛
永
元
年
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
真
田
信
之
が
元
和

八
年
（
一
六
二
二
）
に
松
代
藩
へ
移
封
と
な
っ
て
か
ら
発
行
さ
れ
た
も
の
で
、
宛
行
わ

れ
た
土
地
も
す
べ
て
松
代
藩
領
の
地
名
と
な
っ
て
い
る
。
窪
寺
村
、
山
中
泉
平
、
大
岡

で
あ
わ
せ
て
一
〇
〇
石
を
加
増
さ
れ
て
い
る
も
の
。

１３

真
田
信
之
判
物

折
紙38.3

×53.6

『
信
』24-181

已
上

四
百
四
拾
三
石
四
斗
五
舛
（
更
級
郡
）

小
森
村

百
四
石
六
斗
仁
舛

（
水
内
郡
）

小
柴
見
村

八
拾
八
石
仁
斗
九
舛

（
水
内
郡
）

荒
安
村

仁
百
四
拾
壱
石
九
斗

（
高
井
郡
）

川
田
村

仁
拾
壱
石
七
斗
四
舛

（
水
内
郡
）

上
野
村
之
内

合
九
百
石
之
所
出
置
候
、
仍
如
件

（
寛
永
元
年
）

子

之十
月
三
日

信
之
（
花
押
）
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丸
子
喜
兵
衛
殿

丸
子
喜
兵
衛
宛
の
領
地
宛
行
状
で
あ
る
。
敢
え
て
「
丸
子
」
姓
に
し
て
い
る
理
由
は

わ
か
ら
な
い
。
海
野
家
所
蔵
の
系
図
に
よ
れ
ば
、
喜
兵
衛
は
こ
の
す
ぐ
後
、
寛
永
元
年

（
一
六
二
四
）
十
二
月
九
日
に
死
去
し
た
と
い
う
。

本
文
書
と
同
日
付
の
宛
行
状
は
、
一
斉
に
発
給
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
次
号
の
海
野
宮

内
宛
や
娘
聟
・
小
幡
重
良
な
ど
主
だ
っ
た
家
臣
宛
に
多
数
確
認
で
き
る
。
松
代
藩
移
封

に
と
も
な
い
、
改
め
て
宛
行
い
が
行
わ
れ
た
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

１４

真
田
信
之
判
物

折
紙

38.5

×53.4
『
信
』24-184

以
上

三
百
拾
九
石
四
斗

（
更
級
郡
）

下
横
田
村

八
拾
石
六
斗

（
水
内
郡
）

桜
村
之
内

七
拾
三
石
五
斗
八
舛
（
水
内
郡
）

窪
寺
村
之
内

拾
五
石
七
斗
仁
舛

（
水
内
郡
）

泉
平
之
内

四
石
三
舛
八
合

（
水
内
郡
）

泥
平
之
内

六
石
六
斗
六
舛

（
水
内
郡
）

下
栗
尾
之
内

合
五
百
石
之
所
可
令
領
地
者
也

（
寛
永
元
年
）

子

之

十
月
三
日

信
之
（
花
押
）

海
野
宮
内
殿

海
野
（
丸
子
）
喜
兵
衛
の
弟
・
宮
内
に
宛
て
た
も
の
で
、
兄
と
は
別
に
五
〇
〇
石
を

宛
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
窪
寺
村
七
三
石
五
斗
八
升
、
泉
平
村
十
五
石
七
斗
二

升
は
、
１２
で
す
で
に
宛
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
泥
平
と
下

栗
尾
は
と
も
に
大
岡
地
籍
で
あ
り
、
１２
で
宛
行
わ
れ
た
大
岡
の
一
〇
石
六
斗
九
升
一
合

と
ほ
ぼ
合
致
す
る
。
つ
ま
り
、
１２
で
宛
行
な
わ
れ
た
も
の
が
、
こ
の
時
一
斉
宛
行
で
再

度
与
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

１５

真
田
信
之
朱
印
状

折
紙37.0

×52.8

『
信
』
２４
－
２７８

以
上

八
拾
八
石
仁
斗
九
舛
（
水
内
郡
）

荒
安

六
拾
壱
石
七
斗
壱
舛
（
高
井
郡
）

川
田

合
百
五
拾
石

為
加
恩
宛
行
畢
、
全
令
知
行
可
抽
奉
公
者
也

（
寛
永
二
年
）

丑

之

八
月
十
五
日

信
之

朱
印

海
野
宮
内
殿

海
野
宮
内
に
一
五
〇
石
を
加
恩
し
た
も
の
で
あ
る
。
宛
行
地
の
う
ち
荒
安
と
川
田

は
、
１３
で
寛
永
元
年
に
丸
子
（
海
野
）
喜
兵
衛
に
宛
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
寛
永
元
年

十
二
月
の
喜
兵
衛
の
死
去
に
よ
っ
て
、
そ
の
領
地
の
う
ち
一
五
〇
石
分
が
、
弟
・
宮
内

に
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
ま
た
同
日
付
で
小
幡
掃
部
に
、
小
柴
見
村
一
〇
四
石
六

斗
二
升
二
合
、
川
田
村
の
内
四
五
石
三
斗
七
升
八
合
あ
わ
せ
て
一
五
〇
石
が
与
え
ら
れ

て
い
る
（
１５
）

。
小
柴
見
と
川
田
は
、
同
じ
く
�
１３
で
喜
兵
衛
に
宛
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
宮

内
と
同
じ
く
小
幡
掃
部
に
喜
兵
衛
の
遺
領
一
五
〇
石
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。こ

れ
は
、
先
に
紹
介
し
た
『
真
武
内
伝
追
加
』
や
『
御
家
中
系
図
（
１６
）
』
に
よ
れ
ば
、
喜

兵
衛
の
死
後
、
弟
・
宮
内
と
、
喜
兵
衛
の
娘
聟
で
あ
る
小
幡
内
膳
重
良
（
１７
）
と
に
そ
れ
ぞ
れ

一
五
〇
石
ず
つ
分
地
さ
れ
た
と
い
う
記
述
に
符
号
す
る
。
小
幡
掃
部
は
重
良
の
父
・
有

宗
と
み
ら
れ
る
の
で
、
娘
聟
に
分
地
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、
小
幡
家
に
分
地
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
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１６

真
田
家
家
臣
連
署
状

切
紙13.8

×36.4

『
信
』24-390

御
料
所
之
内

六
百
卅
七
石
七
升

山
中中
条
村

四
百
卅
三
石
七
斗
五
升
七
合

綱
島

五
百
仁
拾
九
石
一
斗
七
升
三
合
上
ノ五
明

合
千
六
百
石

此
夫
伝
馬
三
疋
ハ
口
付
共
ニ
か
ち
夫
仁
人
、
右
之
村
よ
り
御
請
取
可
有
候
、
但
百
石
ニ

付
而
銀
ハ
四
拾
目
ツ
々
也
、
仍
如
件

刁（
寛
永
三
年
）

ノ

大
加
右
衛
門

黒
印

七
月
十
二
日

成
勘
兵
衛

黒
印

海
野
宮
内
殿

海
野
宮
内
に
宛
て
て
、
伝
馬
役
は
中
条
村
な
ど
三
村
か
ら
取
る
こ
と
、
一
〇
〇
石
に

つ
き
銀
四
〇
匁
ず
つ
与
え
る
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。
発
給
者
は
大
田
加
（
嘉
）
右
衛
門

と
成
澤
勘
兵
衛
で
あ
る
。
大
田
加
右
衛
門
は
『
本
藩
名
士
小
伝
』
に
よ
れ
ば
、
山
寺

氏
、
師
岡
氏
と
と
も
に
職
奉
行
の
根
源
で
あ
る
「
松
城
御
領
奉
行
職
」
を
命
ぜ
ら
れ
た

と
あ
る
。
ま
た
、
成
澤
勘
兵
衛
は
、『
御
家
中
系
図
』
に
よ
れ
ば
後
に
勘
左
（
三
）
衛

門
と
名
乗
り
（
１８
）
、
寛
永
十
年
に
は
町
奉
行
を
務
め
て
い
る
（
１９
）
の
で
、
本
文
書
は
、
職
奉
行
、

町
奉
行
連
名
で
、
伝
馬
夫
役
に
つ
い
て
通
達
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

１７

真
田
信
之
覚
書

竪
紙32.8

×45.6

『
信
』25-443

覚

一
小
判
百
五
拾
両
ハ

本
金

此
利
足

四
拾
五
両

（
寛
永
六
年
）

合
百
九
拾
五
両
慥
ニ
請
取
所
実
正
也
、
但
巳
之
山
中
麻
留
山
の
借
金
之
済
方
、
仍
如
件

（
寛
永
七
年
）

午

十
二
月
十
四
日

朱
印

海
野
宮
内
殿

石
倉
三
郎
左
衛
門
殿

関
口
佐
大
夫
殿

関
口
正
右
衛
門
殿

信
之
発
給
の
借
金
返
済
証
文
で
あ
る
。
留
山
と
は
、
住
民
に
よ
る
樹
木
の
伐
採
や
狩

猟
が
禁
じ
ら
れ
た
山
林
の
こ
と
で
、
こ
の
場
合
は
産
出
す
る
麻
の
採
取
を
禁
じ
ら
れ
た

山
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
山
中
（
現
在
の
小
川
村
に
あ
た
る
か
）
の
麻
は
、
近
世
初

頭
か
ら
重
要
な
収
入
源
と
さ
れ
た
（
２０
）
。
松
代
藩
で
も
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
に
、
山

中
麻
を
代
官
に
買
い
占
め
さ
せ
る
触
れ
を
出
し
、
他
領
へ
許
可
な
く
移
出
す
る
こ
と
が

禁
じ
ら
れ
て
い
る
（
２１
）
。
し
か
し
、
百
姓
た
ち
は
自
由
売
買
を
藩
に
願
い
出
て
、
寛
永
十
五

年
（
一
六
三
八
）
に
は
麻
運
上
を
納
め
る
こ
と
で
自
由
売
買
（
楽
買
）
が
認
め
ら
れ

た
（
２２
）
。
本
資
料
は
そ
れ
よ
り
も
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
麻
の
採
取
を
禁
止
さ
れ
た

山
に
つ
い
て
、
こ
の
前
年
寛
永
六
年
分
の
借
金
返
済
を
確
か
に
受
け
た
、
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

１８

真
田
信
之
書
状

折
紙

34.9

×49.6

『
信
』25-443

態
染
一
筆
候
、
仍
當
年
山
中
麻
之
儀
、
下
蔵
治
兵
衛
ニ
申
付
候
、
先
年
針
屋
多
兵
衛
へ

申
付
候
通
候
条
、
貴
所
被
致
相
談
可
給
候
、
委
細
大
蔵
所
よ
り
可
申
置
候
、
恐
々
謹

言
、

（
寛
永
七
年
か
）

十
二
月
廿
三
日

信
之
（
花
押
）

海
野
宮
内
殿

寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
不
明
。
山
中
麻
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
の
文
書
で
あ
る
。
山
中
麻
に
つ
い
て
の
担
当
は
針
屋
多
兵
衛
か
ら
下
蔵
治
兵
衛
に
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変
更
に
な
っ
た
が
相
談
し
て
ほ
し
い
こ
と
、
詳
し
く
は
山
野
井
大
蔵
か
ら
伝
え
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
針
屋
か
ら
下
蔵
に
変
更
と
な
っ
た
こ
と
は
他
の
史
料
に
も
見
え
て
お

り
（
２３
）

、
同
じ
く
山
野
井
大
蔵
が
取
り
次
い
で
い
る
。

１９

山
野
井
大
蔵
書
状

折
紙34.8

×49.6

尚
々
若
下
蔵
様
子
も
替
違
乱
申
候
者
、
御
仕
置
つ
く
儀
ニ
候
間
、
御
手
前
計
ニ
而

成
共
、
可
被
仰
付
候
、
其
御
心
得
可
有
候
、
以
上

就
御
意
申
入
候
、
当
年
山
中
麻
儀
、
下
蔵
次
兵
衛
ニ
被
仰
付
候
、
先
年
針
屋
太
兵
衛

被
仰
付
候
通
ニ
候
、
就
其
貴
様
御
頼
被
成
候
間
、
如
先
年
御
相
談
被
成
御
た
め
つ
く

之
儀
ニ
候
間
、
万
事
半
平
半
左
と
被
仰
合
御
尤
ニ
存
候
、
相
替
儀
候
者
可
被
仰
越
様

子
之
義
ハ
右
両
人
方
へ
委
申
越
候
、
御
書
被
遣
候
従
而
、
隼
人
様
麻
之
儀
も
様
子
相

済
委
下
蔵
方
申
遣
候
、
恐
惶
謹
言

十
二
月
廿
三
日

山
野
井
大
蔵

（
カ
）

之
政
（
花
押
）

海
野
宮
内
殿

１８
の
添
状
で
、
山
野
井
大
蔵
か
ら
詳
細
を
伝
え
た
も
の
。
針
屋
太
兵
衛
か
ら
下
蔵
治

兵
衛
に
、
山
中
麻
の
担
当
が
変
更
に
な
っ
た
が
、
先
年
の
よ
う
に
相
談
し
て
ほ
し
い
こ

と
な
ど
を
伝
え
て
い
る
。
な
に
か
あ
れ
ば
、
出
浦
半
平
と
矢
野
半
左
衛
門
に
伝
え
る
よ

う
に
と
あ
る
。
ま
た
、
隼
人
様
と
あ
る
の
で
、
川
中
島
に
二
千
石
を
領
し
て
い
た
信
之

三
男
・
隼
人
正
信
重
の
領
地
の
麻
に
つ
い
て
も
下
蔵
方
へ
申
し
遣
わ
す
よ
う
に
と
あ

る
。麻

に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
覚
書
が
『
真
田
家
御
事
蹟
稿
』
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
（
２４
）

。

覚

鬼
無
里

栃
原

上
曽
山

下
曽
山

入
山

上
屋

広
瀬

小
鍋

右
八
ケ
村
如
前
々
、
麻
之
売
買
差
引
申
付
候
条
、
御
横
目
と
致
相
談
、
百
性
無

迷
惑
様
ニ
可
申
付
候
、
幷
其
方
手
前
地
役
如
先
代
御
赦
免
候
之
旨
被
仰
出
候
者

也
、
仍
如
件
、

戌

岩
崎
主
馬
（
花
押
）

十
二
月
晦
日

御
朱
印

海
野
内
匠
（
花
押
）

川
浦
三
右
衛
門
殿

同

彦
作
殿

海
野
内
匠
が
宮
内
と
改
名
す
る
の
は
寛
永
元
年
ご
ろ
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
鬼
無
里
や

栃
原
と
い
っ
た
松
代
藩
領
の
地
名
が
み
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
真
田
家
が
松
代
に
移
封

と
な
っ
た
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
八
ケ
村
に
、
麻
の

売
買
に
つ
い
て
の
差
引
、
つ
ま
り
差
配
を
申
し
付
け
、
横
目
役
（
監
視
役
）
と
相
談
し

て
、
百
姓
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
申
し
付
け
る
、
と
あ
る
。
川
浦
三
右
衛
門
・
彦

作
は
『
真
田
家
御
事
蹟
稿
』
の
著
者
・
河
原
綱
徳
に
よ
れ
ば
、
御
境
守
で
あ
る
と
い

う
。信

之
の
朱
印
状
を
、
岩
崎
主
馬
と
海
野
内
匠
が
奉
じ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
は
海
野
内

匠
（
宮
内
）
は
、
麻
の
売
買
や
麻
運
上
な
ど
の
こ
と
に
つ
い
て
村
々
の
担
当
者
と
直
接

折
衝
を
行
う
役
割
を
担
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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２０

真
田
信
之
朱
印
状

折
紙

35.1

×50.1

『
信
』26-54

足
軽
弐
拾
人
預
置
候
、
相
改
役
等
、
厳
重
ニ
可
申
付
者
也

（
寛
永
十
年
）

酉
ノ

六
月
五
日

朱
印

海
野
宮
内
殿

海
野
宮
内
に
対
し
て
、
足
軽
が
二
〇
人
預
け
ら
れ
、
改
役
と
あ
る
の
で
新
規
の
役
職

に
任
命
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
同
内
容
の
文
書
が
同
日
付
で
多
数
発
給
さ

れ
て
い
る
。

２１

真
田
信
之
書
状

折
紙34.1

×49.8
『
信
』27-225

尚
々
、
其
許
火
之
用
心
隋
時
堅
可
被
申
付
候
、
我
等
も
気
分
同
篇
ニ
候
、
可
心
安

候
、
以
上
、

飛
札
令
披
見
候
、
其
許
萬
事
無
油
断
被
申
付
候
由
、
祝
着
候
、
か
た
�
�
の
儀
は
や
年

も
寄
候
衆
ニ
而
候
間
、
何
事
も
相
談
候
而
、
可
被
申
付
候
、
相
憑
入
候
、
九
州
嶋
原
御

仕
置
も
毎
日
注
進
候
へ
共
、
于
今
不
相
済
候
由
候
、
定
而
近
々
可
為
落
居
存
候
、
替
儀

候
者
可
申
越
候
、
恐
々
謹
言

（
寛
永
十
五
年
）

二
月
十
七
日

伊
豆

信
之
（
花
押
）

大
熊
靱
負
殿

出
浦
半
平
殿

小
幡
将
監
殿

海
野
宮
内
殿

江
戸
の
信
之
か
ら
、
松
代
在
国
の
家
臣
た
ち
に
宛
て
た
書
状
。
火
の
用
心
を
申
し
付

け
た
り
、
皆
年
老
い
て
き
た
の
で
何
事
も
相
談
す
る
よ
う
に
、
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。

島
原
の
乱
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
近
々
落
城
す
る
だ
ろ
う
と
あ
る
。
寛
永
十
四
年
（
一

六
三
七
）
秋
に
勃
発
し
た
島
原
の
乱
は
、
翌
年
二
月
末
に
鎮
圧
さ
れ
た
。

２２

真
田
信
之
朱
印
状

折
紙35.9

×51.9

『
信
』28-315

以
上

宮
内
足
軽
弐
拾
人
、
無
相
違
預
ヶ
置
候
、
役
儀
等
相
改
、
如
前
々（

虫
穴
）

可
被
申
付
者
也
、

寛
永
十
九

三
月
三
日

信
之

朱
印

海
野
源
左
衛
門
殿

２０
で
海
野
宮
内
に
宛
行
わ
れ
た
足
軽
二
〇
人
を
、
嫡
男
・
海
野
源
左
衛
門
に
与
え
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
海
野
家
所
蔵
系
図
に
よ
れ
ば
海
野
宮
内
は
寛
永
十
九
年
（
一
六

四
二
）
四
月
十
三
日
に
亡
く
な
っ
た
と
あ
る
の
で
、
死
去
直
前
に
宮
内
の
跡
式
を
源
左

衛
門
が
継
承
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

２３

真
田
信
之
判
物

折
紙35.9

×51.9

『
信
』28-315

以
上

宮
内
知
行
六
百
五
拾
石
之
所
、
無
相
違
出
置
候
、
全
可
有
領
知
者
也
、

寛
永
十
九
年

三
月
三
日

信
之
（
花
押
）

海
野
源
左
衛
門
殿

２２
と
同
様
、
海
野
宮
内
の
死
去
直
前
に
、
源
左
衛
門
に
跡
式
六
五
〇
石
を
与
え
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
宮
内
の
知
行
の
合
計
は
七
五
〇
石
と
な
り
、
数
は
あ

わ
な
い
。
海
野
家
所
蔵
系
図
で
源
左
衛
門
の
弟
・
源
五
右
衛
門
が
宮
内
の
知
行
二
〇
〇

石
を
分
知
さ
れ
た
と
あ
り
、
明
暦
三
年
の
分
限
帳
（
２５
）
に
も
、
源
五
右
衛
門
の
初
名
・
海
野

藤
八
の
名
で
、
二
〇
〇
石
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
宮
内
は

八
五
〇
石
を
受
け
て
お
り
、
う
ち
二
〇
〇
石
は
源
五
右
衛
門
に
六
五
〇
石
は
源
左
衛
門

に
与
え
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
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２４

真
田
家
家
臣
連
署
状

折
紙

35.8

×52.0
御
飛
札
其
許
候
て
、
貴
様
御
病
気
碇
無
之
由
無
心
許
存
候
、
不
及
申
入
候
而
能
々
可
被

成
御
養
生
候
、
何
御
願
之
趣

殿
様

帯
刀
様
へ
申
上
候
処
、
首
尾
能
被
仰
付
候
、
於

其
元
年
寄
中
可
被
申
達
候
、
御
病
気
御
快
気
之
由
御
吉
左
右
待
入
存
候
、
猶
待
後
慶
時

候
、
恐
惶
謹
言

原
民
部

正
月
十
九
日

正
吉
（
花
押
）

木
村
縫
殿
助

茂
利
（
花
押
）

海
野
源
左
衛
門
様

御
報

原
民
部
と
木
村
縫
殿
助
か
ら
海
野
源
左
衛
門
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
。
年
代
は
わ
か

ら
な
い
が
、
源
左
衛
門
が
家
督
を
継
い
だ
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
か
ら
、
木
村
縫

殿
助
が
死
去
し
た
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
ま
で
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
病
気

に
な
っ
た
海
野
源
左
衛
門
を
心
配
す
る
内
容
で
あ
る
。

２５

安
藤
重
長
書
状

折
紙36.6

×53.8

一
筆
申
入
候
、
然
者
去
ル
時
分
、
我
等
家
来
之
者
信
州
へ
指
遣
候
之
処
、
貴
殿
馬
見
申

候
而
罷
帰
物
語
申
ニ
付
、
所
望
申
候
処
ニ
御
同
心
候
而
、
為
挽
給
別
而
忝
存
候
、
委
細

ハ
木
村
四
郎
兵
衛
方
よ
り
可
申
入
候
条
、
不
能
具
候
、
恐
々
謹
言

安
右
京
進

極
月
廿
三
日

重
長
（
花
押
）

海
野
源
左
衛
門
殿

御
宿
所

安
藤
右
京
進
重
長
は
、
高
崎
藩
二
代
藩
主
（
２６
）
。
海
野
源
左
衛
門
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
の

で
、
源
左
衛
門
が
家
督
を
継
い
だ
寛
永
十
九
年
か
ら
、
安
藤
重
長
が
死
去
す
る
明
暦
三

年
（
一
六
五
七
）
ま
で
の
間
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
内
容
は
、
重
長
の
家
臣
が
信
州

に
来
た
と
き
、
源
左
衛
門
の
馬
を
見
て
そ
の
話
し
を
聞
き
、
重
長
が
そ
の
馬
を
欲
し
い

旨
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
源
左
衛
門
が
了
承
し
た
。
そ
れ
に
対
す
る
礼
と
請
け
取
り
に
つ

い
て
は
木
村
四
郎
兵
衛
か
ら
申
し
入
れ
る
、
と
伝
え
た
も
の
。
海
野
家
は
、
代
々
城
代

や
番
頭
に
付
く
こ
と
が
多
く
、
軍
事
向
き
の
任
務
に
就
い
た
と
い
い
、
馬
に
関
す
る
事

柄
も
そ
う
し
た
関
係
で
あ
ろ
う
か
。

２６

安
藤
重
長
書
状

折
紙36.6

×52.3

家
来
者
共
方
迄
芳
翰
、
殊
鷹
壱
羽
饋
給
遠
路
之
所
御
心
入
候
段
欣
然
之
至
ニ
存
候
、
猶

期
後
音
之
節
候
、
恐
々
謹
言

安
右
京
進

正
月
廿
九
日

重
長
（
花
押
）

海
野
源
左
衛
門
殿

御
宿
所

海
野
源
左
衛
門
が
安
藤
重
長
の
家
臣
に
あ
て
て
鷹
を
一
羽
贈
っ
た
こ
と
に
対
す
る
礼

状
で
あ
る
。
２５
と
と
も
に
、
安
藤
重
長
と
の
関
わ
り
が
注
目
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
わ
か

ら
な
い
。

２７

徳
川
頼
宣
書
状

折
紙39.6

×56.8

『
大
鋒
院
殿
御
事
蹟
稿
』
巻
２４

一
筆
令
啓
候
、
然
者
路
次
中
無
事
御
着
候
哉
、
炎
天
之
時
分
候
間
、
為
見
廻
如
此
候
、

猶
期
後
喜
候
、
恐
々
謹
言

紀
伊
大
納
言

六
月
廿
二
日

頼
宣
（
花
押
）
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真
田
伊
豆
守
殿

御
宿
所

紀
州
徳
川
家
初
代
・
頼
宣
の
書
状
で
、
宛
先
は
真
田
信
之
で
あ
る
。
頼
宣
が
大
納
言

に
叙
任
さ
れ
た
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
以
降
、
信
之
が
家
督
を
譲
る
ま
で
の
も
の
で

あ
ろ
う
。
参
勤
交
代
あ
る
い
は
上
洛
な
ど
で
目
的
地
に
無
事
到
着
し
た
か
ど
う
か
を
聞

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
海
野
家
に
伝
来
す
る
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。

２８

堀
直
輝
書
状

折
紙36.9

×51.8
『
信
』27-81

一
筆
令
啓
候
、
今
度
家
来
田
村
与
左
衛
門
方
へ
馬
之
儀
申
越
候
之
処
ニ
、
各
御
肝
煎
候

て
相
調
参
候
、
馬
も
一
段
能
候
而
令
満
足
候
、
知
行
所
近
所
之
事
ニ
候
へ
ハ
、
向
後
万

端
用
所
等
御
無
心
可
申
候
、
委
細
東
方
五
兵
衛
方
よ
り
可
申
達
候
、
恐
惶
謹
言

堀
肥
前
守

三
月
廿
日

直
輝
（
花
押
）

海
野
宮
内
様

参

馬
の
こ
と
に
つ
い
て
、
須
坂
藩
主
・
堀
直
輝
の
家
臣
で
あ
る
田
村
与
左
衛
門
に
対
し

海
野
宮
内
か
ら
申
し
伝
え
た
こ
と
に
対
す
る
返
答
書
。
堀
直
輝
が
肥
前
守
に
叙
さ
れ
る

の
は
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
な
の
で
、
宛
所
の
宮
内
は
、
源
左
衛
門
の
初
名
・
宮
内

を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

２９

伊
豆
守
書
状
写

33.3

×48.1

以
上

其
地
之
人
足
指
返
候
、
早
々
下
い
な
へ
指
遣
御
普
請
可
申
付
候
、
公
儀
事
候
間
、
不
及

申
候
へ
共
、
少
も
油
断
候
者
旁
可
為
越
度
其
心
得
尤
候
、
委
細
候
段
、
志
ま
長
左
衛
門

所
よ
り
可
申
遣
候
、
恐
々
謹
言

伊
豆
守

三
月
廿
九
日

（
花
押
）

矢
沢
但
馬
守
殿

石
井
喜
左
衛
門
殿

宮
下
藤
右
衛
門
殿

人
足
を
戻
し
て
早
々
に
下
伊
那
へ
遣
わ
し
、
公
儀
の
普
請
に
従
事
さ
せ
る
よ
う
に
、

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
十
二
月
三
日
に
は
、
伊
那
郡
か
ら

材
木
を
切
り
出
し
江
戸
に
送
る
と
い
う
課
役
が
真
田
家
は
じ
め
信
濃
の
大
名
等
に
命
じ

ら
れ
て
い
る
（
２７
）

の
で
、
そ
れ
に
あ
た
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
同
文
の
文
書
が
、『
大
鋒
院

殿
御
事
蹟
稿
』
巻
六
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
矢
沢
家
に
伝
来
し
た
信
之
の
書
状
と
な
っ

て
い
る
が
、
原
文
書
は
同
家
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
本
資
料
の
花
押
は
確
認
さ
れ
て

い
る
信
之
の
も
の
に
は
例
が
な
く
、
海
野
家
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
同

時
代
以
降
に
作
成
さ
れ
た
写
し
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

３０

越
後
国
高
田
領
検
地
目
録

継
紙42.5

×184.0

越
後
国
高
田
領
頸
城
魚
沼
郡
御
検
地
高
目
録

古
検
拾
五
万
六
百
拾
九
石
五
斗
三
升
六
合

一
新
検
高
拾
六
万
七
千
三
百
四
拾
七
石
六
斗
三
合
頸
城
郡
魚
沼
郡
之
内

此
反
別
弐
万
四
百
六
拾
七
町
五
反
四
畝
弐
拾
六
歩

此
村
数
八
百
八
拾
壱
ヶ
村

此
訣

頸
城
郡

◆
高
拾
壱
万
千
八
百
八
拾
壱
石
六
斗
五
升
六
合

本
田
高

同
郡

◆
高
三
万
四
千
三
百
七
拾
壱
石
三
斗
五
升

新
田
高

― 40―



同
郡

◆
高
弐
千
四
百
九
拾
五
石
四
斗
弐
升
五
合

邑
高

魚
沼
郡

◇
高
壱
万
三
千
七
百
拾
九
石
壱
斗
六
升
壱
合

本
田
高

同
郡

◇
高
四
千
弐
百
三
拾
三
石
壱
斗
一
升
壱
合

新
田
高

同
郡

◇
高
六
百
四
拾
六
石
九
斗

邑
高

古
高
拾
三
万
三
千
六
百
七
拾
石
八
斗
四
升
七
合

新
田
共

頸
城
郡

内
三
百
四
石
七
斗
六
升
三
合

蝋
白
布
釣
御
赦
免
高

弐
千
三
百
三
拾
四
石
弐
斗
五
升
壱
合

前
ゝ
永
引

◆
三
口
高
合
拾
四
万
八
千
七
百
四
拾
八
石
四
斗
三
升
壱
合

此
反
別
壱
万
七
千
八
百
拾
壱
町
六
反
五
畝
弐
拾
弐
歩

内
壱
万
七
千
七
百
拾
六
石
五
斗
九
升
八
合

出
高

古
高
壱
万
六
千
九
百
四
拾
八
石
六
斗
八
升
九
合

新
田
共

内
三
百
五
拾
八
石
七
斗
九
升
七
合

白
布
五
赦
免
高

魚
沼
郡

◇
三
口
高
合
壱
万
八
千
五
百
九
拾
九
石
壱
斗
七
升
弐
合

此
反
別
弐
千
六
百
五
拾
五
町
八
反
九
畝
四
歩

内
弐
千
九
石
弐
斗
八
升

出
高

古
高
拾
五
万
六
百
拾
九
石
五
斗
三
升
六
合

新
田
共

都
合
高
拾
六
万
七
千
三
百
四
拾
七
石
六
斗
三
合

内
拾
壱
万
弐
千
四
百
三
拾
壱
石
弐
斗
五
升
七
合

本
田
先
有
高

外
弐
千
弐
百
弐
拾
九
石
壱
斗
壱
升
弐
合

前
ゝ
永
引

三
万
弐
千
三
百
拾
八
石
四
升
五
合

新
田
先
有
高

外
三
拾
弐
石
八
斗
壱
升
三
合

前
ゝ
永
引

弐
千
八
百
七
拾
弐
石
四
斗
弐
升
三
合

先
邑
有
高

外
六
百
六
拾
三
石
五
斗
六
升

蝋
白
布
釣
御
赦
免
高

七
拾
弐
石
三
斗
弐
升
六
合

前
ゝ
永
引

壱
万
九
千
七
百
弐
拾
五
石
八
斗
七
升
八
合

出
高

壱
割
三
分
三
厘
余
出
（
貼
紙
）

天
和
三
癸亥
年
閏
五
月
廿
八
日

真
田
伊
豆
守

右
之
外
除
地

御
朱
印

一
高
弐
百
五
拾
壱
石

寺
六
ヶ
所

一
高
千
六
拾
八
石
弐
斗
八
升

寺
社
弐
百
弐
拾
四
ヶ
所

一
千
弐
百
六
拾
九
ヶ
所

寺
社
境
内

但
田
畑
除
無
之
分

（
◆
は
青
貼
紙
、
◇
は
赤
貼
紙
）

越
後
�
田
領
の
検
地
目
録
で
あ
る
。
真
田
家
は
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
二
月
に
高

田
領
検
地
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
お
り
（
２８
）
、
翌
年
に
か
け
て
検
地
を
実
施
し
た
も
の
と
み
ら

れ
、
そ
の
際
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
の
藩
主
は
三
代
藩
主
・
真
田
幸
道

で
あ
る
。
幸
道
の
時
代
以
降
に
、
真
田
家
が
江
戸
幕
府
か
ら
受
け
た
課
役
を
書
き
連
ね

た
資
料
に
は
（
２９
）

、
こ
の
天
和
二
年
の
高
田
領
検
地
に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
惣
奉
行
と
し
て
木
村
縫
右
衛
門
、
検
地
奉
行
と
し
て
小
幡
権
之
助
と
海
野
源
左
衛

門
の
名
が
見
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
海
野
源
左
衛
門
の
控
え
と
し
て
残
さ
れ
た
検
地
目

録
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

ま
と
め

以
上
、
海
野
家
文
書
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
。
海
野
家
の
知
行
地
に
つ
い
て
や
家

督
相
続
に
つ
い
て
見
え
て
き
た
ほ
か
、
安
藤
重
長
な
ど
の
他
の
大
名
と
の
や
り
取
り
も

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
海
野
家
の
役
職
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
番
頭
な
ど
の
武

官
的
な
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
も
注
目
さ
れ
る
事
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
麻
に
つ
い
て
の
文
書
も
あ
り
、
麻
の
売
買
や
収
納
に
関
す
る
役
目
を
負
っ
て
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い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
貴
重
な
資
料
群
で
あ
る
事
は
間
違
い
な
く
、

今
後
、
真
田
家
中
に
お
け
る
海
野
家
の
あ
り
方
や
、
真
田
家
そ
の
も
の
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
海
野
家
文
書
か
ら
検
討
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
本
論
で
紹
介
し
た
以

外
の
海
野
家
文
書
に
つ
い
て
も
、
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

〔
付
記
〕
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
御
所
蔵
資
料
の
調
査
お
よ
び
写
真
掲
載
を
ご
快
諾
く
だ
さ
っ
た
、

海
野
訓
氏
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
１
）『
長
国
寺
殿
御
事
蹟
稿
』
巻
三
（
新
編
信
濃
史
料
叢
書
』
十
五
巻

一
九
七
七
年
）
ま
た
、
武

田
信
玄
の
二
男
・
龍
芳
が
海
野
氏
を
継
承
し
た
と
さ
れ
る
が
武
田
家
滅
亡
と
と
も
に
断
絶
し

て
い
る
。

（
２
）『
松
代
町
史
資
料
目
録
』
松
代
町
史
資
料
調
査
委
員
会

一
九
六
五
年

（
３
）『
新
訂

長
野
市
の
文
化
財
』
長
野
市
教
育
委
員
会

一
九
九
一
年

（
４
）『
真
武
内
伝
追
加
』（『
信
濃
史
料
叢
書
』
第
五

一
九
一
四
年
）

（
５
）『
本
藩
名
士
小
伝
』
河
原
家
伝
来
・
真
田
宝
物
館
所
蔵

（
６
）
海
野
修
「
全
芳
院
の
開
基
に
つ
い
て
」（『
全
芳
院
だ
よ
り
』
第
４７
号

二
〇
一
四
年
）

（
７
）
丸
島
和
洋
『
真
田
一
族
と
家
臣
団
の
す
べ
て
』
角
川
新
人
物
文
庫

二
〇
一
六
年

（
８
）
真
田
昌
幸
の
判
紙
が
真
田
宝
物
館
に
伝
来
し
て
い
る
。（
吉
３６
号
文
書
）

（
９
）『
大
鋒
院
殿
御
事
蹟
稿
』
巻
六
（『
新
編
信
濃
史
料
叢
書
』
十
六
巻

一
九
七
七
年
）

（
１０
）
原
田
和
彦
「
真
田
信
之
文
書
の
基
礎
的
考
察
」（『
市
誌
研
究
な
が
の
』
第
１８
号

二
〇
一
一

年
）

（
１１
）
前
掲
註
（
７
）『
真
田
一
族
と
家
臣
団
の
す
べ
て
』

（
１２
）『
天
桂
院
殿
御
事
蹟
稿
』
巻
五
（『
新
編
信
濃
史
料
叢
書
』
十
七
巻

一
九
七
七
年
）

（
１３
）
黒
田
基
樹
『
真
田
信
之

真
田
家
を
継
い
だ
男
の
半
生
』
角
川
選
書

二
〇
一
六
年

（
１４
）
前
掲
註
（
１０
）「
真
田
信
之
文
書
の
基
礎
的
考
察
」

（
１５
）『
信
』
２４－

２７８
、
真
田
宝
物
館
所
蔵
笠
島
家
文
書
一－

六

（
１６
）
真
田
家
所
蔵
「
御
家
中
系
図
」。
真
田
宝
物
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
紙
焼
き
を
参
照
し

た
。

（
１７
）
小
幡
家
文
書
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
小
幡
氏
伝
来
文
書
に
つ
い
て
―
そ
の
由
緒
と
家
譜
編
纂
を

中
心
に
―
」（『
松
代
』
２２
号

二
〇
〇
八
年
）

（
１８
）
前
掲
註
（
１６
）「
御
家
中
系
図
」。

（
１９
）「
更
級
埴
科
地
方
誌
』
第
三
巻

近
世
編
上

（
２０
）『
長
野
市
誌
』
第
三
巻
歴
史
編
近
世
一
５７３
頁
（
長
野
市

二
〇
〇
一
年
）

（
２１
）『
信
濃
史
料
』
２６－

４９１

（
２２
）『
信
濃
史
料
』
２７－

３５４

（
２３
）『
信
濃
史
料
』
２８－

１０４
矢
野
清
登
氏
所
蔵
文
書

（
２４
）『
大
鋒
院
殿
御
事
蹟
稿
』
巻
十
二
（『
新
編
信
濃
資
料
叢
書
』
十
六
巻

一
九
七
七
年
）

（
２５
）『
円
陽
院
殿
御
事
蹟
稿
』
巻
四
（『
真
田
家
御
事
蹟
稿
』
新
編
信
濃
資
料
叢
書
）

（
２６
）『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

（
２７
）
黒
田
基
樹
前
掲
註
（
１３
）

（
２８
）
米
山
一
政
編
『
真
田
家
文
書
』
中
巻
（
長
野
市

一
九
八
二
年
）

（
２９
）
真
田
宝
物
館
所
蔵
文
書

文
２３－

１０－

４
（
幸
道
公
時
代
課
役
勤
事
積
録
外
）。
明
治
時
代
に

入
っ
て
か
ら
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
様
々
な
課
役
に
お
け
る
担
当
者
名
な
ど

が
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
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１ 真田家老臣連署状

４ 真田信之書状

２ 真田信之判物

３ 真田信之朱印状
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１０ 出浦昌相書状 ９ 真田信之朱印状

７ 真田信之朱印状８ 真田信之朱印状

５ 真田信之書状６ 真田信之判物
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１３ 真田信之判物

１１ 真田信之判物

１５ 真田信之朱印状

１２ 真田信之朱印状

１４ 真田信之判物
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１９ 山野井大蔵書状２０ 真田信之朱印状

１６ 真田家家臣連署状

１７ 真田信之覚書１８ 真田信之書状
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２２ 真田信之朱印状

２４ 真田家家臣連署状

２３ 真田信之判物

２１ 真田信之書状
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２６ 安藤重長書状

２８ 堀直輝書状

２５ 安藤重長書状

２７ 徳川頼宣書状

２９ 伊豆守書状写
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３０
越
後
国
高
田
領
検
地
目
録
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長野市指定文化財 海野家文書目録

数量

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

形態

竪紙

折紙

折紙

折紙

折紙

折紙

折紙

折紙

切紙

折紙

折紙

折紙

折紙

折紙

折紙

折紙

竪紙

折紙

折紙

折紙

折紙

折紙

折紙

折紙

折紙

折紙

折紙

折紙

折紙

継紙

宛 名

海野三左衛門尉

海野藤八

海野藤八

海野藤八他三名

海野藤八他三名

海野内匠

海野内匠

海野内匠、矢沢但馬守

海野喜兵衛

海野喜兵衛

海野喜兵衛

丸子喜兵衛

海野宮内

海野宮内

海野宮内

海野宮内

海野宮内外３

海野宮内

海野宮内

海野宮内

海野宮内外３

海野源左衛門

海野源左衛門

海野源左衛門

海野源左衛門

海野源左衛門

真田伊豆守

海野宮内

矢沢但馬守外２

作 成

出浦上総守他

信之（花押）

（信之朱印）

信之（花押）

信之（花押）

信之（花押）

（信之朱印）

（信之朱印）

（信之朱印）

出浦対馬守昌相（花押）

信之（花押）

（信之朱印）

信之（花押）

信之（花押）

信之（朱印）

大田嘉右衛門他（黒印）

（信之朱印）

信之（花押）

山野井大蔵（花押）

（信之朱印）

伊豆信之（花押）

信之（朱印）

信之（花押）

原民部・木村縫殿助（花押）

安右京進重長（花押）

安右京進重長（花押）

紀伊大納言�宣（花押）
堀肥前守直輝（花押）

伊豆守信之（花押）

真田幸道

年 代

辛丑（慶長６年）８月４日

寅（慶長７年）極月５日

慶長１８年６月２１日

（慶長１９年）２月１５日

（慶長１９年）２月１５日

卯（元和元年か）６月２０日

辰（元和２年か）７月９日

正月１１日

辰（元和２年）９月１２日

（元和２年）９月１８日

元和４年９月１４日

子（寛永元年）９月１６日

子（寛永元年）１０月３日

子（寛永元年）１０月３日

丑（寛永２年）８月１５日

寅（寛永３年）７月１２日

午（寛永７年）１２月１４日

（寛永７年カ）１２月２３日

（寛永７年カ）１２月２３日

酉（寛永１０年）６月５日

（寛永１５年）２月１７日

寛永１９年３月３日

寛永１９年３月３日

正月１９日

極月２３日

正月２９日

６月２２日

３月２０日

３月２９日

天和３年閏５月２８日

表 題

真田家老臣連署状

真田信之判物

真田信之朱印状

真田信之書状

真田信之書状

真田信之判物

真田信之朱印状

真田信之朱印状

真田信之朱印状

出浦昌相書状

真田信之判物

真田信之朱印状

真田信之判物

真田信之判物

真田信之朱印状

真田家家臣連署状

真田信之覚書

真田信之書状

山野井大蔵書状

真田信之朱印状

真田信之書状

真田信之朱印状

真田信之判物

真田家家臣連署状

安藤重長書状

安藤重長書状

徳川頼宣書状

堀直輝書状

伊豆守書状写

越後国高田領検地目録

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０
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丸子三右衛門＝馬場美濃守娘

海野家系図

後内匠
海野と改む

海野喜兵衛
始藤八

本多忠勝孫女
大蓮院様御姪ノ由寛永元甲子十二月九日死去

海野内匠
後宮内、主計

寛永十九壬午四月十三日死去

小松庄兵衛室 小幡内膳重良室 海野源左衛門＝鎌原幸成娘 海野源五右衛門＝小幡権之娘
始宮内 始藤八

蔵人 伊左衛門
　成之

小松
　彦三郎

矢沢
　修理室

　　　　実池田図書三男
酒之丞成吉＝河原八郎
　　　　　　　右衛門娘

小源太

伊左衛門成之
後源左衛門
又　九郎大夫

恩田杢民清

茂

知寛
主税、後大右衛門

鎌原帯刀
　　重孝

海野左大夫

茂 
　八三郎、後藤馬

女

知央
　主税、後大右衛門

・海野訓氏所蔵系図および真田家蔵
　『御家中系図』により作成

正知
　藤馬、常幾久、宮内
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�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

小
幡

伍

荻
原

幸
子

大
日
方
裕
美

柿
崎

孝
子

佐
藤
さ
わ
子

竹
村

昌
男

田
中

良
彦

玉
城

司

寺
田

寿
子

豊
田

千
明

牧

長
夫

牧

豊
子

丸
山

聖
子

宮
澤

恵
夫

矢
野

清
登

翻
刻
『
菊
の
分
根
』（
６
）

真
田
連
句
を
読
む
会

【
解
題
】

前
号
（『
松
代
』
２８
号
）
に
、
続
い
て
真
田
宝
物
館
蔵
『
菊

の
分
根
』
を
翻
刻
す
る
。
前
回
翻
刻
分
と
同
じ
冊
子
に
収
載
さ

れ
、
冊
子
の
後
半
に
収
録
さ
れ
て
い
る
百
韻
六
巻
で
あ
る
。

こ
れ
ら
六
巻
は
、
前
号
で
記
し
た
通
り
、
表
紙
の
ラ
ベ
ル

（
後
補
）
に
「
文
書
の
部

第
４
号

１
〜
１４
第
三
倉
庫
階
上

西
棚
下
段
／
幸
弘
公
筆
／
菊
貫
集

文
化
六
年
己
春
／
菊
濃
分

根
一
冊
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
原
題
簽
に
は
「
菊
濃
分
根

辰

未
冬
／
巳
ノ
春
」
と
あ
り
、
収
載
す
る
百
韻
の
奥
書
に
徴
す
れ

ば
、
こ
れ
が
安
永
元
年
冬
と
翌
二
年
春
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。
今
回
翻
刻
す
る
六
巻
は
、
す
べ
て
安
永
二
年
正
月
か

ら
二
月
中
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
年
（
安
永
二
年
）、
幸
弘
は

三
十
五
歳
。

そ
れ
ぞ
れ
の
巻
（
百
韻
）
に
は
、
巻
数
が
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
便
宜
上
、（
第
十
一
）（
第
十
二
）（
第
十
三
）（
第
十
四
）

（
第
十
五
）（
第
十
六
）
と
し
て
識
別
し
た
。
各
巻
の
発
句
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

（
第
十
一
）
思
わ
す
も
佃
の
船
や
と
し
篭

（
第
十
二
）
水
に
す
む
蛙
も
聞
よ
和
歌
の
春

（
＊
）

（
第
十
三
）
若
菜
野
や
た
し
か
に
瀧
も
響
く
音

（
第
十
四
）
方
円
の
水
に
し
た
か
ふ
柳
か
な

祇
徳

☆

（
第
十
五
）
水
に
住
む
蛙
も
聞
け
よ
和
歌
の
春

（
＊
）

（
第
十
六
）
方
円
の
水
に
し
た
る
ゝ
柳
か
な

☆

こ
れ
ら
六
巻
の
発
句
の
内
、（
第
十
二
）
と
（
第
十
五
）
は

表
八
句
が
同
じ
だ
が
、
裏
以
降
は
異
な
り
、
連
衆
も
点
者
も
異

な
る
。（
第
十
四
）
と
（
第
十
六
）
も
同
様
で
あ
る
。
な
お
、

（
第
十
四
）
祇
徳
の
発
句
（
立
句
）
は
「
方
円
の
水
に
し
た
か

ふ
柳
か
な
」
で
、（
第
十
六
）
の
発
句
は
「
方
円
の
水
に
し
た

る
ゝ
柳
か
な
」
で
あ
り
、
中
七
に
異
同
が
あ
る
が
、
ど
ち
ら
が

定
稿
か
確
定
で
き
な
い
。
初
世
の
祇
徳
は
、
元
禄
十
五
年
（
一

七
〇
二
）
生
れ
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
十
一
月
二
十
四
日

没
。
江
戸
浅
草
蔵
前
の
札
差
。
四
時
観
連
衆
の
ひ
と
り
。
水

光
・
自
在
庵
・
湖
南
亭
・
竹
隠
者
な
ど
の
別
号
が
あ
る
。
稲
津

祇
空
に
師
事
し
、
俳
諧
古
学
を
唱
え
、
蕉
風
復
帰
を
図
っ
た
。

但
し
子
息
が
二
世
祇
徳
を
つ
い
で
お
り
、
菊
貫
（
幸
弘
）
ら
に

点
を
付
し
た
の
は
二
世
の
祇
徳
で
あ
る
。
し
か
し
発
句
の
祇
徳

は
、
初
世
の
も
の
か
二
世
の
も
の
か
わ
か
ら
な
い
。

さ
て
、
興
行
年
等
を
記
し
た
奥
書
は
、
次
の
通
り
で
、
安
永

二
年
に
松
代
・
海
津
城
で
の
興
行
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

れ
ら
は
、
江
戸
の
宗
匠
（
点
者
）
に
送
っ
て
、
批
点
さ
れ
た
も

の
だ
ろ
う
。

（
第
十
一
）
巳
元
旦
開
正
月
十
五
日
於
海
津
開
／
年
篭
百
韻
各

七
唫
也

（
第
十
二
）
巳
二
月
五
日
於
海
津
城
開
点
／
三
唫
（
吟
）

（
第
十
三
）
巳
如
月
於
海
津
開

（
第
十
四
）
巳
正
月
廿
日
席
同
二
月
十
四
日
／
於
海
津
開

（
第
十
五
）
巳
正
月
廿
日
席
同
二
月
十
四
日
／
於
海
津
城
開

（
第
十
六
）
右
八
評

巳
二
月
廿
日
開
点

海
津

前
号
で
も
述
べ
た
が
、「
松
代
藩
主
の
参
勤
交
代
実
施
状

況
」（『
大
名
の
旅
―
松
代
藩
の
参
勤
交
代
―
』
長
野
市
教
育
委

員
会
文
化
財
課

松
代
文
化
施
設
等
管
理
事
務
所
（
真
田
宝
物

館
）
平
成
二
十
三
年
九
月
刊
）
に
よ
れ
ば
、
幸
弘
は
、
安
永

元
壬
辰
年
（
一
七
七
二
）
九
月
二
十
五
日
江
戸
発
駕
、
松
代
着

十
月
一
日
（
交
代
）、
翌
安
永
二
癸
巳
年
六
月
二
日
松
代
発

駕
、
同
七
日
江
戸
着
（
参
勤
）。
こ
れ
に
徴
し
て
み
て
も
、
今

回
翻
刻
す
る
六
巻
も
す
べ
て
松
代
海
津
城
内
で
巻
い
た
百
韻

で
、
参
勤
交
代
の
交
代
時
に
松
代
で
巻
い
た
も
の
と
推
察
し
て

誤
り
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
、（
第
十
一
）
の
「
年
篭
り
」
百
韻

の
高
点
者
（
勝
）
に
は
、「
褒
美
」
と
し
て
、
盃
と
扇
が
与
え

ら
れ
て
い
る
。

最
後
に
連
衆
と
点
者
を
一
覧
し
て
お
く
。

（
第
十
一
）
嵐
牙
・
魚
輔
・
絮
雪
・
斗
涼
・
祇
東
・
波
翠
・
菊

貫
・
里
生
／
秀
国
・
白
頭
・
菊
堂

（
第
十
二
）
菊
貫
・
嵐
牙
・
祇
東
／
温
克
・
常
仙
・
秀
国
・
白

頭
・
菊
堂

（
第
十
三
）
波
翠
・
嵐
牙
・
菊
貫
・
里
生
・
野
十
・
絮
雪
・
雅

／
買
明
・
楼
川
・
秀
国
・
菊
堂
・
白
頭

（
第
十
四
）
祇
東
・
波
翠
・
嵐
牙
・
野
十
・
菊
貫
・
雅
水
・
絮

雪
・
苳
社
／
祇
徳
・
晋
如
・
風
導
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（
第
十
五
）
菊
貫
・
菁
莪
・
斗
来
／
楼
川
・
祇
丞
・
雞
口
・
買

明
・
常
仙
・
祇
徳
・
素
外
・
冬
英

（
第
十
六
）
嵐
牙
・
冬
社
・
絮
雪
・
波
翠
・
祇
東
・
菊
連
・
御

（
菊
貫
か
）
／
常
仙
・
雞
口
・
菊
堂
・
犬
養
・
白

頭
・
田
女
・
買
明
・
不
言

点
者
は
い
ず
れ
も
江
戸
座
の
宗
匠
で
あ
る
。
連
衆
の
内
、
菊

貫
は
真
田
幸
弘
、
嵐
牙
・
魚
輔
・
絮
雪
・
斗
涼
・
祇
東
・
波

翠
・
雅
水
ら
は
家
臣
だ
ろ
う
。
野
十
は
小
野
重
左
衛
門
（
御
側

御
納
戸
）。（
第
十
五
）
の
斗
来
は
、
肥
前
島
原
藩
初
代
藩
主
松

平
忠
恕
の
子
息
忠
馮
で
、
こ
こ
に
一
座
す
る
の
は
不
審
、
ま
た

（
第
十
六
）
の
菊
連
は
、
誤
記
と
思
わ
れ
る
が
、
原
本
通
り
と

し
て
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。（
玉
城

司
）

【
書
誌
】

真
田
宝
物
館
書
名
／
『
菊
濃
分
根
』

真
田
宝
物
館
整
理
番
号
／
４－

１－

１４

書
型

綴

料
紙
／
大
本27.4

×19.7

袋
綴
楮
紙

表
紙

色

模
様
／
縹
色
無
地

題
簽
／
「
菊
濃
分
根

辰
末
冬
巳
ノ
春
」

見
返
し
／
本
文
共
紙

目
次
／
な
し

丁
数
／
全
一
二
九
丁

墨
付
一
二
八
丁

行
数
七
〜
八
行
（
＊

丁
付
は
前
号
に
引
き
続
い
て
付
し
た
が
、
書
誌
調
査
の
時
点
と

は
、
異
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
か
に
錯
誤
が
あ
る
の
で
、
原
本

に
当
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
）

【
凡
例
】

１

旧
漢
字
・
異
体
字
は
現
在
通
行
の
漢
字
に
改
め
た
。

２

仮
名
づ
か
い
、
仮
名
の
清
濁
は
原
本
の
と
お
り
と
し
た
。

３

収
載
句
に
は
人
権
に
か
か
わ
る
用
語
が
あ
る
。
資
料
的
性

格
を
考
え
て
原
本
通
り
に
翻
刻
し
た
が
、
読
者
は
、
人
権

問
題
の
正
し
い
理
解
の
う
え
に
た
っ
て
、
判
断
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

【
翻
刻
】

（
第
十
一
）思

わ
す
も
佃
の
船
や
と
し
篭

丁
度
な
所
へ
鴨
提
て
来
ル

軒
垂
レ
の
下
へ
参
る
と
傘
さ
し
て

間
数
か
有
れ
ハ
そ
れ
程
の
埃

巻
紙
も
残
り
少
な
に
書
散
ら
し

時
宜
い
ふ
内
に
さ
め
る
せ
ん
し
茶

出
る
月
に
先
へ
明
る
き
西
の
峯

襦
半
た
け
程
肌
寒
ひ
頃

」
２０１
オ

ウ秀
國
十
点

鮎
菊
堂
七
点

の
背
も
染
は
残
さ
ぬ
秋
の
神

嵐
牙

一
菊
堂
五
点

白
頭
五
点

封
投
て
摺
違
フ
猪
牙

魚
輔

細
イ
手
に
負
て
引
か
る
ゝ
中
の
町

絮
雪

菊
堂
十
点

秀
國
十
点

昼
寝
の
蟵
へ
白
雨
の
客

斗
涼

白
頭
七
点

米
か
し
く
襷
か
け
に
て
は
つ
鰹

祇
東

菊
堂
五
点

白
頭
七
点

秀
國
七
点

さ
ら
ハ
す
る
子
に
駕
て
挨
拶

波
翠

菊
堂
十
五
点

白
頭
十
点

秀
國
十
点

菊
咲
て
畠
へ
通
ふ
硯
箱

菊
貫

」
２０１
ウ

木
の
間
�
�
を
も
る
ゝ
月
影

フ

山
菊
堂
五
点

居
の
も
て
な
し
も
あ
り
虫
の
声

里
生

肴
に
も
と
め
に
こ
ゆ
る
き
の
里

雪

女
菊
堂
五
点

房
に
見
と
て
人
の
名
読
み
て
や
り

翠

忍
る
華
を
垂
レ
こ
め
て
居

フ

菊
堂
十
点

慰
に
ち
つ
と
ハ
す
へ
る
二
日
灸

牙

盥
銅
の
水
も
暖
る
む
此
頃

フ

」
２０２
オ

二
ヲ

菊
堂
十
点

春
白
頭
七
点

秀
國
七
点

の
雨
枕
に
さ
か
す
骨
牌
箱

貫

菊
堂
十
点

白
頭
十
五
点

秀
國
十
五
点

金
屋
の
宿
に
餘
る
大
名

東

温
菊
堂
七
点

白
頭
五
点

泉
の
留
守
も
牡
丹
か
散
れ
ハ
待
兼
て

生

蛍
を
は
た
き
落
ス
振
り
袖

翠
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面
ン
打
の
鏡
に
む
か
ふ
物
お
も
ひ

涼

菊
堂
十
五
点

秀
國
十
五
点

寝
入
た
侭
て
返
す
与
所
の
子

牙

錦
絵
も
幣
の
袋
の
内
へ
入

雪

」
２０２
ウ

秀
國
三
十
点

伊
菊
堂
七
点

白
頭
七
点

勢
の
使
も
届
く
煤
の
日

貫

年
越
も
郷
侍
の
わ
る
奢

東

紫
衣
か
な
く
つ
て
公
事
の
相
談

涼

新
菊
堂
五
点

宿
に
泊
る
夜
は
最
フ
鳫
の
声

翠

日
秀
國
五
点

記
に
も
続
く
秋
の
淋
し
さ

牙

三
ケ
月
の
薄
�
�
移
る
潦

フ

車
に
道
の
わ
る
く
成
る
河
岸

フ

」
２０３
オ

二
ウ

乳
菊
堂
七
点

白
頭
七
点

秀
國
七
点

貰
ひ
の
待
間
も
一
寸
と
仕
事
し
て

貫

不
秀
國
七
点

便
さ
増
る
唖
の
孝
行

雪

四
ツ
辻
に
駕
舁
腐
る
夏
の
暮

生

秀
國
十
点

挑
菊
堂
七
点

灯
の
火
に
ま
た
は
ね
る
鯵

東

流
菊
堂
七
点

白
頭
五
点

行
医
の
妻
は
二
階
に
須
磨
の
巻

潦

笄
丈
に
餘
る
は
つ
雪

生

菊
堂
十
点

白
頭
十
点

つ
ゐ
そ
こ
て
鼻
尾
の
切
る
柳
下
駄

牙

」
２０３
ウ

ね
だ
ら
れ
て
買
荒
神
の
絵
馬

貫

菊
堂
五
点

白
頭
五
点

秀
國
七
点

米
舂
の
袖
打
払
ふ
夕
間
暮

雪

目
秀
國
五
点

黒
帰
り
の
提
て
来
る
飴

翠

ま
菊
堂
七
点

た
娵
の
す
る
事
な
く
て
草
双
紙

東

化
粧
の
水
に
山
の
井
を
汲
む

涼

花
塗
の
盥
に
月
の
影
さ
し
て

フ

噺
の
声
も
麗
な
こ
ろ

フ

」
２０４
オ

三
ヲ

菊
堂
七
点

秀
國
五
点

春
も
ま
た
纔
に
土
筆
に
提
て
来
る

生

天
文
を
見
て
仕
付
苧
を
解

牙

菊
堂
二
十
点

雲
秀
國
七
点

の
峯
迎
も
戻
ス
女
中
客

翠

賀
菊
堂
七
点

秀
國
五
点

茂
の
祭
り
か
御
悋
気
の
元

雪

菊
堂
十
点

初
旅
の
出
し
な
か
ら
最
フ
草
鞋
摺

貫

松
白
頭
七
点

明
て
見
る
壷
の
石
碑

東

入
菊
堂
五
点

院
し
て
亦
貰
わ
る
ゝ
米
の
札

涼

」
２０４
ウ

蔵
白
頭
七
点

明
く
度
に
薫
る
浅
漬

生

伯
父
か
来
て
ほ
し
ゐ
盃
呑
は
つ
し

雪

四
月
八
日
を
又
の
約
束

翠

菊
堂
十
点

白
頭
十
五
点

秀
國
十
点

京
町
の
寝
耳
へ
ふ
つ
と
田
植
唄

牙

卸
セ
か
宿
に
く
つ
ろ
い
た
膝

生

桂
男
の
影
も
ひ
つ
ミ
し
下
地
窓

フ

は
な
し
の
跡
も
む
し
の
夜
す
か
ら

フ

」
２０５
オ

三
ウ

菊
堂
七
点

秀
國
七
点

二
百
十
日
小
田
原
丁
も
吹
寂
て

東

菊
堂
十
点

捨
子
に
逢
て
狂
女
鎮
る

涼

秀
國
十
点

う
か
と
来
て
身
投
の
橋
て
拾
ふ
櫛

貫

夜
菊
堂
五
点

舟
戻
り
し
河
岸
の
水
音

牙

碁
か
出
れ
ハ
御
敵
キ
様
の
御
上
人

生

南
天
迄
へ
行
渡
る
酒

東

秀
國
十
点

年
菊
堂
七
点

忘
れ
祭
の
後
の
舞
裳
羽
衣

涼

」
２０５
ウ
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附
秀
國
七
点

紉
紐
抱
て
嬲
る
仲
人

貫

垣
間
見
の
ミ
や
ハ
と
か
め
ぬ
月
の
影

フ

里
の
き
ぬ
た
の
い
と
ゝ
淋
し
き

生

新
菊
堂
五
点

白
頭
七
点

尼
の
怖
サ
な
か
ら
も
鹿
の
声

翠

芹
摘
の
こ
す
流
灌
頂

雪

暫
ら
く
ハ
麓
に
華
を
待
揃
ひ

雪

野
掛
の
使
蝶
々
か
来
ル

フ

」
２０６
オ

ナ
ヲ

秀
國
五
点

琴
の
手
か
震
て
文
の
書
憎
ひ

雪

菊
堂
十
五
点

禿
か
溜
る
色
�
�
の
智
恵

涼

菊
堂
十
点

白
頭
二
十
五
点

秀
國
十
五
点

そ
ほ
濡
て
二
階
を
下
る
菖
蒲
葺

貫

甲
着
て
見
る
寺
の
虫
干

翠

白
頭
十
点

秀
國
十
五
点

調
法
菊
堂
七
点

な
人
に
し
て
置
懸
り
人

東

師
匠
は
入
歯
落
ス
止
ま
し
ミ

雪

菊
堂
十
点

縫
白
頭
五
点

秀
國
七
点

ふ
側
の
灯
に
髭
を
植
て
居
る

牙

」
２０６
ウ

秀
國
二
十
点

忍
フ
相
図
の
戸
も
明
ぬ
雪

貫

五
秀
國
五
点

条
か
ら
惟
光
迄
へ
歳
暮
物

生

笙
の
た
と
へ
に
借
る
筆
立

牙

白
頭
十
五
点

秀
國
十
五
点

翦
菊
堂
七
点

鞠
を
猿
に
取
ら
る
ゝ
峰
の
坊

涼

茶
を
あ
た
ゝ
め
る
祖
師
の
切
屑

東

名
月
の
庭
に
有
た
け
涼
台

翠

村
も
賑
ふ
出
来
秋
の
頃

フ

」
２０７
オ

ナ
ウ

菊
堂
十
点

白
頭
十
点

蛤
秀
國
五
点

と
な
る
か
雀
の
汐
入
田

翠

居
風
呂
桶
の
輪
替
す
る
背
戸

生

菊
堂
十
点

秀
國
十
点

白
頭
七
点

足
ら
ぬ
手
を
母
も
手
伝
ふ
は
つ
幟

貫

罠
の
鼡
は
逃
て
聞
鐘

牙

重
衝
の
焼
残
さ
れ
し
仁
王
門

東

春
の
日
向
に
蹯
る
老

涼

花
の
雲
神
の
御
庭
も
白
妙
に

フ

霞
の
中
に
あ
け
の
玉
垣

フ

」
２０７
ウ

石
寿
観秀

国
宗
匠

勝

褒
盃

星
霜
庵白

頭
宗
匠

勝

褒
扇

批
判

雨
夜
庵菊

堂
宗
匠

勝

褒
扇

巳
元
旦
開
正
月
十
五
日
於
海
津
開

年
篭
百
韻
各
七
唫
也

」
２０８
オ

（
半
丁
分
余
白＝

書
き
入
れ
ナ
シ
）

」
２０８
ウ

（
第
十
二
）

水
に
す
む
蛙
も
聞
よ
和
歌
の
春

墨
黒
�
�
と
試
る
筆

童
の
つ
れ
を
さ
そ
ひ
に
⺇
巾
さ
け
て

堀
を
見
越
し
に
松
の
忽
体

玄
関
に
掛
た
る
鑓
の
埃
た
ら
け

亭
主
ぶ
り
に
も
叱
ら
る
ゝ
冠
者

蟻
の
道
ま
て
あ
ざ
や
か
に
月
の
影

鎌
に
隙
な
き
秋
の
賑
ひ

」
２０９
オ

ウ常
仙
十
点

菊
堂
十
点

宿
温
克
七
点

秀
國
七
点

白
頭
七
点

の
子
も
名
染
て
毛
見
の
跡
追
ふ
て

菊
貫

白
頭
五
点

其
見
晴
し
に
倒
さ
る
ゝ
庵

嵐
牙
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雑
温
克
五
点

談
も
汐
時
に
成
る
蓮
の
雨

祇
東

夕
へ
の
銚
子
に
残
る
朝
の
蚊

貫

秀
國
十
点

温
克
十
八
点

常
仙
七
点

菊
堂
七
点

そ
こ
ら
中
寝
こ
ほ
れ
て
居
ル
禿
共

牙

御
白
頭
七
点

油
の
恨
を
赤
坂
て
聞

東

う
か
�
�
と
名
所
捜
し
に
溜
る
反
古

貫

」
２０９
ウ

菊
堂
五
点

神
馬
の
年
も
人
並
に
寄

牙

秀
國
七
点
温
克
七
点
常
仙
五
点
白
頭
五
点
菊
堂
七
点

供
待
の
撞
（
鐘
）
楼
片
と
る
冬
日
向

東

白
頭
十
点

温
克
七
点

菊
堂
五
点

谷
中
淋
し
く
売
る
姫
粘
（
糊
）

貫

菊
堂
十
点

温
克
五
点

白
頭
七
点

留
守
と
言
女
房
の
答
曇
り
け
り

牙

梶
か
手
跡
も
残
る
風
鈴

東

元
日
の
床
に
も
揃
ふ
月
と
華

フ

春
の
遊
ひ
の
続
く
賑
ひ

フ

」
２１０
オ

二
ヲ

秀
國
五
点
温
克
五
点
白
頭
七
点
菊
堂
七
点

水
浴
セ
去
年
の
意
趣
を
返
し
け
り

貫

白
頭
十
点

刀
温
克
五
点

常
仙
五
点

苦
に
す
る
大
宮
司
の
供

牙

菊
堂
十
点

温
克
七
点

常
仙
七
点

家
来
迄
母
は
あ
の
子
と
言
馴
れ
て

東

秀
國
七
点

常
仙
五
点

鼡
に
手
間
を
つ
ふ
す
煤
掃

貫

温
克
十
点

白
頭
七
点

傾
し
蔵
の
日
請
に
寒
牡
丹

牙

温
克
十
点

菊
堂
七
点

星
供
の
内
は
尼
も
来
ぬ
寺

東

秀
國
十
点

温
克
七
点

常
仙
七
点

菊
堂
五
点

耳
に
付
く
滝
に
木
曽
路
の
物
語

貫

」
２１０
ウ

菊
堂
十
点

温
克
十
点

夜
寝
ぬ
鳥
も
聞
も
お
と
ろ
へ

牙

秀
國
五
点
温
克
五
点
常
仙
五
点
菊
堂
五
点

心
あ
る
庵
に
床
し
き
掛
葵

東

秀
國
五
点

勘
当
の
内
京
も
見
て
来
る

貫

温
克
十
五
点

菊
堂
十
五
点

ま
だ
馴
れ
ぬ
妻
面
白
く
日
か
暮
て

牙

白
頭
十
点

張
箱
迄
を
捜
ス
つ
と
入

東

縄
簾
隙
な
く
う
こ
く
桂
影

フ

山
の
姿
も
錦
す
る
頃

フ

」
２１１
オ

ウ秀
國
十
点

常
仙
十
八
点

白
頭
十
点

そ
く
菊
堂
五
点

�
�
と
鼻
を
揃
へ
て
女
人
堂

東

白
頭
五
点

嫁
の
う
わ
気
の
見
る
鍵
裂

牙

菊
堂
十
点

常
仙
七
点

白
頭
五
点

川
更
て
淋
し
く
残
る
楼
船
の
灯

貫

秀
国
十
五
点

出
入
八
百
屋
へ
返
ス
三
弦

東

白
頭
七
点

年
忘
れ
底
を
は
た
い
て
隠
し
芸

牙

白
頭
十
点

菊
堂
十
点

温
克
七
点

常
仙
五
点

よ
ふ
も
内
義
の
遣
ひ
切
る
熨
斗
貫

妹
温
内
儀
に
結
納
つ
け
か
た
し

」

許
の
結
納
迄
に
仕
負
ふ
と
て

東

」
２１１
ウ

痛
き
枕
に
覚
て
聞
く
鳫

牙

秀
國
五
点
常
仙
五
点
温
克
五
点
菊
堂
七
点

秋
闌
る
庵
に
匂
ふ
菊
た
は
こ

貫

月
の
出
汐
の
曇
る
海
面

フ

温
克
七
点

熊
野
路
は
取
分
米
を
大
事
か
り

東

常
仙
十
点

白
頭
十
五
点

秀
國
七
点

若
代
の
春
へ
戻
る
廻
国

貫

う
ま
過
た
日
和
の
続
く
華
の
頃

フ

椽
の
上
迄
覗
く
陽
炎

フ

」
２１２
オ

三
ヲ

秀
國
十
点

常
仙
十
五
点

菊
堂
十
五
点

温
克
七
点

白
頭
七
点

忘
れ
て
ハ
ま
た
温
泉
の
曲
セ
の
単
帯

牙

と
ふ
�
�
親
を
か
い
こ
ろ
す
寺

東

秀
國
十
点

温
克
五
点

あ
へ
な
く
も
米
舂
く
度
に
芥
子
ハ
散
り

貫

温
克
七
点

松
魚
を
料
る
井
戸
の
清
風

牙

秀
國
十
八
点

常
仙
十
点

温
克
七
点

菊
堂
五
点

隠
し
町
い
つ
か
節
句
も
穂
に
出
て

東
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秀
國
七
点

常
仙
七
点

白
頭
五
点

髪
洗
ふ
日
は
近
く
見
る
冨
士

貫

秀
國
十
点

白
頭
十
点

菊
堂
十
点

薪
舟
き
の
ふ
の
雨
を
積
て
来
る

牙

」
２１２
ウ

菊
堂
十
五
点

常
仙
七
点

白
頭
七
点

御
鳥
見
休
む
白
髭
の
宮

東

ウ
フ

秀
國
十
五
点

温
克
十
点

常
仙
十
点

白
頭
十
点

菊
堂
七
点

迷
ひ
子
は
草
履
ぐ
る
ミ
に
負
わ
れ
て

貫

常
仙
五
点

引
ち
き
つ
て
ハ
風
の
夜
の
鐘

牙

菊
堂
十
八
点

吉
原
の
物
凄
く
成
る
厠
か
な

東

常
仙
七
点

菊
堂
五
点

女
芸
者
の
親
も
さ
る
物

貫

月
よ
し
と
橋
に
や
す
ろ
ふ
夕
間
暮

フ

赤
と
ん
ぼ
出
る
頃
ハ
淋
し
き

フ

」
２１３
オ

ウ秀
國
十
点

常
仙
十
五
点

温
克
七
点

白
頭
五
点

菊
堂
五
点

だ
ゝ
広
き
寺
に
む
か
し
の
一
里
塚

東

秀
國
七
点

温
克
七
点

閏
三
月
か
け
て
大
和
路

牙

秀
國
七
点
温
克
五
点
白
頭
七
点
菊
堂
七
点

こ
つ
そ
り

温

花
前
に
桜
の
句
い
む
へ
し

と
背
戸
の
桜
の
咲
仕
舞

貫

秀
國
七
点

菊
堂
五
点

狂
女
の
髪
を
追
ふ
て
来
ル
蝶

東

常
仙
五
点

菊
堂
七
点

張
物
に
一
日
休
む
桔
槹

牙

百
度
詣
の
道
て
買
フ
駕

貫

秀
國
五
点

温
克
七
点

白
頭
七
点

塔
は
か
り
枯
残
り
た
る
冬
木
立

東

」
２１３
ウ

菊
堂
十
点

常
仙
七
点

名
は

温

表
に

温
泉
と
出
て

し
ら
雲
の
温
泉
場
の
近
付

牙

ぼ
つ
�
�
と
噺
の
し
け
き
宵
月
夜

フ

温
克
五
点

ひ
ろ
ふ
色
紙
に
惚
る
七
夕

東

秀
國
十
五
点

常
仙
十
点

菊
堂
十
点

秋
若
く
ま
た
踊
子
ハ
続
く
留
守

貫

白
頭
十
五
点

温
克
五
点

常
仙
五
点

菊
堂
七
点

源
兵
衛
堀
へ
這
入
る
釣
竿

牙

濡
れ
ん
と
て
笠
は
ぬ
き
�
�
花
の
雨

フ

土
手
は
る
�
�
と
燃
る
青
草

フ

」
２１４
オ

ナ
ヲ

白
頭
十
点

秀
國
七
点

菊
堂
七
点

鶯
の
鳥
居
に
睡
る
護
符
取

牙

温
克
五
点

煙
た
い
伯
父
の
癖
に
石
下
戸

貫

温
克
五
点

田
舎
出
の
こ
り
て
も
こ
り
ぬ
恋
を
す
る

東

温
克
十
五
点

秀
國
七
点

菊
堂
五
点

湯
か
ら
使
て
借
に
来
る
櫛

牙

温
克
十
五
点

常
仙
五
点

菊
堂
七
点

い
そ
か
し
ひ
町
へ
ゑ
り
わ
り
御
師
着
て

貫

温
克
七
点

常
仙
七
点

白
頭
七
点

寒
に
と
じ
て
香
の
弱
ひ
梅

東

秀
國
五
点

常
仙
七
点

菊
堂
七
点

飼
鳥
の
水
へ
も
移
る
朝
日
影

牙

」
２１４
ウ

白
頭
十
八
点

菊
堂
十
五
点

温
克
五
点

足
手
か
ら
ミ
の
池
上
も
旅

貫

秀
國
七
点

常
仙
五
点

菊
堂
五
点

隣
の
子
こ
な
き
夫
婦
の
も
て
遊
ひ

東

常
仙
十
点

あ
わ
れ
心
に
器
量
見
直
す

牙

温
克
七
点

聾
に
も
の
い
ふ
よ
う
な
放
し
鳥

貫

自
刺
に
瘤
を
よ
け
る
手
加
減

東

そ
ろ
�
�
と
霧
の
内
か
ら
月
の
影

フ

松
よ
り
窓
へ
引
渡
す
引
板

フ

」
２１５
オ

ウ秀
國
十
点

温
克
十
点

菊
堂
七
点

秋
風
か
立
と
見
に
行
深
代
寺

貫

常
仙
五
点

白
頭
七
点

菊
堂
五
点

鳥
に
追
れ
る
御
湯
の
百
姓

牙

秀
國
十
点

銭
温
克
五
点

筒
を
矢
筒
の
竹
に
貰
は
れ
て

東

家
秀
國
七
点

越
の
粥
を
取
繕
て
喰

貫

菊
堂
十
点

敷
温
克
七
点

常
仙
七
点

熨
斗
を
踏
ま
へ
る
膝
も
一
念

牙

日
本
晴
に
出
る
と
嬲
ら
れ

フ

仙
人
の
万
も
得
て
し
花
の
山

フ

唯
さ
へ
有
る
に
春
の
玉
の
井

フ

」
２１５
ウ
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楽
成
庵

温
克
嵐
牙

連
莖
庵

常
仙
勝

石
寿
観

秀
國
勝

評

星
霜
庵

白
頭
勝

雨
夜
庵

菊
堂
嵐
牙

巳
二
月
五
日
於
海
津
城
開
点

三
唫

」
２１６
オ

（
半
丁
分
余
白
）

」
２１６
ウ

（
第
十
三
）

若
菜
野
や
た
し
か
に
瀧
も
響
く
音

心
の
主
か
華
の
吸
筒

親
雀
小
雀
す
す
め
引
つ
れ
て

垣
を
越
れ
ハ
他
領
也
け
り

読
兼
る
手
紙
に
使
お
そ
な
わ
り

合
点
の
行
ぬ
雲
も
吹
散

笠
一
ツ
旅
立
跡
に
残
る
月

秋
の
気
色
も
珍
敷
頃

」
２１７
オ

ウ秀
國
十
点

入
楼
川
五
点

院
し
て
今
年
は
早
き
鹿
の
声

波
翠

楼
川
十
点

買
明
十
八
点

油
切
り
居
る
学
寮
の
友

嵐
牙

白
頭
十
点

楼
川
七
点
買
明
七
点
菊
堂
七
点
秀
國
七
点

懸
人
綻
く
ら
ひ
縫
ひ
お
ほ
え

菊
貫

買
明
七
点

涼
台
か
ら
こ
け
る
垣
間
見

里
生

楼
川
五
点

秀
國
七
点

白
頭
五
点

囁
も
打
砕
た
る
稲
ひ
か
り

野
十

灯
に
む
か
ふ
奥
の
細
道

絮
雪

菊
堂
七
点

鶯
の
ふ
つ
と
舞
込
む
大
伽
藍

翠

」
２１７
ウ

楼
川
五
点

買
明
五
点

あ
た
へ
し
人
の
手
も
匂
ふ
梅

牙

菊
堂
十
八
点

楼
川
七
点

秀
國
七
点

白
頭
七
点

若
芝
に
片
々
ひ
ろ
ふ
子
の
草
履

貫

菊
堂
五
点

秀
國
五
点

元
日
斗
戻
る
吉
原

翠

楼
川
十
点

菊
堂
五
点

宵
の
雨
乾
く

白

花
の
前
に
い
か
ゝ

間
も
な
き
猫
の
声

十

幾
手
の
平
に
馴
し
塗
桶

雪

月
影
を
闇
に
な
し
た
る
雲
の
足

フ

折
戸
の
音
も
漸
寒
也

フ

」
２１８
オ

二
ヲ

買
明
十
五
点

菊
堂
十
点

秀
國
十
点

楼
川
五
点

植
木
や
を
覗
て
通
る
立
田
姫

雅
水

白
頭
十
五
点

買
明
七
点

菊
堂
七
点

火
を
焚
付
て
帰
る
乳
貰

仝

ヨ

ミ

白
頭
五
点

有
馬
山
い
な
と
女
房
は
骨
牌
を
打

雪

買
明
十
点

楼
川
五
点

白
頭
七
点

絵
馬
買
ふ
娘
を
跡
て
取
沙
汰

水

楼
川
五
点

菊
堂
七
点

頓
て
寝
る
蟵
も
見
て
居
る
夜
の
庭

牙

秀
國
五
点

先
の
和
尚
の
気
を
知
る
亭

翠

楼
川
十
点

買
明
七
点

人
質
に
琵
琶
を
習
ヘ
ハ
猶
あ
わ
れ

水

」
２１８
ウ

白
頭
十
点

菊
堂
五
点

秀
國
七
点

少
し
賑
ふ
嵯
峨
の
稲
苅

生

菊
堂
十
点

秀
國
五
点

白
頭
七
点

何
喰
て
鼡
は
荒
る
庵
の
秋

牙

月
こ
ふ
�
�
と
澄
わ
た
る
也

フ

楼
川
十
八
点

祢
宜
の
子
も
手
打
ち
の
振
り
も
柏
手
に

雪

松
に
さ
ら
し
て
勧
進
の
櫃

十

浜
町
は
左
遷
の
螺
も
耳
に
付
キ

貫

思
い
廻
セ
ハ
旅
の
不
自
由

フ

」
２１９
オ

ウ

楼
川
五
点

菊
堂
七
点

秀
國
七
点

出
女
の
櫛
笥
に
夕
日
照
ら
�
�
と

牙
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楼
川
七
点

白
頭
七
点

文
か
ら
梶
か
噂
を
も
言

雪

買
明
十
五
点

菊
堂
十
点

秀
國
十
点

白
頭
十
八
点

楼
川
五
点

土
用
干
匍
匐
程
は
明
て
置
き

貫

楼
川
五
点

買
明
七
点

白
頭
五
点

押
つ
く
ね
た
る
尼
の
寝
道
具

水

買
明
十
点

菊
堂
十
五
点

二
楼
川
五
点

秀
國
七
点

階
か
ら
按
摩
呼
込
む
温
泉
の
雨

雪

秀
國
七
点

汁
も
鱠
も
冷
て
雪
空

生

買
明
十
点

秀
國
十
五
点

寝
に
這
入
や
か
て
し
ば
ら
く
鳴
り
渡
り

牙

」
２１９
ウ

櫛
に
も
な
ら
ハ
さ
ゝ
ん
三
ヶ
月

フ

菊
堂
十
五
点

白
頭
十
点

踊
見
の
抱
あ
け
ら
れ
し
樽
の
上

水

野
分
の
門
に
残
る
草
鎌

雪

極
り
て
月
に
一
度
は
下
や
し
き

十

白
頭
十
五
点

買
明
七
点

菊
堂
七
点

秀
國
七
点

煩
ひ
ぬ
い
て
衣
着
る
母

貫

あ
し
た
見
た
花
の
支
度
に
夜
も
は
し
て

フ

い
つ
こ
も
同
し
麗
な
頃

フ

」
２２０
オ

楼
川
十
点

菊
堂
七
点

秀
國
七
点

白
頭
七
点

水
に
出
て
水
に
事
か
く
汐
干
狩

貫

楼
川
五
点

菊
堂
七
点

子
安
貝
見
て
笑
る
ゝ
娵

翠

楼
川
五
点

菊
堂
七
点

ひ
と
つ
飛
ぶ
蛍
に
騒
く
長
局

生

秀
國
十
点

楼
川
五
点

三
味
セ
ん
切
レ
て
郭
公
聞

牙

菊
堂
七
点

舟
か
け
て
川
の
向
ふ
の
大
神
楽

十

菊
堂
十
点

白
頭
七
点

御
成
の
触
に
動
羅
漢
寺

仝

楼
川
七
点

罠
か
け
た
小
僧
は
縄
を
掛
ら
る
ゝ

水

」
２２０
ウ

禿
の
癖
に
鼡
ほ
し
か
る

翠

秀
國
十
点

白
頭
七
点

灰
占
に
ふ
い
と
一
分
を
尖
当
て

貫

（
マ
マ
）

菊
堂
五
点

更
る
夜
し
ん
と
直
宿
居
眠
ル

フ

白
頭
十
点

兵
も
の
ゝ
塚
は
の
こ
し
て
蕎
麦
の
花

水

秀
國
五
点

白
頭
七
点

庵
主
の
留
守
の
場
先
へ
鳫

翠

白
壁
に
白
�
�
と
見
る
昼
の
月

フ

水
か
清
さ
に
店
替
も
す
る

フ

」
２２１
オ

ウ

楼
川
七
点

菊
堂
五
点

秀
國
五
点

衛
士
か
妻
火
を
焚
た
ひ
て
叱
ら
れ
て

牙

馴
レ
ぬ
仕
事
に
こ
ま
る
傾
城

翠

楼
川
五
点

千
代
紙
を
短
冊
に
し
て
米
の
札

雪

秀
國
五
点

踏
合
ふ
馬
の
中
に
小
座
頭

フ

買
明
十
点

白
頭
十
五
点

菊
堂
十
点

楼
川
五
点

秀
國
七
点

居
る
ほ
ど
ハ
掃
て
稲
毛
の
門
涼

貫

在
所
美
男
の
の
ろ
�
�
と
出
る

生

楼
川
十
五
点

買
明
十
点

菊
堂
七
点

秀
國
五
点

さ
そ
ふ
水
瞽
女
さ
へ
髪
に
時
う
つ
り

十

」
２２１
ウ

西
瓜
て
仕
廻
ふ
秋
の
七
種

牙

又
爰
に
月
を
見
付
た
潦

フ

楼
川
十
五
点

秀
國
五
点

己
か
砧
も
聞
て
�
番

十

菊
堂
七
点

本
腹
の
千
社
詣
も
旅
こ
ゝ
ろ

牙

菊
堂
十
点

秀
國
十
五
点

土
気
に
卸
ス
青
山
の
下
駄

十

樽
提
げ
て
ぶ
ら
り
�
�
と
花
揮
ひ

フ

羽
折
を
ぬ
き
て
調
度
よ
い
春

フ

」
２２２
オ

ナ
ヲ

楼
川
十
点

秀
國
十
八
点

人
買
ひ
に
抱
レ
て
渡
る
丸
木
橋

雪

請
ら
れ
た
夜
の
厠
お
そ
ろ
し

翠

菊
堂
十
点

秀
國
七
点

白
頭
五
点

今
起
た
田
町
を
戻
る
鰹
篭

貫

秀
國
十
五
点

白
頭
十
五
点

楼
川
七
点

菊
堂
五
点

薬
ま
つ
内
孔
雀
見
て
来
ル

生
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楼
川
五
点
白
頭
七
点

落
葉
し
た
跡
は
柏
を
葉
守
神

雪

秀
國
十
点

お
つ
ゝ
め
て
置
く
雪
の
傘

生

秀
國
十
点

白
頭
十
点

楼
川
七
点

泥
坊
の
足
の
寸
と
る
板
畳

水

」
２２２
ウ

楼
川
五
点
買
明
七
点
菊
堂
七
点
白
頭
五
点

鐘
と
臼
と
の
大
き
な
る
寺

十

楼
川
五
点

白
頭
七
点

鞠
に
来
て
松
に
寝
兼
る
夜
の
風

翠

白
頭
五
点

陰
膳
に
ま
て
毒
見
す
る
婆
々

水

買
明
七
点

秀
國
七
点

隠
居
所
に
竹
馬
ま
て
を
取
ち
ら
し

生

か
そ
へ
る
度
に
違
ふ
飛
石

フ

月
見
れ
は
及
す
な
が
ら
探
り
題

フ

物
の
音
さ
へ
肌
寒
ひ
頃

フ

」
２２３
オ

菊
堂
十
点

秀
國
十
点

白
頭
十
点

横
丁
へ
足
袋
屋
か
越
て
江
戸
の
秋

貫

し
は
し
行
来
も
留
る
井
戸
替

フ

浜
風
に
狂
女
の
髪
の
尚
乱
れ

生

買
明
七
点

白
頭
七
点

雲
の
峯
見
て
仕
廻
ふ
張
物

十

菊
堂
十
五
点

楼
川
五
点

買
明
五
点

文
使
粽
を
蓑
に
着
て
通
る

生

し
き
り
に
ふ
え
る
此
頃
の
蝶

フ

千
里
ま
て
賑
う
花
の
盛
来
て

フ

ぬ
る
む
汀
に
亀
遊
ふ
春

フ

」
２２３
ウ

独

庵買
明

雅
水

木
樨
庵楼

川

恕
雪

石
寿
観秀

國
勝

批
判

露
布
庵菊

堂
勝

星
霜
庵

白
頭
勝

巳
如
月
於
海
津
開

」
２２４
オ

（
半
丁
分
余
白
）

」
２２４
ウ

（
第
十
四
）

方
円
の
水
に
し
た
か
ふ
柳
か
な

祇
徳

つ
ゝ
く
長
閑
に
埃
り
立
馬
場

掃
度
に
蝶
は
箒
に
狂
ふ
ら
ん

制
札
ふ
る
く
雨
た
れ
る
文
字

ト
シ
コ
ロ

年
頃
も
長
サ
と
見
へ
た
る
面
ラ

か
ま
へ

拾
ふ
扇
子
の
骨
は
ば
ら
�
�

一
日
の
暑
サ
も
月
に
取
か
へ
し

竹
も
〆
り
に
成
り
し
野
屋
敷

」
２２５
オ

ウ祇
徳
十
点

晋
如
五
点

風
導
七
点

物
詣
て
や
り
手
の
支
度
騒
か
し
き

祇
東

晋
如
七
点

座
頭
に
習
ふ
妹
か
り
の
道

波
翠

祇
徳
七
点

晋
如
七
点

呉
服
屋
も
陣
場
の
様
に
幕
に
寝
て

嵐
牙

地
主
ま
か
せ
に
逃
る
す
い
棒

野
十

祇
徳
十
点

晋
如
十
点

風
導
七
点

居
な
か
ら
に
大
工
は
橋
の
夕
涼

菊
貫

祇
徳
五
点

晋
如
七
点

風
導
七
点

日
本
晴
に
関
の
月
額

東

祇
徳
七
点

晋
如
七
点

し
よ
せ
ん
な
く
湯
殿
へ
覗
く
隣
の
子

十

」
２２５
ウ

態
と
泣
せ
る
宮
の
産
声

翠

知
ら
�
�
と
杉
間
に
月
の
影
見
へ
て

フ

晋
如
五
点

風
導
七
点

人
に
恐
れ
ぬ
御
鷹
場
の
鳫

雅
水

祇
徳
十
五
点

風
導
五
点

相
撲
見
の
入
歯
落
し
て
帰
り
け
り

絮
雪
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晋
如
五
点

袖
を
纔
に
し
ほ
る
合
傘

苳
社

流
し
目
に
互
に
華
を
詠
や
り

フ

野
も
麗
に
菫
咲
な
り

フ

」
２２６
オ

二
ウ

晋
如
五
点

風
導
五
点

春
雨
に
麓
明
る
き
雉
子
の
声

社

三
日
は
け
と
も
切
れ
ぬ
草
鞋

フ

祇
徳
十
点

晋
如
五
点

風
導
七
点

出
女
の
背
中
た
ゝ
け
ハ
合
点
し
て

水

祇
徳
七
点

晋
如
五
点

風
導
五
点

乳
を
く
れ
に
立
ツ
行
灯
に
針

雪

祇
徳
十
点

晋
如
十
点

風
導
十
点

夜
宮
か
ら
直
く
押
に
行
蓮
見
寺

十

祇
徳
十
点

晋
如
二
十
点

風
導
七
点

変
生
男
子
尼
の
男
湯

翠

祇
徳
七
点

晋
如
五
点

来
ル
と
最
フ
掛
物
を
見
る
絵
難
坊

東

」
２２６
ウ

祇
徳
五
点

口
三
味
せ
ん
て
後
家
に
舞
せ
る

牙

祇
徳
十
五
点

風
導
十
点

晋
如
五
点

酒
買
へ
と
禿
を
売
る
物
着
星

貫

祇
徳
五
点

風
導
五
点

厠
の
側
を
通
る
呼
井
戸

社

風
導
十
点

祇
徳
七
点

大
神
楽
窓
に
顔
出
ス
目
色
押
シ

雪

は
つ
月
頃
の
風
も
能
イ

程

フ

晋
如
十
点

祇
徳
五
点

風
導
七
点

生
身
魂
影
の
膳
に
も
桑
の
箸

翠

状
を
挟
て
や
り
し
菅
笠

フ

」
２２７
オ

二
ウ

祇
徳
十
点

晋
如
七
点

風
導
五
点

松
島
の
目
貫
に
し
た
る
瑞
巌
寺

東

祇
徳
十
点

晋
如
七
点

風
導
七
点

帆
も
新
敷
聟
の
入
船

牙

祇
徳
七
点

風
導
七
点

恥
か
し
い
酌
の
稽
古
に
け
ふ
も
ま
た

雪

祇
徳
七
点

墓
参
り
し
て
盗
む
笋

十

祇
徳
五
点
晋
如
五
点

縮
着
て
語
る
も
涼
し
越
の
雪

牙

祇
徳
十
点

末
社
巡
り
に
遣
ひ
切
る
銭

貫

晋
如
十
点

祇
徳
五
点

風
導
五
点

検
校
に
な
る
ま
で
親
は
活
た
か
り

翠

」
２２７
ウ

娚
に
譲
り
て
深
草
の
里

水

祇
徳
七
点

風
導
七
点

碁
敵
へ
箸
の
か
ゝ
ら
ぬ
蕎
麦
出
し
て

貫

祇
徳
五
点

記
念
の
不
足
時
過
て
言
フ

社

祇
徳
十
点

晋
如
七
点

傾
情
の
納
戸
乏
し
く
組
箪
笥

東

⺇
巾
の
と
な
り
に
待
暮
の
月

フ

面
白
く
朝
か
ら
花
の
夕
薬
師

フ

勅
使
下
り
の
先
触
か
来
ル

フ

」
２２８
オ

三
ウ

晋
如
十
点

風
導
十
点

祇
徳
七
点

六
郷
の
一
番
船
に
鹿
嶋
立

貫

祇
徳
五
点

木
曽
を
離
て
本
の
晴
天

翠

晋
如
十
五
点

風
導
七
点

杣
の
子
の
柱
見
付
て
立
習
ひ

社

祇
徳
七
点

晋
如
五
点

四
季
は
変
ら
ぬ
木
食
の
腹

水

祇
徳
七
点

晋
如
五
点

滝
壺
の
漲
る
水
に
鮎
は
ね
て

翠

点
風
導
五
点

顔
に
蓙
目
の
附
た
酔
覚

雪

風
導
二
十
点

祇
徳
五
点

庫
裏
婆
々
の
像
を
絵
に
書
く
懸
り
人

牙

」
２２８
ウ

祇
徳
十
点

温
泉
の
時
雨
に
響
く
尺
八

東

仕
着
セ
ま
て
望
む
程
あ
り
其
凄
サ

社

晋
如
十
点

風
導
七
点

含
る
箸
に
姉
も
口
明
く

雪

祇
徳
五
点

晋
如
七
点

風
導
五
点

鎌
倉
を
出
る
と
鰹
の
揚
屋
入

貫

祇
徳
五
点

風
導
七
点

鑓
と
馬
と
を
返
す
竹
門

十

月
晴
て
飛
石
迄
も
面
白
く

フ

狆
の
懸
出
ス
虫
の
夜
す
か
ら

フ

」
２２９
オ

― 61―



ウ祇
徳
十
五
点

風
導
十
五
点

ひ
ツ
や
り
と
面
ン
の
裏
に
も
秋
の
来
て

牙

祇
徳
十
点

碁
盤
仕
舞
ハ
中
の
能
同
士

東

祇
徳
七
点

晋
如
七
点

風
導
七
点

女
房
は
居
へ
物
に
し
て
待
乳
山

雅

祇
徳
七
点

晋
如
七
点

風
導
七
点

猪
牙
て
出
る
日
は
殿
も
傍
輩

貫

風
導
十
八
点

祇
徳
五
点

晋
如
七
点

様
々
の
事
を
聞
出
す
薬
取

十

祇
徳
七
点

三
ツ
子
の
群
集
髪
置
の
社

翠

祇
徳
五
点

晋
如
七
点

伸
餅
に
一
夜
借
し
た
る
草
の
庵

雅

」
２２９
ウ

流
行
の
風
を
燈
心
も
曳

雪

祇
徳
七
点

風
導
七
点

村
切
り
に
娵
も
取
組
松
平

東

晋
如
十
五
点

祇
徳
五
点

風
導
五
点

髪
洗
ふ
日
に
鶴
の
訴
ヘ

社

祇
徳
七
点

晋
如
七
点

風
導
五
点

塔
大
工
御
成
一
日
隙
に
な
り

十

奇
麗
て
埃
の
見
る
水
筋

フ

亀
井
戸
の
道
賑
か
に
月
と
花

フ

耕
ス
先
に
燃
る
陽
炎

フ

」
２３０
オ

ナ
ヲ

八
十
八
夜
過
て
も
解
ぬ
鬢
の
霜

雪

茶
屋
の
異
見
を
酒
臭
聞

牙

祇
徳
十
八
点

風
導
十
点

晋
如
五
点

新
造
も
客
の
娘
と
お
な
ひ
年

貫

按
摩
の
枕
も
き
と
ふ
に
取
ル

社

二
ツ
三
ツ
居
へ
た
る
灸
に
仕
付
ら
れ
雅

祇
徳
七
点

風
導
七
点

雪
に
も
思
ひ
出
す
象
潟

翠

祇
徳
五
点

晋
如
五
点

風
導
七
点

年
の
夜
の
お
福
わ
か
し
も
老
夫
婦

雅

」
２３０
ウ

風
導
七
点

罠
の
鼡
の
振
袖
へ
逃
ケ

十

晋
如
七
点

難
波
江
は
小
町
か
歌
も
米
相
場

牙

風
導
五
点

知
た
八
卦
も
迷
ふ
失
セ
物

東

祇
徳
七
点

勝
公
事
に
笑
て
起
ス
道
祖
神

社

い
わ
ぬ
と
そ
れ
と
冠
者
か
猿
智
恵

十

月
の
照
り
は
や
此
頃
の
秋
見
セ
て

フ

海
か
荒
た
か
畚
の
錆
鮎

フ

」
２３１
オ

ウ祇
徳
十
点

晋
如
十
点

風
導
五
点

八
朔
の
吉
原
は
最
ふ
雪
気
し
き

貫

祇
徳
五
点

悋
気
に
起
る
御
内
儀
の
癪

雅

晋
如
十
五
点

風
導
十
五
点

祇
徳
七
点

筒
井
筒
隣
の
下
女
と
水
鏡

雪

卯
木
の
垣
も
続
く
町
並

フ

祇
徳
七
点

晋
如
五
点

お
つ
�
�
に
大
楽
院
て
向
ふ
膳

牙

ミ
な
名
斗
て
用
立
ぬ
物

フ

初
花
に
手
柄
も
見
せ
る
墨
の
色

フ

風
雅
仲
か
間
の
静
な
る
春

フ

」
２３１
ウ

自
在
庵祇

徳
勝

雨

三
峰

晋
如

波
翠

是
花
坊風

導
勝

巳
正
月
廿
日
席
同
二
月
十
四
日

於
海
津
城
開

」
２３２
オ

（
半
丁
分
余
白
）

」
２３２
ウ

（
第
十
五
）

水
に
住
む
蛙
も
聞
け
よ
和
歌
の
春

墨
黒
�
�
と
試
る
筆
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童
の
連
レ
を
誘
ひ
に
凧
さ
け
て

塀
を
見
越
に
杉
の
忽
体

玄
関
に
懸
た
る
鑓
の
埃
だ
ら
け

亭
主
ふ
り
に
も
叱
ら
る
ゝ
冠
者

蟻
の
這
ま
て
あ
さ
や
か
に
月
の
影

案
山
子
の
笠
の
風
に
う
な
つ
く

」
２３３
オ

ウ田
女
十
点

素
外
十
点

雞
口
五
点
常
仙
五
点
楼
川
七
点
買
明
七
点

乗
掛

存

生
類
の
か
れ
ぬ
に
や

は
跡
に
牽
せ
て
野
の
錦

菊
貫

買
明
十
点

雞
口
七
点
素
外
七
点
楼
川
七
点
田
女
七
点

温
泉
ハ
附
た
り
の
名
所
尋
る

仝

祇
徳
七
点
祇
丞
七
点
素
外
五
点
田
女
七
点
買
明
五
点

古
戦
場
が
ち
り
と
銭
を
堀
当
て

仝

忍
ひ
�
�

存

馬
に
間
近
し

に
児
の
飼
フ
猫

仝

冬
英
十
五
点

素
外
十
点

雞
口
十
点

祇
徳
五
点

楼
川
七
点

垣
間
見
の
薮
蚊
を
払
フ
汗
拭
ひ

仝

祇
徳
十
点

楼
川
十
点

素
外
五
点

田
女
五
点

淋
敷
並
フ

六
月
の
雛

仝

田
女
十
点

雞
口
五
点

祇
徳
七
点

常
仙
七
点

新
イ

尼
の
秋
を
苦

存

夏
に
秋
ハ

に
す
る
嵯
峨
の
奥
仝

」
２３３
ウ

戸
の
す
き
か
ら
も
一
寸
と
洩
る
月

執
筆

祇
徳
十
点

祇
丞
十
五
点

田
女
十
八
点

冬
英
七
点

楼
川
五
点

鳫
の
声
足
ら
ぬ
物
着
る
夜
半
の
風

仝

祇
徳
五
点

田
女
七
点

買
明
七
点

滝
迄
そ
へ
て
売
居
の
庵

仝

田
女
十
点

存
義
五
点
祇
徳
五
点
祇
丞
五
点
素
外
七
点
楼
川
七
点

子
の
異
見
聞
日
も
あ
り
て
桑
の
杖

仝

祇
徳
五
点

常
仙
五
点

買
明
五
点

指
て
覚
る
改
元
の
文
字

仝

祇
徳
五
点

新
敷
幕
あ
つ
ら
ゆ
る
華
催
ひ

フ

障
子
建
て
は
う
つ
と
し
ひ
春

フ

」
２３４
オ

二
ヲ

祇
徳
十
五
点

常
仙
十
点

楼
川
十
点

田
女
十
点

雞
口
五
点
存
義
五
点
素
外
五
点
冬
英
五
点
買
明
七
点

鶯
の
遊
ひ
所
に
誓
願
寺

仝

楼
川
七
点

竹
斎
も
や
る
隠
居
慰
ミ

仝

常
仙
十
点

田
女
十
五
点

買
明
十
五
点

雞
口
七
点
祇
徳
五
点
素
外
七
点

灯
を
消
す
と
そ
こ
へ
蓮
見
の
客
か
来
て

仝

祇
徳
七
点
楼
川
七
点

鼻
を
そ
ろ
へ
て
鰹
舟
着
く

仝

祇
徳
七
点
祇
丞
七
点
冬
英
七
点
田
女
五
点
買
明
七
点

物
を
買
フ
に
は
不
自
由
な
京
格
子

仝

買
明
十
八
点

雞
口
十
五
点

素
外
十
点

冬
英
十
点

楼
川
十
八
点

祇
徳
五
点
常
仙
七
点
田
女
五
点

出
入
り
座
頭
も
陰
の
仲
人

仝

雞
口
十
点

祇
丞
十
点

常
仙
十
五
点

田
女
十
五
点

祇
徳
五
点

素
外
五
点

楼
川
七
点

こ
も
り
く
の
初
瀬
の
道
て
夜
か
明
て
仝

」
２３４
ウ

ヒ

祇
徳
十
点

祇
丞
五
点
存
義
五
点
常
仙
七
点
素
外
七
点
楼
川
五
点
田
女
七
点

買
明
七
点

世
帯
の
事
に
う

存
き
と
ひ
御
所
下
り

仝

祇
徳
五
点

祇
丞
七
点

楼
川
七
点

田
女
五
点

買
明
七
点

孫
の
㒵
見
る
に
も
母
は
眼
鏡
に
て

仝

祇
徳
七
点

買
明
七
点

鰒
の
移
り
に
貰
フ
水
仙

仝

買
明
十
点

祇
徳
十
点

常
仙
十
八
点

楼
川
十
点

田
女
十
点

雞
口
七
点

素
外
五
点

あ
す
立
る
松
を
よ
け
�
�
寒
念
仏

仝

祇
丞
十
点

常
仙
十
点

素
外
十
点

祇
徳
五
点

田
女
七
点

買
明
七
点

次
第
に
減
し
琵
琶
の
相
弟
子

仝

盃
の
光
を
舟
に
た
と
へ
た
り

フ

そ
よ
�
�
吹
と
身
に
入
る
風

フ

」
２３５
オ

ウ

祇
徳
五
点
素
外
七
点
楼
川
五
点
田
女
五
点
買
明
七
点

菊
咲
て
又
世
に
出
た
る
涼
台

フ

素
外
十
点

内
存
義
五
点

冬
英
五
点

買
明
七
点

儀
の
た
ま
か
文
箱
に
も
暦
斗

フ

冬
英
十
点

楼
川
五
点

田
女
七
点

物
思
ひ
屏
風
の
影
は
美
し
き

菁
莪

極
寒
の
月
尺
馬
寸
牛

フ

雞
口
五
点

祇
徳
七
点

常
仙
七
点

素
外
七
点

九
ツ
は
友
草
臥
る
鐘
の
声

莪

祇
徳
五
点

常
仙
五
点

道
陸
神
へ
は
ね
る
小
便

仝

〃

買
明
十
点

雞
口
十
点

祇
丞
十
点

常
仙
十
点

田
女
十
点

破
存
義
七
点

冬
英
七
点

楼
川
七
点

船
見
に
加
田
の
田
植
の

存
皆
惣
崩
レ

仝

」
２３５
ウ

買
明
七
点
雞
口
七
点
祇
徳
七
点
祇
丞
五
点
常
仙
七
点

素
外
五
点
冬
英
七
点
田
女
七
点

子
を
畚
と
も
に
抱
て
行
く
雨

斗
来

踏
か
け
て
わ
た
り
兼
た
る
丸
木
橋

仝

烟
の
登
る
谷
間
の
明
ケ

仝
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雞
口
五
点

祇
丞
五
点

楼
川
五
点

田
女
五
点

浪
�
�
の
慶
事
多
き
旅
の
空

仝

祇
徳
十
点

買
明
十
点

楼
川
七
点

田
女
七
点

ひ
た
る
い
顔
て
洛
陽
へ
入
ル

仝

請
る
手
に
調
度
散
込
む
華
の
滝

フ

燕
の
泥
を
は
こ
ぶ
軒
口

フ

」
２３６
オ

三
ウ

祇
徳
十
五
点

素
外
十
八
点

雞
口
五
点

冬
英
五
点

楼
川
五
点

田
女
七
点

行
春
に
大
僧
正
の
世
を
観
し

仝

素
外
二
十
点

祇
徳
五
点
祇
丞
七
点
常
仙
五
点
田
女
七
点

供
養
も
す
ま
す
鐘
の
青
錆

莪

祇
徳
十
点

存
義
七
点
常
仙
七
点
素
外
五
点
楼
川
七
点
買
明
五
点

揚
弓
に
腐
付
い
た
る
若
旦
那

仝

祇
徳
十
八
点

冬
英
十
三
点

楼
川
十
点

常
仙
七
点

御
里
て
誉
る
吉
原
の
恥

仝

祇
徳
五
点

田
女
七
点

袈
裟
か
け
て
恋
の
異
見
の
痩
ひ
ご
け
仝

犬
を
い
く
ら
か
是
も
用
心

筆

雞
口
十
点

祇
徳
十
点

存
義
七
点
祇
丞
七
点
常
仙
七
点
素
外
七
点
冬
英
七
点

楼
川
五
点
田
女
五
点

二
重
三
重
蘭
と
隠
者
の
冬
構

仝

」
２３６
ウ

庵
の
調
度
に
柄
酌
侘
し
き

仝

来
る
夏
も
よ
い
匂
ひ
す
る
朧
月

フ

存
義
十
八
点

祇
丞
十
点

常
仙
十
五
点

雞
口
七
点

祇
徳
七
点

冬
英
五
点

田
女
五
点

奥
の
御
庭
を
覗
く
初
午

莪

祇
徳
十
点

冬
英
十
点

楼
川
五
点

買
明
七
点

梅
咲
や
吹

存

降
す

飛
そ
ふ
な
茶
屋
出
す

莪

淋
し
い
事
を
風
か
知
ら
す
る

フ

田
女
十
点

雞
口
七
点

常
仙
五
点

手
燭
に
も
廊

存

居
所
古
し

下
に
雪
の
片
明
り

莪

田
女
七
点

実
山
里
の
別
荘
の
閑

フ

」
２３７
オ

ウ雞
口
十
点

存
義
十
五
点

冬
英
十
点

祇
徳
五
点

田
女
七
点

買
明
五
点

其
様
な
物
か
旨
ひ
か
早
苗
取

莪

祇
徳
十
点

常
仙
十
点

祇
丞
十
八
点

素
外
十
五
点

冬
英
十
点

楼
川
五
点

腰
帯
を
し
て
貰
フ
傾
城

仝

祇
徳
七
点

素
外
七
点

田
女
五
点

戯
れ
の
拍
子
に
つ
め
る
立
姿

来

祇
徳
七
点

素
外
五
点

碁
に
打
染
て
け
ふ
も
来
ル
客

仝

雞
口
十
点

常
仙
十
点

買
明
十
点

祇
丞
七
点

素
外
五
点

楼
川
七
点

田
女
五
点

寝
た
ま
ゝ
に
竹
の

存

雪
四
ツ
也

品
あ
る
雪
の
暮

仝

素
外
十
五
点

祇
徳
七
点

冬
英
七
点

田
女
七
点

買
明
七
点

貧
家
の
奥
に
取
く
へ
る
粗
朶

仝

冬
英
十
五
点

祇
徳
五
点

楼
川
五
点

無
心
言
フ
咄
し
の
声
の
水
調
子

仝

」
２３７
ウ

案
し
つ
ゝ
け
る
伝
の
玉
章

仝

祇
徳
十
点

田
女
十
点

雞
口
五
点
祇
丞
七
点
素
外
七
点
冬
英
七
点
楼
川
五
点

買
明
七
点

小
原
女
の
徳
意
へ
配
る
女
郎
花

仝

思
ひ
か
け
な
き
朝
の
月
影

フ

雞
口
七
点

素
外
七
点

冬
英
五
点

楼
川
七
点

き
り
�
�
す
明
荷
の
中
に
鳴
て
居
る

来

楼
川
十
五
点

雞
口
五
点
存
義
五
点
祇
徳
五
点
常
仙
七
点
田
女
七
点

関
を
越
れ
ば
絵
て
も
見
る
里

仝

菅
笠
は
捨
て
置
た
る
花
の
本

フ

暮
も
惜
敷
三
月
の
空

フ

」
２３８
オ

ナ
ヲ

雞
口
十
五
点

存
義
十
点

冬
英
十
八
点

祇
徳
七
点
常
仙
五
点
素
外
五
点
楼
川
五
点
田
女
七
点

出
代
り
や
濁
さ
ぬ
跡
を
振
り
返
へ
り

フ

素
外
五
点

楼
川
五
点

田
女
五
点

巻
か
す
に
見
れ
ハ
橋
に
成
ル
文

莪

祇
丞
十
点

常
仙
十
点

田
女
五
点

山
の
井
の
釣
瓶
に
地
震
ゆ
り
残
り

仝

古
い
城
下
に
田
楽
を
売
ル

仝

存
義
七
点

祇
丞
五
点

素
外
七
点

買
明
五
点

や
こ
と
な
き
方
か
ら
貰
フ
支
度
金

仝

祇
徳
十
五
点

冬
英
二
十
点

存
義
五
点
祇
丞
七
点

禿
の
目
に
も
家
老
用
人

仝

雞
口
五
点

買
明
七
点

行
先
は
折
れ
て
曲
り
て
筧
水

仝

」
２３８
ウ

冬
英
十
点

田
女
十
五
点

雞
口
七
点

祇
徳
七
点

兜
掘
り
出
ス
椎
の
下
闇

仝

存
義
十
点

祇
徳
十
点

買
明
十
五
点

祇
丞
七
点
常
仙
七
点
素
外
七
点
楼
川
七
点
田
女
七
点

傘
を
さ
し

存

打
越
し
よ
か
ら
す

て
庵
主
の
庭
い
し
り

仝

夕
暮
月
の
空
の
夕
風

フ

田
女
十
点

雞
口
五
点

祇
徳
七
点

常
仙
五
点

秋
さ
れ
て
扇

存

塵
も
居
所
也

に
凄
き
仏
の
灯

莪

祇
丞
十
点

常
仙
七
点

田
女
七
点

二
下
り
程
た
く
は
つ
の
径

来

楼
川
五
点

追
分
を
右
に
廻
れ
は
竹
田
道

仝
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祇
徳
五
点

素
外
七
点

有
徳
な
致
仕
の
ふ
へ
る
物
好

フ

」
２３９
オ

ウ祇
徳
十
点

素
外
五
点

楼
川
七
点

田
女
七
点

元
船
へ
声
は
届
か
ぬ
遠
眼
鏡

来

祇
徳
五
点

素
外
七
点

入
日
幽
に
残
る
欄
干

来

楼
川
十
五
点

素
外
七
点

田
女
五
点

今
植
た
松
に
余
情
の
風
薫
ル

仝

祇
徳
七
点

素
外
七
点

冬
英
七
点

浮
気
娘
の
懐
の
中

仝

祇
徳
五
点

立
時
に
纔
見
へ
た
る
緋
縮
面

仝

ア
ナ

祇
丞
十
点

祇
徳
五
点

冬
英
七
点

お
す
�
�
お
か
む
空
の
弁
天

仝

華
の
樽
羽

存

夜
類
打
こ
し

織
を
添
て
坊
主
持

仝

」
２３９
ウ

い
つ
く
も
同
じ
長
閑
な
る
空

フ

菁
峩
子
持

存
義
菁
峩

御
持楼

川
勝

斗
来
子
持

祇
丞
菁
峩

同

雞
口
同

同

買
明
勝

同

常
仙
菁
峩

同

祇
徳
同

同

田
女
勝

同

素
外
勝

同

冬
英
同

右
十
評

巳
如
月
廿
日
開

」
２４０
オ

（
半
丁
分
余
白
）

」
２４０
ウ

（
第
十
六
）

方
円
の
水
に
し
た
る
ゝ
柳
か
な

続
く
日
和
に
糸
燃
る
馬
場

箒
目
に
燕
の
影
や
狂
ふ
ら
ん

制
札
古
く
雨
た
れ
る
文
字

年
頃
も
長
サ
と
見
え
た
る
面
か
ま
へ

拾
ふ
扇
子
の
骨
は
ば
ら
�
�

一
日
の
暑
さ
も
月
に
取
返
し

竹
も
〆
り
に
成
し
野
屋
敷

」
２４１
オ

ウ白
頭
十
点

不
言
五
点
田
女
七
点
犬
養
五
点
菊
堂
七
点
常
仙
七
点

慰
に
棹
指
す
人
も
木
場
の
閑

嵐
牙

菊
堂
五
点

弾
よ
り
呑
む
て
芸
者
名
高
し

仝
﹇
マ
マ
﹈

犬
養
七
点

白
頭
七
点

縫
物
の
針
を
か
ゝ
へ
て
は
つ
松
魚

冬
社

買
明
十
八
点

田
女
七
点

白
頭
七
点

常
仙
五
点

蟵
か
ら
外
ト
ハ
広
い
労
咳

仝

犬
養
十
点

田
女
五
点

温
泉
の
遊
山
忘
れ
や
は
す
る
有
馬
山

絮
雪

不
言
五
点

犬
養
七
点

菊
堂
五
点

棒
組
こ
ま
る
伊
奈
の
笹
原

仝

雞
口
十
点

田
女
十
点

犬
養
五
点

菊
堂
五
点

白
頭
五
点

焚
た
火
の
船
に
経
よ
む
寒
念
仏

波
翠
」
２４１
ウ

雞
口
十
点

田
女
十
点

犬
養
七
点

白
頭
七
点

雪
に
無
き
嵯
峨
の
曙

仝

不
言
五
点

田
女
七
点

犬
養
五
点

穢
多
の
井
か
掘
れ
て
流
の
水
清
し

祇
東

雞
口
五
点

菊
堂
七
点

常
仙
七
点

乳
の
足
ら
ぬ
子
に
母
の
夜
す
か
ら

仝
﹇
マ
マ
﹈

雞
口
七
点
不
言
七
点
田
女
七
点
白
頭
七
点

出
代
り
の
給
仕
も
今
年
切
の
雛

菊
連

月
と
華

常
仙

法
外
也

と
の
噂
と
り
�
�

フ

菊
堂
十
点

田
女
七
点

犬
養
五
点

白
頭
五
点

長
閑
さ
は
葛
西
の
船
に
遊
ふ
蝶

御

く
わ
へ
煙
管
の
火
は
消
へ
て
居
ル

フ

」
２４２
オ

二犬
養
二
十
点

田
女
五
点
買
明
七
点
菊
堂
七
点
白
頭
七
点
常
仙
七
点

湯
揚
り
に
菖
蒲
の
匂
ふ
宵
節
句

社

不
言
七
点

田
女
五
点

菊
堂
五
点

常
仙
五
点

跡
は
牽
頭
の
貰
ふ
隠
家

フ

常
仙
十
八
点

雞
口
十
点

不
言
十
点

買
明
十
五
点

菊
堂
十
点

白
頭
十
五
点

主
従
か
女
て
読
め
ぬ
薬
紙

牙

白
頭
十
点

常
仙
十
点

雞
口
七
点

田
女
七
点

犬
養
七
点

ま
た
頃
日
の
京
に
居
た
夢

仝

不
言
二
十
点

田
女
十
点

菊
堂
十
点

常
仙
十
五
点

雞
口
五
点

犬
養
五
点

白
頭
七
点

蛙
鳴
く
堤
も
長
き
夜
の
舟

翠

鶯
の
音
に
春
を
知
る
庵

仝

菊
堂
十
五
点

白
頭
十
五
点

不
言
七
点

田
女
五
点

犬
養
五
点

常
仙
七
点

万
歳
の
廻
り
仕
舞
に
奥
谷
中

御

」
２４２
ウ
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買
明
十
点

不
言
五
点

田
女
七
点

犬
養
七
点

菊
堂
七
点

他
人
に
成
て
捨
た
子
を
見
る

仝

田
女
十
点

不
言
七
点

犬
養
五
点

菊
堂
五
点

常
仙
五
点

奉
公
の
名
も
な
つ
か
し
き
御
く
し
揚

雪

田
女
十
八
点

犬
養
五
点

常
仙
五
点

待
つ
け
た
夜
に
郭
公
迄

仝

不
言
十
点

雞
口
七
点
買
明
七
点
犬
養
七
点
白
頭
七
点
常
仙
七
点

蓮
の
客
兼
好
頓
阿
さ
し
む
か
ひ

東

冨
士
見
る
方
へ
か
し
く
乗
懸

仝

朝
の
月
飪
の
た
き
る
音
す
な
り

フ

秋
の
気
色
も
面
白
ひ
頃

フ

」
２４３
オ

ウ菊
堂
十
八
点

白
頭
十
点

田
女
七
点

常
仙
五
点

仲
人
は
か
こ
つ
け
草
の
菊
貰
ひ

東

簔
尾
の
鐘
も
ま
た
馴
れ
ぬ
妻

仝

田
女
十
点

雞
口
七
点

不
言
七
点

犬
養
七
点

言
問
へ
ハ
滝
に
消
さ
れ
て
物
凄
き

社

犬
養
十
五
点

雞
口
五
点
不
言
七
点
田
女
七
点
買
明
五
点
常
仙
七
点

卯
の
華
曇
る
馬
の
鼻
息

仝

雞
口
十
点

白
頭
十
八
点

田
女
七
点

犬
養
五
点

菊
堂
七
点

常
仙
五
点

草
の
戸
を
押
と
こ
ほ
れ
る
蝸
牛

牙

田
女
十
点

常
仙
十
五
点

雞
口
五
点

不
言
五
点

菊
堂
五
点

流
石
尼
也
国
の
灯
火

仝

田
女
五
点

守
り
迄
添
て
捨
た
る
親
心

翠

」
２４３
ウ

田
女
七
点

払
フ
雪
さ
へ
匂
ふ
寒
梅

仝

不
言
五
点

田
女
七
点

犬
養
七
点

あ
や
か
つ
た
紅
粉
に
禿
は
嬲
れ
て

御

毛
は
立
て
来
る
古
郷
の
文

仝

犬
養
十
点

白
頭
十
点

田
女
七
点

菊
堂
七
点

紫
は
海
苔
に
も
江
戸
の
名
の
高
さ

雪

月
の
夜
か
け
て
帰
る
雁
金

フ

ま
た
咲
ぬ
華
は
梢
の
預
ケ
物

フ

小
庭
も
青
く
も
へ
出
る
草

フ

」
２４４
オ

三不
言
十
点

菊
堂
十
点

田
女
七
点

買
明
七
点

犬
養
五
点

雨
し
ん
と
春
し
め
や
か
に
女
中
客

御

不
言
五
点

田
女
五
点

買
明
七
点

金
か
い
わ
す
る
聟
の
評
判

仝

田
女
十
点

雞
口
七
点

犬
養
五
点

菊
堂
五
点

左
遷
也
事
欠
草
の
恋
を
し
て

東

雞
口
十
五
点

田
女
十
五
点

買
明
十
点

不
言
七
点

陣
中
な
か
ら
須
磨
の
曙

仝

雞
口
五
点

不
言
五
点

田
女
七
点

梓
弓
髪
は
剃
て
も
貰
ひ
泣

雪

田
女
十
点

身
を
投
捨
て
手
習
の
君

仝

不
言
七
点
田
女
七
点
買
明
七
点
犬
養
五
点
菊
堂
七
点

白
頭
七
点

ふ
つ
と
気
が
付
て
寝
ら
れ
ぬ
雪
燈
篭

牙

」
２４４
ウ

雞
口
五
点
不
言
五
点
田
女
七
点
買
明
五
点
犬
養
七
点

江
の
嶋
を
さ
へ
知
ら
ぬ
孝
行

仝

雞
口
十
五
点

物
い
わ
ぬ
石
に
言
問
ふ
物
狂
ひ

翠

蛍
の
消
た
跡
の
淋
し
き

仝

不
言
五
点

菊
堂
五
点

白
頭
七
点

常
仙
七
点

竹
馬
を
刀
に
指
て
肩
車

社

田
女
五
点

買
明
七
点

犬
養
五
点

取
し
め
も
な
き
原
に
相
撲
場

仝

夕
月
に
思
ひ
も
ふ
け
ぬ
茶
を
せ
ん
し

フ

犬
養
七
点

千
種
咲
也
藁
葺
の
屋
根

フ

」
２４５
オ

ウ買
明
十
点

犬
養
十
点

菊
堂
十
点

白
頭
十
五
点

田
女
七
点

常
仙
五
点

騎
射
笠
て
凌
く
早
稲
田
の
露
時
雨

御

不
言
五
点

買
明
七
点

菊
堂
五
点

常
仙
五
点

旅
の
気
て
出
る
流
行
医
の
供

仝

犬
養
十
点

田
女
七
点

常
仙
七
点

振
袖
の
侭
て
記
念
の
猶
あ
わ
れ

翠

雞
口
十
五
点

不
言
十
八
点

田
女
七
点

雷
聞

不
言

今
少
し
あ
ら
ん
な
れ
と
も

て
狂
女
鎮
る

仝

不
言
五
点
田
女
五
点
買
明
七
点
犬
養
五
点
菊
堂
七
点

一
足
て
五
条
の
娘
見
は
つ
し
て

東

手
跡
に
惚
る
七
夕
の
唄

仝

雞
口
十
八
点

田
女
十
五
点

常
仙
十
点

買
明
七
点

犬
養
七
点

菊
堂
七
点

身
の
上
に
ひ
し
と
覚
る
桐
の
秋

牙

」
２４５
ウ

入
残
り
た
る
月
の
朝
風

フ

不
言
十
三
点

犬
養
十
五
点

雞
口
七
点

常
仙
七
点

渡
場
の
厄
介
者
に
手
習
ひ
子

牙
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雞
口
五
点

不
言
五
点

田
女
七
点

白
頭
七
点

俗
縁
引
ぬ
僧
の
気
強
さ

翠

不
言
五
点

田
女
七
点

犬
養
五
点

勘
当
の
身
は
仇
し
野
ゝ
隠
の
供

仝

覗
見
も
有
り
鯉
の
鉋
丁

雪

白
頭
七
点

華
の
雲
帰
る
塗
笠
来
ル
日
傘

フ

い
つ
こ
と
て
し
も
同
し
麗

フ

」
２４６
オ

ナ
ヲ

不
言
十
点

菊
堂
十
点

雞
口
五
点

田
女
七
点

犬
養
五
点

常
仙
七
点

春
霞
老
女
は
留
守
の
庭
を
野
に

雪

雞
口
五
点

不
言
十
五
点

田
女
十
五
点

常
仙
五
点

局
の
酔
の
耳
た
ら
け
也

東

田
女
七
点

犬
養
七
点

福
原
や
鎧
の
中
の
管
弦
講

東

常
仙
七
点

行
脚
の
徳
に
疝
気
忘
る
ゝ

社

田
女
十
点

白
頭
十
点

不
言
五
点

菊
堂
七
点

常
仙
五
点

切
レ
鍛
冶
の
貧
も
代
々
伝
り
て

仝

不
言
十
三
点

常
仙
十
点

買
明
五
点

せ
し
事
な
し
に
寺
の
井
を
呑

牙

犬
養
十
五
点

常
仙
十
点

雞
口
七
点
不
言
七
点
田
女
七
点
菊
堂
七
点
白
頭
七
点

誰
問
て
高
尾
の
墓
に
枝
樒

仝

」
２４６
ウ

犬
養
五
点

う
か

不
言

船
宿

恋
と
す
れ
ハ
前
に
た
し
か

な
る
を
見
て
也

と
酔
け
り
雪
の
舟
宿

社

犬
養
七
点

菊
堂
五
点

白
頭
五
点

深
切
を
囁
て
見
る
草
履
取

仝

不
言
五
点

囲
れ
し
や
と
も
知
ら
て
錦
木

雪

田
女
十
点

不
言
五
点

田
女
七
点

犬
養
七
点

鹿
の
声
何
所
の
哀
を
く
ら
ふ
山

仝

一
寸
と
顔
出
す
窓
に
昼
月

フ

買
明
五
点

犬
養
五
点

内
に
か
と
音
の
ふ
人
も
隙
故
に

フ

ふ
と
こ
ろ
手
に
て
ふ
ら
�
�
と
行

フ

」
２４７
オ

ウ

不
言
五
点

菊
堂
七
点

夕
部
出
た
楼
船
に
残
る
台
の
物

御

跡
に
こ
ろ
り
と
引
汐
の
五
器

フ

不
言
五
点

田
女
七
点

犬
養
五
点

菊
堂
五
点

見
晴
し
を
抱
屋
敷
の
骨
に
し
て

雪

常
仙
五
点

鎮
守
へ
通
ふ
霜
解
の
道

フ

買
明
十
点

菊
堂
十
五
点

常
仙
十
点

不
言
七
点

田
女
五
点

白
頭
七
点

炭
団
干
す
巣
鴨
淋
し
き
冬
日
向

御

寄
合
辻
に
並
ふ
か
ら
か
さ

フ

買
明
五
点

春
な
れ
や
又
逢
ふ
人
も
花
の
友

フ

四
海
八
方
麗
な
る
頃

フ

」
２４７
ウ

御
持常

仙
嵐
牙

波
翠
持雞

口
嵐
牙

同

菊
堂
勝

祇
東
持犬

養
苳
社

同

白
頭
嵐
牙

絮
雪
持田

女
絮
雪

苳
社
持買

明
勝

嵐
牙
持不

言
嵐
牙

右
八
評

巳
二
月
廿
日
開
点

海
津

」
２４８
オ

（
半
丁
分
余
白
）

」
２４８
ウ

（
半
丁
分
余
白
）

」
２４９
オ

（
裏
表
紙
内
側
余
白

裏
表
紙
。

以
上
で
一
冊
了
）
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史
料
紹
介

監
察
日
記

安
永
八
年
〜
安
永
十
年

真
田
古
文
書
ク
ラ
ブ
佐
久
間
方
三

小
幡

伍

○
安
永
八
年
己
亥

○

正
月
朔
日

御
礼
五
半
時
揃
ニ
而
於
小
書
院
御
側
向
�
諸

御
役
人
迄
御
祝
義
帳
之
通
独
礼
相
済
、
当
年

者
御
休
息
無
之
大
書
院
出
御
、
鎌
原
長
門
�

御
役
御
免
之
無
役
迄
御
祝
義
帳
之
通
独
礼
九

半
時
相
済
、
御
帰
懸
御
通
懸
之
者
於
例
之
席

御
礼
一
同
申
上

一

同
二
日

大
書
院
出
御
、
元
日
当
番
之
定
火
消
・
差
立

嫡
子
�
小
役
人
嫡
子
迄
独
礼
四
半
時
相
始
、

畢
而
大
書
院
東
御
縁
側
へ
御
徒
士
・
小
僧
役

幷
置
、
三
之
御
間
御
唐
紙
同
役
両
人
ニ
而
開

之
、
於
同
間
御
奏
者
披
露
直
ニ
閉
之
、
御
帰

懸
御
通
懸
之
者
於
例
之
席
一
同
御
礼
申
上

一

同
三
日

御
流
七
半
時
揃
ニ
而
暮
時
過
相
始
ル

一

同
四
日

寺
院
御
礼
五
半
時
揃
三
ケ
寺
於
小
書
院
独

礼
、
右
之
内
長
国
寺
ハ
鑑
寺
ニ
付
独
礼
ニ
而

無
之
候
、
右
相
済
大
書
院
へ
御
出
懸
御
通
懸

御
礼
、
御
町
之
者
共
幷
御
郡
中
帯
刀
御
免
御

百
姓
御
礼
申
上
ル
、
大
書
院
へ
出
御
、
御
城

下
寺
院
・
白
鳥
神
主
一
同
御
礼
、
畢
而
本
誓

寺
・
同
宰
相
御
奏
者
引
連
御
礼
、
畢
而
久
保

喜
傳
治
・
片
野
周
益
御
礼
申
上
ル

一

同
五
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
御
城
内
御
鎮
守
・
諏
訪

宮
・
長
国
寺
・
大
英
寺
へ
御
参
詣
、
御
出
四

半
時
御
帰
七
半
時

足
立
金
治
郎
在
命
之
内
願

野
村
喜
左
衛
門

置
候
通
其
方
致
養
子
、
只

今
迄
拝
領
之
玄
米
拾
弐
人
御
扶
持
被
下
置
、
家
督
無

相
違
被
仰
付
之

池
田
殿
尾
組
へ
御
番
入

足
立
喜
左
衛
門

其
方
屋
敷
拝
領
仕
度
旨
相

森
木
兵
大
夫

願
候
付
、
御
在
所
片
羽
町

ニ
お
い
て
被
下
置
候

右
之
通
去
冬
廾
五
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
由
申
来
候

一

同
九
日

寺
院
年
頭
之
御
礼
五
半
時
揃
小
書
院
出
御
、

善
光
寺
両
寺
名
代
独
礼
、
畢
而
大
書
院
出

御
、
四
日
之
通
寺
院
一
同
御
礼
、
畢
而
市
村

彦
九
郎
御
礼
申
上

一

正
月
十
一
日

御
具
足
御
祝
義
五
半
時
揃
前
々
之
通
相
済

一

同
十
二
日

八
幡
神
宮
寺
名
代
惣
目
代
松
田
大
内
蔵
於
小

書
院
独
礼
、
畢
而
大
書
院
ニ
お
い
て
袮
宜
・

山
伏
一
同
御
礼
申
上
ル

一

同
十
五
日

月
幷
御
礼
例
之
通
相
済

一

大
書
院
御
礼
後
廣
田
筑
後
名
代
吉
村
嘉
右
衛

門
年
頭
御
礼
申
上
ル
、
畢
而
嘉
右
衛
門
自
分

之
御
礼
申
上
ル

御
通
懸

御
宛
行
被
下
置
候
御
礼

小
僧
役
御
帳
付
助

宮
本
民
衛

初
而
御
礼

小
僧
役

������

柿
崎
善
治

佐
藤
冨
弥

冨
岡
勝
之
助

右
相
済
於
小
書
院
家
督
之

足
立
喜
左
衛
門

御
礼

名
代
野
村
儀
左
衛
門

一

同
十
七
日

明
十
八
日
勢
州
御
代
参
発
足
付
、
服
穢
之
者

登
城
仕
間
敷
旨
被
仰
出
候

一

同
廾
一
日

其
方
儀
阿
部
豊
後
守
様
御

玉
川
栄
司

家
来
沢
田
忠
与
娘
縁
組
仕

度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

一

同
廾
三
日

四
半
時
之
御
供
触
ニ
而
長
国
寺
・
恵
明
寺
・

乾
徳
寺
江
御
出
被
遊
候
、
御
出
九
過
御
帰
七

過

一

今
日
大
般
若
御
執
行
有
之

一

同
廾
五
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
白
鳥
・
開
善
寺
へ
御
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出
、
七
時
過
御
帰

一

同
廾
八
日

月
次
御
礼
例
之
通
相
済

正
徹
姪
致
養
女
、
源
蔵
悴

山
田
正
徹

吉
五
郎
方
へ
縁
組
、
双
方

山
本
源
蔵

願
之
通
被
仰
付
之

一

同
廾
九
日

昨
夜
四
時
西
条
村
辺
出
火
有
之
、
諸
士
例
之

通
罷
出

一

同
晦
日

明
朔
日
暮
時
�
御
中
日
待
付
、
服
穢
御
改
被

仰
出
候

○

二
月
朔
日

月
次
御
礼
例
之
通
相
済

一

仁
科
甚
十
郎
名
代
同
竹
治
郎
・
信
綱
寺
年
頭

之
御
礼
申
上
ル

一

同
六
日

今
日
為
御
野
懸
恩
田
内
蔵
丞
殿
へ
被
為
入
候

由
、
被
仰
出
無
之

一

同
八
日

御
部
屋
様
明
九
日
御
出
ニ
付
、
御
供
両
人
被

仰
渡
候
付
、
御
徒
目
付
へ
申
渡
候

一

同
九
日

弥
平
太
病
身
罷
成
、
往
々

����

近
藤
弥
平
太

御
奉
公
難
相
勤
付
、
只
今

名
代
原

又
左
衛
門

迄
拝
領
之
御
知
行
百
石
悴

同

孫
蔵

孫
蔵
へ
被
下
置
願
之
通
隠

居
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

條
左
衛
門
病
身
罷
成
、
往

����

坂
口
条
左
衛
門

々
御
奉
公
難
相
勤
付
、
只

名
代
春
原
惣
左
衛
門

今
迄
拝
領
之
御
切
米
四
拾

同

利
左
衛
門

表
籾
三
人
御
扶
持
悴
利
左

衛
門
へ
被
下
置
願
之
通
隠
居
、
家
督
無
相
違
被
仰
付

之御
用
部
屋
小
僧
役
被
仰
付

細
田
佐
金
治

於
長
囲
炉
裏
勇
之
進
申
渡
之

御
役
附
足
軽
五
人
御
引
替

興
津
政
野
右
衛
門

被
成
下
御
預

大
岡
村
困
窮
立
直
取
計
方
、

長
井
四
郎
右
衛
門

去
申
年
三
ヶ
年
之
間
被
仰

小
川
多
次

付
候
、
去
戌
年
迄
取
扱
、

村
方
未
立
直
候
之
義
ニ
者
無
之
候
得
共
、
村
柄
も
相

直
候
趣
ニ
付
、
来
ル
丑
年
迄
唯
今
迄
之
通
、
去
申
之

三
月
中
致
演
説
候
、
御
役
筋
へ
右
心
得
致
演
説
候
様

右
之
趣
地
所
へ
懸
り
候
御
役
人
へ
演
説
被
仰
渡
候
付
、

尚
又
相
伺
候
処
、
来
ル
十
五
日
式
日
御
役
人
列
席
之
間

ニ
而
、
致
演
説
候
之
様
被
仰
渡
候

一

当
十
一
日
御
泰
様
御
髪
置
付
、
御
奥
向
不
残

麻
上
下
、
御
用
席
詰
合
御
役
人
同
断
、
御
広

間
御
徒
士
常
服
、
御
祝
義
ニ
不
懸
給
人
已
下

同
断
、
御
祝
義
御
膳
ニ
懸
り
候
も
の
麻
上

下
、
御
側
向
麻
上
下
着
用
候
様
、
演
説
被
仰

渡
候

一

二
月
十
一
日

御
泰
様
御
髪
置
付
、
詰
合
御
役
人
麻
上
下

着
用
、
御
赤
飯
頂
戴
仕
候

一

同
十
五
日

月
次
御
礼
例
之
通
相
済

家
督
之
御
礼

�
近
藤
孫
蔵

�
坂
口
利
左
衛
門

隠
居
之
御
礼

������

近
藤
弥
平
太

名
代
原

又
左
衛
門

坂
口
条
左
衛
門

名
代
前
嶋
四
郎
右
衛
門

一

同
十
七
日

大
鋒
寺
へ
御
参
詣
、
御
出
四
半
過
御
帰
八
半

過

一

明
十
八
日
勢
州
御
代
参
下
向
付
、
例
之
通
服

穢
御
改
被
仰
出
候

一

同
十
八
日

与
左
衛
門
男
子
無
之
付
、

平
出
与
左
衛
門

嘉
金
治
悴
冨
八
養
子
致
度

片
岡
嘉
金
治

旨
、
双
方
願
之
通
申
付
候

右
小
川
多
次
申
渡
之

一

同
廾
一
日

今
日
為
御
野
懸
西
条
辺
へ
被
遊
御
出
候
、
被

仰
出
ハ
無
之
候

亡
父
条
七
願
置
候
通
御
切

森

五
十
三

米
金
四
両
四
人
御
扶
持
被

下
置
、
家
督
無
相
違
申
付
之

一

同
廾
三
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
長
国
寺
へ
御
参
詣

一

御
参
府
御
伺
六
月
中
与
被
蒙
仰
候
段
、
演
説

被
仰
渡
候

一

同
廾
五
日

要
左
衛
門
娘
縫
殿
助
方
へ

木
村
縫
殿
助

縁
組
、
双
方
願
之
通
被
仰

祢
津
要
左
衛
門
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付
之

此
程
御
野
懸
御
出
開
善
寺
へ
御
立
寄
之
節
、

於
泰
様
御
帰
之
刻
御
奥
御
挑
灯
少
ニ
付
、
途

中
殿
様
御
挑
灯
差
出
御
送
之
義
御
刀
番
申
付

候
処
、
御
挑
灯
持
足
軽
申
候
ハ
、
御
姫
様
方

之
御
挑
灯
ハ
御
仲
間
持
候
事
之
由
申
立
候

殿
様
之
御
挑
灯
持
候
事
ニ
付
、
其
侭
ニ
而
御

送
相
勤
候
様
申
付
候
ニ
付
、
其
節
無
滞
相
勤

候
事
故
、
其
分
ニ
致
置
候

右
躰
間
々
心
得
違
之
も
の
有
之
様
相
聞
候

江
戸
表
ニ
而
者
仲
間
仕
事
相
勤
候
段
迷
惑
之

由
ニ
而
、
願
候
而
松
原
者
召
抱
差
出
置
候

付
、
仲
間
仕
事
ハ
不
申
付
候

此
表
ニ
而
者
不
依
何
儀
相
勤
候
筈
ニ
候

前
々
御
普
請
之
節
、
木
・
石
・
土
・
砂
利
持

運
、
木
舞
其
外
等
迄
も
仕
、
川
除
御
普
請
・

牢
屋
御
普
請
ニ
至
迄
郷
人
足
も
足
軽
打
込
相

勤
、
又
ハ
江
戸
迄
も
御
馬
牽
参
候
類
有
之
、

尤
軽
く
相
勤
候
計
ニ
者
無
之
、
其
者
之
働
ニ

寄
重
キ
御
用
も
勤
、
御
徒
士
之
方
助
、
小
頭

加
役
等
ニ
も
罷
出
、
不
依
何
儀
諸
事
御
調
法

ニ
罷
成
事
ニ
候

手
木
之
者
又
ハ
御
普
請
方
仲
間
御
抱
以
来
、

事
軽
キ
御
用
可
成
程
者
致
用
捨
置
候

御
情
之
儀
ハ
不
存
付
、
此
義
者
不
仕
筋
抔

与
、
使
番
・
附
人
或
ハ
借
シ
人
等
ニ
出
候

向
々
ニ
而
、
申
候
も
の
有
之
様
ニ
相
聞
候

足
軽
勤
方
之
事
、
年
久
敷
相
勤
候
も
の
共

前
々
之
義
承
合
、
当
時
勤
方
御
情
之
儀
存

付
、
御
用
之
節
ハ
御
在
所
ニ
而
者
、
不
依
何

儀
相
勤
候
筋
相
心
得
罷
在
、
以
来
心
得
違
・

越
度
不
罷
成
候
様
、
可
心
懸
事
ニ
候

右
御
用
筋
弁
候
計
ニ
も
無
之
、
小
分
之
者
右

躰
之
存
寄
ニ
相
成
候
而
者
、
一
分
之
用
事
達

ニ
も
難
致
事
も
段
々
出
来
、
末
々
取
続
之
差

障
ニ
も
可
相
成
筋
ニ
有
之
候

無
急
度
申
渡
、
能
々
筋
合
致
得
心
候
様
、

寄
々
可
被
申
含
候

御
普
請
奉
行
中

右
之
趣
今
日
御
普
請
方
へ
被
仰
出
候
間
、
当

御
役
心
得
ニ
も
可
相
成
間
、
御
書
付
見
置
候

様
、
無
急
度
御
渡
被
成
候

一

二
月
廾
八
日

月
次
御
礼
四
時
揃
即
斉
相
済

御
通
懸
家
督
之
御
礼

森

五
十
三

一

同
廾
九
日

大
納
言
様
当
廾
四
日
就
薨
去
、
普
請
・
鳴
物

停
止
従
公
義
被
仰
出
、
諸
殺
生
・
喧
嘩
口
論

ハ
不
及
申
万
端
相
慎
候
様
、
右
ニ
付
明
晦
日

四
時
�
九
時
之
内
麻
上
下
着
用
登
城
、
御
機

嫌
相
伺
候
様
被
仰
出

一

同
晦
日

諸
士
登
城
御
機
嫌
相
伺
候

○

三
月
朔
日

月
並
御
礼
諸
士
登
城
之
上
ニ
而
、
御
中
陰
ニ

付
御
礼
相
止
候
段
、
被
仰
渡
候
間
、
序
々
ニ

而
申
通
候

一

同
三
日

上
巳
御
祝
義
右
同
断

一

同
四
日

普
請
者
来
月
七
日
迄
、
鳴
物
者
同
十
四
日
迄

停
止
候
旨
被
仰
出
候

一

同
五
日
・
六
日

容
含
院
様
御
百
ケ
日
於
長
国
寺
御
法
事

御
執
行

一

同
十
三
日

当
十
四
日
迄
鳴
物
停
止
公
義
�
被
仰
出
候
得

共
、
未
タ
御
出
棺
不
相
済
候
付
、
追
而
申
達

候
迄
只
今
迄
之
通
相
慎
候
様
被
仰
出
候

一

同
十
五
日

月
次
御
礼
四
時
揃
ニ
而
四
半
時
相
済

一

同
十
八
日

門
衛
門
弟
吉
之
助

平
林

煩

小
林
門
衛
門

政
右
衛
門
存
命
之
内
聟
養

名
代
小
林
友
之
丞

子
差
遣
度
旨
、
願
之
通
被

仰
付
之

平
林
政
右
衛
門
願
置
候
通

小
林
吉
之
助

其
方
致
聟
養
子
、
唯
今
迄

同
道
滝
沢
杢
左
衛
門

拝
領
之
御
切
米
五
斗
入
五

拾
表
弐
人
御
扶
持
被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

一

同
廾
一
日

為
御
野
懸
西
条
辺
へ
被
遊
御
出
候
、
被
仰
出

ハ
無
之
候

一

同
廾
三
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
長
国
寺
へ
御
参
詣
、
四

半
時
御
帰

一

同
廾
八
日

御
道
中
取
計
方
宜
処
、
御

正
村
勇
之
進

往
来
一
度
之
義
形
も
定
着

可
申
ニ
付
、
乍
大
儀
当
年
御
供
被
仰
付
候
、
去
年
中

申
渡
候
通
追
而
御
供
之
同
役
心
得
相
成
候
様
、
取
計

方
之
儀
共
認
置
可
被
申
候

一

四
月
朔
日

月
次
御
礼
諸
士
登
城
之
処
、
於
上
野
公
儀
御

法
事
有
之
候
付
、
御
礼
御
請
不
被
遊
候
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一

大
納
言
様
御
出
棺
御
法
事
も
相
済
候
付
、
来

ル
四
日
よ
り
唯
今
迄
之
通
不
及
慎
旨
被
仰
出

候

一

今
夜
六
時
過
蓮
乗
寺
火
元
ニ
而
出
火
有
之
、

類
焼
多
有
之
、
夜
八
時
鎮
ル

○

四
月
二
日

今
日
為
御
野
懸
西
寺
尾
辺
へ
被
遊
御
出
候
、

被
仰
出
ハ
無
之
候

一

同
七
日

悴
銕
次
郎
へ
森
大
右
衛
門

煩

岡
嶋
庄
之
助

養
女
縁
組
、
願
之
通
被
仰

名
代
藤
田
新
吾

付
之

養
方
之
従
弟
女
致
養
女
、

森

大
右
衛
門

岡
嶋
庄
之
助
悴
銕
次
郎
方

へ
縁
組
、
願
之
通
被
仰
付
之

一

同
九
日

今
度
御
参
府
之
節
御
供
被

立
田
玄
道

仰
付
候
へ
共
、
此
表
御
医

師
少
御
手
薄
候
間
、
其
時
分
自
然
疱
瘡
等
流
行
も
有

之
候
ハ
、
御
供
御
用
捨
可
有
之
候
、
其
旨
相
心
得
候

様
被
仰
付
之

数
年
打
続
大
手
頭
取
・
御

松
木
源
八

道
中
御
刀
番
相
勤
大
儀
付
、

御
上
下
一
具
被
下
之

一

同
十
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
長
国
寺
・
乾
徳
寺
へ
御

参
詣
、
御
出
四
ツ
半
時
御
帰
八
半
時

一

同
十
三
日

今
日
為
御
野
懸
東
条
村
辺
へ
被
遊
御
出
候

一

同
十
五
日

月
次
御
礼
例
之
通
即
刻
相
済

家
督
御
礼

平
林
吉
之
助

初
而
御
目
見

����
麻
野
喜
代
三
郎

星
野
万
五
郎

東
条
孫
之
丞

悴
御
目
見
付
御
礼

���
星
野
権
右
衛
門

東
条
兵
蔵

御
通
懸
御
礼

小
僧
役細

田
左
金
治

一

御
倹
約
御
条
目
御
渡
、
御
条
目
御
日
記
へ
相

記
置
申
候

一

今
日
為
御
野
懸
御
出
、
大
熊
四
郎
左
衛
門
殿

へ
被
為
入
候
由
、
被
仰
出
ハ
無
之

一

同
十
八
日

雨
宮
神
事
四
半
時
御
城
内
へ
入
例
之
通

一

四
月
廾
一
日

為
御
野
懸
東
条
辺
へ
被
遊
御
出
候

番
頭
役
申
付
之

海
野
主
税

同

原

五
十
馬

右
者
於
御
前
被
仰
付
之

助
左
衛
門
諸
向
一
和
常
々

高
田
助
左
衛
門

支
配
方
取
扱
宜
、
御
〆
り

同

民
五
郎

万
端
心
懸
実
躰
相
勤
候
付
、

悴
民
五
郎
被
召
出
三
人
御
扶
持
被
下
置
、
出
浦
半
平

組
へ
御
番
入
被
仰
付
之

数
年
出
精
相
勤
候
付
、
御

寺
内
多
宮

宛
行
弐
拾
石
御
増
被
成
下

候格
段
之
思
召
有
之
、
御
宛

小
松
庄
兵
衛

行
増
新
知
八
拾
石
ニ
御
直

被
下
置
候

御
側
御
納
戸
兼
帯
被
仰
付

長
谷
川
甚
九
郎

候
、
兼
帯
御
役
之
内
三
人

御
扶
持
被
下
置
之

御
近
習
被
仰
付
候

石
倉
兵
蔵

越
石
御
代
官
相
勤
候
節
、

長
谷
川
藤
五
郎

御
役
方
之
定
法
相
建
候
付
、

其
以
来
年
々
皆
済
相
成
、
当
御
役
も
出
精
相
勤
、
先

年
御
蔵
奉
行
勤
方
宜
ニ
付
、
右
御
役
兼
帯
被
仰
付
候

処
、
是
又
以
来
迄
之
御
〆
り
之
義
取
計
格
段
之
勤
方

付
、
御
切
米
金
弐
両
弐
分
御
増
被
成
下
候

右
同
文
、
格
段
之
勤
方
ニ

篠
崎

屯

付
、
御
宛
行
五
拾
石
被
成

下
御
直

孫
八
勤
方
之
儀
被
及
御
聴
、

原

孫
八

後

家

格
段
之
以
御
情
苗
字
御
建
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被
成
下
候
之
間
、
相
応
之
養
子
仕
、
只
今
迄
被
下
候

五
人
御
扶
持
右
之
者
方
へ
相
続
可
相
願
旨
被
仰
付
之

右
者
立
田
玄
道
被
召
呼
仰
渡

出
精
相
勤
候
付
、
御
宛
行

渋
谷
玄
仙

新
知
百
石
ニ
御
直
被
成
下

候
、
只
今
迄
之
御
役
料
其
侭
被
下
置
候

池
田
殿
尾
組
へ
御
番
入

春
原
十
次
郎

平
林
吉
之
助

鈴
木
主
計
組
へ
同
断

大
日
方
佐
吉

出
浦
半
平
組
へ
同
断

森

大
右
衛
門

金
井
左
仲
組
江
同
断

近
藤
孫
蔵

青
木
浪
江
組
へ
同
断

坂
口
利
左
衛
門

願
之
通
御
役
御
免
被
仰
付

関
山
治
兵
衛

之

名
代
湯
本
新
左
衛
門

出
精
相
勤
御
収
納
年
切
皆

〆
木
治
郎
右
衛
門

済
仕
候
付
、
御
上
下
一
具

被
下
置
之

右
同
断

佐
藤
軍
治

妾
儀
妻
ニ
仕
度
旨
、
願
之

宇
敷
与
右
衛
門

通
被
仰
付
之

一

同
廾
三
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
長
国
寺
へ
御
参
詣

一

同
廾
四
日

御
広
間
御
天
井
四
角
へ
油
煙
抜
明
ケ
さ
せ
候

様
、
御
勝
手
方
被
仰
渡
候
間
、
今
日
御
大
工

罷
出
明
ケ
申
候

一

同
廾
五
日

亡
父
源
太
願
置
候
通
御
切

中
村
仲
多

米
金
四
両
弐
人
御
扶
持
被

下
置
、
家
督
無
相
違
申
付
之

右
於
長
囲
炉
裏
高
田
助
左
衛
門
申
渡

御
用
部
ヤ
小
僧
役
申
付
之

���
桑
名
友
十
郎

冨
岡
勝
太
郎

右
同
断
助
右
衛
門
申
渡
之

一

同
廾
六
日

為
御
野
懸
御
出
有
之
、
被
仰
出
ハ
無
之
候

一

同
廾
八
日

近
年
就
多
病
先
達
而
度
々

祢
津
数
馬

御
役
御
訴
訟
願
候
処
、
勤

名
代
青
木
浪
江

方
等
御
省
略
御
差
図
被
下

置
、
致
養
生
候
得
共
、
手
痛
健
忘
追
日
不
相
勝
、
御

役
難
相
勤
付
、
願
之
通
御
役
御
免
被
仰
付
之

願
之
通
今
度
御
役
被
成
下

祢
津
数
馬

御
免
候
、
併
年
来
相
勤
候

付
、
御
家
老
共
申
談
候
儀
も
有
之
筋
ハ
、
無
遠
慮
存

寄
可
申
付
旨
被
仰
付
之

嫡
子
無
之
付
、
次
男
弥
惣

小
川
沖
之
進

嫡
子
仕
度
旨
、
願
之
通
被

同

弥
惣

仰
付
之

○

五
月
朔
日

月
幷
御
礼
例
之
通
相
済

初
而
之
御
目
見

矢
沢
千
十
郎

悴
御
目
見
申
上
候
付
御
礼

矢
沢
将
監

被
召
出
候
付
御
礼

高
田
民
五
郎

新
知
之
御
礼

小
松
庄
兵
衛

同

篠
崎

屯

同

渋
谷
玄
仙

御
加
恩
之
御
礼

���
寺
内
多
宮

長
谷
川
藤
五
郎

初
而
之
御
目
見

����
松
村
佐
兵
衛

近
藤
栄
之
進

関
口
角
左
衛
門

悴
被
召
出
候
付
御
礼

高
田
助
左
衛
門

悴
御
目
見
付
御
礼

������

松
村
彦
之
丞

名
代
山
口
清
之
進

近
藤
庄
右
衛
門

関
口
九
左
衛
門
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御
通
懸

跡
式
之
御
礼

中
村
仲
多

役
成
之
御
礼

奥
坊
主
組
頭

山
崎
宗
信

其
方
娘
修
理
方
へ
縁
組
、

岩
崎
五
郎
右
衛
門

双
方
願
之
通
被
仰
付
之

矢
沢
修
理

一

来
月
朔
日
御
発
駕
御
日
限
被
仰
出
候

一

同
二
日

来
ル
十
一
日
御
泰
様
御
宮
参
付
、
御
側
向
・

御
奥
向
詰
合
御
役
人
分
不
残
、
御
祝
義
懸
り

之
者
麻
上
下
着
用
、
御
広
間
向
御
徒
士
番
所

幷
御
祝
義
不
懸
給
人
以
下
詰
合
常
服
、
右
申

通
候
様
被
仰
渡
候

一

今
日
為
御
野
懸
伊
勢
町
御
桟
敷
へ
被
遊
御
出

候

一

同
五
日

端
午
御
礼
諸
士
登
城
有
之
、
公
儀
御
法
事
付

御
礼
不
被
遊
御
請
候
、
其
外
上
巳
之
通

一

同
六
日

出
精
相
勤
候
付
、
御
宛
行

御
台
所
目
付

間
庭
栄
左
衛
門

壱
人
御
扶
持
御
増
被
下
之

只
今
迄
江
戸
詰
加
役
候
節
、

右

同

人

拝
領
之
御
役
料
壱
人
御
扶

持
以
来
可
差
上
候

右
四
月
二
十
八
日
被
仰
付
候
段
、
江
戸
表
同
役
�
申
来

候

一

同
九
日

数
馬
多
病
之
上
老
衰
仕
、

煩

祢
津
数
馬

往
々
難
相
勤
付
隠
居
、
悴

名
代
青
木
浪
江

右
膳
へ
御
知
行
七
百
五
拾

祢
津
右
膳

石
被
下
置
、
御
足
軽
弐
拾
五

人
御
預
被
成
下
、
願
之
通
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

気
分
快
有
之
節
ハ
折
々
罷

祢
津
数
馬

出
御
機
嫌
相
伺
、
尤
御
奥

へ
も
罷
出
候
様
被
仰
付
之

新
助
病
気
聢
与
無
之
、
往

堀
田
新
助

々
御
奉
公
難
相
勤
付
隠
居
、
名
代
小
川
沖
之
進

悴
冨
五
郎
へ
只
今
迄
拝
領

同

冨
五
郎

之
御
知
行
百
五
拾
石
被
下

置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

一

五
月
十
一
日

於
泰
様
御
城
内
御
鎮
守
、
夫
�
諏
方
宮
江

御
出
九
時
、
御
帰
九
半
時

一

御
宮
参
御
供
幷
御
徒
士
へ
御
酒
・
御
赤
飯
被

下
候
、
詰
合
御
役
人
之
分
御
赤
飯
計
、
惣
御

供
下
部
迄
御
赤
飯
被
下
候

丹
治
病
気
聢
与
無
之
、
往

����

白
川
丹
治

々
御
奉
公
難
相
勤
付
隠
居
、
名
代
白
川
惣
次
郎

悴
寛
蔵
へ
只
今
迄
拝
領
之

白
川
寛
蔵

御
知
行
弐
百
石
幷
御
足
軽

七
人
被
成
下
御
預
、
願
之
通
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

治
兵
衛
病
気
聢
与
無
之
、

�

関
山
治
兵
衛

往
々
御
奉
公
難
相
勤
付
隠

名
代
湯
本
新
左
衛
門

居
、
悴
藤
三
郎
へ
只
今
迄

���

関
山
藤
三
郎

拝
領
之
御
知
行
九
拾
五
石

被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

一

同
十
三
日

大
般
若
御
修
行
有
之

一

同
十
五
日

月
幷
之
御
礼
例
之
通
相
済

御
納
戸
役
被
仰
付
之

石
倉
藤
右
衛
門

壱
人
勤
大
儀
仕
候
付
、
御

片
岡
此
面

役
料
御
増
玄
米
弐
拾
五
表

ニ
御
直
被
成
下
候

今
度
居
宅
類
焼
付
、
半
知

金
井
久
馬

引
高
之
内
半
高
為
御
手
充

大
熊
外
守

被
下
置
之
候
、
江
戸
相
詰

引
高
不
足
之
分
ハ
御
足
高
被
成
下
之

此
度
居
宅
類
焼
付
、
半
知

������
志
村
勇
左
衛
門

引
高
之
内
半
高
為
御
手
充

菅

繁
之
助

被
下
置
之

山
越
市
太
郎

立
田
玄
道

此
度
居
宅
類
焼
付
、
高
割

宮
沢
兵
大
夫

引
之
内
半
高
為
御
手
充
被

柳

惣
左
衛
門

下
置
之

大
日
方
藤
三
郎

此
度
類
焼
付
、
御
宛
行
之

志
村
友
之
丞

四
分
一
為
御
手
充
拝
借
被
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成
下
、
委
細
之
義
者
御
郡
方
へ
可
承
合
候

右
同
断

大
嶋
武
左
衛
門

此
度
火
災
付
、
金
壱
両
壱

大
嶋
多
吉

分
御
手
充
被
成
下
置
、
委

細
之
儀
ハ
御
郡
方
へ
可
承
合
候

役
替
家
老
職
申
付
之

恩
田
内
蔵
丞

取
次
役
申
付
之

片
岡
志
津
摩

役
替
宗
門
奉
行
・
郷
目
付

金
井
源
五
右
衛
門

兼
帯
申
付
之

役
替
普
請
奉
行
申
付
之

矢
嶋
源
二
左
衛
門

御
役
付
足
軽
十
人
御
預
被

金
井
源
五
右
衛
門

成
下
候

家
督
之
御
礼

祢
津
右
膳

初
而
之
御
目
見

真
田
右
京

隠
居
之
御
礼

祢
津
和
馬

名
代
青
木
浪
江

悴
御
目
見
付
御
礼

真
田
図
書

家
督
之
御
礼

�
白
川
寛
蔵

堀
田
冨
五
郎

���
関
山
藤
三
郎

初
而
之
御
礼

����
小
川
弥
惣

原

隼
吉

山
田
新
太
郎

隠
居
之
御
礼

白
川
丹
治

名
代
高
野
黒
治

隠
居
之
御
礼

������

堀
田
新
助

名
代
宮
下
吉
六

関
山
治
兵
衛

名
代
山
本
源
蔵

悴
御
目
見
付
御
礼

����
小
川
沖
之
進

原

新
四
郎

山
田
津
右
衛
門

長

国

寺

御
通
懸

役
成
御
目
見

桑
名
友
十
郎

冨
岡
勝
太
郎

一

同
十
六
日

九
時
之
御
供
触
礼
ニ
而
諏
方
宮
・
開
善
寺
・

乾
徳
寺
・
恵
明
寺
へ
御
参
詣

一

同
十
九
日

新
六
次
男
甚
五
郎

多
仲

���
恩
田
新
六

方
へ
養
子
、
双
方
願
之
通

赤
沢
多
仲

被
仰
付
候

�
恩
田
甚
五
郎

同

廾
一
日金

五
郎
儀
御
奉
公
筋
為
見

片
岡
志
津
摩

習
度
旨
、
願
之
通
原
五
十

同

金
五
郎

馬
組
へ
御
番
入
被
仰
付
之

悴
七
十
郎
海
野
主
税
組
へ

小
野
喜
太
右
衛
門

右
同
断

同

七
十
郎

鈴
木
主
計
組
へ
御
番
入

���
堀
田
富
五
郎

金
井
茂
左
衛
門

金
井
左
仲
組
へ
同
断

白
川
寛
蔵

鈴
木
主
計
組
へ
同
断

関
山
藤
三
郎

一

同
廾
三
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
長
国
寺
・
大
英
寺
・
大

鋒
寺
へ
御
参
詣
、
御
帰
七
時
過

一

同
廾
八
日

月
次
御
礼
四
時
揃
ニ
而
例
之
通
相
済

一

御
発
駕
付
御
役
人
例
之
通
御
目
見
被
成
下
御

意
候

母
致
頂
戴
候
弐
人
御
扶
持

西
村
熊
次
郎

御
情
を
以
其
方
へ
被
下
置

候
様
、
母
願
之
通
右
御
扶
持
其
方
へ
被
下
置
之

右
於
長
囲
炉
裏
助
右
衛
門
申
渡
之

於
御
在
所
居
宅
就
類
焼
、

大
草
玄
秀

高
割
引
之
内
半
高
為
御
手
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充
被
下
置
之

右
五
月
廾
一
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
由
、
同
役
�

申
来
候

○

六
月
朔
日

御
発
駕
六
半
時
過
、
万
端
例
之
通

一

同
十
日

殿
様
益
御
機
嫌
克
、
当
六
日
御
参
府
被
遊
候

段
、
演
説
被
仰
渡
候

一

同
十
五
日

御
役
替
御
子
様
方
御
守
役

原

又
左
衛
門

被
仰
付
之

嫡
子
無
之
付
、
三
男
音
之

青
木
久
弥

進
嫡
子
仕
度
旨
、
願
之
通

被
仰
付
之

一

同
十
八
日
・
十
九
日

祭
礼
付
両
日
共
於
泰
様
御
桟
敷
へ

被
遊
御
出
候
、
大
御
門
踊
迄
例
之
通
相
済

一

同
廾
一
日

当
十
三
日
御
参
勤
之
御
礼
被
仰
上
候
段
、
演

説
被
仰
渡
候

同
十
六
日

奥
平
大
膳
大
夫
様
御
代
大
手
御
門
番
被
蒙

仰
、
右
同
断

○

七
月
七
日

七
夕
御
礼
五
半
時
揃
ニ
而
即
斉
相
済

一

同
廾
一
日

其
方
病
気
之
処
男
子
虚
弱

近
藤
元
八

ニ
付
、
小
山
今
右
衛
門
次

名
代
木
内
求
記

男
聟
養
子
仕
度
旨
、
願
之

近
藤
庄
九
郎

通
被
仰
付
之

○

八
月
朔
日

八
朔
之
御
礼
五
半
時
揃
ニ
而
即
斉
相
済

一

藤
田
右
仲

玉
樹
院
様
�
御
遺
物
、
黒
縮
緬

御
表
一
反
御
紋
追
沢
瀉
、
右
之
品
拝
領
付
可

致
着
用
候
間
、
相
心
得
罷
在
候
様
、
治
部
左

衛
門
殿
被
仰
渡
候
、
右
之
品
羽
織
ニ
致
着
用

仕
候
段
、
当
人
�
断
有
之

二
男
庄
九
郎
儀
近
藤
元
八

小
山
今
右
衛
門

方
へ
聟
養
子
差
遣
候
段
、

願
之
通
被
仰
付
之

初
而
之
御
目
見

足
立
喜
左
衛
門

御
通
懸

御
加
扶
持
之
御
礼

���
書
役西

村
熊
次
郎

御
台
所
目
付

間
庭
栄
左
衛
門

右
之
通
当
廾
八
日
被
仰
付
候
段
、
江
戸
表
同
役
�
申
遣

候

一

八
月
廾
四
日

殿
様
当
十
五
日
大
手
御
門
番
御
免
、
桜
田

組
御
防
土
井
大
炊
頭
様
御
代
被
蒙
仰
候
段
、

演
説
被
仰
渡
候

一

同
廾
五
日

亡
父
願
置
候
通
御
知
行
四

煩

青
木
伴
五
郎

百
石
被
下
置
、
御
足
軽
十

名
代
玉
川
左
膳

人
御
預
被
成
下
、
家
督
無

相
違
被
仰
付
之

御
城
代
被
仰
付
之

祢
津
右
膳

一

八
月
晦
日

射
芸
一
覧
有
之

当
二
月
中
願
も
不
申
立
、

定
府
下
座
見
見
習

初
太
郎

参
宮
仕
由
ニ
而
御
屋
敷
罷

出
、
三
月
中
旬
ニ
至
罷
帰
不
届
之
至
候
、
急
度
重
御

仕
置
可
申
付
処
、
以
御
情
隠
居
申
付
之
、
早
速
御
用

立
候
者
跡
式
可
相
願
候
、
右
可
被
申
渡
候

御
普
請
奉
行
中

下
座
見
見
習
初
太
郎
・
喜

松
村
彦
之
丞

大
夫
組
市
治
郎
・
番
代
藤

蔵
当
三
月
中
参
宮
仕
由
ニ
而
御
屋
敷
罷
出
、
三
月
中

旬
ニ
至
罷
帰
候
義
数
日
不
存
罷
在
候
段
等
閑
之
事

候
、
自
今
御
〆
り
心
付
入
念
相
勤
候
様
被
仰
付
之

右
当
十
九
日
被
仰
付
候
由
、
江
戸
表
同
役
�
申
来

候

○

九
月
二
日

射
芸
一
覧
有
之

其
方
厄
介
致
置
候
大
草
玄

大
草
玄
秀

臺
妹
此
方
へ
召
呼
、
前
田

喜
右
衛
門
方
ニ
差
置
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

右
之
通
江
戸
表
同
役
�
申
来
候

一

同
三
日

大
般
若
御
執
行
有
之

一

同
四
日
・
同
六
日

剣
術
一
覧
有
之
、
同
八
日
槍
術
同
断

一

同
九
日

重
陽
御
礼
五
半
時
揃
即
刻
相
済

一

同
十
日

槍
術
一
覧
有
之
、
同
十
二
日
軍
学
同
断

一

同
十
四
日
・
十
七
日

乗
馬
一
覧
有
之

一

同
十
八
日
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其
方
儀
病
身
罷
成
、
御
奉

長
谷
川
源
太

公
難
相
勤
願
之
通
隠
居
、

名
代
長
谷
川
千
助

悴
市
左
衛
門
方
へ
御
知
行

同

市
左
衛
門

百
五
拾
石
被
下
置
、
家
督

無
相
違
被
仰
付
之

其
方
儀
病
気
聢
与
無
之
、

上
村
治
右
衛
門

往
々
御
奉
公
難
相
勤
付
願

名
代
上
村
最
仲

之
通
隠
居
、
悴
五
十
郎
方

同

五
十
郎

へ
御
知
行
百
石
・
三
人
御

扶
持
被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

○

十
月
朔
日

昨
夜
小
頭
峯
村
千
右
衛
門
居
宅
焼
失
、
類
焼

者
無
之
候
、
七
ツ
前

一

同
八
日

家
督
之
御
礼

青
木
伴
五
郎

名
代
宮
嶋
友
之
進

同
断

������

長
谷
川
市
左
衛
門

名
代
長
谷
川
甚
九
郎

上
村
五
十
郎

名
代
関
口
九
左
衛
門

右
之
通
当
朔
日
相
済
候
段
、
江
戸
表
同
役
�
申
来
候

一

同
十
七
日

瀧
村
銕
之
助
願
井
伊
掃
部
頭
様
御
家
来
本
間
孫
右
衛
門
次
男

置
候
通
其

煩
本
間
権
之
助

方
致
養
子
、
御
切
米
金
七

名
代
足
立
喜
左
衛
門

両
弐
分
米
五
人
御
扶
持
被

同
道
石
川
新
八

下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰

付
之

右
之
通
当
六
日
被
仰
付
段
、
右
同
断

一

同
十
八
日

亡
父
願
置
候
通
御
知
行
百

大
嶋
亀
五
郎

三
十
石
被
下
置
、
家
督
無

名
代
樋
口
一
角

相
違
被
仰
付
之

同
道
山
口
清
之
進

願
之
通
隠
居
、
悴
庄
九
郎

近
藤
元
八

方
へ
御
知
行
七
拾
石
被
下

名
代
久
保
冨
八

置
、
家
督
無
相
違
仰
付
之

近
藤
庄
九
郎

父
幸
十
郎
儀
不
届
之
筋
有

三
村
政
之
助

之
、
永
之
御
暇
被
下
置
候

同
道
小
熊
弥
四
郎

処
、
格
段
之
以
御
情
其
方

被
召
出
、
御
切
米
金
七
両
弐
分
・
米
四
人
御
扶
持
被

下
置
、
其
上
幸
十
郎
唯
今
迄
罷
在
候
屋
敷
地
・
建
家

共
被
下
置
之

九
十
郎
儀
不
届
之
筋
有
之
、

大
嶋
九
十
郎
親
類

保
科
平
馬

永
之
御
暇
被
下
置
候
、
乍

去
先
祖
�
相
勤
候
家
ニ
付
、
格
段
之
以
御
情
苗
字
御

建
被
成
下
候
間
、
往
々
九
十
郎
妹
可
為
嫁
、
相
応
之

者
名
前
可
申
立
旨
被
仰
付
之

大
七
義
不
届
之
筋
有
之
、

河
原
大
七
親
類

河
原
彦
六

永
之
御
暇
被
下
置
候
、

乍
去
先
祖
�
相
勤
候
家
ニ
付
、
格
段
之
以
御
情
苗
字

御
建
被
成
下
候
間
、
往
々
大
七
妹
可
為
嫁
、
相
応
之

者
名
前
可
申
立
旨
被
仰
付
之

右
之
通
今
日
御
用
番
ニ
而
被
仰
渡
候

一

今
朝
河
原
大
七
・
大
嶋
九
十
郎
・
三
村
幸
十

郎
於
評
定
所
永
之
御
暇
被
下
置
候
、
其
外
村

方
之
者
共
ハ
於
職
奉
行
所
申
渡
し
有
之
、
御

書
付
長
文
其
上
多
有
之
付
、
此
一
件
別
帳
ニ

相
記
置
申
候

一

十
月
廾
一
日

御
家
中
之
者
対
百
姓
・
町
人
等
取
計
方
、

幷
百
姓
・
町
人
対
御
家
中
之
者
不
礼
等
無
之

様
、
村
々
へ
御
触
共
御
条
目
、
御
日
記
ニ
相

記
置
申
候

一

同
廾
六
日

初
而
御
目
見

赤
沢
甚
五
郎

悴
御
目
見
申
上
候
付
御
礼

赤
澤
多
仲

名
代
海
野
主
税

家
督
之
御
礼

瀧
村
権
之
助

右
者
当
十
五
日
於
江
戸
表
相
済
候
段
、
同
役
�
申
遣
候

一

同
廾
八
日

門
弟
山
崎
伯
泉
養
弟
仕
、

立
田
玄
道

深
尾
玄
朴
方
へ
養
子
差
遣

度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

〇

十
一
月
朔
日

去
ル
廾
五
日
御
鷹
之
雁
被
遊
御
拝
領
候
、

依
之
来
ル
三
日
四
時
�
昼
時
迄
之
内
麻
上
下
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着
用
、
月
番
宅
へ
罷
出
御
歓
申
上
候
様

一

同
三
日

右
御
歓
御
用
番
宅
へ
諸
士
罷
出
申
候

一

同
十
五
日

亡
父
利
左
衛
門
願
置
候
通

倉
沢
幸
八

御
知
行
五
拾
石
被
下
置
、

同
道
松
本
治
三
郎

跡
式
跡
役
共
申
付
之

右
御
用
番
宅
ニ
於
て
徳
田
神
一
郎
申
渡
之

一

同
十
九
日

主
上
崩
御
付
、
当
十
七
日
迄
普
請
・
鳴
物
停

止
之
旨
被
仰
出
候
段
、
御
触

○

十
二
月
六
日

暮
時
過
清
野
村
百
姓
家
一
軒
焼
失
、
鐘
打

候
付
例
之
通

一

同
十
一
日

弟
新
治
儀
被
召
出
、
新
知

���
三
輪
惣
十
郎

六
拾
五
石
被
下
置
候
、
苗

三
輪
新
治

字
大
嶋
与
可
相
名
乗
候
、

田
町
明
屋
敷
・
建
家
共
被
下
置
候

大
嶋
九
十
郎
不
届
之
筋
有

大
島
九
十
郎
親
類

之
、
永
之
御
暇
被
下
置
候

処
、
格
段
之
以
思
召
今
度
三
輪
惣
十
郎
弟
新
治
被
召

出
、
大
嶋
之
苗
字
被
成
下
御
建
候
、
九
十
郎
妹
へ
可

為
嫁
旨
被
仰
付
之

右
西
村
十
郎
右
衛
門
へ
被
仰
渡
候

二
男
浅
之
進
儀
被
召
出
、

���
水
野
源
太
郎

御
切
米
金
五
両
・
玄
米
弐

水
野
浅
之
進

人
御
扶
持
被
下
置
候
、
自

今
苗
字
河
原
与
可
相
名
乗
旨
被
仰
付
候
、
田
町
明
屋

敷
地
・
建
家
共
被
下
置
之

河
原
大
七
不
届
之
筋
有
之
、

河
原
大
七
親
類
共

永
之
御
暇
被
下
置
候
処
、
格

段
之
以
思
召
水
野
源
太
郎
次
男
浅
之
進
被
召
出
、
河

原
之
苗
字
被
成
下
御
建
候
、
大
七
妹
へ
可
為
嫁
旨
被

仰
付
之

右
河
原
隼
之
進
へ
被
仰
渡
候

妾
腹
之
男
子
嫡
子
仕
度
旨
、

���
中
村
清
右
衛
門

願
之
通
被
仰
付
之

中
村
勝
五
郎

久
弥
娘

蔵
右
衛
門
へ
縁

���
青
木
久
弥

組
、
双
方
願
之
通
被
仰
付

宮
下
蔵
右
衛
門

之

一

法
性
院
従
心
観
院
様
被
致
拝
領
候
由
菊
之
御

紋
付
縮
緬
、
小
頭
剃
髪
ニ
付
祢
津
三
十
郎
妻

へ
筐
ニ
被
差
越
候
ニ
付
、
折
節
可
致
着
用
候

間
、
其
段
相
心
得
候
様
被
仰
渡
候

一

十
二
月
廾
三
日

御
領
分
御
損
毛
ニ
付
、
当
十
五
日
桜
田

組
御
防
御
免
被
蒙
仰
候
付
、
演
説
被
仰
渡
候

孫
八
勤
方
之
儀
被
及
御
聴
、

原

孫
八
後
家

格
段
之
以
御
情
苗
字
被
成

名
代
関
山
彦
作

下
御
建
候
間
、
相
応
之
者

原

岩
尾

養
子
仕
、
只
今
迄
被
下
置

候
五
人
御
扶
持
、
右
之
者
へ
相
続
可
相
願
旨
被
仰
付

候
付
、
早
速
御
用
ニ
も
相
立
候
者
養
子
仕
度
、
僉
議

仕
候
処
相
応
之
者
無
之
付
、
重
々
御
情
孫
岩
尾
養
子

仕
、
此
者
へ
右
御
扶
持
被
下
置
候
様
、
留
理
願
之
通

被
仰
付
之

十
二
月
廾
五
日

久
之
進
姉
四
郎
治
方
へ
縁

長
谷
川
四
郎
治

組
、
双
方
願
之
通
被
仰
付

市
場
久
之
進

之願
之
通
御
役
御
免
被
仰
付

小
山
田
十
大
夫

之

名
代
金
井
源
五
右
衛
門

十
二
月
廾
五
日

家
督
之
御
礼

������

大
嶋
亀
五
郎

名
代
池
田
鵜
殿

近
藤
庄
九
郎

名
代
長
谷
川
甚
九
郎

被
召
出
之
御
礼

三
村
政
之
助

名
代
竹
村
大
蔵

病
後
之
御
礼

岡
嶋
庄
之
助

右
之
通
御
礼
於
江
戸
表
相
済
候
段
、
同
役
�
申
来
候

○

十
月
廾
八
日

其
方
儀
実
子
無
之
付
、
立

深
尾
玄
朴

田
玄
道
養
弟
伯
仙
養
子
仕

度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之
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○
安
永
九
年
庚
子

○

正
月
朔
日

年
頭
御
祝
義
花
御
丸
於
大
書
院
五
半
時
揃
ニ

而
差
立
幷
差
立
嫡
子
御
礼
相
済
、
給
人
格
御

役
人
御
馬
乗
迄
罷
出
、
給
人
格
已
下
ニ
而
八

田
孫
左
衛
門
計
罷
出

一

同
四
日

寺
院
年
頭
之
御
礼
例
之
通
相
済
、
御
町
年

寄
・
御
徳
居
・
検
断
例
之
通
罷
出
御
礼
申

上
、
堀
内
大
隅
・
寺
院
相
継
御
礼
申
上

一

同
七
日

玄
杏
病
気
付
、
御
奉
公
難

立
田
玄
杏

相
勤
願
之
通
隠
居
、
只
今

名
代
篠
原
玄
三

迄
拝
領
之
御
知
行
弐
百
石

立
田
萬
安

被
下
置
、
悴
萬
安
江
家
督

無
相
違
被
仰
付
之

其
方
儀
御
親
類
様
方
御
病

立
田
萬
安

用
も
相
勤
、
其
外
広
致
療

治
候
旨
相
聞
候
付
、
願
之
通
無
相
違
被
下
置
候
、
其

旨
相
心
得
弥
家
業
心
懸
、
出
精
可
相
勤
之
旨
被
仰
出

之
右
之
通
去
十
二
月
廾
五
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
由
、
同

役
�
申
来
候

一

同
九
日

寺
院
御
礼
五
半
時
揃
四
時
相
済
、
善
光
寺
両

寺
名
代
を
以
御
礼
申
上
ル

一

同
十
一
日

戸
隠
山
勤
修
院
使
僧
を
以
例
之
通
献
上
も
の

差
出
ス

一

同
十
二
日

八
幡
神
宮
寺
松
田
大
内
蔵
・
和
合
院
以
名
代

御
祝
物
献
上
例
之
通

一

同
十
六
日

関
口
佐
五
左
衛
門
在
命
之

堀
田
弥
吉

内
願
置
候
通
其
方
致
聟
養

同
道佐
五
左
衛
門
親
類

村
田
源
六

子
、
唯
今
迄
拝
領
之
御
切

米
籾
五
拾
表
・
籾
三
人
御
扶
持
被
下
置
、
家
督
無
相

違
被
仰
付
之

中
村
通
関
在
命
之
内
願
置

煩

堀

通
本

候
之
通
其
方
致
養
子
、
唯

名
代
野
村
儀
左
衛
門

今
迄
拝
領
之
玄
米
弐
拾
人

同
道通
関
親
類

宮
下
嘉
平
太

御
扶
持
被
下
置
、
家
督
無

相
違
被
仰
付
之

其
方
儀
博
致
療
治
も
候
段

堀

通
本

相
聞
候
付
、
通
関
家
督
無

相
違
被
下
置
候
、
其
旨
相
心
得
家
業
出
精
、
鍼
治
可

相
心
懸
旨
被
仰
付
之

弟
子
堀
通
本
致
養
弟
、
中

立
田
玄
道

村
通
関
在
命
之
内
養
子
差

遣
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

一

同
十
七
日

大
般
若
御
執
行
有
之

一

同
廾
一
日

昨
夜
六
時
過
寺
尾
村
穢
多
壱
軒
焼
、
鐘
打
候

ニ
付
例
之
通
相
詰

一

同
晦
日

悴
善
左
衛
門
へ
松
平
近
江

津
田
源
五
郎

守
様
御
家
来
松
村
与
右
衛

門
娘
縁
組
仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

右
之
通
当
廾
一
日
被
仰
付
候
由
、
江
戸
同
役
�
申
来
候

○

二
月
朔
日

仁
科
玄
蕃
名
代
同
竹
次
郎
例
之
通
献
上
物
持

参
罷
出
候

一

同
二
日

黒
縮
緬
御
小
袖
御
紋
須
濱
、

原

又
左
衛
門末

子

桃
色
縮
め
ん
御
小
袖
御
紋

関
口
弥
吉
方
之同

人
孫

梅
鉢

右
従
御
姫
様
方
原
又
左
衛
門
致
拝
領
候
付
、
右
之
者
共

可
着
候
間
、
相
心
得
可
申
旨
、
御
用
番
被
仰
渡
候

一

同
十
日

今
日
七
時
前
渋
谷
玄
仙
宅
�
出
火
、
瓦
町
・

新
小
越
町
・
大
英
寺
長
屋
此
分
焼
失
、
例
之

通
相
詰
ル

一

同
十
五
日

忠
次
郎
伯
母
苗
次
郎
方
へ

���
原

忠
次
郎

縁
組
、
双
方
願
之
通
被
仰

沢

苗
次
郎

付御
役
替
建
部
内
匠
頭
様
之

斉
藤
新
蔵

御
奥
様
御
守
役
被
仰
付
之

久
之
進
娘
藤
五
郎
致
養
女
、

市
場
久
之
進

往
々
悴
勝
五
郎
へ
嫁
度
旨
、

長
谷
川
藤
五
郎

双
方
願
之
通
被
仰
付
之

一

二
月
十
六
日

年
頭
御
礼

広
田
筑
後

名
代
中
川
久
右
衛
門
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同
自
分
之
御
礼

中
川
久
右
衛
門

家
督
之
御
礼

��������

立
田
萬
安

関
口
弥
吉

名
代
関
口
九
左
衛
門

中
村
通
本

名
代
篠
原
玄
三

被
召
出
新
知
之
御
礼

大
嶋
新
治

名
代
金
子
廣
馬

御
宛
行
之
御
礼

������

河
原
浅
之
進

名
代
前
田
喜
右
衛
門

原

岩
尾

名
代
寺
内
権
右
衛
門

年
始
御
礼

���
丸
山
玄
益

平
田
雄
卓

右
之
通
正
月
廾
八
日
御
礼
相
済
候
段
、
江
戸
表
同
役
�

申
来
候

一

同
十
八
日

嶋
右
衛
門
妹
彦
兵
衛
悴
一

相
沢
嶋
右
衛
門

学
へ
縁
組
、
双
方
願
之
通

佐
久
間
彦
兵
衛

被
仰
付
之

一

同
廾
四
日

当
十
四
日
此
表
於
御
奥
御
男
子
様
被
遊
御
出

生
候
、
依
之
来
ル
廾
八
日
四
時
�
九
時
迄
之

内
麻
上
下
着
用
、
月
番
宅
へ
罷
出
御
歓
申
上

候
様

一

同
廾
八
日

右
御
歓
御
用
番
御
宅
へ
諸
士
罷
出
申
候

一

御
出
生
様
未
御
届
も
無
之
、
表
向
為
御
知
も

不
相
済
候
、
御
名
年
五
郎
様
与
奉
称
候
様
、

右
演
説
被
仰
渡
候

一

今
日
御
七
夜
御
祝
義
、
御
殿
詰
御
役
人
・
御

番
士
・
御
徒
士
迄
御
酒
・
御
赤
飯
被
下
候
、

御
殿
詰
不
残
麻
上
下
着
用

一

二
月
廾
九
日

今
八
時
頃
西
条
村
法
泉
寺
焼
失
、
鐘
打
候

付
例
之
通
相
詰
ル

○

三
月
三
日

上
巳
御
祝
義
五
半
時
揃
即
斎
相
済

一

年
五
郎
様
御
病
気
候
処
御
差
重
、
今
午
刻
過

被
遊
御
卒
去
候
、
依
之
普
請
ハ
九
日
迄
、
鳴

も
の
・
諸
殺
生
十
六
日
迄
停
止
、
万
端
相
慎

候
様
、
右
ニ
付
明
四
日
四
時
�
八
時
迄
之
内

月
番
宅
へ
罷
出
、
御
機
嫌
相
伺
候
様

一

同
四
日

右
御
機
嫌
伺
諸
士
御
用
番
御
宅
へ
罷
出
申
候

一

年
五
郎
様
御
法
名

仙
苗
院
殿
桃
巌
幻
英
大
童
子

一

同
五
日

午
之
刻
御
台
所
口
�
仙
苗
院
様
御
出
輿
、
長

国
寺
へ
被
為
入
、
本
堂
ニ
而
御
行
烈
直
シ
、

於
広
庭
御
葬
式
相
済

一

同
八
日
・
九
日

於
長
国
寺
御
初
七
日
御
法
事
御
執
行
有

之

一

草
間
一
路
娘
へ
従
御
前
様
・
御
姫
様
方
縮
緬

切
品
々
頂
戴
仕
、
小
袖
ニ
取
立
為
着
候
様
被

仰
付
、
小
袖
ニ
仕
為
着
申
度
段
、
御
用
番
へ

聞
置
申
立
候
間
、
心
得
候
様
被
仰
渡
候

一

同
十
八
日

其
方
儀
近
年
病
身
罷
成
、

其
上
眼
病
相
勝
不
申
、
往

塩
野
左
門

々
御
奉
公
難
相
勤
付
、
只

名
代
藤
田
典
膳

今
迄
拝
領
之
御
知
行
三
百

塩
野
岩
多

石
悴
岩
多
へ
被
下
置
、
家

督
無
相
違
被
仰
付
之

御
目
付
役
被
仰
付
之

金
井
渡
大
夫

御
役
付
同
心
五
人
御
定
番

右

同

人

組
之
内
御
預
被
成
下

弟
元
左
衛
門
依
不
行
跡
先

上
原
権
平

年
久
離
相
願
候
付
、
公
義

御
帳
ニ
被
相
記
候
処
、
当
時
行
跡
も
相
直
候
付
通
路

仕
度
旨
、
依
之
今
般
公
義
へ
御
届
有
之
、
願
之
通
被

仰
付
候
、
御
書
替
被
下
置
候
条
大
切
ニ
可
仕
廻
置
候

居
宅
焼
失
付
、
為
御
手
充

渋
谷
玄
仙

半
知
引
高
之
内
半
高
被
下

置
候

○

四
月
二
日

亡
父
願
置
候
通
只
今
迄
拝

間
庭
秀
五
郎

領
之
御
切
米
金
四
両
・
玄

同
道
間
庭
冨
治

米
六
人
御
扶
持
被
下
置
、

跡
式
被
仰
付
候

右
之
通
於
御
用
番
高
山
平
十
郎
申
渡
之

一

同
七
日
・
八
日

於
長
国
寺
仙
苗
院
様
御
五
七
日
御
法
事
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御
執
行

一

同
十
七
日

家
督
之
御
礼

塩
野
岩
多

名
代
宮
嶋
友
之
進

隠
居
之
御
礼

塩
野
左
門

名
代
岡
野
陽
之
助

右
之
通
御
礼
相
済
候
段
、
江
戸
表
同
役
�
申
来
候

一

同
廾
一
日
・
廾
二
日

仙
苗
院
様
御
七
々
日
法
事
御
執
行

有
之

一

同
廾
四
日

雨
宮
神
事
四
半
時
御
城
内
ニ
入
、
於
泰
様
御

出
有
之
、
早
速
大
書
院
御
庭
へ
繰
入
例
之
通

一

同
廾
八
日

射
芸
一
覧
有
之

一

同
廾
九
日

御
目
付
役
被
仰
付
之

春
原
惣
左
衛
門

御
役
附
足
軽
五
人
被
成
下

右

同

人

御
預
之

其
方
儀
実
子
無
之
付
、
竹

右

同

人

生
村
罷
在
候
浪
人
大
日
方

五
左
衛
門
弟
広
江
養
子
仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

○

五
月
朔
日

射
芸
御
一
覧
有
之

一

同
三
日
・
七
日

剣
術
同
断

一

同
五
日

端
午
之
御
礼
五
半
時
揃
即
刻
相
済

一

同
七
日

一

於
江
府
宇
野
虎
蔵
出
奔
付
、
左
之
趣
同
役
�

申
来
候

一

宇
野
虎
蔵
致
出
奔
候
付
、
四
月
廾
九
日
御
届

相
済

一

増
田
助
之
丞
下
女
致
欠
落
候
付
、
当
十
三
日

当
御
役
へ
助
之
丞
方
�
届
有
之
候
付
、
御
用

番
へ
申
上
候

一

宇
野
虎
蔵
就
出
奔
、
御
長
屋
・
諸
道
具
調
相

改
、
書
置
ニ
而
も
有
之
候
ハ
ヽ
、
封
之
侭
差

出
可
被
申
候
、
諸
道
具
等
各
預
り
置
可
被
申

候

一

虎
蔵
召
仕
之
者
へ
も
如
何
之
訳
ニ
而
致
出
奔

候
哉
、
心
当
も
候
ハ
ヽ
申
聞
候
様
ニ
相
尋
可

被
申
候

四
月
晦
日

右
之
通
当
御
役
へ
以
御
書
付
被
仰
渡
候

北
沢
衛
守

竹
内
甚
大
夫

久
保
勇
蔵

宇
野
虎
蔵
致
出
奔
不
届
至
極
候
、
近
親
無
之

儀
付
、
各
縁
類
幷
相
番
等
之
儀
候
間
、
申
合

尋
出
可
被
申
候
、
虎
蔵
御
長
屋
改
、
御
普
請

奉
行
・
御
目
付
へ
申
渡
候
、
立
会
相
改
早
速

引
払
御
役
人
へ
相
渡
可
被
申
候

四
月
晦
日

右
之
通
以
御
書
付
三
人
へ
被
仰
渡
候

一

宇
野
虎
蔵
御
長
屋
・
諸
道
具
受
取
渡
、
今
日

宮
下
伊
右
衛
門
・
古
沢
三
郎
右
衛
門
・
北
沢

衛
守
・
竹
内
甚
大
夫
立
合
之
上
見
届
、
受
取

渡
相
済

口
上
覚

宇
野
虎
蔵
出
奔
仕
候
付
、
隣
御
長
屋
ニ
罷
在

候
栗
山
政
五
郎
方
へ
私
罷
越
、
虎
蔵
儀
如
何

之
義
ニ
而
致
出
奔
候
哉
、
心
当
も
有
之
候
哉

与
相
尋
候
処
、
政
五
郎
申
聞
候
ニ
ハ
、
私
昼

夜
詰
切
同
様
御
殿
へ
罷
出
閙
敷
相
勤
、
虎
蔵

義
ニ
付
何
ニ
而
も
不
奉
存
、
心
当
り
一
向
無

御
座
候
段
申
聞
候
、
此
段
申
上
候
、
以
上

四
月
晦
日

古
沢
三
郎
右
衛
門

右
之
通
御
用
番
へ
差
出
ス

宇
野
虎
蔵
当
十
二
日
致
出
奔
候
段
、
同
廾
九

日
届
有
之
ニ
付
、
右
一
件
得
御
意
候
、
以
上

五
月
朔
日

古
沢
三
郎
右
衛
門

正
村
勇
之
進

其
方
弟
子
近
藤
宗
探
義
致

中
嶋
宗
順

養
弟
、
本
多
中
務
大
輔
様

御
医
師
江
原
宗
伯
方
へ
養
子
差
遣
度
旨
、
願
之
通
被

仰
付
之

右
之
通
先
月
廾
八
日
被
仰
付
候
段
、
江
戸
表
同
役
�
申

来
候

一

同
九
日
・
十
一
日

槍
術
一
覧
有
之
、
同
十
三
日
軍
学
、

同
十
五
日
・
十
七
日
乗
馬
右
同
断

其
方
御
用
多
相
勤
候
付
、

原

又
左
衛
門
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御
役
料
拾
石
被
下
置
、
定

府
被
仰
付
之

右
之
通
当
六
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
段
、
同
役
よ
り
申

来
候

一

同
十
八
日

大
般
若
御
執
行
有
之

一

同
廾
四
日

御
目
付
役
被
仰
付
之

松
木
源
八

右
於
御
前

源
五
郎
儀
品
々
御
用
多
出

津
田
源
五
郎

精
相
勤
候
付
、
悴
善
左
衛

門
被
召
出
三
人
御
フ
チ
被
下
置
、
金
井
左
仲
組
江
御

番
入
被
仰
付
之

御
役
付
御
足
軽
五
人
御
預

松
木
源
八

被
成
下
候

御
祐
筆
被
仰
付
之

窪
田
金
十
郎

右
之
通
当
十
一
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
由
、
同
役
�
申

来
候今

度
上
野
御
跡
固
御
人
数

宮
下
伊
右
衛
門

調
、
不
都
合
之
趣
軽
率
之

至
候
、
自
今
入
念
相
勤
候
様
被
仰
付
之

当
八
日
上
野
御
成
御
跡
固

小
頭高

橋
万
之
助

出
役
申
付
遣
候
処
、
御
雇

之
足
軽
共
、
其
方
幷
下
座
見
之
輩
差
図
代
合
等
も
猥

ニ
仕
、
勤
方
不
都
合
之
儀
共
有
之
、
取
計
方
未
熟
之

至
候
、
急
度
御
咎
可
申
渡
候
へ
共
、
常
々
出
精
相
勤

候
付
、
御
情
を
以
不
及
其
儀
候
、
以
来
万
端
入
念
可

相
勤
旨
、
右
伺
之
通
可
被
申
渡
候

御
普
請
奉
行
中

当
八
日
上
野
御
成
御
跡
固

行
田
屋
茂
平
冶

之
節
、
御
雇
之
者
指
出
方

輩
差
図
、
於
御
場
所
不
都
束
之
為
致
勤
方
不
届
之
事

候
、
依
之
御
日
雇
御
用
休
可
申
付
旨
、
右
伺
之
通
可

被
申
渡
候

御
普
請
奉
行
中

右
之
通
当
十
五
日
前
同
断

○

六
月
三
日
・
四
日

於
長
国
寺
匡
章
院
様
御
法
事
御
執
行

有
之

一

先
月
廾
五
日
於
江
戸
表
御
礼
左
之
通

被
召
出
御
宛
行
被
下
候
御

津
田
善
左
衛
門

礼格
式
之
御
礼

窪
田
金
十
郎

悴
被
召
出
御
宛
行
被
下
候

津
田
源
五
郎

御
礼

右
之
通
同
役
�
申
来
候

一

六
月
十
一
日

亡
父
多
宮
願
置
候
通
御
知

寺
内
権
之
進

行
七
拾
石
被
下
置
、
家
督

同
道
寺
内
権
右
衛
門

無
相
違
被
仰
付
之

御
役
替
御
納
戸
役
被
仰
付

湯
本
十
学

之小
幡
内
膳
組
へ
御
番
入

���
長
谷
川
市
左
衛
門

大
嶋
新
治

池
田
殿
尾
組
へ
同
断

上
村
五
十
郎

金
井
左
仲
組
へ
同
断

近
藤
庄
九
郎

海
野
主
税
組
へ
同
断

河
原
浅
之
進

原

五
十
馬
組
へ
同
断

関
口
弥
吉

病
気
聢
与
無
之
、
御
役
難

大
森
源
左
衛
門

相
勤
付
、
願
之
通
御
役
御

名
代
瀧
沢
杢
左
衛
門

赦
免
被
仰
付
之

御
徒
士
へ
番
入
申
付
之

中
村
仲
多

片
岡
唱
申
渡
之

同
断

小
林
彦
大
夫

金
井
渡
大
夫
申
渡
之

一

同
十
三
日
・
十
四
日

仙
苗
院
様
御
百
ケ
日
御
法
事
於
長

国
寺
御
執
行
有
之
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一

同
廾
七
日

当
廾
一
日
御
在
所
へ
之
御
暇
被
蒙
仰
候
段
、

演
説
被
仰
渡
候

○

七
月
二
日

音
馬
姉
治
郎
右
衛
門
致
養

幼
少
三
沢
音
馬

女
、
往
々
悴
曾
吉
へ
嫁
度

名
代
桑
名
清
五
郎

旨
、
願
之
通
双
方
被
仰
付

〆
木
治
郎
右
衛
門

之実
方
姪
致
養
女
、
小
山
今

山
田
津
右
衛
門

右
衛
門
悴
常
五
郎
へ
縁
組
、

願
之
通
被
仰
付
之

一

同
七
日

七
夕
之
御
礼
五
半
時
揃
ニ
而
即
斎
相
済

一

同
十
日

江
戸
表
同
役
�
左
之
通
申
来
、
二
日
付

山
田
津
右
衛
門
養
女
悴
常

小
山
今
右
衛
門

五
郎
へ
縁
組
、
願
之
通
被
仰
付
之

一

同
十
三
日

御
本
陣
触
到
着

一

同
十
八
日

三
平
娘
正
徹
方
へ
縁
組
、

遠
藤
三
平

願
之
通
被
仰
付
之

山
田
正
徹

一

七
月
廾
五
日

家
督
之
御
礼

寺
内
権
之
進

格
式
之
御
礼

大

英

寺

男
子
無
之
付
、
高
木
主
水

久
保
勇
蔵

正
様
御
家
来
小
林
嘉
助
次

男
喜
十
郎
養
子
仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

右
之
通
当
月
十
八
日
付
ニ
而
江
戸
表
同
役
方
�
申
来
候

一

殿
様
少
々
残
暑
御
中
、
御
痔
疾
御
差
発
付
、

御
発
駕
暫
御
見
合
之
儀
、
当
十
九
日
御
届
御

座
候
段
、
演
説
被
仰
渡
候

一

同
廾
八
日

御
役
替
道
橋
奉
行

石
倉
友
左
衛
門

御
納
戸
役

長
谷
川
重
蔵

水
道
御
役

塩
野
権
大
夫

十
郎
治
男
子
無
之
付
、
奥

森

十
郎
治

馬
弟
秀
馬
聟
養
子
仕
度
旨
、

長
谷
川
奥
馬

双
方
願
之
通
被
仰
付
之

同

秀
馬

一

殿
様
御
痔
疾
秋
暑
相
除
、
御
快
方
被
成
御
座

候
へ
ハ
、
来
月
廾
日
御
發
駕
可
被
遊
段
被
仰

出
候

○

八
月
朔
日

八
朔
之
御
礼
五
半
時
揃
即
刻
相
済

一

同
六
日

御
本
陣
触
着

建
部
内
匠
様
御
奥
様
御
守

畑

権
大
夫

役
当
分
之
内
兼
帯
被
仰
付

右
去
月
廾
八
日
被
仰
付
候
由
、
江
戸
表
同
役
�
申
来
候

一

同
十
一
日

廾
日
之
御
発
駕
少
々
御
見
合
之
御
様
子
申
来

候

其
方
儀
実
子
無
之
付
、
高

増
田
助
之
丞

木
主
水
正
様
御
家
来
小
林

嘉
助
三
男
銕
五
郎
養
子
、
願
之
通
被
仰
付
之

右
之
通
当
六
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
由
申
来
候

一

同
廾
六
日

豊
姫
様
御
病
気
之
処
、
当
廾
三
日
酉
斎
過
被

遊
御
卒
去
候
、
依
之
来
ル
廾
九
日
迄
普
請
停

止
、
来
月
七
日
迄
鳴
物
・
諸
殺
生
万
端
相
慎

候
様
、
右
付
明
日
四
時
�
九
時
迄
之
内
、
月

番
宅
へ
罷
出
、
御
機
嫌
相
伺
候
様
被
仰
出
候

一

同
廾
七
日

諸
士
御
用
番
宅
へ
罷
出
、
御
機
嫌
相
伺
申
候

一

殿
様
御
不
快
今
以
不
被
遊
御
勝
候
付
、
九
月

中
迄
御
滞
府
御
願
書
被
差
出
候
処
、
当
廾
一

日
御
願
之
通
被
蒙
仰
候

○

九
月
二
日

豊
姫
様
御
法
名

秋
涼
院
殿
玉
顔
映
輪
大
童
子

一

御
葬
式
去
月
廾
五
日
未
刻
御
出
棺
相
済
候
段

申
来
候

一

同
六
日
・
七
日

於
長
国
寺
御
初
七
日
御
法
事
御
執
行
有

之

一

同
九
日

重
陽
御
礼
五
半
時
揃
即
刻
相
済

一

同
十
八
日
・
十
九
日

祭
礼
ニ
付
於
泰
様
御
桟
敷
へ
被
為

入
候
、
御
部
屋
様
も
御
出
被
成
候

一

殿
様
御
不
快
御
快
被
成
御
座
候
ニ
付
、
来
月

朔
日
御
発
駕
可
被
遊
旨
被
仰
出
候
、
御
本
陣
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触
今
日
着

一

同
廾
一
日

大
般
若
御
執
行

一

同
廾
二
日

亡
父
嘉
平
願
置
候
通
御
切

宮
沢
儀
兵
衛

米
籾
五
拾
表
・
玄
米
一
人

籾
三
人
御
扶
持
被
下
置
、
跡
式
跡
役
共
申
渡
之

亡
父
彦
助
願
置
候
通
御
切

関
田
源
丞

米
籾
弐
拾
五
表
・
玄
米
四

人
御
扶
持
被
下
置
、
跡
式
跡
役
共
申
付
之

右
御
用
番
宅
ニ
於
て
祢
津
要
左
衛
門
申
渡
之

御
用
部
屋
小
僧
役
申
付
之

間
庭
秀
五
郎

右
同
断
高
山
平
十
郎
申
渡
之

甚
蔵
病
気
ニ
付
願
之
通
隠

柿
崎
甚
蔵

居
、
只
今
迄
拝
領
之
御
切

名
代
両
角
喜
十
八

米
金
四
両
・
籾
三
人
御
扶

柿
崎
善
治

持
善
治
ヘ
被
下
置
、
跡
式

無
相
違
申
付
之

右
同
断
惣
左
衛
門
申
渡
之

一

同
廾
六
日

年
頭
御
礼
・
入
院
御
礼
・

大

英

寺

御
朱
印
頂
戴
之
節
・
御
参

府
之
節
・
御
帰
城
之
節
、
並
外
寺
院
大
御
門
迄
乗
輿

ニ
而
罷
出
候
程
之
格
立
候
節
ハ
中
御
門
迄
乗
輿

右
之
通
被
仰
渡
候
段
、
為
心
得
当
御
役
へ
被
仰
渡
候

一

同
廾
七
日

今
明
日
於
長
国
寺
秋
涼
院
様
御
七
々
日
御
法

事
御
修
行

一

同
晦
日

殿
様
御
不
快
御
快
、
廾
五
日
被
遊
御
出
勤
候

段
申
来
候

○

十
月
朔
日

今
日
江
戸
御
發
駕
付
、
今
日
�
御
用
部
屋
建

初
而
御
目
見

���
深
尾
伯
泉

立
田
宗
伯

悴
御
目
見
申
上
候
付
御
礼

���
深
尾
玄
朴

立
田
玄
道

右
之
通
先
月
廾
五
日
被
仰
付
候
段
、
同
役
�
申
来
候

一

同
四
日

当
朔
日
江
戸
表
被
遊
御
發
駕
候
段
申
来
候

一

同
六
日

御
城
着
、
八
時
過
諸
士
例
之
通
相
詰

一

於
御
居
間
御
用
席
不
残
御
目
見
、
次
ニ
牧
野

伊
左
衛
門
同
断
、
次
ニ
御
目
付
同
断
、
被
成

下
御
意
候

一

同
七
日

岡
嶋
庄
之
助
去
暮
、
唐
茶
苧
之
御
袴
拝
領
仕

候
間
、
此
末
着
候
段
当
御
役
へ
断
有
之
、
御

用
番
江
も
申
上
候
由
申
聞
候
、
拝
領
ニ
而
も

縞
無
紋
之
類
、
此
方
ニ
而
者
着
候
儀
不
相
成

候
旨
、
御
用
番
被
仰
渡
候
間
、
其
段
庄
之
助

方
へ
申
遣
候

一

同
八
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
諏
方
宮
・
長
国
寺
・
大

英
寺
へ
御
参
詣
、
御
出
九
時
御
帰
七
半
過

一

同
十
三
日

右
同
断
、
白
鳥
・
開
善
寺
へ
同
断

一

御
領
内
川
々
国
役
御
普
請
、
先
達
而
御
願
被

差
出
候
処
、
当
八
日
御
願
之
通
被
蒙
仰
候

段
、
演
説
被
仰
渡
候

一

同
十
五
日

月
次
御
礼
四
時
揃
即
斎
相
済

家
督
後
御
礼

塩
野
岩
多

初
而
御
目
見

��������
近
藤
庄
九
郎

大
嶋
新
治

関
口
弥
吉

河
原
浅
之
進

中
村
通
本

家
督
後
之
御
礼

���
長
谷
川
市
左
衛
門

上
村
五
十
郎

継
目
之
御
礼

恵

明

寺

御
通
懸
一
同

家
督
之
御
礼

��������
御
勘
定宮

沢
儀
兵
衛

同

関
田
源
丞

小
僧
役柿

崎
善
治

同

間
庭
秀
五
郎

御
大
工倉

沢
幸
八

一

同
十
七
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
大
鋒
寺
へ
被
遊
御
参
詣

候

一

同
十
八
日

玄
猪
御
祝
儀
七
半
時
揃
ニ
而
先
達
而
被
仰
出

候
処
、
尚
又
正
七
半
時
急
度
相
揃
候
様
被
仰

出
候

一

同
十
八
日

玄
猪
御
祝
義
七
半
時
揃
ニ
而
暮
六
時
相
始
例
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之
通
相
済

一

同
廾
三
日

四
時
之
御
供
触
れ
ニ
而
長
国
寺
へ
御
参
詣
、

御
出
九
時
御
帰
八
半
時
過

一

同
廾
五
日

妹
儀
牧
野
遠
江
守
様
御
家

前
嶋
四
郎
右
衛
門

中
古
畑
志
津
馬
方
へ
縁
組
、

願
之
通
被
仰
付
之

御
役
替
御
徒
目
付
申
付
之

久
保
祐
助

於
長
囲
炉
裏
片
岡
唱
申
渡
之

御
徒
士
へ
御
番
入
申
付
之

柿
崎
善
治

右
同
断
渡
大
夫
申
渡
之

○

十
一
月
朔
日

月
並
御
礼
四
時
揃
、
即
刻
相
済

其
方
儀
病
気
聢
与
無
之
難

竹
内
庄
左
衛
門

相
勤
付
、
御
役
御
赦
免
被

名
代
竹
内
平
七

仰
付
之

右
同
断

������

久
保
極
人

名
代
白
川
八
右
衛
門

松
村
彦
之
丞

名
代
山
口
清
之
進

初
而
之
御
目
見

矢
野
又
四
郎

同

成
沢
斎
治

悴
御
目
見
ニ
付
御
礼

成
沢
文
治

継
目
御
礼

矢
代
村法

蔵

寺

一

同
三
日

六
半
時
之
御
供
触
ニ
而
為
御
野
懸
善
光
寺
へ

被
遊
御
出
候
、
御
帰
夜
五
半
時
過

一

同
九
日

其
方
儀
病
身
罷
成
、
難
相

小
山
田
十
大
夫

勤
付
願
之
通
隠
居
、
悴
織

名
代
出
浦
八
郎
左
衛
門

部
へ
御
知
行
弐
百
石
被
下

同

織
部

置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

其
方
弟
萬
作

樋
口
六
左

菅

繁
之
助

衛
門
方
へ
聟
養
子
差
遣
度

旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

其
方
男
子
無
之
付
、
菅
繁

樋
口
六
左
衛
門

之
助
弟
萬
作
聟
養
子
仕
度

旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

一

十
一
月
十
日

江
戸
御
日
記
御
土
蔵
内
ニ
而
ふ
け
く
さ
り

有
之
候
付
、
写
し
之
儀
佐
藤
傳
五
郎
へ
申
渡

置
候
間
、
宮
本
民
衛
当
御
役
方
御
用
透
之
節

者
、
為
相
写
候
様
被
仰
渡
候
間
、
当
人
へ
申

遣
候

一

同
十
五
日

月
幷
御
礼
例
之
通
相
済

勘
左
衛
門
悴
十
郎
左
衛
門

成
澤
勘
左
衛
門

方
へ
文
治
妹
縁
組
、
双
方

成
沢
文
治

願
之
通
被
仰
付
候

御
即
位
付
京
都
へ
之
御
使

宮
嶋
友
之
進

者
被
仰
付
之

右
同
断
相
勤
候
付
、
御
上

右

同

人

下
一
具
・
御
熨
斗
目
一
・

烏
帽
子
壱
頭
・
素
袍
壱
領
被
下
置
之

右
同
断
別
使
被
仰
付
之

菅
沼
幸
之
進

右
同
断
相
勤
候
付
、
御
上

右

同

人

下
一
具
・
御
熨
斗
目
一
被

下
置
之

右
同
断
御
使
者
ニ
差
出
候
、

野
本
金
八

御
内
向
一
巻
、
右
御
用
取

計
申
付
之

家
督
之
御
礼

小
山
田
織
部

初
而
之
御
目
見

������
大
瀬
為
治

春
原
広
江

矢
野
惣
一
郎

斎
田
喜
代
太
郎

隠
居
之
御
礼

小
山
田
十
大
夫

名
代
小
林
五
郎
大
夫

悴
御
目
見
申
上
候
付
御
礼

����
大
瀬

登

春
原
惣
左
衛
門

矢
野
式
右
衛
門
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�
斎
田
左
盛

一

十
一
月
十
九
日

亡
父
九
左
衛
門
願
置
候
通

関
口
角
左
衛
門

御
知
行
九
拾
石
被
下
置
、

同
道
落
合
瀬
左
衛
門

家
督
無
相
違
被
仰
付
之

一

同
廾
一
日

今
日
寺
尾
辺
へ
御
野
懸
、
御
表
へ
御
沙
汰
無

之

一

同
廾
三
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
長
国
寺
へ
御
参
詣
被
遊

候

一

同
廾
四
日

於
長
国
寺
円
陽
院
様
御
廟
所
御
改
葬
ニ
付
、

御
普
請
中
見
廻
候
様
、
先
達
惣
左
衛
門
被
仰

渡
候
処
病
気
ニ
付
代
り
、
政
野
右
衛
門
へ
被

仰
付
候
、
尤
一
日
両
三
度
ツ
ヽ
見
廻
り
候
様

被
仰
渡
候

一

今
日
寺
尾
辺
へ
御
野
懸

一

同
廾
五
日

今
明
日
於
長
国
寺
容
含
院
様
御
三
回
忌
御
法

事
御
修
行
有
之

一

同
廾
六
日

曽
衛
病
気
候
処
当
廾
三
日
死
去
付
、
三
千
姫

様
御
忌
服
被
為
請
候
、
依
之
今
日
�
廾
八
日

迄
普
請
・
鳴
物
停
止
、
万
端
相
慎
候
様
被
仰

出
候

一

同
廾
八
日

月
次
ニ
而
諸
士
登
城
之
処
、
少
々
不
遊
御
勝

候
ニ
付
、
御
礼
不
被
為
請
候

一

寒
宵
院
様
・
雲
月
院
初
七
日
・
五
七
日
・

七
々
日
御
取
畳
、
於
長
国
寺
御
法
事
御
執
行

有
之

一

同
廾
九
日

右
同
断

○

十
二
月
朔
日

月
次
之
御
礼
例
之
通
相
済

平
右
衛
門
妹
三
平
方
へ
縁

遠
藤
三
平

組
、
双
方
願
之
通
被
仰
付

綿
内
平
右
衛
門

之其
方
病
気
聢
与
無
之
付
、

原

勇
右
衛
門

願
之
通
御
役
御
免
被
仰
付

名
代
小
林
五
郎
大
夫

之
右
於
御
用
部
屋
被
仰
付
候

御
庭
方
出
精
相
勤
候
付
、

森

五
十
三

御
庭
見
回
役
申
付
之

右
於
長
囲
炉
裏
勇
之
進
申
渡
之

年
来
出
精
相
勤
候
付
、
御

手
代小

野
九
郎
左
衛
門

勘
定
役
申
付
之
、
御
宛
行

五
斗
入
籾
弐
拾
五
表
・
玄
米
弐
人
御
扶
持
御
直
被
下

置
之

出
精
相
勤
筆
算
宜
御
用
立

物
書宮

下
傳
左
衛
門

候
付
、
御
勘
定
役
申
付
、

御
宛
行
壱
人
御
扶
持
御
増
、
玄
米
弐
人
御
扶
持
ニ
御

直
被
下
置
之

右
同
断
祢
津
要
左
衛
門
申
渡
之

出
精
相
勤
候
付
、
一
生
之

���
小
頭池

田
勇
助

間
御
勘
定
役
申
付
候
、
只

吉
田
源
左
衛
門

今
迄
之
御
役
料
弐
人
御
扶

�

松
本
七
郎
左
衛
門

持
ニ
御
直
被
（
下
）
置
之

右
同
断
徳
田
神
一
郎
申
渡
之

家
督
之
御
礼

関
口
角
左
衛
門

初
而
之
御
目
見

����
金
井
長
三
郎

上
村
九
之
助

中
村
勝
五
郎

悴
御
目
見
付
御
礼

����
金
井
渡
大
夫

上
村
最
中

中
村
清
右
衛
門

御
通
懸
ヶ

役
成
之
御
礼

御
徒
目
付

久
保
祐
助

料
理
方
修
行
御
用
立
候
様

大
谷
津
市
之
進

心
懸
、
去
ル
酉
年
申
付
候

処
出
府
修
行
、
御
在
府
中
両
度
御
料
理
も
仕
、
当
御

帰
城
御
道
中
御
昼
御
料
理
方
相
勤
、
是
迄
出
精
修
行

右
御
用
取
計
宜
ニ
付
、
御
料
理
人
見
習
申
付
候
、
尚

又
願
之
通
出
府
、
弥
出
精
格
段
御
用
立
候
様
心
懸
、

修
行
可
仕
旨
申
付
之

右
者
立
合
無
之
、
岸
左
金
太
申
聞
候
付
記
置

一

十
二
月
三
日

円
陽
院
様
御
廟
所
御
改
葬
御
普
請
相
済
、

右
之
段
御
用
番
へ
御
届
申
候

一

今
明
日
秋
涼
院
様
御
百
ヶ
日
御
法
事
、
於
長

国
寺
御
修
行
有
之
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一

同
七
日

男
子
無
之
付
、
土
口
村
従

片
岡
惣
市

弟
嘉
平
治
悴
嘉
仲
治
聟
養

子
仕
度
旨
、
願
之
通
申
付
之

右
於
長
囲
炉
裏
源
八
申
渡
之

一

同
十
一
日

庄
左
衛
門
病
気
聢
与
無
之
、

竹
内
庄
左
衛
門

往
々
難
相
勤
付
願
之
通
隠

名
代
恩
田
十
郎
兵
衛

居
、
悴
藤
馬
へ
只
今
迄
拝

同

藤
馬

領
之
御
知
行
弐
百
石
被
下

置
、
御
足
軽
弐
拾
人
被
成
下
御
預
、
家
督
無
相
違
被

仰
付
之

極
人
病
気
聢
与
無
之
、
往

久
保
極
人

々
難
相
勤
付
願
之
通
隠
居
、
名
代
白
川
八
右
衛
門

悴
源
左
衛
門
江
唯
今
迄
拝

同

源
左
衛
門

領
之
御
知
行
七
拾
石
被
下

置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

以
後
御
次
へ
折
々
罷
出
、

久
保
極
人

御
機
嫌
可
相
伺
候

勇
右
衛
門
病
気
聢
与
無
之
、

原

勇
右
衛
門

往
々
難
相
勤
付
、
願
之
通

名
代
石
倉
藤
右
衛
門

隠
居
、
悴
九
郎
左
衛
門
へ

同

九
郎
左
衛
門

唯
今
迄
拝
領
之
御
知
行
百

弐
拾
五
石
被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

妾
腹
男
子
亀
三
郎
嫡
子
仕

吉
村
左
平

度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

一

同
十
五
日

弟
茂
十
郎

池
田
鵜
殿
方

木
村
縫
殿
助

へ
養
子
差
遣
度
旨
、
願
之

同

茂
十
郎

通
被
仰
付
之

実
子
無
之
付
、
木
村
縫
殿

池
田
鵜
殿

助
弟
茂
十
郎
養
子
仕
度
旨
、

願
之
通
被
仰
付
之

病
気
聢
与
無
之
難
相
勤
付
、

斎
藤
新
蔵

願
之
通
御
役
御
赦
免
被
被

名
代
春
原
儀
左
衛
門

仰
付
之

右
於
御
用
部
ヤ
被
仰
付
候

御
座
敷
見
廻
申
付
之

冨
岡
庄
七

右
於
長
囲
炉
裏
申
渡
之

家
督
之
御
礼

����
原

九
郎
左
衛
門

竹
内
藤
馬

久
保
源
左
衛
門

初
而
之
御
目
見

���
坂
巻
藤
之
進

樋
口
萬
作

隠
居
之
御
礼

����

竹
内
庄
左
衛
門

名
代
竹
内
平
七

久
保
極
人

名
代
白
川
八
右
衛
門

����

原

勇
右
衛
門

名
代
原

治
左
衛
門

悴
御
目
見
ニ
付
御
礼

���
坂
巻
専
助

樋
口
六
左
衛
門

御
通
懸

格
式
之
御
礼

��������
御
勘
定小

野
九
郎
左
衛
門

宮
下
傳
左
衛
門

池
田
勇
助

吉
田
源
左
衛
門

松
本
七
郎
左
衛
門

一

十
二
月
十
八
日

伊
右
衛
門
娘
又
右
衛
門
養

宮
下
伊
右
衛
門

女
ニ
仕
、
悴
熊
次
郎
へ
嫁

坂
野
又
右
衛
門

申
度
旨
、
双
方
願
之
通
被

仰
付
之

藤
左
衛
門
養
母
平
右
衛
門

山
寺
藤
左
衛
門

方
へ
縁
組
、
双
方
願
之
通

綿
内
平
右
衛
門

被
仰
付
之

一

同
廾
一
日

宮
岡
駒
五
郎
御
坊
主
被
仰
付
候
由
、
山
崎
宗

億
同
道
ニ
而
御
役
所
へ
罷
出
、
名
可
悦
与
相

改
候
由
、
申
聞
候
付
記
置

一

同
廾
三
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
長
国
寺
・
大
鋒
寺
へ
御

参
詣
、
御
出
九
時
御
帰
七
半
過

一

同
廾
五
日

小
之
月
廾
八
日
御
礼
無
之
候
処
就
歳
暮
、
以
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来
共
十
二
月
廾
八
日
ハ
御
礼
被
為
受
候
旨
仰

出
候

一

同
廾
八
日

月
次
御
礼
四
時
揃
四
半
時
相
済

役
替
側
役
幷
側
納
戸
兼
帯

草
間
一
路

申
付
之

役
替
側
役
・
刀
番
・
膳
番

馬
場
廣
人

兼
帯
申
付
之

勤
方
宜
ニ
付
、
側
納
戸
申

長
谷
川
甚
九
郎

付
之

役
替
刀
番
・
膳
番
申
付
之

���
小
松
庄
兵
衛

佐
久
間
大
八
郎

右
者
於
御
前
被
仰
付

御
役
替
御
側
役
幷
御
側
御

伊
東
喜
膳

納
戸
兼
帯
被
仰
付
之

名
代
藤
田
新
吾

御
役
料
拾
五
石
被
下
置
之

草
間
一
路

御
先
番
所
御
赦
免
、
席
之

���
右

同

人

儀
ハ
御
側
目
付
次
、
江
戸

伊
東
喜
膳

表
ニ
而
ハ
肩
衣
着
候
様
、

御
奥
向
出
入
被
仰
付
之

御
加
恩
弐
拾
石
被
下
置
之

馬
場
廣
人

御
登
城
御
延
気
之
外
御
供

右

同

人

御
赦
免
、
席
之
儀
ハ
御
側

目
付
次
、
江
戸
表
ニ
而
ハ
肩
衣
着
候
様
、
御
奥
向
出

入
被
仰
付
之

御
役
料
籾
拾
五
表
被
下
置

藤
井
彦
九
郎

之格
段
之
義
を
以
御
手
充
金

小
松
庄
兵
衛

五
両
ツ
ヽ
明
年
�
被
下
置

之悴
市
之
進
被
召
出
、
三
人

富
永
新
平

御
扶
持
被
下
置
、
金
井
左

仲
組
へ
御
番
入
被
仰
付
之

御
役
料
籾
拾
表
被
下
置
之

岡
嶋
庄
之
助

御
側
御
納
戸
加
役
被
仰
付

小
野
重
左
衛
門

之御
役
料
御
増
高
拾
五
石
ニ

鈴
木
弥
惣
左
衛
門

御
直
被
下
置
候

御
近
習
被
仰
付
之

����
植
木
民
之
進

鹿
野
杢
之
進

高
田
民
五
郎

御
切
米
金
五
両
下
置
之

高
田
民
五
郎

御
近
習
被
仰
付
之

片
岡
常
三
郎

御
切
米
金
五
両
被
下
置
候

右

同

人

度
々
被
為
召
、
御
用
向
被

小
野

斎

仰
付
候
ニ
付
、
三
人
御
扶

持
被
下
置
之

右
於
御
用
部
屋
被
仰
付
候

心
懸
宜
出
精
相
勤
候
付
、

松
本
治
三
郎

御
役
料
金
三
両
被
下
置

之
右
於
御
長
囲
炉
裏
宮
下
伊
右
衛
門
申
渡
之

○

四
月
六
日

其
方
姉
義
評
定
所
留
役
御

立
田
萬
安

勘
定
青
木
三
郎
左
衛
門
様

へ
養
女
差
遣
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

○
安
永
十
年
辛
丑

四
月
天
明
与
改
元

○

正
月
朔
日

御
礼
五
半
時
揃
ニ
而
於
小
書
院
御
側
向
�
諸

御
役
人
迄
独
例
相
済
、
大
書
院
出
御
、
鎌
原

長
門
�
御
役
御
免
之
無
役
迄
独
礼
八
時
相

済
、
御
帰
懸
御
通
懸
之
者
於
例
之
席
御
礼
一

同
申
上

一

同
二
日

大
書
院
出
御
、
元
日
当
番
之
定
火
消
・
差
立
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嫡
子
よ
り
小
役
人
嫡
子
迄
独
礼
、
畢
而
大
書

院
東
御
縁
頬
御
徒
士
・
小
僧
役
例
之
通
御
帰

懸
御
通
懸
之
者
於
例
之
席
一
同
御
礼
申
上

一

同
三
日

御
流
七
半
時
揃
ニ
而
暮
時
過
相
初
、
例
之
通

相
済

一

同
四
日

寺
院
御
礼
五
半
時
揃
ニ
而
於
小
書
院
三
ケ
寺

独
礼
相
済
、
大
書
院
出
御
、
御
（
帰
）
懸
御

通
懸
之
者
共
・
御
町
之
者
幷
御
郡
中
帯
刀
御

免
之
御
百
姓
御
礼
申
上
ル
、
大
書
院
出
御
、

御
城
下
寺
院
・
白
鳥
神
主
堀
内
大
隈
一
同
御

礼
申
上
ル
、
畢
而
本
誓
寺
病
気
不
致
登
城

候
、
宰
相
計
御
奏
者
引
連
御
礼
申
上
ル
、
右

畢
而
久
保
喜
傳
治
・
片
野
周
益
御
礼
申
上
ル

一

同
五
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
諏
訪
宮
・
長
国
寺
・
大

英
寺
へ
御
参
詣

一

同
八
日

藤
田
新
吾
旧
臘
文
字
御
紋
黒
縮
緬
小
袖
致
拝

領
、
折
々
着
可
申
段
、
御
用
番
被
仰
渡
候

一

同
九
日

五
半
時
揃
善
光
寺
両
寺
名
代
於
小
書
院
独

礼
、
大
書
院
出
御
、
四
日
之
通
寺
院
御
礼
有

之
候
、
畢
而
市
村
彦
九
郎
御
礼
申
上
ル

一

今
七
時
小
幡
内
膳
長
屋
�
出
火
、
池
田
象
次

郎
類
焼
、
諸
士
例
之
通
相
詰
、
御
城
近
所
付

御
役
人
伺
御
機
嫌
罷
出
候

一

同
十
一
日

御
具
足
御
祝
義
五
半
時
揃
前
々
之
通
相
済

一

同
十
二
日

八
幡
神
宮
寺
松
田
大
内
蔵
煩
、
名
代
宮
沢
権

大
夫
於
小
書
院
独
礼
、
畢
而
於
大
書
院
祢

宜
・
山
伏
一
同
御
礼
申
上
ル

一

同
十
五
日

月
並
之
御
礼
例
之
通
相
済

被
召
出
候
御
礼

冨
永
市
之
進

御
加
恩
之
御
礼

馬
場
廣
人

御
切
米
頂
戴
之
御
礼

���
片
岡
常
三
郎

高
田
民
五
郎

御
扶
持
頂
戴
之
御
礼

小
野

斎

悴
被
召
出
候
御
礼

冨
永
新
平

年
頭
之
御
礼

廣
田
筑
後

名
代
吉
村
嘉
右
衛
門

右
同
断
自
分
之
御
礼

吉
村
嘉
右
衛
門

一

明
十
六
日

勢
州
御
代
参
出
立
付
、
服
穢
御
改

一

同
十
八
日

年
来
出
精
相
勤
候
段
、
蔵

増
田
助
之
丞

人
様
�
被
仰
立
候
付
、
三

人
御
扶
持
御
加
増
被
下
置

之右
同
断
被
仰
立
候
付
、
永

栗
山
政
五
郎

格
被
仰
付
候

右
之
通
当
七
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
段
、
同
役
�
申
遣

候

一

同
廾
三
日

大
般
若
御
執
行
有
之

一

四
時
之
御
供
触
ニ
而
長
国
寺
・
恵
明
寺
・
乾

徳
寺
へ
御
参
詣

一

同
廾
七
日

御
代
参
御
中
日
待
付
、
明
日
暮
時
�
明
後
朝

迄
服
穢
御
改

一

同
廾
八
日

月
次
御
礼
例
之
通
相
済

御
加
恩
之
御
礼

増
田
助
之
丞

名
代
佐
藤
傳
五
郎

番
頭
役
申
付
之

���
玉
川
左
膳

真
田
勘
解
由

役
替
使
役
申
付
之

矢
野
式
右
衛
門

右
者
於
御
前
被
仰
付
候

御
払
方
御
金
奉
行
被
仰
付

柘
植
量
右
衛
門

之御
納
戸
役
被
仰
付
之

川
口
五
左
衛
門

玉
川
左
膳
組
へ
御
番
入
被

小
山
田
織
部

仰
付
之

真
田
勘
ケ
由
組
へ
同
断

関
口
角
左
衛
門

十
河
左
治
馬
組
へ
同
断

久
保
源
左
衛
門

御
役
附
御
足
軽
拾
人
御
預

真
田
勘
解
由

被
成
下
候
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海
野
主
税
組
へ
御
番
入

竹
内
藤
馬

其
方
病
気
聢
与
無
之
、
往

井
上
嘉
七

々
御
奉
公
難
相
勤
付
願
之

名
代
井
上
与
一
兵
衛

通
隠
居
、
悴
一
角
へ
御
知

井
上
一
角

行
百
石
被
下
置
、
家
督
無

相
違
被
仰
付
之

病
気
聢
与
無
之
難
相
勤
付
、

竹
内
金
左
衛
門

願
之
通
御
役
御
赦
免
被
仰

名
代
千
喜
良
冨
松

付
之

其
方
男
子
無
之
付
、
松
平

両
角
要
助

与
五
郎
様
御
家
来
清
水
只

右
衛
門
養
弟
冨
馬
聟
養
子
仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付

之藤
左
衛
門
養
弟
政
吉
、
平

山
寺
藤
左
衛
門

右
衛
門
方
へ
養
子
差
遣
度

綿
内
平
右
衛
門

旨
、
双
方
願
之
通
被
仰
付

之

○

二
月
朔
日

月
次
之
御
礼
例
之
通
相
済

家
督
之
御
礼

井
上
一
角

隠
居
之
御
礼

井
上
嘉
七

名
代
三
井
九
郎
左
衛
門

一

仁
科
甚
十
郎
名
代
を
以
年
頭
之
御
礼
申
上
候

一

同
五
日

四
時
御
供
触
ニ
而
白
鳥
・
開
善
寺
へ
御
参
詣

昨
日
被
仰
出
候
之
処
、
御
延
引
被
仰
出
候

一

同
六
日

男
子
無
之
付
、
岩
野
村
罷

竹
内
善
内

在
候
甥
又
五
郎
聟
養
子
致

名
代
中
沢
郡
蔵

度
旨
、
願
之
通
申
付
之

右
於
長
囲
炉
裏
源
八
申
渡
之

一

同
十
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
白
鳥
・
開
善
寺
へ
御
参

詣

一

明
日
御
代
参
下
向
付
、
服
穢
御
改

一

同
十
一
日

亡
父
殿
尾
願
置
候
通
御
知

池
田
象
次
郎

行
六
百
石
被
下
置
、
足
軽

同
道
藤
田
典
膳

廾
人
御
預
被
成
下
、
家
督

無
相
違
被
仰
付
之

右
服
穢
御
改
付
、
御
用
番
宅
ニ
而
被
仰
付
候

一

二
月
十
三
日

今
明
日
於
長
国
寺
仙
苗
院
様
御
一
周
忌
御

法
事
御
執
行

一

同
十
五
日

月
次
之
御
礼
例
之
通
相
済

病
気
不
相
勝
、
往
々
御
奉

窪
田
惣
右
衛
門

公
難
相
勤
付
願
之
通
隠
居
、
名
代
小
川
多
次

只
今
迄
拝
領
之
御
知
行
百

窪
田
岩
右
衛
門

四
拾
五
石
悴
岩
右
衛
門
ヘ

被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

家
督
之
御
礼

池
田
象
治
郎

継
目
御
礼

���
源

真

寺

高

山

寺

一

同
十
七
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
大
鋒
寺
へ
御
参
詣

一

同
廾
一
日

其
方
弟
子
西
沢
玄
又
義
致

深
尾
玄
朴

養
弟
、
北
山
慶
樹
在
命
之

内
養
子
差
遣
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

北
山
慶
樹
在
命
之
内
養
子

西
沢
玄
又

仕
、
跡
式
之
儀
願
置
候
、

其
方
儀
未
博
病
用
達
候
儀
も
不
相
聞
、
兼
而
被
仰
出

有
之
候
得
（
共
）、
以
御
情
八
人
御
扶
持
被
下
置
、

家
督
被
仰
付
之

右
之
通
当
十
一
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
段
、
同
役
�
申

来
候

一

同
廾
二
日

殿
様
御
参
府
御
伺
六
月
中
与
被
蒙
仰
候
段
、

演
説
被
仰
渡
候

一

玉
泡
院
様
・
清
信
院
様
御
百
ヶ
日
御
法
事
、

今
明
日
於
長
国
寺
御
執
行
有
之

一

同
廾
三
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
長
国
寺
へ
御
参
詣

一

同
廾
五
日

御
台
所
目
付
申
付
之

高
橋
幸
蔵

御
買
物
役
申
付
之

野
中
友
右
衛
門

右
於
長
囲
炉
裏
源
八
申
渡
之

― 89―



十
八
病
気
聢
与
無
之
、
往

窪
田
十
八

往
難
相
勤
付
願
之
通
隠
居
、

同

林
右
衛
門

悴
林
右
衛
門
ヘ
只
今
迄
拝

領
之
御
切
米
籾
五
斗
入
弐
拾
八
俵
・
白
米
弐
人
御
扶

持
被
下
置
、
跡
式
・
跡
役
共
申
付
之

右
同
断
小
川
多
次
申
渡
之

一

今
日
御
野
懸
有
之

一

同
廾
八
日

月
次
御
礼
四
時
揃
即
斎
相
済

山
岸
岡
右
衛
門
末
女
致
養

大
熊
四
郎
左
衛
門

女
、
四
郎
右
衛
門
悴
平
馬

長
井
四
郎
右
衛
門

方
へ
縁
組
、
双
方
願
之
通

被
仰
付
之

其
方
末
女
大
熊
四
郎
左
衛

山
岸
岡
右
衛
門

門
方
へ
養
女
差
遣
度
旨
、

願
之
通
被
仰
付
之

家
督
之
御
礼

窪
田
岩
右
衛
門

初
而
御
目
見

小
林
隼
太

隠
居
之
御
礼

窪
田
惣
右
衛
門

悴
御
目
見
付
御
礼

小
林
奥
左
衛
門

御
通
懸
跡
式
之
御
礼

御
賄
役窪

田
林
右
衛
門

一

渋
谷
玄
仙
従
於
泰
様
縮
め
ん
須
濱
之
御
紋
小

袖
致
拝
領
候
付
、
菅
沼
助
右
衛
門
娘
為
着
度

旨
申
立
候
処
、
為
着
候
様
被
仰
渡
候

○

三
月
朔
日

月
並
御
礼
例
之
通
相
済

家
督
之
御
礼

北
山
玄
又

名
代
中
村
通
本

年
頭
之
御
礼

信

綱

寺

一

同
三
日

上
巳
御
礼
五
半
時
揃
ニ
而
四
時
過
相
始
、
大

書
院
御
礼
御
番
士
�
無
役
迄
御
役
人
嫡
子
�

小
役
人
嫡
子
迄
三
人
ツ
ヽ
罷
出
御
礼
申
上

ル
、
御
通
懸
ハ
小
書
院
相
済
、
大
書
院
御
出

懸
ニ
相
済

一

同
六
日

昨
日
被
仰
出
候
通
、
於
泰
様
御
雛
御
城
内
詰

合
御
役
人
へ
拝
見
被
仰
付
候
、
尤
麻
上
下
着

用
拝
見
、
其
上
御
役
人
詰
合
、
於
大
役
人
詰

所
御
酒
被
下
候

一

三
月
十
五
日

月
次
御
礼
例
之
通
相
済

先
達
火
災
付
、
半
知
引
高

池
田
象
治
郎

之
内
為
御
手
充
被
下
置
之

其
方
病
気
聢
与
無
之
、
往

松
村
彦
之
丞

往
御
奉
公
難
相
勤
付
願
之

名
代
山
口
清
之
進

通
隠
居
、
悴
十
右
衛
門
へ

同

十
右
衛
門

御
知
行
百
石
被
下
置
、
家

督
無
相
違
被
仰
付
之

堀
千
之
助
様
御
家
来
駒
沢

植
木
民
之
進

勇
左
衛
門
娘
縁
組
仕
度
旨
、

願
之
通
被
仰
付
候

其
方
儀
病
気
聢
与
無
之
、

関
山
彦
作

往
々
御
奉
公
難
相
勤
付
、

願
之
通
御
役
御
赦
免
被
仰
付
之

初
而
之
御
礼

成
沢
元
之
助

悴
御
目
見
付
御
礼

成
澤
十
郎
左
衛
門

一

同
廾
一
日

金
左
衛
門
病
気
聢
与
無
之
、

竹
内
金
左
衛
門

往
々
御
奉
公
難
相
勤
付
願

名
代
竹
内
平
七

之
通
隠
居
、
悴
忠
左
衛
門

同

忠
左
衛
門

へ
御
知
行
百
石
被
下
置
、

家
督
無
相
違
被
仰
付
之

一

御
野
懸
有
之

一

同
廾
三
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
長
国
寺
へ
御
参
詣

三
郎
右
衛
門
男
子
無
之
付
、

古
沢
三
郎
右
衛
門

七
十
郎
弟
虎
吉
養
子
仕
度

中
村
七
十
郎

旨
、
双
方
願
之
通
被
仰
付

之

一

同
廾
四
日

御
野
懸
有
之

一

同
廾
八
日

月
幷
御
礼
例
之
通
相
済
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願
之
通
悴
又
五
郎
御
徒
士

竹
内
善
内

へ
番
入
申
付
之

同

又
五
郎

願
之
通
悴
磯
八
御
用
部
屋

伊
東
平
次
郎

小
僧
役
申
付
之

同

磯
八

右
於
長
囲
炉
裏
渡
大
夫
申
渡
之

家
督
之
御
礼

���
松
村
十
右
衛
門

竹
内
忠
左
衛
門

隠
居
之
御
礼

������

松
村
彦
之
丞

名
代
山
口
清
之
進

竹
内
金
左
衛
門

名
代
竹
内
藤
馬

一

御
野
懸
有
之

○

四
月
朔
日

月
次
御
礼
例
之
通
相
済

一

同
十
日

四
時
之
御
供
揃
ニ
而
長
国
寺
・
乾
徳
寺
へ
御

参
詣

一

同
十
一
日

軍
治
次
男
綾
五
郎

忠
兵

佐
藤
軍
治

衛
方
へ
聟
養
子
差
遣
度
旨
、

榎
田
忠
兵
衛

双
方
願
之
通
被
仰
付
之

佐
藤
綾
五
郎

弥
藤
治
病
気
聢
与
無
之
、

中
村
弥
藤
治

難
相
勤
付
願
之
通
隠
居
、

名
代
須
田
惣
吾

悴
小
四
郎
へ
只
今
迄
拝
領

同

小
四
郎

之
御
切
米
籾
三
十
表
・
中

白
米
弐
人
御
扶
持
被
下
置
、
跡
式
申
付
之

右
於
御
膳
所
池
田
鵜
殿
申
渡
候
段
、
申
聞
候
付
記

置

一

同
十
三
日

御
野
懸
有
之

一

同
十
五
日

月
次
之
御
礼
例
之
通
相
済

初
而
之
御
目
見

大
熊
大
太
郎

悴
御
目
見
付
御
礼

大
熊
四
郎
左
衛
門

初
而
之
御
目
見

����
原

岩
尾

池
田
茂
十
郎

小
幡
久
江

悴
御
目
見
付
御
礼

���
池
田
鵜
殿

小
幡
七
右
衛
門

家
督
之
御
礼

蔵
人
様
御
料
理
人

中
村
小
四
郎

悴
左
京
用
人
見
習
申
付
之

���
恩
田
新
六

恩
田
左
京

悴
隼
之
助
番
頭
役
申
付
之

����
煩

小
幡
又
八
郎

名
代
小
幡
内
膳

小
幡
隼
之
助

役
替
大
目
付
役
申
付
之

十
河
左
治
馬

右
於
御
前
被
仰
付
候

拾
人
御
扶
持
ツ
ヽ
被
下
置

���
恩
田
左
京

之

小
幡
隼
之
助

年
来
御
役
勤
方
応
思
召
候

小
幡
又
八
郎

付
、
今
度
十
河
左
治
馬
同

名
代
小
幡
内
膳

役
被
仰
付
候
、
勤
方
之
趣

追
而
可
申
含
旨
被
仰
付
之

一

同
十
七
日

雨
宮
村
神
事
四
時
過
御
城
内
ニ
入
為
扣
置
、

出
御
有
之
、
早
速
大
書
院
御
庭
へ
操
入
例
之

通

一

同
十
八
日

当
十
三
日
年
号
天
明
与
改
元
有
之
候
段
被
仰

出

一

同
廾
三
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
長
国
寺
へ
御
参
詣

一

同
廾
四
日

御
野
懸
有
之

一

同
廾
八
日

彦
七
願
之
通
悴
彦
之
進
御

小
泉
彦
七

徒
士
へ
御
番
入
申
付
之

同

彦
之
進

右
於
長
囲
炉
裏
渡
大
夫
申
渡
之

一

御
野
懸
有
之

○

五
月
朔
日

月
次
之
御
礼
例
之
通
相
済

被
召
出
之
御
礼

���
恩
田
左
京

小
幡
隼
之
助

初
而
之
御
目
見

青
木
伴
五
郎

― 91―



悴
被
召
出
候
付
御
礼

����

恩
田
新
六

小
幡
又
八
郎

名
代
原

五
十
馬

初
而
之
御
目
見

栗
山
喜
太
郎

悴
御
目
見
付
御
礼

栗
山
政
五
郎

御
通
懸
御
礼

御
徒
士竹

内
又
五
郎

一

五
月
五
日

端
午
御
礼
五
半
時
揃
四
過
相
始
、
大
書
院
御

礼
御
番
士
�
嫡
子
迄
三
人
ツ
ヽ
罷
出
御
礼
申

上
ル
、
御
通
懸
御
礼
例
之
通

一

同
六
日

御
野
懸
有
之

一

被
仰
出
無
之
御
野
懸
之
節
、
三
御
門
御
挑
灯

其
度
々
相
伺
候
処
向
後
不
相
伺
、
御
沙
汰
承

り
候
ハ
ヽ
差
出
候
様
申
上
置
候
、
主
膳
殿
御

承
知
被
成
候

一

同
九
日

勇
之
進
病
気
聢
与
無
之
、

堀
田
勇
之
進

往
々
難
相
勤
付
願
之
通
隠

名
代
綿
貫
五
兵
衛

居
、
只
今
迄
拝
領
之
御
知

同

伴
右
衛
門

行
百
石
幷
玄
米
三
人
御
扶

持
伴
右
衛
門
へ
被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

御
徒
目
付
申
付
之

小
泉
彦
七

同
道
佐
藤
九
十
郎

右
於
長
囲
炉
裏
政
野
右
衛
門
申
渡
之

度
々
此
表
迄
罷
出
致
大
儀

高

太

初

候
付
、
留
守
中
被
下
置
候

三
人
御
扶
持
以
思
召
此
末
御
在
府
之
節
も
被
下
置
之

右
高
田
助
左
衛
門
申
渡
候
由
、
申
聞
候
付
記
置

一

五
月
十
五
日

月
次
御
礼
例
之
通
相
済

家
督
之
御
礼

堀
田
伴
右
衛
門

初
而
之
御
目
見

������
古
澤
虎
吉

杉
田
与
四
郎

榎
田
綾
五
郎

山
本
亀
治
郎

隠
居
之
御
礼

堀
田
勇
之
進

名
代
奥
村
権
之
丞

悴
御
目
見
付
御
礼

��������

古
沢
三
郎
右
衛
門

名
代
興
津
政
野
右
衛
門

杉
田
兵
馬

榎
田
忠
兵
衛

山
本
式
左
衛
門

御
通
懸

役
成
之
御
礼

御
徒
目
付

小
泉
彦
七

御
徒
士小

泉
彦
之
進

内
蔵
丞
弟
幾
五
郎

治
部

望
月
治
部
左
衛
門

左
衛
門
方
へ
聟
養
子
被
仰

恩
田
内
蔵
丞

付
之

恩
田
幾
五
郎

双
方
於
御
前
被
仰
付
候

一

五
月
十
六
日

御
料
理
方
頭
取
申
付
候
、

中
村
与
右
衛
門

御
肴
・
御
野
菜
・
御
酒
等

山
本
茂
平

至
迄
万
端
御
費
無
之
様
、

始
末
入
念
相
勤
候
様
可
被
申
渡
候

御
膳
番
中

右
之
通
被
仰
付
候
由
、
右
両
人
申
聞
候
間
記
置

一

同
十
八
日

其
方
儀
病
気
聢
与
無
之
、

長
谷
川
千
助

往
々
御
奉
公
難
相
勤
付
願

名
代
長
谷
川
市
左
衛
門

之
通
隠
居
、
悴
利
八
へ
只

長
谷
川
利
八

今
迄
拝
領
之
御
知
行
六
拾
石

被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

其
方
儀
病
気
聢
与
無
之
、

南
部
金
大
夫

御
奉
公
難
相
勤
付
願
之
通

名
代
山
田
平
之
進

隠
居
、
悴
鳴
渡
へ
只
今
迄

南
部
鳴
渡

拝
領
之
御
知
行
五
拾
石
被

下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

一

同
十
九
日

八
時
頃
�
御
野
懸
有
之

一

同
廾
三
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
長
国
寺
へ
御
参
詣

一

同
廾
四
日

大
般
若
御
執
行
有
之

一

御
野
懸
有
之

一

同
廾
五
日

岡
右
衛
門
男
子
無
之
付
、

山
岸
岡
右
衛
門

廣
人
次
男
文
右
衛
門
聟
養

馬
場
廣
人

子
仕
度
旨
、
双
方
願
之
通

同

文
右
衛
門
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被
仰
付
之

一

同
廾
八
日

月
次
御
礼
例
之
通
相
済

初
而
之
御
目
見

出
浦
團
治
郎

悴
御
目
見
付
御
礼

煩

出
浦
半
平

名
代
海
野
主
税

家
督
之
御
礼

���
長
谷
川
利
八

南
部
鳴
渡

初
而
之
御
目
見

������
大
嶋
亀
五
郎

金
井
斎
宮

中
村
忠
太

保
科
寅
之
助

隠
居
之
御
礼

������

長
谷
川
千
助

名
代
長
谷
川
甚
九
郎

南
部
金
大
夫

名
代
中
俣
吉
五
郎

悴
御
目
見
付
御
礼

����
金
井
又
右
衛
門

中
村
五
郎
兵
衛

保
科
弥
兵
衛

○

閏
五
月
朔
日

月
次
御
礼
例
之
通
相
済

初
而
之
御
目
見

望
月
監
物

悴
御
目
見
之
御
礼

望
月
治
部
左
衛
門

初
而
之
御
目
見

山
岸
文
右
衛
門

悴
御
目
見
之
御
礼

山
岸
岡
右
衛
門

一

来
月
朔
日
御
発
駕
御
日
限
被
仰
出
候

一

同
六
日

多
門
儀
病
気
聢
与
無
之
、

谷
口
多
門

往
々
御
奉
公
難
相
勤
付
願

名
代
前
嶋
四
郎
右
衛
門

之
通
隠
居
、
悴
民
馬
方
へ

谷
口
民
馬

只
今
迄
拝
領
之
御
切
米
金

六
両
・
五
人
御
扶
持
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

権
右
衛
門
娘
友
衛
方
へ
縁

���
星
野
権
右
衛
門

組
、
双
方
願
之
通
被
仰
付

上
村
友
衛

之

一

閏
五
月
十
一
日

伴
蔵
病
気
聢
与
無
之
、
難

小
出
伴
蔵

相
勤
付
願
之
通
隠
居
、
只

名
代
三
輪
惣
十
郎

今
迄
拝
領
之
御
切
米
金
五

小
出
岩
五
郎

両
・
籾
三
人
御
扶
持
岩
五

郎
へ
被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

一

同
十
五
日

月
次
御
礼
例
之
通
相
済

家
督
之
御
礼

���
谷
口
民
馬

小
出
岩
五
郎

初
而
御
目
見

窪
田
茂
作

隠
居
之
御
礼

��������

谷
口
多
門

名
代
飯
嶋
十
左
衛
門

同
断

小
出
伴
蔵

名
代
大
嶋
新
治

悴
御
目
見
付
御
礼

窪
田
内
蔵
右
衛
門

役
替
目
付
役
申
付
之

岡
野
陽
之
助

右
於
御
前
被
仰
付
之

伯
母
義
塩
野
岩
多
方
へ
縁

塩
野
岩
多

組
、
双
方
願
之
通
被
仰
付

原

忠
次
郎

之冨
五
郎
姉
源
八
方
へ
縁
組
、

松
木
源
八

双
方
願
之
通
被
仰
付
之

堀
田
富
五
郎

追
年
格
段
出
精
相
勤
候
付
、

小
川
多
次

御
加
恩
弐
拾
五
石
被
下
置

之
、
只
今
迄
拝
領
之
御
役
料
可
被
差
上
候

同
断

金
井
藤
助

御
払
方
御
金
奉
行
被
仰
付

祢
津
嘉
治
人

之
、
其
上
御
役
料
弐
拾
五

石
被
下
置
之
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小
幡
内
膳
組
へ
御
番
入

竹
内
忠
左
衛
門

長
谷
川
利
八

鈴
木
主
計
組
へ
同
断

斎
藤
新
蔵

出
浦
半
平
組
へ
同
断

澤

勇
記

真
田
勘
ケ
由
組
へ
同
断

������
井
上
一
角

松
村
重
右
衛
門

堀
田
伴
右
衛
門

南
部
鳴
渡

小
幡
隼
之
助
組
へ
同
断

山
越
市
之
丞

原
五
十
馬
組
へ
同
断

窪
田
岩
右
衛
門

出
精
相
勤
候
付
、
御
役
料

山
田
正
徹

拾
五
表
被
下
置
之

家
業
格
段
心
懸
宜
御
病
用

立
田
玄
道

相
勤
、
追
年
広
療
治
致
出

精
候
ニ
付
、
御
加
増
百
石
被
下
置
之

常
々
御
病
用
無
之
節
も
、

右

同

人

一
両
日
一
度
宛
御
城
へ
罷

出
、
可
相
診
旨
被
仰
付
候
、
且
又
医
師
為
修
行
致
出

府
、
十
ヶ
年
程
之
致
在
府
度
旨
内
々
相
願
、
当
時
御

医
師
数
も
少
ニ
付
難
被
仰
付
、
併
修
行
心
懸
之
儀

付
、
近
年
迄
之
通
御
参
府
・
御
帰
城
之
節
之
御
振
合

次
第
立
帰
、
御
供
可
被
仰
付
候
、
右
ニ
付
而
も
別
而

不
切
之
者
共
御
用
立
候
様
、
何
分
出
精
可
有
之
様
被

仰
付
之

御
側
医
被
仰
付
之

高
松
養
碩

御
役
附
御
足
軽
五
人
被
成

岡
野
陽
之
助

下
御
預
候

数
年
相
勤
候
付
御
番
士
被

藤
田
専
蔵

被
付
候
、
御
番
入
之
儀
ハ

追
而
可
被
仰
付
候
、
勤
方
席
之
儀
唯
今
迄
之
通
相
心

得
、
可
有
勤
仕
候

御
厩
之
方
立
合
相
勤
候
節

柿
崎
喜
間
多

万
端
取
〆
宜
、
末
々
形
ニ

相
成
候
儀
共
取
計
、
御
買
物
役
・
加
役
相
勤
候
節
も

心
懸
宜
骨
折
相
勤
、
其
上
近
年
御
蔵
御
賄
所
舂
米
・

摺
米
之
儀
ニ
付
細
々
心
付
、
御
都
合
宜
様
取
計
、
甚

出
精
常
々
無
懈
怠
相
勤
候
付
、
一
生
之
内
給
人
格
被

成
下
、
御
役
替
荒
地
改
役
被
仰
付
之

御
在
城
之
節
本
役
御
用
筋

中
川
九
平
次

相
勤
、
其
上
加
役
之
方
繁

多
之
御
用
年
来
出
精
心
懸
、
宜
骨
折
相
勤
候
付
御
番

士
被
仰
付
候
、
御
番
入
之
儀
ハ
追
而
可
被
仰
付
候

間
、
勤
方
席
之
儀
ハ
唯
今
迄
之
通
相
心
得
、
可
有
勤

仕
候

心
懸
宜
出
精
相
勤
候
付
、

佐
藤
傳
五
郎

御
役
料
金
三
両
被
下
置
候

一

閏
五
月
十
八
日

兵
大
夫
病
気
聢
与
無
之
、

宮
沢
兵
大
夫

難
相
勤
付
願
之
通
隠
居
、

名
代
杉
田
兵
馬

只
今
迄
拝
領
之
御
知
行
九

宮
澤
亀
喜
久

拾
石
亀
喜
久
被
下
置
、
家

督
無
相
違
被
仰
付
之

其
方
男
子
無
之
付
、
松
平

高
久
数
之
進

石
見
守
様
御
家
来
榊
原
鞍

太
養
弟
重
吉
聟
養
子
、
願
之
通
被
仰
付
之

弥
五
郎
姉
惣
大
夫
方
へ
縁

横
田
弥
五
郎

組
、
双
方
願
之
通
被
仰
付

加
藤
惣
大
夫

之改
名
被
仰
付
候

民
五
郎
事

高
田
幾
多

同

民
之
進
事

植
木
直
衛

同

大
八
郎
事

佐
久
間
衛
守

右
名
改
立
合
ハ
無
之
候
得
共
、
当
人
共
申
聞
候
付

記
置
申
候

一

閏
五
月
廾
一
日

殿
様
此
程
御
持
病
之
御
痔
疾
不
被
遊
御

勝
候
付
、
来
月
朔
日
御
発
駕
御
延
引
、
近
日

御
日
限
可
被
仰
出
旨
、
演
説
被
仰
渡
候

一

同
廾
四
日

今
朝
五
時
過
植
木
直
衛
抱
屋
敷
長
屋
出
火
、

早
速
相
鎮
、
早
鐘
打
例
之
通
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一

芳
姫
様
先
頃
�
御
病
気
之
処
、
当
廾
二
日
卯

中
刻
被
遊
御
卒
去
候
、
依
之
来
ル
廾
八
日
迄

普
請
停
止
、
来
月
六
日
迄
鳴
物
・
諸
殺
生
万

端
相
慎
候
様
、
右
付
明
廾
五
日
四
時
�
九
時

迄
之
内
登
城
、
御
機
嫌
相
伺
候
様

一

同
廾
五
日

御
機
嫌
伺
諸
士
登
城
例
之
通

一

芳
姫
様
御
事
御
法
名
放
光
院
様

一

同
廾
七
日

今
明
日
於
長
国
寺
御
初
七
日
御
法
事
御
執
行

一

同
廾
八
日

今
明
日
御
五
・
七
日
右
同
断

○

六
月
朔
日

月
次
御
礼
例
之
通
諸
士
相
揃
候
処
、
御
痔
疾

ニ
付
御
礼
御
延
引

一

同
八
日

今
日
此
表
於
御
奥
御
男
子
様
被
遊
御
出
生

候
、
依
之
明
九
日
四
時
�
九
時
迄
之
内
麻
上

下
着
用
登
城
、
御
歓
申
上
候
様

一

同
九
日

右
為
御
歓
諸
士
登
城
例
之
通

御
徒
士
へ
番
入
申
付
之

煩

倉
嶋
和
吉

名
代
間
庭
冨
治

右
於
長
囲
炉
裏
政
野
右
衛
門
申
渡
之

一

同
十
四
日

御
七
夜
付
詰
合
不
残
麻
上
下
着
用
、
御
酒
御

赤
飯
被
下
置
候

一

於
泰
様
事
御
前
様
被
遊
御
貰
候
間
、
向
後
泰

姫
様
与
奉
称
候
様
、
今
度
之
御
出
生
様
御
名

栄
之
助
様
与
被
為
附
、
是
又
御
同
様
御
前
様

被
遊
御
貰
候
、
公
義
へ
御
届
も
不
相
済
候

間
、
表
向
為
御
知
も
無
之
候
、
可
得
其
意
旨

被
仰
出
候

一

同
十
五
日

月
次
御
礼
御
痔
疾
気
付
朔
日
同
様

悴
友
衛
義
御
奉
公
筋
為
見

小
川
多
次

習
度
旨
、
願
之
通
小
幡
内

同

友
衛

膳
組
へ
御
番
入
被
仰
付
之

惣
市
願
之
通
嘉
仲
治
御
用

片
岡
惣
市

部
屋
小
僧
役
申
付
之

同

嘉
仲
治

於
長
囲
炉
裏
渡
大
夫
申
渡
之

男
子
無
之
付
、
藤
田
岡
之

桜
井
十
次
郎

進
従
弟
弁
之
助
聟
養
子
仕

同

弁
之
助

度
旨
、
願
之
通
申
付
之

右
同
断
勇
之
進
申
渡
之
、
十
六
日
也

一

同
十
八
日

追
年
格
段
出
精
相
勤
候
付
、

望
月
九
郎
右
衛
門

御
加
恩
弐
拾
五
石
被
下
置

之家
業
心
懸
宜
、
博
致
療
治

深
尾
玄
朴

出
精
、
同
役
少
ニ
付
泊
等

も
繁
仕
、
其
上
御
子
様
方
御
用
多
、
不
得
隙
相
勤
致

大
儀
候
付
、
御
加
恩
五
拾
石
被
下
之

昼
夜
御
用
多
候
処
無
懈
怠

篠
原
玄
三

致
出
精
、
同
役
少
故
泊
等

も
繁
相
勤
候
付
、
御
加
恩
三
拾
石
被
下
置
之

右
之
通
当
九
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
段
、
同
役
方
よ
り

申
遣
候

他
所
借
用
金
之
儀
片
付
方

煩

石
川
新
八

不
宜
及
出
訴
、
先
年
も
右

名
代
大
瀬

登

躰
之
趣
有
之
義
ニ
付
、
別

而
取
計
方
も
可
有
之
処
致
等
閑
、
又
候
及
出
訴
不
埒

之
至
候
得
共
、
以
御
情
差
扣
御
免
被
成
下
候
、
自
今

相
慎
候
様
被
仰
付
之

右
之
通
当
十
一
日
御
用
番
ニ
而
被
仰
付
候
趣
、
江
戸
同

役
方
�
申
遣
候

一

同
廾
五
日

彦
八
郎
娘
鳴
渡
方
へ
縁
組
、

仙
道
彦
八
郎

双
方
願
之
通
被
仰
付
之

南
部
鳴
渡

一

同
廾
六
日

今
明
日
於
長
国
寺
放
光
院
様
御
七
々
日
御
法

事
御
取
越
御
執
行
有
之

一

同
廾
八
日

月
次
御
礼
例
之
通
諸
士
相
揃
候
処
、
御
痔
疾

気
ニ
付
御
礼
御
延
引

○

七
月
朔
日

月
次
御
礼
右
同
断

悴
弁
之
助
願
之
通
御
用
部

桜
井
十
治
郎

屋
小
僧
役
申
付
之

同

弁
之
助

右
於
長
囲
炉
裏
渡
大
夫
申
渡
之

一

御
持
病
之
御
痔
疾
被
遊
御
快
方
候
付
、
来
ル

十
九
日
御
発
駕
御
日
限
被
仰
出
候

一

同
七
日

七
夕
御
礼
五
ツ
半
時
揃
、
御
不
快
ニ
付
御
礼

不
被
為
受
、
御
留
守
年
五
節
句
之
通

一

同
九
日

三
十
喜
妹
七
右
衛
門
方
へ

鹿
野
三
十
喜
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縁
組
、
双
方
願
之
通
被
仰

小
幡
七
右
衛
門

付
之

一

同
十
八
日

御
不
快
付
明
日
御
発
駕
御
延
引
、
来
ル
廾
一

日
可
被
遊
御
発
駕
旨
被
仰
出
候

御
役
替
御
奥
支
配
被
仰
付

山
本
源
蔵

之御
奥
支
配
被
仰
付
之

山
田
平
之
進

御
城
廻
被
仰
付
之

山
本
式
左
衛
門

一

同
廾
一
日

御
發
駕
六
半
時

○

八
月
朔
日

八
朔
御
礼
五
半
時
揃
ニ
而
即
刻
相
済

一

同
四
日

殿
様
益
御
機
嫌
克
、
去
ル
廾
六
日
暮
時
前
御

参
府
被
遊
候
段
、
演
説
被
仰
渡
候

娘
儀
依
田
豊
前
守
様
御
組

石
川
新
八

与
力
西
田
金
次
郎
へ
縁
組

仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

三
男
多
門
義
嫡
子
仕
度
旨
、

根
来
茂
左
衛
門

願
之
通
被
仰
付
之

右
之
通
先
月
十
八
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
段
、
同
役
�

申
来
候

一

八
月
十
三
日

殿
様
御
不
快
御
全
快
被
遊
、
当
六
日
被
遊

御
出
勤
候
之
旨
、
申
来
候

一

同
十
五
日

亡
父
久
大
夫
在
命
之
内
願

水
井
友
右
衛
門

置
候
通
御
切
米
三
拾
表
・

親
類山

田
津
右
衛
門

玄
米
六
人
扶
持
被
下
置
、

其
方
先
達
而
相
願
、
御
役
方
見
習
事
馴
相
勤
候
付
、

家
督
無
相
違
給
人
・
御
勘
定
共
被
仰
付
之

只
今
迄
頂
戴
之
弐
人
御
扶

水
井
友
右
衛
門

持
可
被
差
上
候

一

同
十
六
日

御
側
医
被
仰
付
之

立
田
萬
安

右
者
当
朔
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
由
、
源
八
方
�
申
遣

候

一

同
十
八
日
・
十
九
日

祭
礼
付
泰
姫
様
両
日
共
御
桟
敷
へ

御
出
被
遊
候
、
御
部
屋
様
も
御
出
被
成
候
、

大
御
門
踊
例
之
通
相
済

一

同
廾
日

当
十
五
日
御
参
勤
之
御
礼
被
仰
上
候
段
、
申

来
候

玄
蕃
御
奉
公
筋
為
見
習
、

矢
島
源
二
左
衛
門

御
番
入
為
仕
度
段
、
願
之

矢
島
玄
蕃

通
金
井
左
仲
組
へ
御
番
入

被
仰
付
之

家
督
之
御
礼

宮
澤
亀
喜
久

名
代
杉
田
兵
馬

御
加
恩
之
御
礼

��������������

小
川
多
次

名
代
藤
田
新
吾

金
井
藤
助

名
代
渡
辺
友
右
衛
門

同
断

望
月
九
郎
右
衛
門

深
尾
玄
朴

名
代
中
村
通
本

立
田
玄
道

家
督
後
初
而
御
目
見

北
山
言
又

格
式
之
御
礼

柿
崎
喜
間
多

名
代
金
子
廣
馬

初
而
御
目
見

根
来
多
門

悴
御
目
見
付
御
礼

根
来
茂
左
衛
門

隠
居
之
御
礼

宮
澤
兵
大
夫

名
代
片
岡
常
三
郎

御
通
懸

格
式
之
御
礼

御
料
理
人
見
習

大
谷
津
市
之
進

右
之
通
於
江
戸
表
当
十
一
日
相
済
候
段
、
同
役
�
申
遣

候

一

同
廾
一
日

男
子
無
之
付
、
森
村
ニ
罷

伊
藤
右
平
治
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在
候
甥
松
三
郎
聟
養
子
仕

松
三
郎

度
旨
、
願
之
通
申
付
之

同
道
宮
本
善
五
右
衛
門

右
者
御
用
番
御
宅
ニ
お
い
て
勇
之
進
申
渡
之

一

同
廾
九
日

射
芸
一
覧
有
之

○

九
月
二
日

右
同
断

一

同
五
日
・
同
七
日

剣
術
右
同
断

一

同
六
日

新
左
衛
門
男
子
無
之
付
、

湯
本
新
左
衛
門

大
蔵
弟
源
之
助
聟
養
子
仕

竹
村
大
蔵

度
旨
、
双
方
願
之
通
被
仰

同

源
之
助

付
之

一

同
八
日

御
側
医
被
仰
付
之

松
山
玄
永

御
側
医
被
仰
付
候
処
少
給

右

同

人

ニ
付
、
御
役
料
五
人
扶
持

被
下
之

右
之
通
当
二
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
段
、
同
役
�
申
来

候

一

同
九
日

重
陽
御
祝
義
五
半
時
揃
ニ
て
即
刻
相
済

一

同
十
日
・
十
二
日

槍
術
一
覧
有
之

亡
父
三
郎
右
衛
門
願
置
候

古
沢
虎
吉

通
拾
三
人
御
扶
持
被
下
置
、
同
道
足
立
喜
左
衛
門

家
督
無
相
違
被
仰
付
之

惣
治
郎
妹
三
郎
助
悴
右
内

白
川
惣
治
郎

方
へ
縁
組
、
双
方
願
之
通

田
中
三
郎
助

被
仰
付
之

松
平
大
和
守
様
御
家
中
井

増
田
助
之
丞

関
武
左
衛
門
与
申
者
之
娘

縁
組
仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

右
去
月
廾
八
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
趣
、
同
役
政
野
右

衛
門
申
遣
候

一

九
月
十
一
日

其
方
病
気
聢
与
無
之
、
往

佐
久
間
彦
兵
衛

往
御
奉
公
難
相
勤
付
願
之

名
代
佐
野
友
左
衛
門

通
隠
居
、
只
今
迄
拝
領
之

御
切
米
金
五
両
・
五
人
御
扶
持
悴
一
学
へ
被
下
置
、

家
督
無
相
違
被
仰
付
之

一

同
十
四
日
軍
学
、
同
十
七
日
・
同
廾
二
日
乗

馬
一
覧
有
之

一

同
十
八
日

亡
父
九
十
郎
願
置
候
通
御

佐
藤
冨
弥

切
米
金
六
両
・
米
二
人
御

親
類松

本
治
三
郎

扶
持
被
下
置
、
家
督
無
相

違
申
付
之

右
者
御
用
番
宅
ニ
於
て
勇
之
進
申
渡
之

一

同
廾
一
日

大
般
若
御
執
行
有
之

一

同
廾
五
日

於
評
定
所
左
之
通

先
達
御
参
府
御
供
申
付
候

御
徒
士山

崎
藤
馬

処
、
父
看
病
申
立
候
、
父

同
道
飯
島
与
十
郎

之
病
気
難
見
放
躰
ニ
も
不

相
聞
、
其
上
自
分
病
気
申
立
乍
罷
在
、
不
慎
之
趣
も

有
之
候
由
相
聞
候
、
一
々
詮
議
之
上
急
度
可
申
付

処
、
以
御
情
不
及
其
儀
、
逼
塞
申
付
之

一

同
晦
日

馬
場
廣
人
媚
茶
ち
り
め
ん
御
小
袖
御
紋
鶴
之

丸
、
右
御
前
様
�
拝
領
付
、
妻
為
着
申
度
段

相
伺
候
旨
、
御
用
番
被
仰
渡
候

○

十
月
二
日

殿
様
紅
葉
山
御
宮
御
霊
屋
火
之
御
番
、
秋
田

信
濃
守
様
御
代
被
蒙
仰
候
段
申
来
候
付
、
演

説
被
仰
渡
候

一

同
七
日

家
督
之
御
礼

���������

古
沢
虎
吉

佐
久
間
一
学

名
代
長
谷
川
甚
九
郎

同
断

水
井
友
右
衛
門

名
代
森
木
兵
大
夫

右
之
通
当
朔
日
相
済
候
段
、
江
戸
同
役
�
申
遣
候

一

同
九
日

亡
父
善
六
願
置
候
通
御
切

中
村
久
兵
衛

米
籾
弐
拾
五
表
・
弐
人
御

同
道
小
山
庄
蔵

扶
持
被
下
置
、
跡
式
跡
役

共
申
付
之
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右
者
御
用
番
宅
ニ
お
い
て
小
川
多
次
申
渡
之

一

栄
之
助
様
御
箸
揃
御
祝
義
有
之
、
詰
合
御
役

人
麻
上
下
着
用
、
御
用
部
屋
相
立
、
右
御
祝

義
詰
合
御
役
人
御
赤
飯
被
下
置
候

一

同
十
三
日

暮
時
過
東
条
村
ニ
而
出
火
有
之
、
早
鐘
打
候

付
例
之
通
相
詰
、
早
速
相
鎮

一

同
廾
五
日

先
達
而
不
慎
之
義
有
之
付

山
崎
藤
太

逼
塞
申
付
候
処
、
以
御
情

御
赦
免
被
成
下
候
、
以
来
急
度
相
慎
可
申
候

一

同
廾
六
日

南
部
坂
留
守
居
幷
武
具
奉

畑

権
大
夫

行
兼
帯
申
付
之

右
於
御
前
被
仰
付
候

小
幡
隼
之
助
組
へ
御
番
入

古
沢
虎
吉

右
之
通
被
仰
付
候
旨
、
江
戸
表
同
役
�
申
遣
候

一

同
廾
八
日

御
医
師
少
ニ
付
、
暫
之
内

渋
谷
玄
仙

定
府
被
仰
付
之
、
用
意
次

第
出
府
可
有
之
候

御
側
医
被
仰
付
之

中
村
通
本

篠
原
玄
三
在
命
之
内
其
方

今
井
寿
庵

養
子
仕
、
拝
領
之
御
知
行

玄
三
親
類

大
沢
宋
寿

百
五
拾
石
被
下
置
候
様
願

置
候
、
玄
三
年
来
実
躰
相
勤
、
末
期
ニ
お
よ
び
養
子

之
儀
も
、
先
達
而
此
表
御
子
様
方
御
容
躰
も
相
診
、

出
精
家
業
相
勤
、
其
方
を
相
願
候
付
、
家
督
無
相
違

被
仰
付
之

弟
子
今
井
寿
庵
致
養
弟
、

立
田
玄
道

篠
原
玄
三
在
命
之
内
養
子

差
遣
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

此
表
御
子
様
方
御
容
躰
も

篠
原
寿
庵

相
診
候
儀
ニ
付
、
折
々
御

用
も
有
之
候
間
、
暫
之
内
御
在
所
勝
手
被
仰
付
之

○

十
一
月
六
日

悴
辰
之
助
虚
弱
付
、
往
々

祢
津
神
平

全
快
難
成
付
、
甥
甚
之
助

同

甚
之
助

聟
養
子
仕
度
旨
、
願
之
通

被
仰
付
之

病
気
聢
与
無
之
付
、
御
役

片
岡
孝
左
衛
門

難
相
勤
、
依
之
願
之
通
御

名
代
宮
下
兵
馬

役
御
赦
免
被
仰
付
之

一

同
九
日

当
三
日
御
鷹
之
雁
被
遊
御
拝
領
候
付
、
来
ル

十
一
日
四
時
�
昼
時
迄
之
内
麻
上
下
着
用
、

月
番
宅
へ
罷
出
御
歓
申
上
候
様

一

右
為
御
歓
諸
士
御
用
番
宅
へ
罷
出
申
候

願
之
通
隠
居
、
御
切
米
籾

西
村
彦
五
郎

五
拾
表
・
籾
三
人
御
扶
持

名
代
西
村
熊
次
郎

駒
之
進
へ
被
下
置
、
家
督

同

駒
之
進

被
仰
付

一

同
廾
二
日

昨
夜
馬
喰
町
宇
右
衛
門
店
藤
蔵
与
申
者
火
元

ニ
而
八
時
出
火
、
七
時
相
鎮
類
焼
五
軒
、
例

之
通
相
詰

一

同
廾
七
日

昨
夜
七
時
中
町
作
右
衛
門
与
申
者
借
家
罷
在

候
儀
左
衛
門
与
申
者
火
元
ニ
而
出
火
有
之
、

六
時
相
鎮
類
焼
参
拾
八
軒
、
例
之
通
相
詰

一

同
廾
八
日

半
平
悴
團
次
郎
へ
要
左
衛

煩

出
浦
半
平

門
娘
縁
組
、
双
方
願
之
通

名
代
海
野
主
税

被
仰
付
之

祢
津
要
左
衛
門

病
気
聢
与
無
之
、
難
相
勤

金
井
久
右
衛
門

ニ
付
、
御
役
御
赦
免
被
仰

名
代
鈴
木
弥
惣
左
衛
門

付
之

男
子
無
之
付
、
紺
屋
町
ニ

山
下
宇
右
衛
門

罷
在
候
従
弟
武
左
衛
門
聟

同
道
中
澤
郡
蔵

養
子
仕
度
旨
、
願
之
通
申

付
之

○

十
二
月
十
四
日

家
督
之
御
礼

篠
原
寿
庵

名
代
北
山
玄
又

右
之
通
当
朔
日
相
済
候
段
、
江
戸
同
役
�
申
遣
候

一

同
十
五
日
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御
次
女
中
か
く
江
申
含
方

鈴
木
弥
惣
左
衛
門

不
行
届
、
間
違
之
筋
有
之

不
埒
之
事
候
、
被
仰
付
方
も
有
之
候
へ
共
恐
入
、
彼

是
取
扱
事
済
候
段
相
聞
候
付
、
以
御
情
何
之
不
及
御

沙
汰
候
、
以
来
入
念
可
相
勤
候

一

同
廾
一
日

主
膳
三
男
品
治
郎

内
膳

小
山
田
主
膳

方
へ
養
子
差
遣
度
旨
、
双

小
幡
内
膳

方
願
之
通
被
仰
付
候

御
用
多
候
処
年
来
出
精
相

鈴
木
弥
惣
左
衛
門

勤
候
付
、
御
加
恩
拾
石
被

下
置
候
、
只
今
迄
之
御
役
料
其
侭
被
下
置
候

御
用
多
候
処
年
来
出
精
相

坂
野
又
右
衛
門

勤
候
付
、
新
知
百
石
ニ
御

直
シ
被
下
置
候

年
来
出
精
相
勤
候
付
、
御

佐
藤
軍
治

加
恩
拾
五
石
被
下
置
候
、

只
今
迄
之
御
役
料
御
引
上

願
之
通
御
役
御
赦
免
被
仰

春
原
惣
左
衛
門

付
候

名
代
小
熊
弥
四
郎

新
知
百
石
ニ
御
直
被
成
下

山
田
正
徹

置
、
只
今
迄
之
御
役
料
御
引

上

小
幡
内
膳
組
へ
御
番
入

小
出
岩
五
郎

玉
川
左
膳
組
へ
同
断

谷
口
民
馬

小
幡
隼
之
助
組
へ
同
断

宮
沢
亀
喜
久

佐
久
間
一
学

国
役
御
普
請
出
精
相
勤
候

小
川
多
次

付
、
御
熨
斗
目
拝
領

右
同
断
付
、
御
肩
衣
拝
領

金
井
藤
助

右
同
断
付
、
御
袷
拝
領

祢
津
小
膳

右
同
断
付
、
御
上
下
拝
領

大
嶋
武
左
衛
門

年
来
出
精
相
勤
候
付
、
給

����
片
岡
嘉
金
治

人
格
被
仰
付
之

大
島
条
助

三
輪
六
十
郎

右
祢
津
要
左
衛
門
召
連
罷
出
候

出
精
相
勤
候
付
、
御
役
料

���
平
出
与
左
衛
門

壱
人
御
扶
持
ツ
ゝ
被
下
置

長
岡
佐
平
太

候国
役
御
普
請
懸
り
相
勤
候

高
野
数
右
衛
門

ニ
付
、
百
疋
被
下
置
候

右
同
断
付
、
弐
百
疋
被
下

池
田
勇
助

置
候

右
祢
津
要
左
衛
門
申
渡
之

一

十
二
月
廾
八
日

佐
野
右
衛
門
男
子
無
之
付
、

小
泉
佐
野
右
衛
門

喜
左
衛
門
次
男
清
五
郎
聟

高
橋
喜
左
衛
門

養
子
仕
度
旨
、
双
方
願
之

通
申
付
之

右
宮
下
伊
右
衛
門
申
渡
之
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年
月

町
内
ガ
イ
ド
活
動

真
田
宝
物
館
・
真
田
邸
ガ
イ
ド
活
動

案
内
人
数

総
合
計

調
査
活
動

宝
物
館
学
習
支
援
室

協
力
活
動

年
月

土
蔵
体
験
工
房
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
総
人
数

活
動
日
数

来
場
者
数

う
ち
体

験
者
数

体
験
内
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
人
数

活
動
日
数

案
内

湯
茶
接
待

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

活
動
人
数

活
動
日
数

当
日
受
付

団
体
予
約
受
付

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

活
動
人
数

活
動
日
数

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

活
動
人
数

活
動
日
数

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

活
動
人
数

切
り
紙
さ
き
織
り
こ
と

布
ぞ
う
り
そ
の
他

件
数

人
数

件
数

人
数

件
数

人
数

件
数

人
数

H２
７
．４

３０
５９

１９
０

５３
２
１
，３
１４

２３
２

２９
２０
０

８０
１

４１
２
，９
９５

２１
６
５
，３
００

４
１７

５
２４

H２
７
．４

６
６７

５１
１８

０
３３

０
０

２７
５１
６

H２
７
．５

３１
５４

２０
４

７４
３
１
，９
２１

２０
４

２９
２７
３
１
，３
５７

６０
２
，０
８２

２９
９
５
，５
６４

３
９

７
３８

H２
７
．５

４
１１
４

７９
２１

０
５８

０
０

１９
５６
９

H２
７
．６

３０
４３

１７
２

４５
９
１
，１
１０

２１
２

２５
１７
８

９０
２

５４
１
，４
９９

２３
０
３
，６
８３

３
１０

３
１５

H２
７
．６

７
５６

２９
４

０
２５

２
０

２４
４９
１

H２
７
．７

３１
３９

１４
７

４１
４
１
，０
１９

２０
６

２７
１７
５

８１
５

４５
１
，６
３３

２６
１
３
，６
１４

４
１１

６
２６

H２
７
．７

４
２７

１５
２

０
１０

３
０

１８
５２
２

H２
７
．８

３１
３５

１０
９

５７
７
１
，５
６６

２０
０

２７
１８
３

７２
１

２４
９９
３

２０
６
３
，３
８９

３
１０

６
１７

H２
７
．８

３
５２

３６
４８

０
４１

０
１８

１４
４４
７

H２
７
．９

３０
３０

１４
４

６１
３
１
，５
１５

２０
１

２６
２３
０
１
，１
０５

４３
１
，１
２１

２３
７
３
，８
８５

３
１１

５
２０

H２
７
．９

６
１４
０

１１
２

３６
０

７６
０

０
３２

５０
１

H２
７
．１
０

３１
４３

２７
９

８２
２
２
，０
９６

２２
１

２８
２３
８
１
，４
２５

１０
４
２
，８
１７

３０
９
６
，６
１７

４
１７

８
３８
H２
７
．１
０

５
１０
０

４２
７

０
３４

０
１

２１
６０
６

H２
７
．１
１

３０
３３

１２
８

５３
３
１
，３
９３

１９
６

２７
２１
５
１
，１
９３

７３
１
，８
２７

２７
２
４
，５
４１

１
２

７
３７
H２
７
．１
１

６
１６
１

１１
６

４７
０

６９
０

０
２８

５３
５

H２
７
．１
２

３１
２８

１１
９

３０
３

７３
７

２１
１

２２
７７

２２
１

１９
３３
６

７３
１
，４
１３

１
５

０
０
H２
７
．１
２

－
－

－
－

－
－

－
－

０
２８
９

H２
８
．１

２９
４６

１７
３

２９
２

７３
４

１８
６

２６
１４
２

４３
８

１５
１５
４

１３
７
１
，４
９９

１
６

２
２３

H２
８
．１

－
－

－
－

－
－

－
－

０
３５
２

H２
８
．２

２９
６１

２７
５

３４
０

８６
８

２１
２

２５
２２
９

８６
４

３７
６２
０

２３
５
２
，６
２７

３
１８

６
４６

H２
８
．２

－
－

－
－

－
－

－
－

０
５１
１

H２
８
．３

３１
５５

２６
０

６４
９
１
，６
８９

２６
０

２６
２１
３

８５
３

５７
１
，３
３５

２７
５
４
，１
３７

３
８

５
３９

H２
８
．３

６
１６
６

１４
４

６４
０

８０
０

０
３３

６１
５

計
３６
４

５２
６
２
，２
００

６
，２
７７
１５
，９
６２

２
，５
４１

３１
７
２
，３
５３
１０
，６
９５

５７
２
１７
，４
１２

２
，７
５０
４６
，２
６９

３３
１２
４

６０
３２
３

計
４１

７１
７

４８
０

１８
３

０
３４
６

５
１９

１８
３

５
，９
５４

※
土
蔵
体
験
工
房
は
１２
月
～
２
月
ま
で
冬
期
休
み
、
平
成
２７
年
１２
月
は
、
改
修
工
事
の
た
め
真
田
宝
物
館
休
館

活
動
実
績
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４．松代文化財ボランティアの会

活動内容
（１）町内ガイド

�松代城・真田邸・文武学校・旧横田家住宅などとその周辺ガイド
�旧白井家表門における湯茶の接待および町内文化財の案内
�旧白井家表門の美化およびにぎわいの演出

（２）真田宝物館展示ガイド

来館者に対する展示ガイド

（３）文化財調査

�松代に所在する文化財の調査活動と調査カードの作成およびデータベース化
�松代町内見学会および自主講座の主催、補助

（４）体験学習等の支援

�真田邸三番土蔵における体験工房（裂き織り、切り紙、布ぞうり作り、箏の体験など）の運営
�真田宝物館主催ワークショップの補助
�学校遠足等における体験講座の実施

（５）その他

�真田邸古襖の下張はがし作業と、その裏打ちおよび整理・目録の作成
�子ども向けブックレット『松代 真田のはじまり』の作成

�ボランティアの会主催の研修旅行の実施

白井家オープン１５周年記念抹茶体験

川越方面視察旅行

真田町研修旅行 屋代小学校ワークショップ体験（御来迎人形）

真田宝物館であそぼ！２０１５（藍染）

真田宝物館ワークショップ「筒守りをつくろう！」 会津方面研修旅行

真田宝物館であそぼ！
２０１５（甲冑着用体験）
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●資料の受入●

内容 種別

１ 北澤家資料 一括 寄贈

２ 川中島合戦図 一幅 寄贈

３ 宮本仲関連資料 一括 寄贈

４ 古銭 １１点 寄贈

５ 「松代藩印」他 ２点 寄贈

長野市立博物館 桜賦 書画１７７－１１ 松代の商家 伊勢町八田家

敦賀市立博物館
大谷吉継書状７月３０日付 吉４６

大谷吉継 人とことば
徳川家康書状９月１日付 吉７

坂城町鉄の展示館
享保雛 原家寄贈

坂城のお雛さま
古今雛 大木家寄贈

山梨県立博物館

武田信繁書状 閏３月２７日付 矢・頼３３－１

武田二十四将―信玄を支えた家
臣たちの姿―

武田勝頼書状 ５月２８日付 吉１６

豊臣秀吉御内書 吉１２２

徳川家康判物 慶長５年７月２７日付 吉５

真田信幸宛行状 甲午１２月５日付 矢沢１３

真田信之書状 寅２月１９日付 矢沢２７

武田信清判物 天正１１年極月１４日付 川合（羽田）家史料
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「武士になってみよう」
日時 １月２４日（日）、２月２８日（日）、３月６日（日）、３月２７日（日）
会場 真田宝物館 真田わくわくルーム
内容 甲冑の着用体験。松代文化財ボランティアの会会員が着付け。

講演会「上州の真田氏―『加沢記』を読む―」
講師 簗瀬大輔さん（群馬県立歴史博物館学芸員）
開催日時 平成２７年９月２６日（土）１４時～ 松代支所大会議室
参加人数 ３６ 名

講演会「江戸文学が描いた幸村」
講師 高橋圭一さん（大阪大谷大学教授）
開催日時 平成２７年１１月１４日（土）１３時３０分～ 松代支所大会議室
参加人数 ６７ 名

ボランティアワークショップ講習会「つまみ細工」
講師 田辺春美さん（アトリエ結花）
開催日時 平成２８年３月１０日（土）１０時～１２時 松代公民館
参加人数 ボランティアのみ １５ 名

●資料特別利用●

調査・研究のための閲覧 ３４件
資料写真・画像の提供
刊行物掲載 ２５０件
テレビ放映 ９０件
講座など参考資料として ３８件

計４１２件

●資料の貸出し●

貸し出し先 資料名 資料番号 展示会名

大阪城天守閣
徳川秀忠書状 吉１１

豊臣と徳川
真田昌幸書状 吉２９

滋賀県立安土城考古
博物館

武田信玄書状 伏島文書

戦国合戦のかたち―川中島合戦
から大坂の陣まで―

武田晴信書状 吉１５

武田勝頼書状 吉２３８ 古文書鑑下巻

豊臣氏五奉行連署状 吉１４９－１

宇喜多秀家書状 吉４２

長野市立博物館
白鳥神社荼吉尼天画像 白鳥神社寄託

信仰のみち・狐にまつわる神々
戸隠祭礼絵巻 書画４１－５

長浜市長浜城歴史博
物館

備口人数 吉５２

片桐且元―豊臣家の命運を背
負った武将―

徳川家康書状 ９月１日 吉７

豊臣秀頼書状 極月２７日 吉１１４－１

大坂陣高名帳 吉１２１

細川忠興書状 吉２３８ 古文書鑑下巻

京町年寄等連署状 吉２３８ 古文書鑑下巻

桑名市博物館・白河
集古苑巡回

十二ヶ月屏風 調度１００

大定信展―松平定信の軌跡―
七軽易之銘 書画２１－９

筍之図 書画２１－２

浴恩園之図 文４－１０－９－１０

北海道博物館・国立
歴史民俗博物館・国
立民族学博物館

蝦夷人の図 書画１６２－１

北海道博物館開館記念特別展
夷酋列像

蝦夷図 典籍１０－１－６７

感応公并黒羽平戸二候像 書画１７６－１

世界人物録図巻 書画３１－３
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●特別展示●

「重要文化財 青江の大太刀」
会期 ４月１５日（水）～５月１８日（月）
会場 真田宝物館展示室
内容 重要文化財 青江の大太刀を展示。

「移動宝物館」
会期 ６月３０日（火）～７月１０日（金）
会場 長野市役所ギャラリー
内容 真田宝物館所蔵資料やワークショップなどの写真パネルを展示。

「松代でひなまつり」
会期 ３月３日（木）～４月３日（日）
会場 文武学校、旧横田家住宅、旧白井家表門
内容 寄贈された雛人形を展示。

●教室講座事業●

「かぶとを折ってかぶってみよう」
日時 ５月３日（日・祝）・４日（月・祝）
会場 真田宝物館 学習支援室
内容 大きな画用紙でかぶとを作り、厚紙で六連銭の金の前立をつける。
参加人数 ５３ 名

「宝物館に六モンキーがやってくる！」
日時 ５月５日（火・祝）
会場 真田宝物館・真田邸
内容 松代のキャラクター「六モンキー」来館。

「宝物館であそぼ！２０１５」
日時 ８月２日（日）～３日（月）
会場 真田宝物館・文武学校・真田邸・旧横田家住宅・象山記念館
内容 水鉄砲をつくろう、紙ひこうき・竹馬・竹ぽっくり・竹ぞうり・ぶ

んぶんごまで遊ぼう、藍の生葉染めをしてみよう、石臼でそばクレ
ープをつくってみよう、かざぐるまをつくろう、わら馬をつくって
みよう、柿渋のうちわ作り、鳥の声が聞こえるよ（バードコー
ル）、昔のお金にさわってみよう、武士になってみよう、万華鏡を
つくろう、牛乳パックフリスビー、宝さがしなど。

参加人数 のべ９３９ 名

藍の生葉染めをしてみよう 水鉄砲をつくろう
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３．平成２７年度事業概要（平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日まで）

●特別企画展示●

「戦国の絆」プロローグ 信濃の武士の関ヶ原、大坂の陣
会期 平成２８年１月１７日（日）～４月４日（月）
展示内容 NHK大河ドラマ「真田丸」放映にあわせ、信濃の武士たちの関ヶ原の戦いと大坂の陣について展示。
関連行事
記念講演会 「真田三代ー真田のはじまりから信之までー」

講師 平山優さん （NHK大河ドラマ「真田丸」時代考証担当）
開催日時 平成２８年２月２０日（土）１４時～ 松代支所大会議室
参加人数 ２３０ 人

ギャラリートーク
１月２０日（水）、１月２３日（土）１０時～
参加人数 １３２ 人

●企画展示●

「真田家の祈りー白鳥神社と開善寺ー」
会期 ６月２７日（土）～９月７日（月）
展示内容 真田家の氏神を祀る白鳥神社と祈願寺である開善寺の至宝を

紹介。あわせて真田家伝来の関係品も展示。
関連行事
ワークショップ 白鳥神社に登ろう

開催日時 ７月４日（土）９時３０分～
参加人数 ８ 人

ギャラリートーク ６月２７日（土）、７月１日（水）１０時～
参加人数 ４１ 人

「真田家のたから―大名道具の世界―」
会期 ９月９日（水）～１１月３０日（月）
展示内容 真田家伝来の雅やかな大名道具を一堂に展示。
関連行事
ワークショップ１ 筒守りを作ろう

開催日時 １０月２５日（日）１０時～１２時、１３時～１５時
参加費無料・申し込み不要
参加人数 ２１ 人

ワークショップ２ お箏にさわってみよう
開催日 会期中
参加費無料・申し込み不要

ギャラリートーク ９月９日（水）、９月１２日（土）１０時～
参加人数 ６１ 人
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１４日 開善寺へ資料返却

１５日 展示替え

１９日 松代小学校、NHK公開番組講師派遣

（降幡）

１９日 長野県カルチャーセンター講師派遣

（山中）

２４日 市立長野高校ながのロジー講師派遣

（溝辺）

２４・２５日 岡山県へ資料調査旅行（降幡）

２５日 子供向けブックレット出版第２回打合せ

２６日 「真田丸」関連講演会開催（簗瀬大輔

さん）

２７日 「真田丸」関連ボランティアレクチャー

（山中）

２９日 資料写真撮影

３０日 「真田丸」関連ボランティアレクチャー

（山中）

３０・１０月１日 NHK「真田丸」展会議出席（降幡）

１０月２日 長野市保健所健康課研修会講師派遣

（米澤）

３日 松代人権同和推進協議会清野支部講師

派遣（降幡）

８日 群馬県太田市より視察

市立長野高校ながのロジー講師派遣

（溝辺）

１３日 上田市レプリカ作成用写真撮影立会い

１４日 かがやきひろば吉田講師派遣（米澤）

１４日 「真田丸」関連ボランティアレクチャー

（山中）

１４日 企画展ワークショップ「筒守り」準備

１５日 江戸東京博物館から資料返却来館

１６日 国文学研究資料館へ資料調査旅行（米

澤・溝辺）

１６日 長野市公文書館へ講師派遣（降幡）

１７日 「真田丸」関連ボランティアレクチャー

（山中）

１９～２３日 国文学研究資料館から資料撮影来館

２０日 彦根城博物館へ資料調査旅行（降幡）

２０日 資料撮影

２１日 長野市生涯学習課講師派遣（降幡）

２３日 長野市保健所健康課師派遣（米澤）

２５日 ワークショップ「筒守りを作ろう」開催

２７日 子供向けブックレット出版第３回打合せ

２８日 川越へボランティア研修旅行同行（米

澤・溝辺）

２８日 真田大博覧会HP作成打ち合わせ

３０日 ２８年特別企画展特設HP作成打ち合わせ

１１月９日 長野労働金庫松代支店研修会講師派遣

（降幡）

１０日 真田町へボランティア研修旅行同行

（米澤・溝辺・小山）

１１日 松本へ資料借用旅行（降幡）

１２日 大阪へ資料借用旅行（降幡）

１３日 長野県文化財保護審議委員会事例発表

（山中）

１３日 北信越高校教頭・副校長連絡協議会講

師派遣（降幡）

１４日 「真田丸」関連講演会開催（高橋圭一

さん）

１５日 「真田丸」関連ボランティアレクチャー

（降幡）

１６日 刀剣手入れ

１７日 資料写真撮影

１８・１９日 国文学研究資料館へ資料調査旅行（溝

辺・山中）

１８日 「真田丸」関連ボランティアレクチャー

（降幡）

２０日 米沢市上杉博物館へ資料調査旅行（降幡）

２４日 資料写真撮影

２４・２５日 津和野へ資料調査旅行（降幡）

２５日 屋代小学校体験学習対応

２６日 長野市立博物館より資料借用来館

２７日 「真田大博覧会」館内改修打ち合わせ

２８日 神奈川県個人宅へ資料調査（山中・小山）

１２月１日～ 改修工事のため真田宝物館臨時休館

１日 象山記念館展示替え、宝物館展示撤収

３日 NHK「真田丸」展会議出席（降幡）

５日 敦賀市立博物館から資料借用来館

８日 資料写真撮影

８・９日 桑名市立博物館から資料返却来館

１１日 「真田丸」関連ボランティアレクチャー

（米澤）

１２日 「真田丸」関連ボランティアレクチャー

（米澤）

１６日 彦根城博物館において大名道具収蔵館

研究会（降幡）

２１～２３日 関西方面へ資料借用旅行（降幡）
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４日 江戸東京博物館から資料返却来館

５日 大英寺へ資料調査

７日 「真田宝物館であそぼ！２０１５」準備（水

鉄砲）

９日～ 北村家資料の整理開始

１１日 「真田宝物館であそぼ！２０１５」準備

（おはなしの間）

１２日 滋賀県立安土城考古資料館から資料返

却来館

１８日 「真田宝物館であそぼ！２０１５」準備

（竹とんぼ）

１８日 松本方面へ資料調査旅行（降幡）

１８日 長野市立博物館から資料返却来館

１９日 長浜市長浜城歴史博物館から資料調査

来館

２０日 「真田宝物館であそぼ！２０１５」準備

（おはなしの間、フリスビー作り）

２５日 松本へ県史料協参加（降幡）

２２～２６日 展示替・館内消毒休館

２７日 企画展「真田家の祈り―白鳥神社と開

善寺―」開幕、ギャラリートーク

２８日 松代人権同和教育推進協議会講師派遣

（降幡）

２８・２９日 白河・蔵王方面へボランティア研修旅

行（小山）

２９日 移動宝物館開催（於長野市役所～７月

１０日まで）

３０日 長野県立歴史館へ資料返却（溝辺）

７月１日 ギャラリートーク

２日 ワークショップ「白鳥神社に登ろう」

下見

３日 長野市立博物館から資料借用来館

４日 ワークショップ「白鳥神社に登ろう」

開催

６日 保存担当学芸員フォローアップ研修参

加（米澤）

７日 資料撮影

７日 「真田宝物館であそぼ！２０１５」準備（水

鉄砲）

８日 長野県図書館協会事業会議出席（山中）

９日 埼玉大学教育学部附属中学校ボラン

ティア交流

１０日 「真田宝物館であそぼ！２０１５」準備

（おはなしの間）

１１日 長浜市長浜城歴史博物館から資料借用

来館

１３日 移動宝物館撤収

１４日 資料撮影

１４日 FMぜんこうじ出演（山中）

１４日 「真田宝物館であそぼ！２０１５」準備

（武士になってみよう）

１５日 「宝物館であそぼ！２０１５」準備（わら

馬作り）

１５日 NHK「真田丸」展会議出席（降幡）

１６日 臭化メチル全廃から１０年：文化財の

IPMの現在フォーラム参加（米澤）

１８日 「真田宝物館であそぼ！２０１５」準備

（万華鏡作り）

２１日 長野県図書館協会事業による資料写真

撮影

２２日 「真田宝物館であそぼ！２０１５」準備

（拓本とり）

２４日 「真田宝物館であそぼ！２０１５」最終打

合せ

２８日 「真田宝物館であそぼ！２０１５」準備（藍

染め）

３０日 長野市子育て支援課研修会講師派遣

（降幡）

３０～８月４日 博物館実習受け入れ（１名）

８月１日 「真田宝物館であそぼ！２０１５」前日準備

２・３日 「真田宝物館であそぼ！２０１５」開催

４日 長野上水内教育会東部支会現地研修講

師派遣（降幡）

５日 長野県図書館協会事業会議出席（山中）

９日 上田へ資料借用旅行（降幡）

１１日 南信方面へ資料調査旅行（降幡）

２０・２１日 関西方面へ資料調査旅行（山中）

２２日 NPO法人夢空間講師派遣（降幡）

２５日 松代藩文化施設管理委員会開催

２５日 北海道博物館から資料借用来館

２７日 NHK「真田丸」展会議出席（降幡）

２８日 山梨県立博物館より調査来館

９月４日 資料修復確認（米澤・溝辺・小山）

６日 信更公民館講師派遣（降幡）

７日 長浜市長浜城歴史博物館から資料返却

来館

８日 展示替え

９日 企画展「真田家のたから」開幕、ギャ

ラリートーク

９日 敦賀市立博物館から資料調査来館

１０日 子供向けブックレット出版第１回打合せ

１２日 ギャラリートーク
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２．管理事務所日誌（平成２７年１月１日～１２月３１日）

１月８日 上田市立美術館と展示協力打合せ

１５日 襖下張文書整理公開作業

１７日 冬も真田宝物館であそぼ！開催

２３日 長野県立歴史館へ資料調査

２７日 滋賀県立安土城考古資料館から資料調

査来館

２月４日 坂城町鉄の展示館から資料借用来館

５日 江戸東京博物館・上田市立美術館・大

阪歴史博物館とNHK「真田丸」展協

力打合せ

１２日 「真田宝物館であそぼ！２０１５」第１回

打合せ

１７日 岡谷・諏訪へボランティア活動研修

１９日 襖下張文書整理公開作業

１９・２０日 国文学研究資料館から資料調査来館

２３～２７日 市町村職員中央研究所研修（降幡）

２４日 雛人形展示

２５日 群馬県立文書館へ資料調査旅行（山中）

２７日 松代藩文化施設管理委員会開催

２８日 ボランティア講演会（矢澤秀成さん）

３月１日 中江藤樹記念館から資料調査来館

３日 展示替え

３日 徳川美術館において大名道具収蔵館研

究会（降幡）

４日 企画展「武士の魂－真田家の刀剣と刀

装具－」開幕、ギャラリートーク

６・７日 国文学研究資料館などへ資料調査旅行

（山中）

７日 ギャラリートーク

９日 江戸東京博物館から資料借用来館

１０日 大阪城天守閣から資料借用来館

展示替え

１０日 長野市立博物館から資料借用来館

１１・１２日 東京方面へ調査旅行（溝辺）

１１・１２日 福井県へ資料調査旅行（降幡）

１４日 企画展記念講演会（宮下修さん）

１５日 桑名市博物館から資料調査来館

１７・１８日 国文学研究資料館へ資料調査旅行（降幡）

１９日 「真田宝物館であそぼ！２０１５」第２回打

合せ

２０日 東京方面へ資料調査旅行（溝辺）

２１日 真田宝物館に六モンキーがやってく

る！開催

２９・３０日 埼玉県立文書館などへ資料調査旅行

（山中）

４月２日 文武学校文学所修復完成プレオープン

２日 NHK「真田丸」展会議出席（降幡）

４日 文武学校文学所・寺町商家オープニン

グセレモニー

６日 雛人形撤収

７日 松代文化財ボランティアの会総会

９日 「真田宝物館であそぼ！２０１５」準備

（うちわ作り）

１４日 青江の大太刀特別展示（～５月１８日まで）

１６・１７日 長野県警察学校講師派遣（降幡）

１７日 滋賀県立安土城考古資料館より資料借

用来館

１８日 若穂郷土史研究会講師派遣（降幡）

１８日 諏訪市博物館講師派遣（溝辺）

２４日 「真田宝物館であそぼ！２０１５」第３回

打合せ

２５日 長野県図書館協会事業について打合せ

２６日 白井家表門にて抹茶体験開催（ボラン

ティアの会）

２８日 企画展一部展示替え

２９日 開善寺へ資料調査

５月２日 ギャラリートーク

３・４日 「かぶとを折ってかぶってみよう」開催

５日 真田宝物館に六モンキーがやってく

る！開催

１２日 坂城町へ刀剣調査

１３日 長野上水内教育会東部支部講師派遣

（降幡）

「真田宝物館であそぼ！２０１５」準備

（万華鏡作り）

企画展資料返却（降幡・溝辺）

１８日 NHK「真田丸」展会議出席（降幡）

１９日 青江の大太刀撤収

２０日 中部公民館講師派遣（降幡）

２１日 大英寺へ資料調査

２２日 大阪城天守閣から資料返却来館

２６・２７日 桑名市博物館から資料借用来館

２７日 千曲市文化財センターへ資料調査（米

澤・山中）

３０日 開善寺へ資料借用

６月１日 大林寺へ資料調査
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（９）煙雨亭（佐久間象山茶室）

煙雨亭は、もとは佐久間象山が京都で最後に暮らした居宅内にあった茶室であった。元治元年（１８６４）、幕命

で上洛した佐久間象山は「煙雨楼］と名付けた居宅に暮らしたが、同年に暗殺された。その後、煙雨楼は料亭の

所有となって昭和３７年（１９６２）に解体されたが、保存されていた茶室の部材を昭和５７年（１９８２）に市が譲り受け

て、象山神社の脇に移築・復元した。茶室には、もともとなかった屋根を加えたが、室内は昔の面影をとどめて

いる。

（１０）佐久間象山宅跡（県指定史跡）

佐久間象山宅跡は、象山神社の西隣にある面積８７９m２の敷地跡である。現在は、わずかに古井戸が残るのみで

あるが、象山在世の頃は、住宅のほかに藩主の休憩所、槍・剣術道場、学問所などがあった。象山は文化８年

（１８１１）にこの家で生まれ、天保１０年（１８３９）の２度目の江戸留学までの２９年間ここに暮らし、藩の青年たちに

学問を教えて後進の指導に努めた。

昭和３５年（１９６０）２月１１日に県史跡に指定された。

（１１）旧樋口家住宅（市指定有形文化財）

樋口家は、松代藩の目付役などを務めた家であり、江戸時

代末期の禄高は２３０石であった。真田邸（新御殿跡）に隣接

する現在地には、明和２年（１７６５）に移っており、江戸時代

末期に建てられた土蔵や茅葺の主屋と長屋が現存している。

主屋前面には池を中心とする庭園があり、東側の隣家から西

側の隣家へと流れる松代特有の泉水路がみられる。

平成１８年度から保存修理工事を行い、平成２２年６月より一

般公開している。

（１２）旧前島家住宅（県宝）

前島家は、江戸中期に３００石、末期には２００石の禄高の中級

武士の家である。現在の松代町・松山町の敷地は、真田家の

松代入封以来、前島家の屋敷地であったと伝えられており、

江戸時代の主屋、土蔵、三社（神祠）、庭園等が現存する。

特に主屋は宝暦９年（１７５９）の建築であり、松代町に現存す

る武家屋敷の中で最も古い時代に属する。

平成１７年度から保存修理工事を行い、平成２２年９月より一

般公開している。

（１３）松代藩鐘楼（市指定有形文化財）

松代藩鐘楼は、城下の藩士や町人に時を告げるため、真田

信之によって寛永年間（１６２４～４３）に現在の片羽町に設けら

れたといわれている。享保２年（１７１７）の大火以降、再建と

焼失を繰り返し、天明８年（１７８８）の焼失後、従来の火之見

櫓兼鐘楼１棟を分離し、火之見櫓と鐘楼が別々に建造され

た。現在の建物は享和元年（１８０１）に再建されたもので、幕

末には、佐久間象山がこの鐘楼を使って電信機実験を行った

という伝承が残されている。

昭和４２年（１９６７）、長野市の有形文化財に指定され、平成

２６年４月に保存改修工事が終了した。
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（４）旧横田家住宅（国指定重要文化財）

主屋、表門、土蔵は１９世紀前半、隠居屋は１９世紀中頃の建築と考えられる。明治になって横田家が東京に移住

し、昭和５９年（１９８４）に、敷地北側半分と建物が長野市に譲渡される。中級武家住宅の一典型で、付属屋も整

い、旧態をよくとどめていることから、昭和６１年（１９８６）１月に国の重要文化財に指定、昭和６４年（１９８９）１月

から保存修理工事が行われ、平成４年（１９９２）６月から一般公開している。

（５）象山記念館

昭和３９年（１９６４）、地元有志によって佐久間象山先生１００年祭奉賛会が設立され、翌年９月に展示施設としての

象山記念館が完成した。しばらくは奉賛会が本館の管理運営を行っていたが、昭和４２年（１９６７）３月、同奉賛会

から長野市に記念館が譲渡され、同年４月に開館し、昭和６３年（１９８８）１０月には展示室を増築した。

年間４回の展示替えを行い、佐久間象山の業績と遺品・遺墨を展示している。

（６）旧白井家表門（市指定有形文化財）

旧白井家表門は、もと松代町柴町にあったもので、平成１２

年（２０００）に文武学校正面（南側）に移築復元された。三間

一戸形式の長屋門で、間口が２０メートルあり、弘化３年

（１８４６）に建てられたものである。

平成１３年（２００１）４月１日、文化課（現・文化財課）から

当所へ移管された。現在は、松代文化財ボランティアの会の

拠点施設として、来訪者に対する松代のガイドや、湯茶の接

待を行っている。

（７）松代城（国指定史跡）

松代城は、武田信玄が築かせた海津城がはじまりといわ

れ、城ができた時期ははっきりとはしないが、永禄３年

（１５６０）頃には完成していたとされる。

武田家滅亡後は、織田信長の家臣・森長可や上杉景勝の支

配するところとなった。

江戸時代になると、森忠政・松平忠輝・松平忠昌・酒井忠

勝らが居城としたが、元和８年（１６２２）に、上田城主であっ

た真田信之が松代に移封される。その後、明治維新を迎える

まで、真田家が松代を居城とした。なお、藩主の御殿は江戸

時代のなかばまでは本丸にあったが、その後「花の丸」とい

う三の丸にあたる場所に移された。本丸石垣・門などの改

修・復元工事が終了し、平成１６年（２００４）から一般公開している。

（８）山寺常山邸（書院・表門・頌徳門は国登録文化財、庭園は国登録記念物）

山寺常山邸には、江戸時代末期に建てられたと推定される

表門とこの表門の南側に大正時代終わりから昭和初期にかけ

て建てられたと推定される書院（萬竹庵）が残されている。

山寺家は、松代藩で知行１６０石の中級武士の家格であり、

江戸時代の終わりには山寺常山を輩出し、鎌原桐山、佐久間

象山とともに松代の三山と称えられた。常山は号で、幼名を

久道、のちに信龍と名乗り、通称を源大夫といった。常山は

若い頃、江戸に出て儒学者佐藤一斉や中村敬宇らと親交を深

めた。八代藩主・真田幸貫の信頼も厚く、藩政にも尽力し、

寺社奉行や郡奉行を務めた。明治になってからは中央政府の

招きを固辞して松代に留まり、晩年は長野に塾を開いて門人

の教育に努めた。
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１．松代文化施設等管理事務所の沿革

松代文化施設等管理事務所は、市の機構改革により平成１６年（２００４）４月１日から新たに発足した組織であ

り、旧松代藩及び真田家に関する文化的遺産の保存及び活用を図ることによって、郷土の歴史と文化に親しみ、

その知識と理解を深め、豊かな市民文化の発展に寄与することを目的として設置されている。現在、同管理事務

所は真田宝物館・真田邸・文武学校・旧横田家住宅・象山記念館・旧白井家表門・松代城・山寺常山邸・煙雨

亭・佐久間象山宅跡に加え、平成２２年度に保存整備が完了し一般公開が開始された旧樋口家住宅・旧前島家住

宅、平成２５年度に保存整備が完了した松代藩鐘楼の計１３施設を管理・運営し、以下の業務を行っている。

１．松代周辺における旧松代藩及び真田家に関する資料の適正な管理・活用を行う。

２．収集・保管・展示・調査研究、及び教育普及活動の多角的機能を有機的に関連させた活動を行う。

３．市民の郷土研究、文化活動のための情報センター的機能を果たす役割を担う。

４．市民が親しみをもち、同時に学校教育とも深い関係をもつものとする。

また、松代文化施設等管理事務所には、文化的遺産の保存等について必要な事項を審議するための、松代藩文

化施設管理委員会が設置されている。

各施設の概要
（１）真田宝物館

昭和４１年（１９６６）５月２７日、真田家１２代当主・幸治氏によって、同家に伝承されてきた資料が当時の松代町に

一括譲渡された（同年１０月に松代町は長野市と合併したため、長野市の所有となった）ことから、県立松代高等

学校移転後の校舎を改造して昭和４４年（１９６９）７月１日に真田宝物館がオープンした。真田家の大名道具の展示

が目的とされ、昭和５２年１１月に鉄筋コンクリートの新館を増築、昭和６３年（１９８８）３月には収蔵庫が完成し、真

田邸内の７つの土蔵に収納されていた資料の大部分を移転収蔵している。当初は観光課の所管であったが、その

後、教育委員会の所管となる。年間４回の展示替えがあり、常設展示のほか、特定のテーマを決めて年１回の

「特別企画展示」と年３回の「企画展示」を実施している。

（２）真田邸（国指定史跡）

文久３年（１８６３）から翌年にかけて建てられた九代藩主・

真田幸教の母親の住居で、いわば「隠居所」のような建物で

ある。「新御殿」と名づけられ、明治維新後は真田家の私邸

となり、昭和４１年（１９６６）５月、松代町に譲渡（売却）され

た。昭和５６年４月１１日に松代城と一体のものとして、国の史

跡に指定された。敷地は７，９７３平方メートル（約２，４１６坪）、

御殿は一部２階建てである。平成２２年に主屋の全面改修工事

が終了し同年９月より一般公開している。

（３）文武学校（国指定史跡）

藩士子弟の学問・武芸を奨励するため、八代藩主・真田幸貫、九代藩主・幸教が嘉永６年（１８５３）に完成さ

せ、翌々年に開校した。建設当初の遺構をほぼ完全なかたちで伝えている。明治元年（１８６８）には兵制士官学校

を併設し、明治４年（１８７１）９月、廃藩のため閉校となる。明治５年（１８７２）、長国寺の火災に伴い、槍術所が

その庫裏として移築・転用された。その後は松代小学校の校舎としても使用され、昭和２８年（１９５３）３月に国の

史跡に指定、昭和４８年（１９７３）から保存修理工事に着手し、同５４年（１９７９）から一般公開している。文武学校

は、儒学中心の藩校から近代的学校建築への過渡期の史跡で、文学所、教室２棟（東序・西序）、剣術所、柔術

所、弓術所、文庫蔵、番所、門などからなる。平成８年（１９９６）、長国寺の庫裏として利用されていた旧槍術所

が戻され、創建当初の状態に復元された。
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